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松島公望㧔東京大学㧕片

1998 ᐕに WHO㧔世界保健機構㧕にߡ健康の定義をࠅߋ߼｢ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ㨭に関しߡ議

論ߥ߇さࠇたことを含߼㧘欧米を中心にᶏ外ߪߢ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的

健康߳の関心߇非常に高߹っߡいる。その関心の高さߪ実証的研究߽߳広߇っࠅ߅ߡ㧘宗

教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康と߇関連しߡいることߪ㧘様々ߥ研究ߢ報告さࠇ

ߡ い る (Gartner, Larson, & Allen,1991㧧 Paloutzian,1996㧧 Koenig,1998㧧 Koenig & 

Larson,2001㧧Hill & Pargament,2003㧧Miller & Kelley,2005㧧Koenig,2008㧧Hood, Hill, 

& Spilka,2009)。߹た㧘そࠄࠇの研究報告に߫ࠇࠃ㧘概しߡ㧘精神的健康にプ࡜スの効果

をਈえること߇示唆さߡࠇいる߇ (Koenig,2008㧧Hood et al.,2009)㧘ઁ方に߅い࠽ࠗࡑߡ

スの効果߽指摘さߡࠇいる (Batson, Schoenrade, & Ventis, 1993)。  

৻方㧘近ᐕߪߢ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ߇㧘ޟス࡟࠻ス関連成長 (Stress Related 

Growth)ޠといった人間的成長に߽߇ߥߟる肯定的ߥ変化を߽たࠄすこと߽指摘さߡࠇい

る。ス࡟࠻ス関連成長とߪ㧘緊張ᐲ合いの高い状況に遭遇することࠄ߆生ߓる利益的 (肯定

的 いるߡࠇあるとさߢスに対する防御因子࡟࠻㧘スࠇ変化と定義さ࡮⹺識ߥ( (Vaughn, 

Roesch & Aldridge, 2009)。そしߡ㧘ス࡟࠻ス関連成長に関連する要因としߡ㧘宗教性㧛

ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ߇あるとさߡࠇいる。このス࡟࠻ス関連成長と宗教性㧛ス࡝ࡇチュࠕ

ߤࠎと߶ߪߢ㧘日本ߡいるのに対しߡくㅴ展し߈大ߪߢ欧米ߪテࠖに関する実証的研究࡝

。あるߢ現状߇いのߥいߡࠇさߥ  

片 以਄のࠃうに㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ߇精神的健康にਈえる影響の大߈さ߇様々

ࡗ࠳を中心とした࡙ࠞ࡝ࡔࠕ㧘ߪの多くの研究ߢ߹ࠇし㧘こ߆いる。しߡࠇ示さߢ研究ߥ

㧙ࠠ࡝ス࠻教文化圏に߅ける研究ߢあることࠄ߆㧘こࠇ以外の地域࡮文化の研究の㊀要性

いるߡࠇ示唆さ߇ (Miller & Kelley, 2005)。  

日本に߅い߽ߡ㧘1998 ᐕの WHO の健康の定義をฃけߡ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ

と精神的健康߳の関心ߪ高߹った߇㧘᳿しߡ大ߥ߈広ࠅ߇をߺせたわけߥߪߢく㧘この分

㊁に߅ける実証的研究߽᳿しߡ多く߆ߥߪった (松島 , 2010)。  

そうした折㧘2011 ᐕ 3 ᦬ 11 日㧘未曾᦭の大災害にࠅࠃ多くのዅい๮߇失わࠇた。非常

に皮肉ߥことߪߢあったの߇ߛ㧘この東日本大震災を機に㧘ޟス࡟࠻ス関連成長に関連する

要因としߡの宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖのሽ࿷ޟ߿ޠ宗教者にࠃるࡦࡔタߤߥޠࠕࠤ࡞

徐々ߪテࠖと精神的健康に対する関心࡝ࠕチュ࡝ࡇ㧘宗教性㧛スࠅߥうにࠃるࠇ注目さ߇

に広ࠅ߇をߺせߡいった。  

そのࠃうߥ状況のߢ߆ߥ㧘2003 ᐕに設立さࠇた宗教心理学研究会を通しߡ㧘宗教性㧛ス

宗教性㧛ޟ㧘ࠅߥ集うことに߇研究者㧘宗教者ߟテࠖと精神的健康に関心を持࡝ࠕチュ࡝ࡇ

ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康に関する実証的研究ޠを幅広く行っߡいこうとの気運߇

高߹っߡいった。さࠄに㧘先の大震災を通しߡ㧘そ߇ࠇߙࠇ積ߺ਄߈ߡߍた経験を活߆し

る機会とࠇ再⹺識さ߇いくことの㊀要性ߡ研究を行っߡ協働しߡいߟ㧘この問題にࠄ߇ߥ

を࠼࡞࡯ࠖࡈ㧘多くのࠄ߇ߥを活用しࠢ࡯ワ࠻࠶ࡀ㧘宗教心理学研究会のߢった。そこߥ

得ߡ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康にߟいߡ実証的に検証する総合的ߥプロ

࡝ࠕチュ࡝ࡇ宗教性㧛スޟ࠻ࠢࠚを構築したいと考え㧘੹回の科研費研究プロࠫ࠻ࠢࠚࠫ

テࠖと精神的健康の関連㧙⧰㔍߳の対処に関する実証的研究㧙߳ޠ展開しߡいったのߢある。 
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片 科研費研究プロࠫߪ࠻ࠢࠚ㧘2012 ᐕ 4 ᦬に発足した。੹回の新たߥ挑戦に集ったプロ

㧘߇ると思う߆わ߫ࠇえࠄ߽ߡߺのᚲ属を࡯ࡃࡦࡔ。あるߢࠅ以ਅの通ߪ࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚࠫ

様々ߥ分㊁㧘領域の研究者㧘宗教者߇集い㧘プロࠫ߇࠻ࠢࠚ始動したのߢある。  

 

■プロࠫࠚクࡔ࠻ンバー片

研究代表者片

松島౏望㧔東京大学大学院片 総合文化研究科片 ഥ教㧕  

研究分担者片

金児曉嗣㧔相ᗲ大学片 学長㧕  

河㊁↱美㧔ᐞ央大学片 健康科学部片 教授㧕  

西脇片 良㧔ධ山大学片 総合᡽策学部片 教授㧕  

ౕ志堅伸隆㧔東亜大学片 人間科学部片 准教授㧕  

川島大輔㧔中京大学片 心理学部片 准教授㧕  

連携研究者片

㧔ධ山大学片ࡁࡑ࡞ࠞ࡮࡞ࠛࠞࡒ 人文学部片 教授㧕  

渡部美穂子㧔相ᗲ大学片 人間発㆐学部片 准教授㧕  

大᧛哲夫㧔東ർ大学大学院片 文学研究科片 ኾ門研究員㧕  

研究協力者片

浦↰片 悠㧔大阪大学片 教育学習支援セࡦタ࡯片 特任講師㧕  

武↰ᱜ文㧔浄土真宗本㗿寺派片 高善寺片 衆ᓤ㧕  

中የ将大㧔大阪大谷大学片 人間社会学部片 非常勤講師㧕  

酒੗克也㧔出雲大社和貴講社片 講社長㧕  

ዊ林ᱜ樹㧔中央学術研究ᚲ片 研究員㧕  

ᐔ子泰弘㧔ᦡ洞宗総合研究セࡦタ࡯片 ኾ任研究員㧕  

ᓼ㊁崇行㧔駒澤大学片 総合教育研究部片 非常勤講師㧕  

相澤⑲生㧔ᦡ洞宗総合研究セࡦタ࡯片 特೎研究員㧕  

Masami Takahashi㧔ࠗࠗࡁ࡝Ꮊ立࡯ࡁスࠗ࡯スタࡦ大学片 心理学部片 教授㧕  

 

片 ੹回の研究プロࠫߪߢ࠻ࠢࠚ㧘日本に߅ける宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康

との関連にߟいߡ実証的に㧔調査࡯࠺タに基ߠいߡ㧕検討することを目的としߡいる。そ

の目的を㆐成するた߼に㧘質的研究班㧘数㊂的研究班の 2 。の班を設置することとしたߟ

各班の割ࠅ振ࠅにߟいߪߡ㧘各࡯ࡃࡦࡔのኾ門領域㧘ᚲ属㧘研究関心等を考慮に入ߡࠇ行っ

た。その਄ߢ㧘班ߏとに 2 とに調査研究をㅴߏࡓ࡯のチࠇߙࠇ㧘そߡを設置しࡓ࡯のチߟ

࿑߇の構成㧔組織࿑㧕を示したの࠻ࠢࠚいくこととした。研究プロࠫߡ߼ 1 。あるߢ  
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࡯各班㧘各チ。ߚߞ行ࠍ活動ߊߴߔ㆐成ࠍ㧘研究目的ߡࠇ߆ಽߦࡓ࡯班㧘チߩࠇߙࠇߘ 

。ࠆ޽ߢࠅ通ߩ以ਅߪ概要ߩࡓ  

 

Σ㧚質的研究班  

 質的研究班ߪߢ㧘主࠼࡞࡯ࠖࡈޟߡߒߣワࡦࠗޟ߮ࠃ߅ޠࠢ࡯タࡆュ࡯調査ࠍޠ行い㧘

宗教性㧛ࠬ࡝ࡇチュߣࠖ࠹࡝ࠕ精神的健康ߩ関連ߟߦいߡ検討ߚߒ。  

1㧚関西地区チーࡓ  

 関西地඙チߪߢࡓ࡯㧘震災ࠆࠃߦ喪失ߣ宗教ߩ関わߟߦࠅいߡ検討ࠍߣߎࠆߔ目的ߒߣ

㧘ԙ慰ࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈߩ被災地ࠆߌ߅ߦ㧘Ԙ阪神淡路大震災ߪߡߒߣ活動ߥ主ߩߘ。ߚ

霊法要ߦ集う人߮ࡦࠗ߳ߣタࡆュ࡯調査㧘Ԛ災害ࠆࠃߦ喪失ߣ宗教㧘精神的健康ߦ関ࠆߔ

文献ࡆ࡟ュࠍ࡯行ߚߞ。  

2㧚東ർ地区チーࡓ  

 東ർ地඙チߪߢࡓ࡯㧘東日本震災ߢ死亡ߚߒ子ޟߩ߽߳ߤ卒業証ᦠޠ授ਈߣいう੐例ߩ

調査ࠍ通ߡߒ㧘授ਈߩ実態ࠍ把握ࠍߣߎࠆߔ目的ߩߘ。ߚߒߣ主ߥ活動ߪߡߒߣ㧘宮城県

内ߩ東日本大震災߅ߦいߡ死亡߹ߪߚ行方ਇ᣿ߩ幼児児童生ᓤߩいࠆ校園ߩ長߳ߩ質問⚕

調査㧘ߩߘ地域࠼࡞࡯ࠖࡈࠆߌ߅ߦワࠍࠢ࡯行ߚߞ。  

 

Τ㧚数量的研究班  

 数㊂的研究班ߪߢ㧘ޟ質問⚕調査ࠍޠ行い㧘宗教性㧛ࠬ࡝ࡇチュߣࠖ࠹࡝ࠕ精神的健康ߩ

関連ߟߦいߡ検討ߚߒ。  

3㧚浄土真宗チーࡓ  

 浄土真宗チߪߢࡓ࡯㧘宗教性ࠍ用いߚ精神的健康੍測ߩ࡞࠺ࡕ᦭効性検討ࠍ主ߥ目的ߣ

精神的߇宗教性ߩࠄ彼ߡߒߘ。ߚߒ実施ࠍ質問⚕調査ߦ対象ࠍ㧘浄土真宗本㗿寺派僧侶ߒ

健康߿主観的幸福感ߦ߮ࠄߥ死生観߿死೎ᓟߩ心理ࠃߩߤߦうߦ影響ࠍ߆ߩࠆߔ検討ߚߒ。 

4㧚5 ࡓ一般日本人チーߣ宗教教団ߩߟ  

5 ޠᦡ洞宗ޟޠ立ᱜ佼成会ޟޠ出雲大社教㧔神㆏㧕ޟ㧘ߪߢࡓ࡯一般日本人チߣ宗教教団ߩߟ

㸇䋮質的研究班 㸈䋮数㊂的研究班

1䋮関西地区チ䊷䊛 3䋮浄土真宗チ䊷䊛

川島大輔䋬浦↰　悠䋬武↰正文 金児曉嗣䋬河㊁↱美䋬渡部美穂子

2䋮東ർ地区チ䊷䊛 4䋮5䈧䈱宗教教団䋫一般日本人チ䊷䊛

大村哲夫

松島公望䋬西脇　良䋬具志堅伸隆䋬䊚䉦䉣䊦䊶䉦䊦䊙

䊉䋬中尾将大䋬酒井克也䋬ዊ林正樹䋬ᐔ子泰弘䋬徳

㊁崇行䋬相澤秀生䋬Masami Takahashi

［宗教性䋯䉴䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞䈫精神的健康䈱関連䋭苦難へ䈱対処䈮関䈜䉎実証的研究䋭］

科研費研究䊒ロ䉳䉢ク䊃

図1　研究䊒ロ䉳䉢ク䊃䈱構成䋨組織図䋩
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びࠃ߅信者㧕࡮に関ଥする日本人㧔宗教者：宗教指ዉ者ޠ࠻ࡦプロテスタޟޠࠢ࠶࡝࠻ࠞޟ

特定の信仰を᦭しߥい日本人㧔৻般日本人㧕を調査対象とし㧘宗教性㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ㧘

宗教的自然観と精神的健康㧔こころの健߆߿さ㧕との関連を᣿߆ࠄにすることを目的とし

た質問紙調査㧔੍備調査㧘本調査㧕を行った。  

 

日本に߅ける実証的宗教心理学的研究に߅いߡ㧘3 ᐕ間ߢのプロࠫ࠻ࠢࠚの活動費㧔科

学研究費補ഥ金の配分㗵：直接経費㧗間接経費㧕߇ 1,820 万౞というこߛࠇけの規模の大

ある筆者ߢ㧘研究代表者ࠅあߢߺの試ߡ߼く初ࠄそ߅ߪいくのߡを行っ࠻ࠢࠚプロࠫߥ߈

߽ᚲਈの目的の߽とにプロࠫ࠻ࠢࠚというチࡓ࡯を組ߢࠎ㧘実務作業ࠄ߆研究成果の報告

に⥋る共ห作業にടわること߇߶߷初ߢߡ߼ਇ慣ߢࠇあった。プロ߽ࠫ࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚ߶

߷หࠃߓうߥ状況ߢあった。そのࠃうߥ全߇ߡ手តࠅのߢ߆ߥ研究プロࠫ߇࠻ࠢࠚ始動し

たわけߢある。  

ᤨにプロࠫ࠻ࠢࠚ全体ߢ㧘ᤨに各班㧘各チߢࡓ࡯何ᐲ߽何ᐲ߽⹤し合いを繰ࠅ返し㧘調

査計↹を立案し㧘実行߳と移しߡいった。ޟ実行߳と移しߡいったޠと言葉ߢᦠくのߪ簡න

いといった状況ߥ߼㧘前にㅴࠅ߆ߟとに壁に߱ߏ߻歩ㅴ৻ߪߡい߅㧘あるᤨ期に߇あるߢ

߽あった。多くの߽ޟ߇࡯ࡃࡦࡔうこࠇ以਄ߪㅴߥ߼いޠと思わߑるを得ߥい状況߽あっ

た。そのࠃうߥ多くの困㔍ߥ状況を経߽ࠄ߇ߥ㧘そࠇߙࠇの班㧘チࠅ߉ࠅ߉߇ࡓ࡯のとこ

ろߢ踏ࠎ張ࠅ㧘その活動を遂行し⛯け㧘この 3 ᐕ間の活動を全うするに⥋ったのߢある。

そしߡ㧘その研究成果を߹と߼たの߇㧘このޟ研究成果報告ᦠߢޠある。  

わߋす߇߆活動を行ったのߥうࠃのߤ߇ࡓ࡯の班㧘チࠇߙࠇ㧘そߪޠ研究成果報告ᦠޟ

：Σ㧚質的研究班ޟうに㧘ࠃる߆ 1㧚関西地඙チࡓ࡯㧘 2㧚東ർ地඙チࡓ࡯㧘Τ㧚数㊂的研

究班：3㧚浄土真宗チࡓ࡯㧘4㧚5 いߡ߼と߹ߢの㗅番ޠࡓ࡯の宗教教団と৻般日本人チߟ

る。߹た㧘߈ߢる限ࠅ多くの方々に⺒ߢࠎ欲しいとの思いࠄ߆㧘報告ᦠの記述߽ኾ門領域

以外の方々߈ߢ߽ߢるߛけわ߆るࠃうߥ記述を心掛けた。߭ߗ多くの方々ࠅࠃ本プロࠫࠚ

。あるߢ㗿いしたいᰴ第߅教示をߏߡいߟける研究成果に߅に࠻ࠢ  

最ᓟに㧘本報告ᦠޟ߇宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康ޠという੹ᓟさࠄにそ

の㊀要ᐲを増すテࡑ࡯を考える਄ߢ㧘少し߽ߢ役に立ߡるのߢあ߫ࠇ望外のᐘせߢある。  
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Σ．質的研究班  1．関西地区チーム 

1-1．災害にࠆࠃ喪失と宗教との関わࠅ片

㧙質的研究班関西地区の取ࠅ組ߺ概要㧙片

Ꮉ島大輔㧔中京大学㧕࡮浦↰悠㧔大阪大学㧕࡮武↰正文㧔浄土真宗本㗿寺派高善寺㧕片

1．問題と目的 

片 近ᐕ㧘喪失経験ᓟの適応をߋ߼っߡ㧘ࡑ࠙࡜࠻ᓟの成長㧔Post Traumatic Growth: PTG㧕

߆いる。確ߡࠇ注目さ߇ス関連成長㧔Stress Related Growth: SRG㧕といった概念࡟࠻ス߿

にこうした側面㧘すߥわち喪失ᓟに߽何߆ࠄの学び߿成長߇あることを指摘すること߇㊀要ߢ

十分に理解ߺのࠄ߆㧘成長という観ὐࠅあߢ実に多様ߡっࠃ人にߪ㧘実際の喪失経験߇あるߪ

߿といった側面とหᤨに㧘ある種の解᡼感ࠅ自責の念㧘怒߿ᓟ悔ߪࠇい。そߥߪߢる߽の߈ߢ

肯定的ߥ側面の発見߇複雑に絡ߺ合った形ߢ㧘多様に意味ߠけࠇࠄ表現さࠇる߽のߢあろう。 

片 ところߢ先の東日本大震災以降㧘宗教者にࠃる死೎ᓟのࠕࠤの意義߇記੐߿報㆏ߢ散見さࠇ

たࠃうに㧘喪失ᓟのࠕࠤに߅ける宗教㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの㊀要性߇㧘広く日本社会に߅い

た߽のの精神的ࠇ㧘遺さߪ儀式㧕࡮㧘儀礼ࠅる対⹤㧔語ࠃいる。߹た宗教者にߡࠇ再⹺識さߡ

健康に少ߕࠄ߆ߥ影響しߡいると考えࠇࠄる。し߆し宗教者にࠃる߇ࠕࠤ㧘遺さࠇた当੐者に

とっߤߡのࠃうに意味ߠけࠇࠄるの߆にߟいߪߡ㧘ਇ᣿⍎ߥ部分߽多く㧘実際にߪ宗教的ࠕࠤ

物語ߥに言え߫㧘宗教的ࠄろう。さߛ㧘否定的に働く場合߽ある߫ࠇ肯定的に働く場合߽あ߇

のฃけขࠅ手とさࠇる遺さࠇた者߽㧘自分自身ߢ聖ߥる物語ࠄ߆ข捨選択し㧘⑳ࠫ࡯ࠔࡧョࡦ

の物語に再構築する㧔ߛ߹߿ , 2006㧕。実際の対⹤の中ޟߪߢ宗教者㧩物語の送ࠅ手㧘遺さࠇ

た߽の㧩物語のฃけ手ޠという構造߇常にਇ቟定߽ߥのとߥるた߼㧘宗教者と遺さࠇた者との

相互行ὑに着目する必要߇あるߛろう。そこߢ本研究ߪߢ両者の意味ߠけのあいߛ㧘とくに⹺

識の｢ࠇߕ㨭に着目する。 

片 ߥうࠃのߤߪޠࠇߕޟ。いߥけߠ૏置ߪߡのとし߽߈ߴを解消すޠࠇߕޟ㧘ߪߢ本研究߅ߥ

㧘߽ߡい߅内部にࠅ㧘߹た৻個人の語ࠅあߢ定程ᐲある߽の৻߽ߡい߅にࡦショ࡯ࠤ࠾ュࡒࠦ

特定の集団内に߅い߽ߡ㧘意味ߨߟߪにޟ多ჿ的ߢࠄ߆ߛޠある。そしߡこのޠࠇߕޟを᣿示

化すること߇㧘ᰴの新たࡒࠦߥュ࡯ࠤ࠾ショࡦをଦすと考えࠇࠄる。 

片 以਄ࠅࠃ㧘本研究ߪߢ震災にࠃる喪失と宗教との関わࠅにߟいߡ検討する。とくにޟ成長ޠ

という見方に限定さߥࠇい多様ߥ宗教的ࠕࠤの意味ߠけ߿㧘ޟ宗教的߇ࠕࠤ成長߿精神的健康

ᐲの向਄を߽たࠄすޠというࠃうߥන純ߥ因果関ଥߢឬߥࠇ߈߈い߻すび߈ߟを᣿示すること

を目指す。߹た意味の多ჿ性に着目し㧘そのࠇߕを⹦しく見ߡいくことにࠅࠃ㧘宗教者とࠕࠤ

のฃけขࠅ手ࠃ߅び当੐者間のࠦࡒュ࡯ࠤ࠾ショࡦの改善に資することを目的とする。 

 

2．方法 

片 ਄記の目的を᣿߆ࠄにするた߼㧘大߈くᰴの調査を実施した。すߥわち 1㧕東ർࠃ߅び関西

に߅ける被災地ߢの࠼࡞࡯ࠖࡈワࠢ࡯㧘2㧕災害にࠃる喪失と宗教㧘精神的健康に関する文献࡟

ある。片ߢ調査㧘࡯ュࡆタࡦ㧘3㧕慰霊法要に集う人々߳のࠗ࡯ュࡆ
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3．結果と考察 

1㧕 東ർࠃ߅び関西に߅ける被災地ߢの࠼࡞࡯ࠖࡈワࠢ࡯ 

片 被害をฃけた宮城⋵本ศ郡ߥ߈大ߢを行った。東日本大震災ࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈのߢ東ർߕ߹

ධਃ陸↸とห石巻Ꮢ立大川ዊ学校を㧘ࠃ߅び㧘઄บᏒ⧯林඙とฬขᏒの沿岸部を視察した。߹

た東ർ大学の谷山洋ਃ准教授߳のࠣࡦ࡝ࠕࡅと意見交換を行った。 

片 ᰴいߢ関西ߢの࠼࡞࡯ࠖࡈワࠢ࡯を行った。߹ߕ各地にὐ࿷する阪神淡路大震災の震災࠾ࡕ

ュ࠻ࡦࡔを訪問し㧘とくに神戸Ꮢ長↰඙御蔵ർ౏園に߅いߡ㧘੹߅ߥᲤᐕ地域૑民と᦭志の僧

侶߇集い㧘ロ࠙ソࠢ法要を行っߡいること߇分߆った。震災ᓟに作ࠇࠄた㧘人と防災未来セࡦ

タ࡯を訪問し㧘数多くの資料を閲覧するとと߽に㧘語ࠅ部の方の⹤を聞くこと߈ߢ߇た。すߢ

に࡯࠺タベ࡯ス等の検索ߢ㧘ある程ᐲ把握しߡいたことߪߢある߇㧘阪神淡路大震災ᓟの宗教

の࿷ࠅ方にߟいߪߡ学術的ߥ検討߇非常に乏しいこと߇㧘当セࡦタ࡯の蔵ᦠ߽ࠄ߆確⹺߈ߢた。

߹た長ᐕ㧘遺族の語ࠅ部の会に参ടしߡいる京都大学防災研究ᚲの矢቞克也教授߳のࡦ࡝ࠕࡅ

にࠄび意見交換を行った。さࠃ߅ࠣ 2014 ᐕ 1 ᦬ 17 日に㧘慰霊法要に参ടし㧘実際の法要のㅴ

を行った。หᤨに阪神淡路大震災ᓟࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈߡいߟ主催者の様子等に࡮参列者߿方߼

の宗教の࿷ࠅ方にߟいߡの社会学的研究を߹と߼たޡ復興と宗教ޢ㧔ਃ木 , 2001㧕の輪⺒をࡔ

ߡけを確⹺した。ടえߠに関わる先行研究のᢛ理と૏置ࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈ行い㧘਄記ߢ࡯ࡃࡦ

 。の往復ᦠ簡を行ったߢ間࡯ࡃࡦࡔ㧘ߡいߟる多ჿ的意味にߋ߼の概念をޠࠕࠤ宗教的ޟ

 

2㧕 災害にࠃる喪失と宗教㧘精神的健康に関する文献ࡆ࡟ュ࡯ 

片 あるとの考えߢ必要߇先行研究の知見のᢛ理߿㧘理論的背᥊ߢる中߼をㅴࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈ

に⥋ったた߼㧘浦↰࠾ࠗ߇シࠕチࡉをとっߡ㧘文献の෼集にあたった。災害にࠃる喪失と宗教

㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの関連にߟいߡの先行研究を対象としたࡆ࡟ュࠢ࠶࡝࠻ࡑ࡯スを作成し㧘

システࡑテࠖࡆ࡟ࠢ࠶ュ࡯を実施した。ࡆ࡟ュ࡯に߅いߪߡ㧘宗教߇災害ᤨにいߥ߆る役割を

果たす߆ということに焦ὐを当ߡߡ先行研究を概観した。 

片 結果㧘先行研究ߪߢ㧘ࠞ࡝ࡔࠕの࠽࡯࡝࠻ࠞ࡮ࡦ࡯ࠤ࡝ࡂに関する論文߇最߽多く㧘そࠇに

ᰴいࠗࡂߢチ߿四川㧘ス࡜࠻ࡑ沖地震߿津波に関する研究߇見ࠇࠄ㧘宗教的信仰߿ス࡝ࡇチュ

ス㓚害㧕㧘࡟࠻㧘PTSD㧔心的外傷ᓟスࡑ࠙࡜࠻㧔対処㧕と㧘ࠣࡦࡇ࡯テࠖの高さ㧘宗教ࠦ࡝ࠕ

心理的⧰痛㧘抑うߟ傾向ߤߥとの関連߇検討さߡࠇいた。߹た災害の現場に߅いߡ㧘宗教㧛ス

災害を意ࠄ߆視ὐߥ㧘宗教的ࠇ指摘さࠄ߆以前ߪ高߹ること߇る傾向߼テࠖを求࡝ࠕチュ࡝ࡇ

味ߠけることにࠃっߡ心理的健康߇回復するのߥߪߢい߆ということ߇検討さ߈ߡࠇた߇㧘੹

回の分析結果ߪࠄ߆確߆にそࠇを支持する研究結果߇多く見出さߡࠇいること߇確⹺߈ߢた

㧔例え߫㧘ޟ貧困ጀの黒人に߅ける宗教的信仰ࡦࠛ࡝ࠫ࡟ߪス㧔心の回復力㧕を高߼るޠ㧘

߼あるという感覚を高߇人生に目的߿災害߳の楽観傾向߇いることߡ宗教を持っࠄ߆災害前ޟ

るޠ㧘ߤߥ㧕。ઁ方ߢ㧘ࠞࡑ࡞㧔因果応報㧕ߤߥの信仰ߪ㧘災害ᤨの PTSD ਇ健康ߥ精神的߿

さを高߼るน能性߿㧘ࠟࡀテࠖߥࡉ宗教ࠦࠣࡦࡇ࡯㧔ޟ神߇⑳を見捨ߡたޠ㧘ޟ罪を犯したこ

と߳の罰をਈえߡࠇࠄいるߤߥޠ㧕߇精神的ߥਇ健康さと関連しߡいること߽示唆さߡࠇいる。 
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㧘ߣߎࠆいߡߞ行ࠍ実践ߥ㧘宗教的߿ߣߎࠆ޽߇共ห体ߊߠ基ߦ㧘信仰ࠄ߆先行研究ߩࠄࠇߎ 

宗教的ߥ信仰ߡߞࠃߦ災害ߦ意味ࠍ見出ߡߒい߇ߣߎࠆ災害߳ߥࡉࠖ࠹ࠫࡐߩ߳ࠬ࡟࠻ࠬߩ対

処法ߡߞߥߣい߇ߣߎࠆ概ߨ示ߡࠇߐいߣࠆ言えࠆ。他方ߢ㧘ㆊ去ߩ体験ࠍ思い出ࠄ߽ߡߒう

ߩࠇߙࠇߘ߇定義ߩࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇࠬ߿宗教ߚ߹㧘ߊ多߇調査㧕ߥ調査㧔回顧的ࠆࠃߦߣߎ

研究ߡߞࠃߦ異ࠅ߅ߡߞߥ㧘相互ߩ関連߽検討ߡࠇߐいߥい߇ߣߎ課題ߡߒߣ見ߚࠇࠄ。 

  

3㧕 慰霊法要ߦ集う人々߳ࡦࠗߩタࡆュ࡯調査 

 神戸Ꮢ長↰඙ࠍ中心࠼࡞࡯ࠖࡈߦワߒ⛯⛮ࠍࠢ࡯㧘ࠈߦߊߣうߊߘ法要ࠍ中心ߡߞߥߣ行ߞ

ߣ訪問ߩ੐務局ߚ߈ߡߞ行ࠍ復興支援ߡい߅ߦ当⹥地域߮ࠃ߅㧘࡯ュࡆタࡦࠗߩ僧侶߳ߚ߈ߡ

代表者߳ࡦࠗߩタࡆュࠍ࡯行ߚߞ。神戸Ꮢ長↰඙御蔵地඙ߢ毎ᐕ開催ߡࠇߐいࠈࠆうߊߘ法要

。ߚߞ行ࠍ࡯ュࡆタࡦ㧘半構造ൻࠗߡߒ対ߦ方々㧕ߚࠇߐߊ亡ࠍ家族ߏߢ参加者ੑ組㧔震災ߩ߳

統ߣ࠷࡯ࡁ࠼࡞࡯ࠖࡈ㧘ߢ਄ߚߒߎ起ߦ文ሼߡߴߔߪタ࡯࠺ߚࠇࠄ得ߢ࡯ュࡆタࡦࠗߩࠄࠇߎ

合ߒ㧘質的ߦಽ析ߚߒ。ౕ体的ߪߦ㧘震災時ߩߘߣᓟߩ法要ࠍ軸ߡߒߣ㧘各人߇喪失ߣ宗教ߦ

㧘4ࠍ߆ߩࠆ語ࠍߌߠ意味ߥうࠃߩߤߡいߟ 組ߩ語ߩ߳ࠅ羅生門的࡯ࡠࡊࠕチ㧔黒澤᣿ࠆࠃߦ

対象ߢߣߎࠆߨ㊀ࠍჿ߿視ὐߩ複数ࠆߥ㧘相異ߒ来↱ߦ㧕ޢ中ߩ藪ޡዊ説ߪ㧔原作ޢ羅生門ޡ

 。ߚߒ実施ࠍಽ析ࠆࠃߦ手法㧔Lewis, 1961/1969㧕㧕ࠆߔߣうࠈ迫ߦ多面的ߦ

 結果㧘震災ࠆࠃߦ喪失ࠍ経験ߚߒ人々ߦ対ߡߒ㧘ࠈうߊߘ法要ߣいう宗教儀礼ߪ㧘ޟ㧔死者

ߣ߆ࠄ᣿߇ߣߎࠆいߡߒ機能ߡߒߣ文ൻ的装置ߩ߼ߚޠいߥࠇ㧕ᔓࠍ㧘震災ࠍ㧘街ࠍ㧘遺族ࠍ

㧔宗ߥ様々ߩ法要以外ߚ߹㧘ߣߎࠆߥ異߇ߌߠ意味ߩߘߡߞࠃߦ手ࠅ㧘語ߢ一方ߩߘ。ߚߞߥ

教的࡮非宗教的㧕関わߩࠅ中ޟߩ一ޠߩߟ儀礼߽ߣߎࠆ޽ߢห時ߦ浮߈彫ߦࠄߐ。ߚߞߥߣࠅ㧘

߽ߣߎࠆ޽ߢ困㔍߇ߣߎࠆߔ説᣿ߢ因果論ߥいう単純ߣޠ適応ߩ宗教儀礼  喪失ᓟޟࠄ߆ߎߎ

示ߚࠇߐ。 

 

 ੹ᓟ㧘ߩࠄࠇߎ研究成果ࠍ㧘論文ൻ߿ᦠ籍ൻ等ࠍ通ߡߓ㧘広ߊ社会ߦ対ߡߒ発信ߡߒいߊ。  

 

文献 

Lewis, O. (1961). The children of Sánchez: Autobiography of a Mexican family. New 

York: Random House. (ࠬࠗ࡞, O. (1969). サࡦチߩࠬࠚ子供ߩࠦࠪࠠࡔ―ߜߚ一家族ߩ

自伝 (柴↰稔彦࡮行方昭夫, ⸶) ߕߔߺᦠᚱ) 

ਃ木 英 (✬著) (2001). 復興ߣ宗教―震災ᓟߩ人ߣ社会ࠍ癒ߩ߽ߔ 東方出版 

ߎうࠃߛ߹߿  (2006). 喪失ߣい࡯࡝࡯࠻ࠬࡈࠗ࡜ߩߜߩ 日本保健ක療行動科学会ᐕ報 , 21, 

34-48. 

－5－



Σ．質的研究班片 片 1．関西地区チーム片

1-2．ろうそߊ法要に集う人と宗教 
武↰正文㧔浄土真宗本㗿寺派高善寺㧕࡮浦↰悠㧔大阪大学㧕࡮Ꮉ島大輔㧔中京大学㧕 

1．問題と目的 

片 阪神淡路大震災ᓟ㧘様々ߥ宗教教団にࠃっࡦ࡜ࡏߡテࠖ߇ࠕㅦ߆߿に組織さࠇ㧘Ἲ߈出し߿傾聴活

動߇行わࠇた㧔国際宗教研究ᚲ, 1996㧕。߹た阪神淡路大震災を通しߡ㊀要性߇⹺識さ߼ߓߪࠇた㧘

震災ᤨࠃ߅びᓟに߅ける宗教的ߥ心のߪࠕࠤ㧘東日本大震災の被災地ߢ数多くのขࠅ組ߥ߇ߺさࠇた

㧔e.g., 藤ਣ, 2013; ർ᧛, 2013㧕。し߆し㧘こうした震災直ᓟに߅ける関わࠅの৻方ߢ㧘震災ᓟの長期

にわたる復興の間㧘宗教ߤ߇のࠃうߥ役割を果たしうるの߆にߟいߪߡこߢ߹ࠇ߶とߤࠎ検討ߥ߇さ

ߡࠇ実施さߡし⛯⛮ߢ߹㧘現࿷ߡい߅㧘阪神淡路大震災被災地にߪߢ質的研究班ߢい。そこߥいߡࠇ

いるろうそく法要߳の調査を行うことߢ㧘長期的ߥ宗教の役割を検討することを目的とした。 

 

2．方法 

片 研究者߇自ࠄ現地に赴߈㧘そこߢ見聞߈する様々ߥ情報に多角的にࠕプロ࡯チするࠛスࠖࡈ࡜ࠣࡁ

―㧔民族⹹法㧕の手法を用いߡ㧘阪神淡路大震災の被災地に߅いߡ調査を行った。ౕ体的にߪ㧘ࠖࡈ

タࡦ㧘੐前に作成したࠗߪߢ࡯ュࡆタࡦࠗ。を用いた࡯ュࡆタࡦ㧘文献෼集と検討㧘ࠗࠢ࡯ワ࠼࡞࡯

㧘ICߡ許นを得ߪࠅを実施した。語࡯ュࡆタࡦを߽とに半構造化ࠗ࠼ࠗࠟ࡯ュࡆ 記録しߢ࡯࠳࡯ࠦ࡟

た。ࠗࡦタࡆュ࡯の対象者ߪ㧘長ᐕ㧘ろうそく法要に関わっߡいることを条件とし㧘様々ߥ立場ࠄ߆

の語ࠅを得ることを目的に㧘以ਅの 5 ฬの方に対しߡ行った。 

① 法要を߼ߓߪる߈っ߆けとࠅߥ㧘開始ࠄ߆現࿷߹ߢ関わっߡいるᦡ洞宗僧侶 1 ฬ：A さࠎ 

ԙ 地域ࡦ࡜ࡏテࠖࠕ団体の代表者 1 ฬ：B さࠎ 

Ԛ 震災ߢ家族を亡くした夫婦 2 ฬ㧔法要߳ߪ夫㧔C さࠎ㧕のߺ参ട㧕：C さࠎ㧘D さࠎ  

ԛ 震災ߢ家族を亡くしたろうそく法要の参ട者 1 ฬ： E さࠎ 

 

3．結果と考察 

1㧕 ろうそく法要ߢの࠼࡞࡯ࠖࡈワࠢ࡯ 

片 ろうそく法要ߪ㧘Ფᐕ 1 ᦬ 17 日㧘午前と午ᓟの 5 ᤨ 46 分㧘

神戸Ꮢ長↰඙の御蔵ർ౏園にߡ開催さߡࠇいる。震災の࡜ࡏ

ߡ集߹っࠄ߆全国߇いたᦡ洞宗の僧侶ߡ関わっࠄ߆ࠕテࠖࡦ

くる。この法要ߪ㧘僧侶と地域૑民ࡦ࡜ࡏ߿テࠖࠕ団体と߇

恊働ߢขࠅ組ߢࠎいること߇特ᓽ的ߢある。 

片 質的研究班ߪ㧘࠼࡞࡯ࠖࡈワࠢ࡯としߡᐔ成 26 ᐕのろう

そく法要に参ടした。午前 5 ᤨ㗃ߪ㧘߹ߛ暗く㧘気温߽ૐい。こうした߆ߥ㧘地域の方ࡦ࡜ࡏ߿テࠖ

地元のዊ学生のߪる㧔࿑１㧕。ろうそくࠇ行わ߇㧘法要の準備ߤߥけるߟろうそくに火を߇㧘僧侶ࠕ

手作ࠅとのことߛった。午前 5 ᤨ 46 分にߥると㧘౏園にᑪߟ慰霊碑を࿐ߺ㧘⺒経߇始߹った。亡くߥ

った方のฬ前߇৻人ߺ⺒ߟߕ਄ࠇࠄߍ㧘参ട者ߪ⺒経のߢ߆ߥ焼香し㧘手を合わせる。この寒さのߥ

った。午߆ߥࠇࠄいߪにߕろうと当ᤨの厳しい状況を想像せߛいたのߡ壊滅し߇倒壊し㧘街߇㧘家߆

ᓟ߽ห様の流ߢࠇ法要߇行わࠇた。 

 

 

 

図１ ろうそく法要の様子 
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2㧕 ろうそく法要に集う人々߳のࠗࡦタࡆュ࡯ 

片 ਄記のߡと並行しࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈ 5 ฬにࠗࡦタࡆュ࡯を実施し㧘そࠇߙࠇの語ࠅのㅙ語記録を作

成した。以ਅに߅いߡ㧘法要ߤ߇のࠃうにࠅ߹ߓߪ㧘⛯い߈ߡたの߆という経緯㧘ࠃ߅びその中ߢ 5

ฬそࠇߙࠇに体験したこと߿法要࡮宗教に対する思いにߟいߡ紹੺する。 

 

① 法要のࠅ߹ߓߪ 

片 震災当ᤨ㧘A さߪࠎ僧侶にߥるた߼の修行にขࠅ組ߢࠎいた。ޟ৻生懸๮修行をしߡいた߇ޠ僧侶

としߡ自身のㅴ߻㆏を߆ߥ߆ߥ定ߕࠇࠄ߼にいた。こうした中㧘ᦡ洞宗のシࡦࡖテࠖ国際ࡦ࡜ࡏテࠖ

に行くことࠕテࠖࡦ࡜ࡏ㧘震災のߢという思いޠの修行ߢ寺の㧕外߅㧔ޟに出会い㧘࡯スタࡐ会のࠕ

を᳿心した。当ᤨࡦ࡜ࡏテࠖࠕの中に僧侶ߪ少ߥく㧘学生ࡦ࡜ࡏテࠖࠕと৻緒に活動を行ったという。 

片 震災ࠄ߆ 1 ᐕ目の 1 ᦬ 17 日㧘ޟ৻応そのᤨ間㧔午前 5 ᤨ 46 分㧕に何߿߆ろうࠃと。本当㧘たߛ個

人的にჿを߆けޠߡ㧘ޟ৻人߭とࠅ線香をたߡߡ拝ࠄ߽ޠߢࠎうところࠄ߆㧘法要ߓߪ߇߹った。1

ᐕ目ߪ㧘ޟ学校の子߽ߤ机の਄に本当に花瓶と香Ἱߛけޠ置くࠃうߥ簡素߽ߥのߢあった߇㧘ࡦ࡜ࡏ

テࠖࠕの人を中心に約 40 ฬ߇集߹ったという。仏教形式の儀礼ߪߢあった߇㧘A さߪࠎ㧘ޟ僧侶とし

。実施したというޠ…߹㧘…本当にた߹たߢろうということߛること何߈ߢ㧘ߪࠅࠃろうという߿ߡ

宗教者としߡ儀礼を行うというࠅࠃ㧘被災地を目の前にしޟߡそのᤨ間に何ࠅ߿߆たいޠと思うこと

 。始߹ったというߪ法要ࠄ߆

片 A さࠎにࠃると㧘そࠇ以降߽Ფᐕ㧘ࡦ࡜ࡏテࠖ߿ࠕ地域の方にჿを߆けߡ㧘そのᤨ間に⺒経をする

ことを⛯け߈ߡた߇㧘6 ᐕ目の七回ᔊのと߈に規模߇大߈くߥる。行᡽の౏的ߥ慰霊祭ߪ㧘土日に合

わせߡ行わߡࠇいた߇㧘その౏的ߥ慰霊祭のߢ߆ߥ㧘法要を行うことをࡦ࠙࠽ࠕスし㧘ろうそくを配

ることߢ㧘法要߇広く知ࠇࠄるࠃうにߥったという。このᐕߪ㧘඙↹ᢛ理߇落ち着߈㧘૑民にとっߡ

߽඙ಾࠅとߥるタࠗߢࠣࡦࡒあった。 

片 法要の実施߿⛮⛯にߪ㧘地域ࡦ࡜ࡏテࠖࠕ団体代表の B さࠎの協力߇大߆߈ったという。B さߪࠎ

震災直ᓟࠄ߆地域の復興のた߼に精力的に活動をさߡࠇいた。A さࠎの活動に対し߽ߡ㧘伝統仏教と

いうことߢ信㗬をし㧘ߟੑޟ返੐ߢええߢすࠃっߡ㧘ࠝ࡯ࠤ࠶したߢࠎすわ。ޠとのことߛった。慰

霊࠾ࡕュ߽࠻ࡦࡔ㧘ޟ自分ࠄの力߿ߢろうという੐ߨߢ㧘掘ࠅ方㧘掘削ࠄ߆全部自分たちޠߢ作った。

法要を⛮⛯するߪߢ߆ߥ㧘人数の減少߿内輪߽ߤߥ߼㧘ࠅߥ߆ޟしߤࠎいこと߽ޠたくさࠎあった߇㧘

Ფᐕ㧘全国ࠄ߆集߹る僧侶の姿を見ߡ法要を⛯け߈ߡたという。 

 

ԙ 死者߳の想い 

片 C さߪࠎ㧘B さࠄ߆ࠎ慰霊法要߇あると連絡߇入ࠅ参ടすることにした。C さߪࠎ㧘震災ߢᲣ親を

亡くさࠇた方ߢある。倒壊した家の中ࠄ߆Უ親をഥけ出そうとした߇㧘តす間߽ߥく火߇回っߡ߈ߡ

し߹った。C さߪࠎ㧘ろうそく法要ߢ僧侶߇৻人ߟߕฬ前を⺒ߺ਄ߍると߈に߅ޟᲣさࠎに会えたޠ

と思ったとのことߛった。僧侶߿ B さޟ߇ࠎ৻生懸๮߿っߡくߪࠇる姿に߽う感動したという߆㧘い

あ。ࠄ߇ߥࠅるっと回ߋ߇僧侶ޟいる。߹たߡߓと感ޠߨ߿ࠎたࠇࠄけߠ㧘あの㧘勇気ߨ߆の間にߟ

あいう風ߥ姿を見ると㧘何と߽言えࠎ。そ߽ࠇあ߇ࠅたいわߥ。㧔中略㧕仏様߇すߋそ߫にいࠄっし

 。いるߡߓと感ޠ。߿ዅい活動ߪるという。ろうそく法要߾

片 ところߢ C さࠎの妻ߢある D さ߅ޟߪࠎ仏壇に߅Უさࠇࠄ߅߇ࠎるࠃうߥ感߇ߓする。৻人にߢߪ

と思い㧘1ޠいߥ߈ ᦬ 17 日ߪ家ߢㆊߏすࠃうにしߡいるとのことߛった。੹ߪߢ㧘困ったこと߇あࠇ

 。あるߢうそうࠄ߽ߡᗱ痴を聞いߢと仏壇の前ޠうࠃいしߥߤ㧘ࠎ߾あち߫߅ޟ߫
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片 E さߪࠎ㧘೎の場ᚲߢ৻人暮ࠄしをしߡいた娘さࠎを震災ߢ亡くさࠇた。ޟ৻番に駆けߟけたࠄ㧘

この子ߪ生ߡ߈いた߽߆わࠎࠄ߆と思うޠと㧘ߕっと自責の念を抱いߡいる。ޟᲤᐕ㧘1 ᦬ 17 日ߪ㧘

現地に㧘亡くߥったところ߳㧘5 ᤨ 46 分に行っߡ㧘祈ࠅをささߍると自分ߢ᳿ࠅ߅ޠߡ߼㧘法要ߪߢ

多くの人߇集߹っߡいるところߪࠄ߆少し㔌ࠇ㧘娘さࠎの૑ࠇࠄ߅ߢࠎた場ᚲ߅ߢ参ࠅをしߡいた。

㧘1ߪこの日ޟ ᦬ 17 日いうのߪ㧘娘の๮日߿と。ࠄ߆ߛ㧘この日ߪ娘ߛけのた߼に祈っࠅ߿ߡたいࠎ

੹日会いにޟ。いたߡと語っޠ。った人にߥの߶うに㧘大勢亡くࠄそちߕ必ࠄߛࠎ㧘済ߤけߛ。と߿

娘とのޟけ߆ჿをޠߡっߢた߈ 1 ᐕ߱ࠅの挨拶ޠをする。ޟᲤ日㧘線香をあߍるのとߪ意味߇全然㆑

うޠという。 

 

Ԛ 宗教的ࠕࠤとߪ何߆ 

片 僧侶ߢある A さߪࠎ㧘ޟᛛ能としߡの儀礼ߪޠ行う߇㧘そࠇ以਄に㧘そこに集߹る人たちとޟ向߈

合うޠことを大ಾにしߡいた。ޟたߛ言葉ߢ言うのߪഥけにߥࠄߥߪいޠと考え㧘ߕޟっと関わるޠ

ことޟ߿見቞るޠことを㊀視しߡいる。ろうそく法要ߪߢ㧘法要以外のᤨ間にࡦ࡜ࡏテࠖ߿ࠕスタ࠶

 。いるߡすること߽大ಾに考えޠࠅ⹤したߡ仲間としޟの人たちとࡈ

片 人々との対⹤を大ಾにしߡいる A さࠎにߪ㧘様々ߥ質問߇投߆ߍけࠇࠄる。ޟᐝ霊߇出たޠ㧘ޟ仏

壇を買うޠ߆߈ߴといった質問に僧侶߇答えることޟߢ቟心ޠする人߽ࠇࠄ߅た。こうした੐柄に対

しߡ㧘B さޟߪࠎ৻緒にちࠂっと拝ࠄ߽ߢࠎったࠄ落ち着くߢࠎしࠂうޠߨと⹤しߡいる。 

片 C さߪࠎ㧘A さ߿ࠎ B さࠎの行動力に心動߆さߡࠇいる。ޟB さࠎを喜߫せたいޠと㧘翌ᐕの法要

にߪ灯篭流しを行うことを計↹しߡいる。E さߪࠎ㧘ޟ㧔歌ったࠅ踊ったࠅの㧕ࡦࡑ࡯ࠜࡈࡄスߪߢ

心癒さߥࠇい。ああいうᤨこそ㧘仏の力いうの߇いるࠎ㆑うޠߥ߆と㧘仏教ߢ儀礼を行う意義を感ߓ

いる。߹た㧘Aߡ さ߇ࠎ法要ᓟに行う短い⺑法を聞いߡ㧘ޟ⺑法言うߢࠎす߆。あ߿ߪࠇっ߬ࠅ心洗

わࠇるというߨ߆㧘勇気ߠけࠇࠄるというޠߨ߆と߽感ߡߓいる。 

 

4．総合考察 

片 ろうそく法要ߪߢ㧘僧侶ࠄ߆被災者に৻方的に関わるのߥߪߢく㧘߅互いに支えあう関ଥ߇築ࠇ߆

いた。特೎ߡ行うと考えࠅ法要を執ߡとしޠᛛ能ޟ法要に参ടし㧘ߡとしޠ仲間ޟ㧘ߪいた。僧侶ߡ

し法要に参ടする߆い。しߥߪߢいたわけߡ意識し߇を僧侶ࠕࠤ宗教的ߥ C さ߿ࠎ E さߪࠎ亡くߥっ

た方に会えるという体験߿㧘あ߇ࠅたいߤߥ様々ߥことを感ࠇࠄ߅ߡߓた。仲間߇集߹ߤ߫ࠇのࠃう

あるߢく仏教の儀礼ߥߪߢޠスࡦࡑ࡯ࠜࡈࡄޟるߥわけනࠅく㧘とߥߪߢ良いというわけ߽ߢ行੐ߥ

ことに意義を感ࠇࠄ߅ߡߓる人߽いた。法要߳の参ടの઀方߽多様ߢあࠅ㧘Ფᐕ㧘参列さࠇる方߽あ

㧘仏教ߪࠄ߆ࠅの語ࠄࠇった。こߛする方と様々ࠅ参߅参ടする方㧘家の仏壇にߡ㧘距㔌をとっ߫ࠇ

の教義を৻様に体験するのߥߪߢく㧘৻ߟの法要に対しߡ㧘そࠇߙࠇの想いを㊀ࠄ߇ߥߨ意味ߠけ߇

けߠの意味ࠇߙࠇそ߿の関ଥ性ߡとしޠ仲間ޟ㧘ߥうࠃった。以਄のߥと߆ࠄ᣿߇いることߡࠇさߥ

法ߡの思いを抱いࠇߙࠇる。長ᐕ㧘そࠇࠄたと考えࠇ徐々に形成さߢ߆ߥの⛯⛮ߥ㧘法要の長期的ߪ

要を⛯けるその姿߇㧘被災者の心を動߆し߈ߡたࠃうߢある。 
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学校教育法施行規則㧔1 9 4 7㧕第 5 8 条ޟߦ校長ߪ㧘ዊ学校ߩ全課程ࠍ修了ߣߚߒ認ߚ߼
1

者ߪߦ㧘卒業証ᦠࠍ授ਈߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒい 。㧚中学校㧘高等学校㧘ࠆいߡࠇߐ規定ߣޠ

特೎支援学校㧘大学߽ߦߤߥ準用規定ࠆ޽߇。幼稚園ޟߪߢ修了証ᦠޠ等ࠍ授ਈߡߒいࠆ

。多い߇ߣߎ

㧚死者へ߅くࠆ卒業証ᦠ2-1

㧙東日本大震災߅ߦいߡ非業ߩ死を遂ߍた子ߩ߽ߤ慰霊ߣ遺族ߩ癒ߒ㧙

大村哲夫㧔東ർ大学㧕

㧚1ߦ߼ߓߪ

ᐕ ᦬ 日㧘東日本大震災߇発生ߚߒ。 人ߩ死者㧘 人ߩ行方ਇ᣿者256,2388,511131102

㧔 警察庁㧕ߣいう甚大ߥ人的被害ߚߒࠄߚ߽ࠍ災害ߪ㧘運良ߊ生߈延߮2013ߢ߇ߣߎࠆ

余儀ࠍ中断ߢ途਄ߚ߼始ߺ歩ࠍ人生߽ߢ߆ߥ。ࠆいߡߒ߷及ࠍ強い影響߽ߦ人生ߩ人ߚ߈

感ߩ深い悲嘆ߦห⚖生㧘保護者㧘教育関係者等ߕࠄߥߺߩ㧘遺族ߪ死ߩ߽ߤ子ߚࠇߐߊߥ

情ߣ罪⽿感ࠍᱷߡߒいࠆ。

被災地߅ߦい߽ߡ毎ᐕ ᦬ߩ卒業式ߩ季節ߣࠆߥߦ㧘ዊ学校㧘中学校㧘高等学校3ߩߤߥ

卒業式࠾ߩュ߇࠭࡯流߇ࠆࠇ㧘ߩߘ中ߢ時折㧘震災ߢ亡ߚߞߥߊ子ޟ߽߳ߤ卒業証ᦠࠍޠ

授ਈߣߚߒいう情報߽聞ࠆࠇ߆。卒業証ᦠߪ㧘校長߇法 ߚߒߚ満ࠍ卒業要件ߡいߠ基ߦ

1

児童生ᓤߦ授ਈࠅ޽ߢߩ߽ࠆߔ㧘学籍ࠍ喪失ߚߒ死者߳授ਈߦߣߎࠆߔ法的根拠ߥߪい。

ߤߥ自死ࠆࠃߦ߼ߓ㧘病死㧘੐故死㧘いߢ౏立学校ߩ全国ߕࠄ限ߦ㧘被災地ߪ実際ߒ߆ߒ

多ߩߊ੐例ߢ卒業証ᦠ߇授ਈߚ߈ߡࠇߐ実態ࠆ޽߇。㆑法߽ߪߊߒ脱法߽ߣ言えࠆ行ὑ߇

౏立ߩ学校ߢᢓえߡ行わߪߣߎߚ߈ߡࠇ㧘ߦࠇߘ勝ࠆ意味ߣࠆ޽߇考えߡࠇࠄいߦࠄ߆ࠆ

他ߥࠄߥい。筆者ߦߣߎߩߎߪ以前ࠄ߆関心ࠍ寄ߒ߆ߒ。ߚ߈ߡߖ学籍ߩ無い児童生ᓤ߳

卒業証ᦠ授ਈࠍ行うߟߦߣߎいߪߡ㧘ߩߘ行ὑߩ特ᱶ性ࠄ߆調査߇困㔍ࠅ޽ߢ㧘ߢ߹ࠇߎ

研究ߩ対象ߚߞ߆ߥߎߡࠇߐߦ。

本研究ߪ㧘震災ߢ死亡ߚߒ子ޟߩ߽߳ߤ卒業証ᦠޠ授ਈߣいう੐例ߩ調査ࠍ通ߡߒ㧘授

ਈߩ実態ࠍ把握ߒ㧘授ਈߦ込ߚࠇࠄ߼意味ࠍ᣿ߒߦ߆ࠄ㧘非業ߩ死ࠍ遂ߚߍ子ߩ߽ߤ慰霊

慰ࠆߌ߅ߦ౏共空間߇本研究。ࠆ޽ߢߩ߽ߚߺ試ࠍߣߎࠆߔ考察ߡいߟߦߒ癒ߩ関係者ߣ

石巻Ꮢ立大川ዊ学校 ᐕ ᦬ 日 筆者撮影2014 3 11

Σ㧚質的研究班 㧚東ർ地区チー2ࡓ
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自然災害ߪߣ言え㧘学校管理ਅࠆߌ߅ߦ੐故死ࠅ޽߽ߢ㧘学校管理者ߩ⽿任߇問わࠇ
2

ߡߞ޽ߢ学校ࠆいߡߞ߆ಽ߇ߣߎߚߒ授ਈࠍޠ卒業証ᦠޟ߼ߚߩߘ。ࠆいߡߓ問題߽生ࠆ

߽㧘回答߇得ߡࠇࠄいߥい場合߽ࠆ޽。

。うࠈߛࠆ޽いう੐情߽ߣいߊߦߓ応ߦ㧘調査߼ߚいߥ߇合法性ߦ授ਈ行ὑ߽ߘ߽ߘߚ߹

霊ߟߦߚ߆ࠅ޽ߩいߡ資ࠍߣߎࠆߥߣߩ߽ࠆߔ㗿ߡߞいࠆ。

㧚方法2

本研究ߪ㧘主ߡߒߣ被災 県㧔宮城㧘福島㧘岩手㧕ߩ学校園ࠍ対象ߡߒߦい߇ࠆ㧘現段3

階੍ߪߢ備調査ߡߒߣ質問⚕調査ࠍ行ߡߞいࠆ。本稿ߪߢ宮城県ߩߢ調査結果ࠍ報告ߚߒ

い。

宮城県ߪߢ㧘౏立ߩ幼稚園㧘ዊ学校㧘中学校㧘高等学校㧘特೎支援学校ߩうߜ㧘 95ߩ

校園ߢ 人ߩ子߇߽ߤ死亡㧘 人߇行方ਇ᣿ߡߞߥߣいࠆ㧔 ᐕ ᦬現在 。本研究2310253723 㧕

㧘調ࠅ送ࠍ⚕質問ߦߡ޽長ߩ校園ࠆいߩ幼児児童生ᓤߩ行方ਇ᣿ߪߚ߹死亡ߩࠄࠇߎߪߢ

査協力ࠍ依㗬ߚߒ。質問⚕ߩ回答ߪ㧘選択肢߆߶ߩน能ߥ限ࠅ自↱回答欄ࠍ設定ߒ㧘調査

者߇意࿑ߡߒいߚߞ߆ߥ意味߿要因ࠍ汲ߺขࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆう工夫ߚߒ。

㧚結果3

各校園全体ߩ回෼率ߪ 問題ߥ࠻࡯ࠤ࡝࠺㧘ߢ％ 47.4߇協力ߩߊ多ߕࠄ関わ߽ߦࠆ޽ߢ 2

得ߣߚࠇࠄ考えߡいࠆ。

㧝㧕授与ߩ割合ߣそߩ時期

死亡ߚߒ児童生ᓤ߳ߩ卒業証ᦠ㧔幼稚園ߩ場合㧘修了証ᦠ㧕ࠍ授ਈߚߒ割合ߪ㧘回答

ߪߢ㧘幼稚園ߜうߩ学校ߚߞ޽ߩ ％㧘ዊ学校ߪߢ ％㧘中学校ߪߢ 100.0ߢ％ 42.9 83.3

。ߚߞ߆ߥいߡࠇߐ授ਈߪߢ特೎支援学校ߣ高等学校。ߚߞ޽

注目߈ߴߔὐߪ㧘授ਈ߇震災ߩᐕߊߥߪߢߌߛ㧘ߩߘ ᐕᓟ߿ ᐕᓟ߽ߦ授ਈ1ߡࠇߐ 2

いߚ੐例ࠆ޽ߢߣߎߚߞ޽߇。

㧞㧕授与ߩ発案者

授ਈߪ㧘教職員߇遺族ߩ心情ߡߞ߆߬ࠎ߽߅ࠍ発案ߒ㧘遺族߳提案ߡߒい߇ߣߎࠆ多

いう要望ߣޠいߚߒ卒業ߦ一緒ޟߩࠄ߆保護者ߩߘ߿ห⚖生ߚߞᱷ߈生ߪߢ㧘中学校ߊ

。ߚߞ߆ಽ߇ߣߎߚいߡߞߥߣ要因ࠆ߼᳿ࠍ授ਈ߽ߣߎߩߘ㧘ࠅ޽߇

㧟㧕授与ߩ目的

遺族ߩ心情ࠍ慰߇ߩ߽ࠆߔߣࠆ߼最߽多ߩߩ߽ߚߞ߆㧘教職員自身ߩ癒߽ߒ目的ߒߣ

߇ߚߞ޽ߢ少数ߚ߹。ߚߞ޽੐例߽ߚ ޟ 死亡ߚߒ子ߩ߽ߤ㧕冥福ࠍ祈ߣޠࠆいう死㧘 㧔

者ߩ慰霊࡮鎮魂ߩ目的߽挙ߚࠇࠄߍ。

㧠㧕卒業証ᦠߩ形式

死者ߦ授ਈߚࠇߐ卒業証ᦠߪ㧘生者߳授ਈߣߩ߽ߚࠇߐ異ߡߞߥいߚ 。ࠄߥ異ߣ他ޟ

。ߚߞ߆ߥいߡࠇߐ記入߇บ帳番ภߢ学校ߩߡߴߔ㧘ߡ除いࠍいう1校ߣޠいߥ

㧚考察4

Σ㧚質的研究班 㧚東ർ地区チー2ࡓ
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死児߇適齢期ߣࠆߥߦ結婚ࠆߖߐ習俗ߪ㧘東ർ地方ߪߢ੹߽見ࠆࠇࠄ㧚ߩߎ習俗߇地
3

域限定ߥߪߢߩ߽ߩいߪߣߎ㧘靖国神社߿護国神社ߢ戦死者ߦ供えޟߚࠇࠄ花嫁人形߇ޠ

見߽ࠄ߆ߣߎࠆࠇࠄわࠆ߆。

日本国憲法第  2 0  条  3 宗教的活動߽ࠆߥ߆他いߩߘ㧘宗教教育ߪ機関ߩߘ国及߮ޟߪߢ 
4

第ߪߢ教育基本法ߡߌうࠍࠇߎ㧘ࠅ޽ߣޠいߥࠄߥߪߡߒ 条 国及߮地方౏共団体9ޟߢ 2

。ࠆ޽ߣޠいߥࠄߥߪߡߒࠍ他宗教的活動ߩߘ宗教教育ߩ㧘特定ߪ学校ࠆߔ設置߇

Σ㧚質的研究班 㧚東ർ地区チー2ࡓ

㧝㧕卒業証ᦠߩ授ਈߪ㧘幼稚園㧘ዊ中学校ߢ多ߊ行わࠇ㧘高等学校࡮特೎支援学校ߪߢ

皆無ߚߞ޽ߢ。幼稚園߿義務制ߩ学校ߩ授ਈ率ߪ高ߊ㧘報㆏ߥࠇߐい多ߩߊ学校߽ߢ行

わߡࠇい߇ߣߎߚಽߪߣߎߩߎ。ߚߞ߆地域ߣ密接ߥ関係ࠆ޽ߩᏒ町村立学校߶ߤ授ਈ

学校ߚߒ考慮ࠍ㧘授ਈ߽ߢ高等学校ߚߞ߆ߥ߇੹回授ਈ。ࠆࠇࠄ考えߣߩ߽ߚߒ考慮ࠍ

。ߚߞ߆わ߽ߣߎࠆ޽߇੐例ߚߞ行ࠍ授ਈߦ生ᓤߚߒ੐故死ߦ㧘ㆊ去߿

㧞㧕授ਈ߇行わߪߩߚࠇ㧘震災当ᐕߩ ᐕ߿ ᐕ ᦬ߩߘ。ߚߞ߆ߥߪߢߌߛᓟ2011 2012 3

ߣࠆߖ調査結果߽合わߩ ᐕ㧘 ᐕ߽ߢ授ਈߚࠇߐ੐例ߪߣߎߩߎ。ࠆ޽߇死亡2013 2014

ߒޠ⚖進ޟߦ共ߣߜߚ߽ߤ子ߚ延߮߈㧘生߇߽ߤ子ߚߒ 意㧘ࠍߣߎߚߞいߡߒޠ卒業ޟ

味ࠆߔ ࠆ޽߇ߑわߣߎいうߣޠࠆ数えࠍ齢ߩ子ߛࠎ死ޟ 。。ߛ何ᱦ߫ࠇいߡ߈੹㧘生ޟ

世ߩう。民間信仰ࠈߛߩ߽ߥ痛ಾߡߞߣߦ親ߩߘ㧘ߪ心情ࠆߔ追慕ࠍ死児ߣޠ㧫߆うࠈ

界ߪߢ㧘死ߛࠎ子ߩ߽ߤ供養߼ߚߩዊߥߐ石地蔵ࠍᑪ立ߒ㧘菓子ࠍ供え߇ߣߎࠆ行わࠇ

供ࠍ学用品㧘学童服߿࡞࠮࠼ࡦ࡜ߣࠆߥߦう時期ࠈ޽ߢߚߒ入学߫ࠇいߡ߈生ߚ߹。ࠆ

え߽ߣߎࠆ行わߦࠄߐ。ࠆࠇ死児߇成人ߦ㆐ߣࠆߥߦࠈߎࠆߔ㧘男子߫ࠇ޽ߢ花嫁人形

ࠆࠇ行わ߽ߣߎࠆ供えࠍ花婿人形߫ࠇ޽ߢ㧘女子ࠍ 子ߚߍ遂ࠍ死ߩ非業ߦうࠃߩߎ。

3

ߚ㗿う親ࠍ成長ߩ子ߤߥࠆߔ㧘結婚ߒ卒業ࠅ送ࠍ㧘学校生活ߨ㊀ࠍᐕ߽߅ߥ死ᓟ߇߽ߤ

いߡߞ߇ߥߟߦいう行ὑߣࠆߔ授ਈࠍ子供߳卒業証ᦠߚߞߥߊ亡ߢ㧘震災߇ߜ気持ߩߜ

。ࠆࠇࠄ考えߣࠆ

㧟㧕授ਈߩ発案ࠍ学校側ࠆߔߣ回答߇多ߊ見ߪߩߚࠇࠄ㧘੍想外ߚߞ޽ߢ。遺族ߩࠄ߆

希望߇寄ߡࠇࠄߖ検討ߣߚߒいう੐例߽߇ࠆ޽㧘多ߪߊ教職員߇⹤ߒ合ߡߞ授ਈࠍ遺族

ߣߎࠆ޽ߢ校長ߪ授ਈᮭ者。ߚいߢࠎ踏ࠍいう手㗅ߣࠆߔ授ਈ߫ࠇ޽߇㧘希望ߒ打診ߦ

ࠆ޽߽ߤߥߣߎߚߞ߆ߥ߇余裕ߩ心ߦ㧘遺族側ߣߎいߥ߇法的根拠ߦ授ਈߩ㧘死児߳߿

教育ࠆߔ管轄ࠍ学校߅ߥ。ࠆ޽ߢߩߚいߡߞ考え㧘行ߣ必要߇授ਈߡߒߣう。学校ࠈߛ

員会ߪ㧘授ਈߟߦいߡ学校߳特೎ߩ指ዉߡߒࠍいߥいߡߒߣいࠆ。

㧘㧕 ޟޠ 㧘 ޟޠ 㧘㧠 授ਈߩ理↱ߟߦいߪߡ 遺族ߩ心情ߡߞ߆߬ࠎ߽߅ࠍ 一緒ߦ学ߛࠎ証ߡߒߣ

一緒ޟ߽ࠄ߆保護者߿生ᓤߪߢߤߥ㧘中学校ߊ多߇ߤߥޠいߚࠅ߿ߡߖߐ卒業ߦ一緒ޟ

。ߚߞ߆ಽ߇ߣߎߚߞ޽߇いう要望ߣޠいߚߒ卒業ߦ

෻対ߦ授ਈߚߞ߆ߥߒ理↱ߟߦいߪߡ 加え㧘ߦߤߥޠߚいߡߞߥߊ亡ߦ遺族߽一緒ޟ

ߡ ߚߞߥߊ無߇学籍ߢ時ὐߚߒ死亡ޟ 㧘ޠߞ޽߇いう回答ߣޠߺ鑑ࠍ精神状態ߩ遺族ޟ

。ߚ

宗教的活動߇禁ߡࠇࠄߓいࠆ౏立学校 供ߩ㧘死者߳ࠄ߆ߣߎࠆ޽ߢいう౏共空間ߣ

4

養߿鎮魂ࠍ強調ߊߥߪߢߩࠆߔ㧘遺族߿児童生ᓤ㧘教職員ߩߤߥ生者ߩ癒ࠍߒ主ߥ目的

。ࠆࠇࠄ考えߣߚࠇ行わߡߒߣ
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㧡㧕授ਈߚࠇߐ卒業証ᦠߦบ帳番ภ߇記ߡࠇߐいߪߣߎߚߞ߆ߥ㧘ߩߘ証ᦠޟ߇౏ߣޠ

㊀要ߩ学校ࠆࠇߐ保ሽߦ㧘߶߷永久ߪ卒業บ帳。ߔ示ࠍߣߎࠆ޽ߢ性格ߥ曖昧ߩޠ私ޟ

文ᦠࠅ޽ߢ౏的ߥ性格ߩ文ᦠߪߣߎߩߎ。ߛࠄ߆ࠆ޽ߢ授ਈ行ὑޟߩߩ߽ߩߘ౏ߣޠ

。ࠆいえߣࠆいߡߒ示ࠍ性格ߥ曖昧ߩޠ私ޟ

㧚߹5߼ߣ

。㧘非業ߩ死ࠍ遂ߚߍ子ߦ߽ߤ卒業証ᦠࠍ授ਈࠆߔ行ὑߪ 例外ߊߥߪߢ広ߊ行わߡࠇいߚ

いߥࠄߥ他ߦߣߎࠆいߡߒ෻ᤋࠍ価値観ߥ᥉ㆉ的߇行ὑߚߒうߎߪߣߎߩߎ 。齢ߩ死児ޟ

ߣߊいߡߨ㊀ࠍᐕ齢ߒࠍ生活ߦ様ߓหߣ生者߇いߒ߹ߚߩ㧘死児ߦうࠃいうߣޠࠆ数えࠍ

。ࠆ言えߣࠆいߡߌ⛯߈生߽ߢ中ߩ学校教育ߩ㧘現代߇い観ߒ߹ߚߩ日本人ࠆߔ

合理的ߪߦฃ容困㔍ߥ子ߩ߽ߤ死ߣいう悲ᗌߥ現実ࠍ㧘ฃߌᱛߡ߼生ߡ߈いߎߦ߼ߚߊ

うߚߒ授ਈ߇必要ߣߚࠇߐߣ考えࠆࠇࠄ。卒業証ᦠ授ਈߣいう死者߳向ߪࠕࠤߚࠇࠄߌ㧘

宗教。ࠆいߡߞ߇ߥߟ߽ߦࠕࠤߩいう生者ߣห⚖生㧘教育関係者߿遺族ߡߒ通ࠍ行ὑߩߘ

的活動߇禁ߚࠇࠄߓ౏立学校߇ゆえߦ㧘宗教的慰霊儀礼ߦ代わߡߒߣߩ߽ࠆ行わߡࠇいࠆ

私㧔宗ޟߣޠ౏ޟߩ㧘授ਈ行ὑߪਇ記載ߩบ帳番ภࠆߌ߅ߦ卒業証ᦠ。ࠆいߡ考えߣߩ߽

教 う。㧕ࠈߛߩࠆいߡߒ象ᓽࠍ曖昧性ߩޠ

附記

㧕㧔㧘 㧕㧔本研究ߪ 当科研費߆߶ߩ日本学術振興会科研費基盤研究 Ｃ 研究代表者 大村哲夫

課題番ภ 24520906。ߚߒ実施ߡߌうࠍ助成ߩ

参考文献

ޟ ޡޠ 大村哲夫ޢ 死者߇卒業ߣࠆߔいうߣߎ㧙東日本大震災ࠆߌ߅ߦ慰霊ߣ癒ߒ㧙 文ൻ2013

77, p.22, pp.32-52

青森⋵金木↸川倉地蔵堂 ᐕ筆者撮影2007
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Ⅱ．数量的研究班 

片

3．浄土真宗チーム 

4．5 つの宗教教団と一般日本人チーム 





Τ．数量的研究班  3．浄土真宗チーム 

3-1．浄土真宗僧侶の宗教性߇精神的健康と死別後の心理変ൻに与えࠆ影響  

㧙浄土真宗の信仰ߪ精神的健康を高߼㧘死別後の心理を肯定的にࠆߔの߆？㧙  

河㊁↱美㧔畿央大学㧕࡮金児曉嗣㧔相愛大学㧕࡮渡部美穂子㧔相愛大学㧕  

1．調査目的  

片 浄土真宗僧侶߿৻般日本人の宗教性に関しߪߡ金児㧔1997㧕の研究の蓄積߇あࠅ㧘こࠇ

日本人の宗教性を測定ߺ㧘宗教家を含ߪ開発した宗教観尺ᐲ߇㧘金児ࠄ߆の研究結果ߢ߹

するのに᦭効ߥ尺ᐲߢあること߇᣿߆ࠄにさߡࠇいる。そしߡ㧘この宗教観尺ᐲを用いる

ことߢ㧘宗教性と多くの態ᐲ࡮行動との関連性߇実証的に᣿߆ࠄにさ߈ߡࠇた。  

そうした߆ߥ㧘宗教と精神的健康との関ଥߪ宗教心理学਄の㊀要ߥ課題とさ߈ߡࠇた。

言え߫㧘ߡ翻っ。߆あろうߢ高߹るのߪ精神的健康ࠅࠃことにߟ強い信仰心を持ߡたしߪ

精神的健康を੍測するのに宗教性を用いたߪ࡞࠺ࡕ᦭効ߢあるのߢあろう߆。し߆し㧘৻

般に日本人の多くߪ確たる信仰を᦭しߕࠄ߅ߡ㧘そうしたサࡦプ࡞を対象にし߽ߡ信仰߇

精神的健康を高߼る߆否߆を検証するのߪ困㔍ߢある。ᓥっߡ㧘この問題の解᣿のた߼に

る。本研ߥ必要ਇนᰳと߇検討することߡとし࡞プࡦ信仰心を᦭する宗教家をサߕ߹㧘ߪ

究ߪߢ㧘㒙弥㒚如来の本㗿を信ߓることにࠃっߡ心のᐔ቟と生߈る力߇ਈえࠇࠄると親鸞

精神的健康にਈえる影響を検討することを߇㧘宗教性ߡく浄土真宗の僧侶を対象とし⺑߇

目的とした。  

否定的ߪス࡟࠻スߥ߈の大ߤߥ㧘死೎ࠄ߆㧘近ᐕの欧米を中心とした心理学的研究߅ߥ

変化をߥ肯定的ߤߥス関連成長㧔Stress Related Growth㧕࡟࠻く㧘スߥߢけߛ心理変化ߥ

߽たࠄすこと߇指摘さࠇるࠃうにߥった。本邦߽ߢ河㊁㧔2013㧕の研究ࠄ߆㧘大ಾߥ人を

病気ߢ亡くした遺族߇㧘死೎ᓟ 6 ߥ㧘肯定的ߤߥ感謝の念߿成長ߥ㧘心理的ߪߢ᦬以降߆

変化を遂ߡߍいること߇᣿߆ࠄにさߡࠇいる。੹回㧘精神的健康とあわせߡ㧘宗教性߇死

೎ᓟの心理にਈえる影響߽検討したのߢ以ਅに報告する。  

2．調査方法  

ޠ使用尺度ޟ  

宗教観の測定：金児㧔1997㧕の宗教観尺ᐲの短縮 を用い㧘࠻࡯ࠞ࠶࡝方式の 6 件法ߢ

回答を求߼た。  

死೎ᓟの心理変化の測定：河㊁㧔2013㧕の死೎ᓟの心理変化尺ᐲの短縮 を用い㧘࠶࡝

方式の࠻࡯ࠞ 5 件法ߢ回答を求߼た。  

精神的健康の測定：WHO-5 精神的健康状態指標㧔1998 ᐕ 㧕に回答を求߼た。߹た㧘

この WHO 精神的健康状態指標ߪ肯定的ߥ㗄目のߢߺ構成さߡࠇいるた߼㧘複数の研究者

検討の਄㧘精神的ਇ健康状態に関するߢ 5 㗄目を選定し㧔以ᓟ㧘精神的ਇ健康状態尺ᐲと

称す㧕㧘WHO 精神的健康状態指標とห様の選択肢を用いߡ回答を求߼た。  

ޠ対象と調査時期等ޟ  

2013 ᐕ 12 ᦬～2014 ᐕ 2 ᦬に㧘浄土真宗本㗿寺派社会部の協力の߽と㧘本㗿寺の研修

等に参ടした僧侶に自記式質問紙調査を実施した。߅ߥ㧘実施にあたっߡ大学の研究倫理

審査委員会のᛚ⹺を得た。  

3．結片 果  

ޠ調査対象者の概要ޟ  

330 の回෼票のうち㧘僧籍の᦭る者 276 票を分析対象とした。ᐔ均ᐕ齢ߪ 33.3 ᱦ
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㧔SD=12.7㧕㧘性೎ߪ男性 212 ฬ㧔76.8%㧕㧘女性 64 ฬ㧔23.2%㧕ߢ㧘寺務ߦᓥ੐ࠄ߆ߡߒ

ߪᐔ均ᐕ数ߩ 9.0 ᐕ㧔SD㧩11.3㧕ߚߞ޽ߢ。  

ޠ宗教観尺度ޟ  

宗教観尺度 15 㗄目ߦ因子ಽ析㧔主因子法㧘ࠬࠢ࠶ࡑࡠࡊ回転㧕ࠍ実施ߚߒ。共通性ߩ

ૐい 2 㗄目ࠍ削除ߡߒಽ析ߚߒ結果㧘ߩߢ߹ࠇߎ先行研究ߣ一⥌ߚߒ 3 因子߇抽出ߚࠇߐ。

第㧝因子ޟߪ向宗教性ߢޠα=.86㧘第 2 因子ߪ霊魂観念ߢα=.71㧘第 3 因子ߪ加護観念ߢ

α=.62 ߩ߽ߚߒ除ߢ㧘㗄目数ߒ加算ࠍὐ数ߩ㗄目ߚߒ示ࠍ高い負荷㊂ߦ各因子。ߚߞߥߣ

ࠍ 各 尺 度 得 ὐ ߣ ߒ ߚ 。 6 件 法 ࠍ 用 い ߡ い ࠆ ߚ ߼ 中 ૏ ὐ ߪ 3.5 ὐ ߣ ߥ ࠆ 。 向 宗 教 性

㧔M=4.2,SD=1.03㧕ߣ加護観念㧔M=3.8, SD=.82㧕ߪ中૏ὐࠍ超えߡい߇ࠆ㧘霊魂観念

㧔M=2.2,SD=.92㧕ߪ中૏ὐࠍ超えߡいߥい。  

接近ߩ߳ߩ߽ࠆߴ๭ߣ宗教ߦ㧘一般ߪߦ場合ߚߒߦ対象ࠍ㧘一般人ߪޠ向宗教性ޟ㧘߅ߥ

的態度ࠍ示ߡߒい߇ࠆ㧘浄土真宗僧侶߅ߦいߪߡ㧘浄土真宗ߩ教えߦᏫ依ࠆߔ態度߮ࠃ߅

信仰心ߩ強ߩߐ程度ࠍ示ߡߒいߣࠆ考えޟ。ࠆࠇࠄ霊魂観念ޟߣޠ加護観念ߪޠ本人߽ࠇߘ

ࠍ意識࡝㧘タタߓ信ࠍሽ在ߩ霊魂ߪޠ霊魂観念ޟ。ࠆ޽ߢい民俗宗教性ߥߒ意識ߪߣ宗教ࠍ

᦭ࠆߔ程度ࠍ示ߡߒいޟ。ࠆ加護観念ߪޠ報恩感謝ߩ念ࠥࠞࠝ߿意識ࠍ᦭ࠆߔ程度ࠍ示ߡߒ

いࠆ。尺度ߩ得ὐࠍ示߇ߩߚߒ࿑㧝ࠆ޽ߢ。หߓ尺度ࠍ用いߡ大学生ࠍ対象ߚߒߦ調査結

果㧔河㊁࡮金児㧘2013㧕ࠍ比較ߦ߼ߚߩ挿入ߚߒ。宗教߳ߩ接近的態度ࠍ示ޟߔ向宗教性ޠ

ޠ霊魂観念ޟߔ示ࠍ意識࡝タタ߿ሽ在ߩ㧘霊魂ߢ高い。一方߇僧侶ࠄ߇ߥߣߎߩ㧘当然ߪ

ߦߕࠄわ߆僧侶߽大学生߽ߪߢޠ加護観念ޟࠆ޽ߢ念ߩ㧘報恩感謝߇高い߇方ߩ大学生ߪ

高ߊ㧘僧侶߽大学生߽ࠝࠞࠥ意識ࠍ᦭ߡߒい߇ߣߎࠆ᣿ߚߞߥߣ߆ࠄ。  

ޠ心理変ൻ尺度ߩ死別後ޟ  

ߪ者ࠆ޽ߩ経験ߚߒߊ亡ࠍ人ߥ大ಾߢ߹ࠇߎ 219 ฬ㧔81.1%㧕㧘ߥい者߇ 51 ฬ㧔18.9%㧕

㧔無回答者ߚߞ޽ߢ 6 ฬ㧕。死೎経験ࠆ޽ߩ 219 ฬߦ対ߡߒ㧘死೎ᓟߩ心理変ൻ尺度 12 㗄

目߳ߩ回答ࠍ求߼㧘ߦࠇߘ因子ಽ析㧔最尤法㧘ࠬࠢ࠶ࡑࡠࡊ回転㧕ࠍ実施ߩߘ。ߚߒ結果

㧞因子解ߚߞߥߣ。第 1 因子ޟߪ肯定的変ൻߢޠα㧩 .83㧘第 2 因子ޟߪ否定的変ൻߢޠ

α㧩 .83 ߢߩ߽ࠆ߈ߢߩ信㗬性߽満足ߩ㧘尺度ࠇࠄ得߇結果ߩห様ߣ先行研究。ߚߞߥߣ

各尺度ࠍߩ߽ߚߒ除ߢ㧘㗄目数ߒ加算ࠍὐ数ߩ㗄目ߚߒ示ࠍ高い負荷㊂ߦ各因子。ߚߞ޽

得 ὐ ߣ ߒ ߚ 。 5 件 法 ࠍ 用 い ߡ い ࠆ ߚ ߼ 中 ૏ ὐ ߪ 3 ὐ ߣ ߥ ࠆ ޟ。 肯 定 的 変 ൻ ޠ 得 ὐ

㧔M=3.4,SD=.71㧕ߪ中૏ὐࠍ超え㧘ޟ否定的変ൻޠ得ὐ㧔M=2.0,SD=.76㧕ߪ中૏ὐࠍਅ

回ߡߞいࠆ。各尺度ߩ得ὐࠍ示߇ߩߚߒ࿑ 2 対象ࠍ用い大学生ࠍ尺度ߓ㧘ห߅ߥ。ࠆ޽ߢ

ߩ僧侶߽大学生߽死೎ᓟ。ߚߒ挿入ߦ߼ߚߩ比較ࠍ金児㧘2013㧕࡮調査結果㧔河㊁ߚߒߦ

肯定的変ൻ߇高ߊ㧘否定的変ൻߪૐい。  
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WHO-5 精神的健康状態指標ߪߢ㧘5 の㗄目のട算ὐを用い㧘0～25ߟ ὐの範࿐に分Ꮣし㧘

25 ὐ߇最߽精神的健康߇良好ߢ㧘13 ὐ未満ߪ精神的健康߇ૐいとさߡࠇいる。本調査対

象のᐔ均値ߪ M=13.1(SD=5.1)㧘α=.79 とߥった。  

ߪ㧘精神的ਇ健康状態尺ᐲのαଥ数߅ߥ .86 った。WHOߥ㧘M=6.1(SD=5.4)とߢ 精神的

健康状態得ὐと精神的ਇ健康状態得ὐの相関ߪ r=‐ .47, p<.001 。あるߢ  

ޠ影響ߔ精神的健康と死別後の心理変ൻに及ぼ߇宗教性ޟ  

宗教性߇精神的健康߿死೎ᓟの心理変化に෸߷す影響を検討するた߼に㧘WHO 精神的

健康状態尺ᐲ得ὐと精神的ਇ健康状態尺ᐲ得ὐ㧘そしߡ死೎ᓟの心理変化尺ᐲ得ὐをそࠇ

プワࠗ࠭法㧕を࠶目的変数とし㧘宗教観尺ᐲ得ὐを⺑᣿変数とした㊀回Ꮻ分析㧔ステࠇߙ

実施した。その結果㧘精神的健康࡮ਇ健康߿死೎ᓟの肯定的変化に関しߡ㧘宗教観尺ᐲの

要因にߥ㊀要ߢ精神的健康を੍測する਄ߪ㧘宗教性ߡ㊀᳿定ଥ数を得た。ᓥっߥ᦭意ߢߺ

ߪޠ向宗教性ޟると㧘ߺߡった。結果の⹦細を見ߥと߆ࠄ᣿߇ることߥ WHO 精神的健康状

態に᦭意ߥᱜの回Ꮻを示しߡいることࠄ߆㧘浄土真宗の教えにᏫ依する態ᐲ߇強い僧侶߶

負の㧘߇ޠ向宗教性ޟߪった。精神的ਇ健康にߥと߆ࠄ᣿߇ることߥ高く߇㧘精神的健康ߤ

࡝タタ߿強く㧘霊魂߇㧘浄土真宗の信仰心ࠄ߆いることߡᱜの回Ꮻを示し߇ޠ霊魂観念ޟ

を信ߥߓい僧侶߶ߤ精神的にਇ健康ߥߪߢいこと߇᣿߆ࠄとߥった。そしߡ㧘ޟ死೎ᓟの肯

定的変化ޠに関しߪߡ㧘ޟ向宗教性ޠとޟട護観念߇ޠᱜの回Ꮻを㧘ޟ霊魂観念߇ޠ負の回

Ꮻを示しߡいたことࠄ߆㧘浄土真宗の信仰心߇強く㧘報恩感謝の念を持ち㧘霊魂߿タタ࡝

を信ߥߓい者߶ߤ㧘死೎ᓟの心理変化ߪ肯定的ߢあること߇᣿߆ࠄとߥった。߅ߥ㧘死೎

ᓟのޟ否定的変化ޠにߪ᦭意ߥ㊀᳿定ଥ数ࠄߥびに標準偏回Ꮻଥ数ߪ⹺߆ߥࠇࠄ߼った。  

 

表１片 宗教観を説᣿変数とߒた重回帰分析表片

 

 

 

 

 

 

 

*** p<.001 片 **p<.01片  * p<.05片 片  

 

ޠの有効性࡞࠺ࡕび死別後の心理変ൻࠃ߅宗教性と精神的健康ޟ  

浄土真宗の信仰にࠃっߡ精神的ߥ健康߇得ࠇࠄ㧘そのこと߇ス࡟࠻スに遭遇しࠫࡐ߽ߡ

テࠖࡉに世界を再構築させ㧘死೎経験ᓟの心理的変化を肯定的にさせるとの仮⺑࡞࠺ࡕを

設定した。࡞࠺ࡕの᦭効性を検証するた߼に共分散構造分析を実施した。その結果㧘࿑㧟

㧘浄ࠅߥ᦭意と߇ス値㧔標準化ផ定値㧕ࡄのߡうに㧘全ࠃに示すޠ死೎ᓟの肯定的変化ޟ

土真宗の信仰の程ᐲを示すޟ向宗教性ޟߪޠ精神的健康ޠにᱜのࡄス値を示し㧘ޟ精神的健

康ޟࠄ߆ޠ死೎ᓟの肯定的変化ޠに߽ᱜのࡄス値߇得ࠇࠄ㧘࡞࠺ࡕの適合ᐲを示す RMSEA

ߪ .000 と極ߡ߼高く㧘仮⺑࡞࠺ࡕの᦭効性߇示さࠇた。  

死೎ᓟの否定的変化㧔࿑㧠㧕に߅いޟߪߡ向宗教性ޟࠄ߆ޠ死೎ᓟの否定的変化ޠのࡄ

ス値の߇ߺ᦭意ߥߢくޔ標準化ផ定値ߪ 0 精神ޟߪޠ向宗教性ޟޔߢ以外ࠇあった。そߢ

的健康ޠに᦭意ߥᱜのࡄス値を示し㧘ޟ精神的健康ࠄ߆ޠ死೎ᓟのޟ否定的変化ޠにߪ᦭意

の適合ᐲを示す࡞࠺ࡕ㧘ࠇࠄ得߇ス値ࡄ負のߥ RMSEA ߪ .000 と極ߡ߼高߆った。死೎ᓟ

精神的健康 死別後の心理変化

 WHO 精神的健康 精神的不健康 肯ቯ的変化 

向宗教性 .17** 
㧙.21*** .26***

加護観念 .32*** 

霊魂観念 .13*
㧙.14*

調整済み R2 .03** .07*** .17***
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の否定的変化に関しߪߡ浄土真宗の教え߇直接影響するのߥߪߢく㧘教えにࠅࠃ精神的健

康߇高ࠇࠄ߼ることߢ㧘間接的に死೎ᓟの否定的変化߇ૐࠇࠄ߼ること߇᣿߆ࠄとߥった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．考片 察  

結果ࠄ߆㧘浄土真宗の信仰にࠃっߡ精神的ߥ健康߇得ࠇࠄ㧘そのこと߇ス࡟࠻スに遭遇

しࠫࡐ߽ߡテࠖࡉに世界を再構築させ㧘死೎経験ᓟの心理的変化を肯定的にさせるとの仮

ߡい߅死೎ᓟの心理変化に߿た。浄土真宗僧侶の精神的健康ࠇ検証さ߇の᦭効性࡞࠺ࡕ⺑

㧘死ࠅあߢ㧘精神的に健康ߤ߶強い僧侶߇㧘信仰心ࠅ߅ߡ影響力を᦭しߥ߈大߇㧘信仰ߪ

೎ᓟの心理߽ࠫࡐテࠖࡉに変化すること߇᣿߆ࠄとߥった。さࠄに㊀要ߥことߪ㧘精神的

に健康ߢある߆否߆に߆߆わޔߕࠄ浄土真宗の信仰そࠇ自体߇死೎ᓟの肯定的変化を生߹

しߡ߼いることߢある。৻方ߢ民俗宗教性ߢある霊魂観念ߪ㧘こࠇとߪᱜ෻対に㧘精神的

健康߿死೎ᓟの心理変化にࠟࡀテࠖߥࡉ影響を෸߷すこと߇示さࠇた。近ᐕ㧘意味再構成

理論ߤߥ死೎研究に᦭益ߥ展望を呈する研究㧔川島㧘2008㧕߽すすߡࠇࠄ߼いる߇㧘信仰

にࠃっߡ死೎にࠃる意味世界をߤのࠃうに再構築しߡいるの߆㧘੹ᓟの課題としߡ⹦細ߥ

検討を行う必要߇あろう。  
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視ὐࠄ߆―片 㧘ࡅュࠕࠤࡦࡑ࡯研究㧘14㧔1㧕㧘12㧙20㧚   

 河㊁↱美࡮金児曉嗣㧔2013㧕㧚宗教性߇死೎ᓟの主観的心理変化にਈえる影響㧘日本心

理学会第 77 回大会論文集㧘156㧚   

 河㊁↱美࡮金児曉嗣㧔2014㧕㧚浄土真宗僧侶の宗教性߇精神的健康と死೎ᓟの心理変化

にਈえる影響㧘日本心理学会第 78 回大会論文集㧘77㧚  

その他  

この調査結果の৻部ߪ日本心理学会第 77 回࡮第 78 回大会ߢ発表した。  

 

図 3片 死別後の肯ቯ的変化   

RMSEA㧩 .000  

 
図 4 死別後の否ቯ的変化  

RMSEA㧩 .000  
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4-1．5 つの宗教教団と一般日本人にࠆߌ߅質問紙調査：調査全体の概要  
松島公望㧔東京大学㧕片

片 数㊂的研究班：5 㧘質問紙調査を実施した。以ਅ㧘ߪߢࡓ࡯の宗教教団と৻般日本人チߟ

調査全体の概要を報告する。最ᓟに㧘ޟ本報告ᦠ 4㧚ߢޠ全体の趣ᣦにߟい߽ߡ触ࠇること

にする。  

1．調査の目的  

本研究ߪߢ㧘5 㧘ࠢ࠶࡝࠻の宗教教団㧔出雲大社教㧔神㆏㧕㧘立ᱜ佼成会㧘ᦡ洞宗㧘ࠞߟ

プロテスタ࠻ࡦ㧕に関ଥする日本人㧔宗教者：宗教指ዉ者࡮信者㧕ࠃ߅び特定の信仰を᦭

しߥい日本人㧔৻般日本人㧕
1
を対象とし㧘質問紙調査㧔੍備調査㧘本調査㧕にࠃっߡ㧘宗

教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康㧔主観的ᐘ福感㧘こころの健߆߿さ㧕との関連を

᣿߆ࠄにすることを目的とする。  

਄記の目的にした߇っߡ㧘以ਅの੐柄を検討し㧘᣿߆ࠄにしたいと考え ,調査計↹を立案

した。  

①宗教性ࠃ߅びス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖに関する複数の尺ᐲを用い㧘その関連にߟいߡ検討す

ることߢ㧘こߢ߹ࠇ研究実績の乏しい宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康に関す

る実証的研究に新たߥ実績を作ߛࠅすこと߈ߢ߇る߽のと考えࠇࠄる。特に㧘੹回の調

査ߪߢ㧘複数の宗教教団に関わる日本人と৻般日本人を調査対象者とすることࠄ߆㧘宗

教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康にߟいߡ㧘ޟ日本人৻般ޠというࠅࠃ巨視的ߥ観

ὐࠄ߆分析することにࠃっߡ㧘その特ᓽを᣿߆ࠄにする。  

ԙ日本ߪߢ㧘こߢ߹ࠇス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖに関する実証的研究߇߶とߤࠎ行わߡࠇいߥい

ことࠄ߆㧘調査結果を通しߡ㧘ޟ現代日本に߅けるス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖを巡る様相ޠにߟ

いߡ㧘実証的ߥ観ὐࠄ߆検討する。  

Ԛޟ宗教的自然観ޠの調査結果㧔自↱記述にࠃる回答結果㧕を߽ととしߡ㧘日本に߅ける

宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ研究に対する新たߥ視ὐࠄ߆のࠕプロ࡯チを試ߺる。  

ԛޟ日本人の精神的健康㧔こころの健߆߿さ㧕ޠの調査結果㧔自↱記述にࠃる回答結果㧕߆

ត索的に検討し㧘その実態を᣿ߡいߟさ㧕に߆߿㧘日本人の精神的健康㧔こころの健ࠄ

。にする߆ࠄ  

2．調査時期  

①੍備調査：2013 ᐕ 1 ᦬～2 ᦬  

ԙ本調査：2013 ᐕ 11 ᦬～2014 ᐕ 3 ᦬  

3．調査方法  

調査方法にߟいߪߡ㧘調査実施場ᚲの೙約߿੐情にࠅࠃ㧘①郵送法㧘ԙ߇࡯ࡃࡦࡔ赴߈

直接実施㧘Ԛ調査実施場ᚲに質問紙を発送߹たߪ持参し㧘調査先の担当者߇調査を実施ޔ

という 3 行った。3ߢの方法ߟ 調査先ߪߡいߟに߆うߤ߆をណるࠇߕの方法のうち㧘いߟ

                                                  
1 調査࠼࡞࡯ࠖࡈの౏共性に鑑ߺ㧘その性格ߪ便宜਄㧘ޟ宗教的ߥ色彩の強い調査࡯ࠖࡈ

ける߅㧘前者に߈ߢ߇に腑分けすることޠ࠼࡞࡯ࠖࡈ色彩の弱い調査ߥ宗教的ޟとޠ࠼࡞

調査対象者をޟ信者ޠ㧘ᓟ者に߅ける調査対象者をޟ৻般日本人ޠと๭称することとした。

たߛし㧘本稿7ޟ㧚本調査に߅ける調査対象者にߟいߡの留意੐㗄：ԙޟ信者ޠの૏置ߠ

け࡮扱い߽ߢޠ触ߡࠇいるࠃうに㧘੹回の宗教教団に߅けるޟ信者ޠとޟ৻般日本人ޠの

捉え方ߪ㧘各宗教教団のޟ信仰ޠに対する捉え方を含߼濃淡߇あることࠄ߆㧘厳密に分類

すること߇㔍しいこと߽ઃけടえ߈߅ߡたい。  
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の責任者㧘担当者の指示にした߇った。3 。あるߢࠅ以ਅの通ߪの方法の⹦細ߟ  

①郵送法：調査対象者に直接㧘質問紙を郵送し㧘回答を依㗬した。回答ᓟに㧘หኽした返

送用ኽ筒にߡ質問紙を返送しࠄ߽ߡった。  

ԙプロࠫ߇࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚ赴߈直接実施：߇࡯ࡃࡦࡔ調査実施場ᚲに赴߈㧘その場ߢ調査

を実施し㧘質問紙を回෼した。  

Ԛ調査実施場ᚲに質問紙を発送㧔持参㧕し㧘調査先の担当者߇調査を実施：調査実施場ᚲ

の担当者と੐前に打ち合わせを行い㧘調査実施を依㗬した。調査終了ᓟߪ㧘担当者に質

問紙を返送する߆㧘プロࠫ߇࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚ直接㧘調査先に質問紙をขࠅに行った。  

4．調査にࠆߌ߅倫理審査  

調査実施にあたっߪߡ㧘੍備調査㧘本調査共に㧘ޟ東京大学大学院総合文化研究科࡮教養

学部࠻ࡅを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会ޠの倫理審査をฃけ㧘ᛚ⹺を得た。  

5．本調査にࠆߌ߅質問紙の構成

2 

片 本調査に߅ける質問紙ߪ㧘ᰴのࠃうߥ構成とߥっߡいる。すߥわち㧘中学࡮高校࡮大学

を含࡝ࠠ߼ス࠻教関ଥの調査ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈ㧘5 の尺ᐲ㧘2ߟ の自↱記述㗄目㧘個人の属ߟ

性を問う㗄目の合計 8 㧘ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈ以外の調査ࠇの内容㧘そߟ  4 の尺ᐲ㧘2ߟ ↱の自ߟ

記述㗄目㧘個人の属性を問う㗄目の合計 7 ࠅࠃߢの内容を以ਅࠇߙࠇある。そߢの内容ߟ

⹦しく確⹺し߅ߡこう。  

①宗教観尺ᐲ㧔金児 , 1997㧕［問 の質問㗄目。計߼るたߴを調ޠ日本人の宗教観ޟ：［1 15

㗄目。  

ԙ宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲ㧔松島࡮ዊ林࡮酒੗ , 20133
㧕組織的㧙個人的［問 2］㧘軽薄㧙㊀厚［問

3］㧘役に立ߟ㧙役に立たߥい［問 テࠖに関連す࡝ࠕチュ࡝ࡇス߿宗教ޡ߇日本人ޟ：［4

る言葉ޢにߟいߡ㧘ߤのࠃうࠫ࡯ࡔࠗߥを持っߡいる߆㧘߹たߪ㧘考えߡいるޠ߆を調

の質問㗄目。問߼るたߴ 2～問 4 共に計 14 㗄目。  

Ԛ主観的ᐘ福感尺ᐲ㧔伊藤࡮相良࡮池↰࡮川浦 , 2003㧕［問 5］：日々の生活のߤߢ߆ߥの

程ᐲᐘ福を感ߡߓいる߆を調ߴるた߼の質問㗄目。計 15 㗄目。  

ԛࠠ࡝ス࠻教的宗教意識尺ᐲ㧔松島 , 2011㧕［問 6-1㧘問 6-24
わる宗ߟ߹教に࠻ス࡝ࠠޟ：［

教意識ޠを調ߴるた߼の質問㗄目。成人 尺ᐲ計 29 㗄目㧘中高生 尺ᐲ計 24 㗄目。  

Ԝス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲ㧔ౕ志堅࡮松島࡮ᐔ子࡮ᓼ㊁࡮相澤࡮酒੗ , 2013㧕［問 75
］：近

ᐕ㧘テ߿ࡆ࡟本ߤߥのߢࠕࠖ࠺ࡔ目にすること߇多くߥったޟス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象に対

する見方࡮考え方ޠにߟいߡ調ߴるた߼の質問㗄目。計 14 㗄目。  

ԝ宗教的自然観に関する自↱記述㗄目［問 8］：自然のߢ߆ߥ体験したޟ宗教的ߥ੐柄ޠを

                                                  
2 ੍備調査ߪߢ㧘主としߡ本調査ߢ使用する質問紙の尺ᐲの妥当性㧘信㗬性を確⹺するこ

とを目的とした。そのた߼㧘本調査ߢ使用した尺ᐲと㊀複するのߢ㧘੍備調査に߅ける質

問紙の⺑᣿ߪ省略する。  
3 宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲߪ㧘本調査にߡ⁛自に作成し㧘報告ᦠ刊行ᤨὐߪߢ未౏刊のた߼に引

用文献にߪ記載さߡࠇいߥい。  
に調査を実施した。た࠼࡞࡯ࠖࡈ教関ଥの調査࠻ス࡝ࠠߺ教的宗教意識尺ᐲの࠻ス࡝ࠠ 4

᳿しߪ教的色彩࠻ス࡝ࠠߡい߅㧘その環境にߪ系大学࠻ࡦプロテスタ࡮ࠢ࠶࡝࠻し㧘ࠞߛ

。った߆ߥ行わߪ教的宗教意識尺ᐲの調査࠻ス࡝いと್断し㧘ࠠߥ強くߡ  
問］ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈ教関ଥの調査࠻ス࡝ࠠ 5 問］ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈ以外の調査ࠇ㧘そ߇あるߢ［7

6］とߥる。［問 8］以降߽ห様ߢある。  
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記述する質問㗄目。本プロࠫ࠻ࠢࠚにߡ⁛自に作成した。  

Ԟ精神的健康に関する自↱記述㗄目［問 ߡいߟにޠ人㧕ߥ߆߿さ㧔健߆߿こころの健ޟ：［9

記述する質問㗄目。本プロࠫ࠻ࠢࠚにߡ⁛自に作成した。  

ԟ個人の属性を問う㗄目㧔属性㗄目㧕：属性㗄目ߪ㧘調査対象者全員に聴ขするޟ共通属性

㗄目ޠと㧘宗教教団ߏとに聴ขするޟ宗教教団೎属性㗄目ߥࠄ߆ޠる。৻般日本人にߪ㧘

共通属性㗄目のߺ聴ขした。ޟ信者ޟޠ宗教指ዉ者ޠにߪ㧘共通属性㗄目と宗教教団೎属

性㗄目を聴ขした。  

片 㧘以ਅに⺑᣿をടߡいߟの調査内容にࠇߙࠇそޠ宗教教団೎属性㗄目ޟޠ共通属性㗄目ޟ

え߅ߡこう。  

［1］調査対象者全員に聴ขする共通属性㗄目  

1㧕共通属性㗄目㧔成人࡮大学生対象㧕： (1)ᐕ齢㧘 (2)性೎㧘 (3)就業形態㧘 (4)結婚経験と

配偶者の᦭無㧘 (5)子߽ߤの᦭無㧘 (6)最終学ᱧ㧘 活動の参ടの᦭無㧘ࠕテࠖࡦ࡜ࡏ(7)

活動に対する思い㧘ࠕテࠖࡦ࡜ࡏ(8) (9)特定の宗教に対する信仰の᦭無
6
：᦭の場合の

ਅ૏㗄目㧩 (10)親ࠄ߆の信仰⛮ᛚの᦭無㧘(11)家族構成㧘(12)家にある宗教的߽ߥのの

᦭無㧘 (13)葬儀経験の᦭無㧘 (14)遺骨の埋葬場ᚲの᦭無。  

片 2㧕共通属性㗄目㧔中高生対象㧕： (1)ᐕ齢㧘 (2)性೎㧘 (3)学ᐕ㧘 活動の参ࠕテࠖࡦ࡜ࡏ(4)

ടの᦭無㧘 活動に対する思い㧘ࠕテࠖࡦ࡜ࡏ(5) (6)特定の宗教に対する信仰の᦭無：

᦭の場合のਅ૏㗄目㧩 (7)親ࠄ߆の信仰⛮ᛚの᦭無㧘 (8)家族構成㧘 (9)家にある宗教的

のの᦭無㧘߽ߥ (10)葬儀経験の᦭無㧘 (11)遺骨の埋葬場ᚲの᦭無。  

［2］宗教教団೎属性㗄目  

片 1㧕出雲大社教㧔神㆏㧕信者属性㗄目： (1)分祠㧘教会㧘講社のᚲ属の᦭無：᦭の場合に

(2)㧘 (3)を回答㧩 (2) 分祠㧘教会㧘講社にᚲ属したᤨ期㧔代㧕㧘 (3) 分祠㧘教会㧘講社

のᚲ属ᐕ数㧘(4)ߏ神ᓼの᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①ߏ神ᓼ߇起こったᐕ齢㧘ԙߤ

のࠃうᤨߥに起こった߆㧘Ԛ体験の内容㧘 (5)①葬儀㧘ԙ埋葬の方法。  

片 2㧕出雲大社教㧔神㆏㧕宗教指ዉ者属性㗄目： (1)Ꮣ教師称ภ㧘 (2)神社庁の階૏の᦭無：

᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①現࿷の階૏㧘 (3)Ꮣ教師㧔神職㧕ᐕ数㧘 (4)出身㧘 神ᓼのߏ(5)

᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①ߏ神ᓼ߇起こったᐕ齢㧘ԙߤのࠃうᤨߥに起こった߆㧘

Ԛ体験の内容㧘 (6)①葬儀㧘ԙ埋葬の方法。  

片 3㧕立ᱜ佼成会信者属性㗄目： (1)信仰に߅いߡ何代目ߢある߆㧘 (2)立ᱜ佼成会߳の積極

的関ਈの᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①積極的関ਈのᤨ期㧘 (3)教師資格の᦭無㧘 (4)

教会ߢの役職。  

4㧕立ᱜ佼成会宗教指ዉ者属性㗄目： (1)信仰に߅いߡ何代目ߢある߆㧘 (2)立ᱜ佼成会߳

の積極的関ਈのᤨ期㧘 (3)教会長職の期間  

5㧕ᦡ洞宗信者属性㗄目：(1)ᦡ洞宗߇菩ឭ寺ߢあるߪޟ：߆いޠの場合㧘(2)以ਅに回答㧘

(2)菩ឭ寺ߢの役職㧘 (3)現࿷の菩ឭ寺の檀家にߥったᤨ期㧘 (4)授戒経験の᦭無：᦭の

場合のਅ૏㗄目㧩①授戒をฃけたᐕ齢㧘無の場合のਅ૏㗄目㧩①੹ᓟ授戒をฃける考

                                                  
6 (9)特定の宗教に対する信仰の᦭無の㗄目にߟいߪߡ㧘ޟ信仰あ࡮ࠅ信仰ߥしޠとの聴ข

の઀方ߥߪߢく㧘1ޟ㧚仏教㧘2㧚神㆏㧘3㧚ࠠ࡝ス࠻教㧘4㧚そのઁ㧘5㧚信仰を߽っߡい

㧘1～4ߢ聴ขした。そのうえߢとの形ޠいߥ い߆ࠇߕに回答した場合に߅いߡ㧘ޟ教団ฬޠ

を記述しࠄ߽ߡった。中高生対象の共通属性㗄目߽ห様ߢある。  
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えߪある߆。  

片 6㧕ᦡ洞宗宗教指ዉ者属性㗄目
7
： (1)ᐕ齢㧘 (2)性೎㧘 (3)結婚経験と配偶者の᦭無㧘 (4)子

とޠ૑職ޟ：の࿷籍඙分ߢいる人㧘(7)寺院ߢࠎの᦭無㧘(5)最終学ᱧ㧘(6)寺院に૑߽ߤ

回答した場合のਅ૏㗄目㧩①૑職にߥったᐕ齢㧘(8)出身㧘(9)僧堂ߢの቟居期間㧘(10)

寺院以外ߢの兼職の᦭無。  

片 7㧕ࠞ࡮ࠢ࠶࡝࠻プロテスタ࠻ࡦ信者㧘ࠞ࡮ࠢ࠶࡝࠻プロテスタ࠻ࡦ系中学࡮高校生
8
属

性㗄目： 系学校の通学ᱧ㧘ࡦショ࠶ࡒ(1) (2)救いの体験の᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目

㧩①救いの体験ᐕ齢㧘(3)洗礼の᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①洗礼をฃけたᐕ齢㧘無

の場合のਅ૏㗄目㧩①੹ᓟ㧘洗礼をฃける考えߪある߆㧘 (4)教会に通うᐕ数。  

片 8㧕ࠞ࡮ࠢ࠶࡝࠻プロテスタ࠻ࡦ宗教指ዉ者属性㗄目： 系学校の通学ᱧ㧘ࡦショ࠶ࡒ(1)

(2)救いの体験の᦭無：᦭の場合のਅ૏㗄目㧩①救いの体験ᐕ齢㧘 (3)洗礼の᦭無：᦭

の場合のਅ૏㗄目㧩①洗礼をฃけたᐕ齢㧘無の場合のਅ૏㗄目㧩①੹ᓟ㧘洗礼をฃけ

る考えߪある߆㧘(4)教会に通うᐕ数㧘(5) ม祭㧔修㆏者㧕㧘牧師にߥっࠄ߆ߡのᐕ数㧘

(6) 按手礼の資格㧔ᱜ教師の資格㧕の᦭無
9
。  

⑨調査の感想欄㧗࡟࠼ࠕ࡞࡯ࡔス記載欄
10 

6．調査対象者の概要  

①੍備調査  

片 脚注 1 に示した通ࠅ㧘੍ 備調査ߪߢ㧘主としߡ本調査ߢ使用する質問紙の尺ᐲの妥当性㧘

信㗬性を確⹺することを目的とした。調査ߪ࠼࡞࡯ࠖࡈ㧘関東圏にある国立大学の A 大学㧘

B 大学㧘関西圏にある⑳立大学の C 大学の大学生㧘浄土宗寺院に通う人びとߢあった。  

片 A 大学㧘C 大学ߢの調査ߪ㧘主としߡ㧘宗教観尺ᐲ㧔金児 , 1997㧕㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象

尺ᐲ㧔ౕ志堅ઁ , 2013㧕の妥当性㧘信㗬性を検討することを目的とした。B 大学㧘浄土宗

寺院ߢの調査ߪ㧘宗教的自然観㧘精神的健康㧔こころの健߆߿さ㧕を検討することを目的

とした。  

片 A 大学㧘C 大学に߅ける質問紙の回෼数ߪ合計 223 票ߢあった。੹回の調査ߪߢ㧘੍備

調査㧘本調査共に質問紙の表紙にޟߡ調査に対するห意確⹺
11
いる。回෼したߡを行っޠ

223 票のうち㧘ޟ調査にห意するߪޠ 206 票㧘ޟ調査にห意しߥいߪޠ 15 票㧘ޟ無記入ߪޠ

2 票ߢあった。ޟ調査にห意するޠのうち㧘᦭効回答数߇ 199 票㧘無効回答
12
߇ 7 票ߢあっ

                                                  
7 ᦡ洞宗宗教指ዉ者属性㗄目にߟいߪߡ㧘調査対象者߳の配慮ઁࠄ߆の調査࠼࡞࡯ࠖࡈと

。聴ขしたߢる形ߥ異ߪ  
8 ੹回㧘ࠞ࡮ࠢ࠶࡝࠻プロテスタ࠻ࡦ系大学生に߽調査を実施した߇㧘ࠞ࡮ࠢ࠶࡝࠻プロ

テスタ࠻ࡦ系大学ߪ中学࡮高校とߪ異ࠅߥ㧘ࠠ࡝ス࠻教的色彩ߪ᳿しߡ強くߥいと್断し㧘

৻般成人࡮大学生とห様に共通属性㗄目のߺを聴ขした。仏教系大学生߽ห様ߢある。  
9 この㗄目ߪプロテスタ࠻ࡦのߺ聴ขした。  
あߢに設けた߽の߼㧘調査結果の送信を希望する回答者のたߪス記載欄࡟࠼ࠕ࡞࡯ࡔ 10

る。たߛし㧘中学生㧘高校生対象の質問紙にߪ掲載しߥいこととした。その理↱ߪ㧘調査

を੍定しߡいる学校関ଥ者ࠄ߆ᰴのࠃうߥ指摘ࠃ߅び要請߇あったߢࠄ߆ある。生ᓤの携

Ꮺ電⹤等の使用にߟいߡ㧘各学校ࠅࠃ指ዉߥ߇さߡࠇいる。߹た中学生ࠃ߅び高校生ࡔ߇

㧘調査結果を学校ተに送ઃし閲ࠄ߆いことߥ教育਄好߹しくߪスを記入するの࡟࠼ࠕ࡞࡯

覧に供する方法をណった߶う߇良いと್断さࠇる。  
11 質問紙の表紙に㧘੹回の調査にߟいޟߡห意するޟޠห意しߥいޠに○をߟける欄を設

けߡ㧘߹ߕこのߤち߆ࠄに○をߟけࠄ߽ߡった。  
12 ੍備調査に߅けるޟ無効回答ߪޠ㧘無回答の割合߇高い߽の߿㧘ห৻の選択肢߇連⛯し
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た。੍備調査の分析ߪ᦭効回答の 199 票にߡ行った。᦭効回答に߅ける調査対象者ߪ㧘男

性 115 ฬ㧘女性 84 ฬ㧘ᐔ均ᐕ齢 19.5 ᱦ㧔標準偏差 1.0 ᱦ㧘ᐕ齢範࿐ 18～23 ᱦ㧕ߢあっ

た。  

B 大学㧘浄土宗寺院の回෼数ߪ 35 票ߢあった。その内訳をߺると㧘ޟ調査にห意するޠ

߇ 30 票㧘ޟ調査にห意しߥい߇ޠ 4 票㧘ޟ無記入߇ޠ 1 票ߢあった。ޟ調査にห意するޠの

うち㧘᦭効回答数߇ 30 票㧘無効回答߇ 0 票ߢあった。੍備調査の分析ߪ᦭効回答の 30 票

にߡ行った。᦭効回答に߅ける調査対象者ߪ㧘男性 11 ฬ㧘女性 19 ฬ㧘ᐔ均ᐕ齢 45.9 ᱦ

㧔標準偏差 24.7 ᱦ㧘ᐕ齢範࿐ 19～82 ᱦ㧕ߢあった。  

ԙ本調査  

片 本調査に߅ける配Ꮣ数ߪ 8,977 票㧘回෼数ߪ 7,879 票ߢあった。ޟ調査にห意する߇ޠ 6,763

票㧘ޟ調査にห意しߥい߇ޠ 259 票㧘ޟ無記入߇ޠ 849 票
13
㧘ޟ無効票߇ޠ 8 票

14
調査ޟ。あったߢ

にห意するޠのうち㧘᦭効回答数߇ 6,620 票㧘無効回答
15
߇ 143 票ߢあった。本調査の分析ߪ᦭

効回答の 6,620 票にߡ行った。᦭効回答に߅ける調査対象者ߪ㧘男性 2,390 ฬ㧘女性 4,184 ฬ㧘

性೎ਇ᣿ 46 ฬ㧘ᐔ均ᐕ齢 27.4 ᱦ㧔標準偏差 19.6 ᱦ㧘ᐕ齢範࿐ 12～93 ᱦ㧕ߢあった㧔表 1 参照㧕。 

全体 男性㩿％㪀 女性㩿％㪀 性別不᣿㩿％㪀 ᐔ均値 標準偏差 最ዊ値 最大値

1
一般成人࡮大学生

316 88(27.8) 224(70.9) 4(1.3) 31.4 13.8 18 77

2
カ࡝࠻ック系大学生

896 313(34.9) 577(64.4) 6(0.7) 19.3 1.4 18 51

3
プロࠬ࠹タン࠻系大学生

377 217(57.6) 158(41.9) 2(0.5) 20.2 2.1 18 48

4
仏教系大学生

119 87(73.1) 32(26.9) 䋭 19.7 1.8 18 30

5
出雲大社教信者㧔信徒㧕

42 12(28.6) 30(71.4) 㧙 52.7 15.5 23 75

6
出雲大社教宗教指ዉ者㧔布教師㧕

12 8(66.7) 4(33.3) 㧙 54.5 14.4 29 76

7
立正佼成会信者㧔会員㧕

251 13(5.2) 232(92.4) 6(2.4) 62.8 9.3 30 84

8
立正佼成会宗教指ዉ者㧔教会長㧕

58 40(69.0) 18(31.0) 㧙 57.4 5.7 43 68

9
曹洞宗信者㧔檀信徒㧕

165 98(59.4) 65(39.4) 2(1.2) 60.9 14.6 22 90

10
曹洞宗宗教指ዉ者㧔僧侶㧕

50 47(94.0) 3(6.0) 䋭 39.7 10.8 25 73

11
カ࡝࠻ック信者㧔信徒㧕

70 28(40.0) 42(60.0) 䋭 61.0 15.1 27 85

12
カ࡝࠻ック宗教指ዉ者㧔司祭修道者࡮修道女㧕

66 27(40.9) 38(57.6) 1(1.5) 67.0 15.9 32 88

13
プロࠬ࠹タン࠻信者㧔信徒㧕

763 251(32.9) 497(65.1) 15(2.0) 56.8 16.9 18 93

14
プロࠬ࠹タン࠻宗教指ዉ者㧔牧師㧕

107 58(54.2) 48(44.9) 1(0.9) 58.2 11.9 35 82

15
公立中学生

89 47(52.8) 39(43.8) 3(3.4) 14.9 0.3 14 15

16
公立高校生

397 211(53.1) 180(45.3) 6(1.5) 16.8 1.0 15 18

17
カ࡝࠻ック系男子中高生

845 845(100.0) 䋭 䋭 15.4 1.5 12 18

18
カ࡝࠻ック系女子中高生

961 䋭 961(100.0) 䋭 14.9 1.5 12 18

19
プロࠬ࠹タン࠻系女子中高生A

573 䋭 573(100.0) 䋭 14.5 1.4 12 17

20
プロࠬ࠹タン࠻系女子中高生B

463 䋭 463(100.0) 䋭 15.9 0.9 14 18

合計(調査対象者全体) 6620 2390(36.1) 4184(63.2) 46(0.7) 27.4 19.6 12 93

人数 ᐕ齢

調査ࠖࡈー࠼࡞
No.

表1　調査䊐䉞䊷䊦䊄における人数䋬ᐕ齢

 

                                                                                                                                                                     
。たと್断した߽のを指すࠇにいいട減に回答さ߆ࠄ㧘᣿ࠅ߅ߡ  
13 ੹回の調査ߪߢ㧘ޟ調査に対するห意確⹺ޠにߟい߈ߢߡる限ࠅ徹底するࠃうにദ߼た

の߇ߛ㧘849 票の無記入߇あった。こࠄࠇの質問紙ߪ回答ߥ߇さߡࠇいる場合߇多߆った。

し߆し㧘あく߹ޟ߽ߢห意するޠとの回答のߺを᦭効回答とすることࠄ߆㧘筆者を含ࡔ߼

。くߛいたߡ悔しい思いをしたことを記させߢ非常にᱷ念߽ߡとし࡯ࡃࡦ  
14 宗教教団に߅ける調査ߪ 18 ᱦ以਄を対象としߡいたことࠄ߆ 18 ᱦ未満の対象者㧔6 ฬ㧕

ߡけߟの両方に○をޠいߥห意しޟޠห意するޟߡの欄にޠ調査に対するห意確⹺ޟびࠃ߅

いた߽の㧔2 ฬ㧕をޟ無効票ޠとした。  
15 本調査に߅けるޟ無効回答ߪޠ㧘無回答の割合߇高い߽のの߶߆㧘ห৻の回答߇連⛯し

たと್断しࠇにいいട減に回答さ߆ࠄ㧘᣿ߤߥするࠅいたߡ㧘ࠫࠣࠩࠣに回答しࠅいたߡ

た߽のを指す。  
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各調査࠼࡞࡯ࠖࡈに߅ける人数㧔全体㧘性೎㧕㧘ᐕ齢ߪ表 1 に示した。੹回の調査ߪ㧘

無作ὑ᛽出にࠃる߽のߥߪߢく㧘プロࠫ࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚの伝手ߢ調査࠼࡞࡯ࠖࡈを確保し

こ߽ߡいߟある。この先の分析に߇߈ߟࠄ㧘調査対象者の性೎㧘ᐕ齢に߫ࠄ߆いることߡ

のὐߏ留意いた߈ߛたい。  

以ਅ㧘各調査࠼࡞࡯ࠖࡈの調査対象者にߟいߡ⺑᣿する。  

に通う人࡞࡯スࠢ࡯ࡖチ࡞四国圏のࠞ࡮㧘関東圏㧘中国ߪとޠ大学生࡮1㧚৻般成人ޟ

びと㧘関東圏にある国立大学㧔৻校㧕㧘౏立大学㧔৻校㧕に通う大学生ߢある。2ޟ㧚ࠞ࠻

3㧚ޟ。あるߢ系大学㧔৻校㧕に通う大学生ࠢ࠶࡝࠻㧘東ᶏ圏にあるࠞߪとޠ系大学生ࠢ࠶࡝

プロテスタ࠻ࡦ系大学生ޠとߪ㧘関西圏にあるプロテスタ࠻ࡦ系大学㧔ੑ校㧕に通う大学

生ߢある。4ޟ㧚仏教系大学生ޠとߪ㧘関東圏にある仏教系大学㧔৻校㧕に通う大学生ߢあ

る。  

5 調査を行っࠇߙࠇそߡに対しޠ宗教指ዉ者ޟびࠃ߅ޠ信者ޟ㧘ߪߡいߟの宗教教団にߟ

た。ޟ出雲大社教ޠにߟいߪߡ㧘5ޟ㧚信ᓤࠃ߅ޠび6ޟ㧚Ꮣ教師ޠに調査を実施した。ޟ立

ᱜ佼成会ޠにߟいߪߡ㧘7ޟ㧚会員ࠃ߅ޠび8ޟ㧚教会長ޠに調査を実施した。ޟᦡ洞宗ޠに

ߡいߟにޠࠢ࠶࡝࠻ࠞޟ。に調査を実施したޠ10㧚僧侶ޟびࠃ߅ޠ9㧚檀信ᓤޟ㧘ߪߡいߟ

ޠ࠻ࡦプロテスタޟ。に調査を実施したޠ修㆏女࡮12㧚ม祭修㆏者ޟびࠃ߅ޠ11㧚信ᓤޟ㧘ߪ

にߟいߪߡ㧘ޟ 13㧚信ᓤࠃ߅ޠび14ޟ㧚牧師ޠに調査を実施した。߅ߥ㧘੹回調査を実施

したプロテスタ࠻ࡦ教会ࡀ࡝࡯ࡎޟߪス系教会ޠという৻教派ߢある。  

中学࡮高校生にߟいߪߡ㧘౏立学校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系学校㧘プロテスタ࠻ࡦ系学校に調査

を実施した。15ޟ㧚౏立中学生ޠとߪ㧘関東圏にある౏立中学校㧔৻校㧕に通う中学生ߢ

ある。16ޟ㧚౏立高校生ޠとߪ㧘東ᶏ圏にある౏立高校に通う高校生㧔৻校㧕ߢある。17ޟ㧚

࡮系男子校㧔৻校㧕に通う中学ࠢ࠶࡝࠻㧘東ᶏ圏にあるࠞߪとޠ系男子中高生ࠢ࠶࡝࠻ࠞ

高校生ߢある。18ޟ㧚ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子中高生ޠとߪ㧘東ᶏ圏にあるࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校

㧔৻校㧕に通う中学࡮高校生ߢある。19ޟ㧚プロテスタ࠻ࡦ系女子中高生 Aޠとߪ㧘関東

圏あるプロテスタ࠻ࡦ系女子校㧔৻校㧕に通う中学࡮高校生ߢある。ޟ 20㧚プロテスタࡦ

系女子中高生࠻ Bޠとߪ㧘関東圏あるプロテスタ࠻ࡦ系女子校㧔৻校㧕に通う中学࡮高校

生ߢある。  

中学࡮高校生の調査対象者にߟいߪߡ㧘各学校の੐情にࠅࠃ異ߥっߡいる。ޟ 15㧚౏立

中学生ߪޠ中学 3 ᐕ生に調査を実施した。16ޟ㧚౏立高校生ߪޠ高校 1 ᐕ生～3 ᐕ生ߢ調査

を実施した。17ޟ㧚ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子中高生ߪޠ中学 1 ᐕ生～高校 3 ᐕ生に調査を実施し

た。18ޟ㧚ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子中高生ߪޠ中学 1 ᐕ生～高校 2 ᐕ生に調査を実施した。19ޟ㧚

プロテスタ࠻ࡦ系女子中高生 Aߪޠ中学 1 ᐕ生～高校 2 ᐕ生に調査を実施した。20ޟ㧚プ

ロテスタ࠻ࡦ系女子中高生 Bߪޠ中学 3 ᐕ生～高校 2 ᐕ生に調査を実施した。こࠄࠇのὐ

にߟいߏ߽ߡ留意いた߈ߛたい。  

7．本調査にࠆߌ߅調査対象者についての留意事項  

片 本調査に߅ける調査対象者にߟいߪߡ以ਅの 2 ὐにߟいߏߡ留意いた߈ߛたい。  

ߡいߟを対象とした調査にޠ日本人ޟ①  

片 ੹回の調査ߪ㧘原則㧘ޟ日本人㧔日本国籍を߽ち㧘国内に࿷૑する人㧕ޠを対象に実施し

ߡい߅の調査にߡ㧘全ߪߡいߟうに㧘੹回の調査にࠃ記したߢし㧘調査方法߆いる。しߡ

プロࠫ߇࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚ行ったわけߥߪߢく㧘調査先の担当者߇調査を実施した場合߽少
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㧘߇あるߪߢ㧘⧯ᐓߡいߟ㧘中学校㧘高校㧘大学㧘各宗教教団にࠄ߆い。そのことߥくߥ

日本語߈ߢ߇る外国人߇回答したน能性߽否ߥ߼い。その数ߪ᳿しߡ多くߥߪくわߢ߆ߕ

あることにߪ間㆑いߥ߇い߇㧘日本語߈ߢ߇る外国人߇含߹ߡࠇいるน能性߇あることを

。たい߈ߛ留意いたߏ  

ԙޟ信者ޠの૏置ߠけ࡮扱いにߟいߡ  

片 ੹回の調査ߪߢ㧘5 ࠶࡝࠻の宗教教団㧔出雲大社教㧔神㆏㧕㧘立ᱜ佼成会㧘ᦡ洞宗㧘ࠞߟ

ࠢ㧘プロテスタ࠻ࡦ㧕に関ଥする日本人㧔宗教者：宗教指ዉ者࡮信者㧕ࠃ߅び特定の信仰

を᦭しߥい日本人㧔৻般日本人㧕を調査対象とした。  

片 ここߪߢ㧘5 いߟ扱いに࡮けߠの૏置ޠ信者ޟの߆ߥの宗教教団に関ଥする日本人のߟ

㧘ࠢ࠶࡝࠻教のࠞ࠻ス࡝㧘たとえ߫ࠠ߇いるߡしߪとのฬ称にޠ信者ޟ。たい߈߅ߡࠇ触ߡ

プロテスタ߽ߢ࠻ࡦ㧘教会に通っߡいる࡝ࠢ߇スチߥߪߢࡦࡖいޟ求㆏者ࠅ߅߽ޠ㧘その

方々߇回答しߡਅさった場合߽あࠅ㧘彼࡝ࠢޟߪࠄスチࡦࡖ㧩信者ߥߪߢޠいわけߢある。

߹た㧘ᦡ洞宗のߢ࠼࡞࡯ࠖࡈ調査に回答しߡਅさったޟ檀信ᓤޠの方々にߟい߽ߡ㧘親߇

檀信ᓤߢ㧘親ࠄ߆質問紙を渡さߡࠇ回答する場合߽あࠅ㧘その方々ࠄ߆すޟ߫ࠇ自分自身

をᦡ洞宗の信者と思っߡいߥいޠといったこと߇考えࠇࠄるわけߢある。  

片 ෻対に㧘੹回の調査1ޟߢ㧚৻般成人࡮大学生ޠの調査対象者߽た߹た߹質問紙を回答

したの߇宗教教団の施設ߥߪߢくࠞ࡞チ࡯ࡖスࠢ߿࡞࡯国౏立大学といった場ᚲߛったߛ

けߢ㧘その߆ߥにߪ特定の宗教を信ߡߓいる方々㧔信者㧕߇いるわけߢある㧔このὐにߟ

いߪߡ㧘本報告ᦠ2-4ޟ㧚信仰の᦭無と信仰⛮ᛚޠを参照のこと㧕。  

片 㧘各ࠄ߆の̌立場̍にあることޠ宗教指ዉ者ޟくߥ㧘間㆑いߪߡいߟにޠ宗教指ዉ者ޟ

宗教教団の信仰の捉え方ߪ異ߥっߡいたとし߽ߡ㧘̌ 立場̍としޟߡ宗教指ዉ者ޠと論ߡߓ

߽誤ߥߪࠅい。  

し߆し㧘਄記に示した通ࠅ㧘ޟ信者ޠにߟいߪߡその表現の全߇ߡ誤ߥߪߢࠅいけ߽ߤࠇ㧘

全߇ߡᱜしいわけߥ߽ߢいというの߇実態ߥのߢある。そのことࠄ߆㧘本調査㧔表 1㧕に

いる人びߡ関わっߢの形ࠄし߆いる㧘何ߡ各宗教教団に通っޟ㧘ߪߡいߟにޠ信者ޟける߅

とޠとの表現߇適ಾߢあるࠃうに思わࠇる。たߛし㧘こ߽ࠇ各宗教教団にࠃっޟߡ信仰ޠ

に対する捉え方を含߼濃淡߇あࠅ㧘ޟߟ߆宗教指ዉ者ޠとのฬ称との対比ࠄ߆㧘表 1 㧘ߪߢ

とޠ信者ޟを便宜的にޠいる人びとߡ関わっߢの形ࠄし߆いる㧘何ߡ各宗教教団に通っޟ

のฬ称にすることにした。ここߪߢ㧘個々人のޟ信仰ޠの᦭無をട味しߡいߥいὐをߏ留

意いた߈ߛたい。  

以਄のことࠄ߆㧘ᰴ節以降の࡯ࡃࡦࡔにࠃる報告㧔原稿㧕のޟ信者ޠの扱いにߟいߪߡ

報告ߏとߢ異ߥる場合߽ある。表 1 ޠ信仰ޟる場合߽あるし㧘個々人のߓ論ߢ示した扱いߢ

の᦭無をട味しߡ論ߓる場合߽ある。さࠄにߪ㧘ઁの指標㧔たとえ߫㧘ࠠ࡝ス࠻教のޟ救

いの体験の᦭無ߤߥޠ㧕を使用しߡ論ߓる場合߽ある。そࠇߙࠇの扱い方にߟいߪߡ報告

。たい߈ߛいたߡとに確⹺しߏ  

本報告ᦠޟ．8 全体の趣旨ޠ．4  

片 こߢ߹ࠇ㧘5ޟ に関する調査全体の概要ޠける質問紙調査߅の宗教教団と৻般日本人にߟ

を記し߈ߡた߇㧘最ᓟにޟ報告ᦠ 4㧚ޠの全体の趣ᣦにߟいߡ⺑᣿をടえ߈߅ߡたい。੹回

の調査ߪ調査࠼࡞࡯ࠖࡈの数߇非常に多岐にわたっࠅ߅ߡ㧘そこߢ用いࠇࠄた質問紙の内

容に߽幅߇ある。当然ࠄ߇ߥ㧘その集計結果にࠕプロ࡯チする分析方法に߽さ߹ߥ߹ߑ方
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法߇ある。ޟ報告ᦠ 4㧚ߪߢޠ㧘こうしたὐを踏߹え㧘各࡯ࡃࡦࡔのኾ門領域߿ᚲ属㧘そࠇ

。うことにしたࠄ߽ߡ報告㧔原稿㧕を執筆しߡいߠの関心に基ࠇߙ  

4-2～4-7 の報告にߟいߪߡ㧘ޟ調査対象者全体߽ޠしくޟߪ複数の調査࠼࡞࡯ࠖࡈの比

較ޠという両面の視ὐに立っߡ㧘࡯ࡃࡦࡔ各自の問題関心に沿ったテࡑ࡯を論ߡߓいる。

4-8～4-17 の報告にߟいߪߡ㧘主としޟߡそࠇߙࠇの宗教教団㧘学校ޠを軸にしߡ論ߡߓ

いる。このࠃうに分けたのߪ㧘調査対象者全体ࠄ߆論ߓる視ὐ㧘各宗教教団ࠄ߆論ߓる視

ὐの両方߇実証的宗教心理学的研究にߪ必要ߢあるとの考え߇あったߢࠄ߆ある。  

先述した通ࠅ㧘各宗教教団に߅いޟߡ信仰の捉え方߇ޠ異ߥることࠄ߆㧘そのあたࠅの

ことをৼ寧に߅さえߡいߥ߆いとその研究自体߇非常に煩雑߽ߥのとߥっߡし߹う。し߆

し㧘そこߛけにとߤ߹っߡし߹うと㧘ߤこ߹߽ߢ個೎的ߥ分析とߥっߡし߹い㧘全体構造

のࠄࠇし߹う。そߡ߈ߡいという問題ὐ߽出ߥ߈ߢ߇を構築することߺ枠組ߥ理論的ࠄ߆

あると考えߢチ߽必要࡯プロࠕいくߡ瞰的に検討しୄࠄ߆に߽㧘全体߼スをขるたࡦ࡜ࡃ

たᰴ第ߢある。  

片 繰ࠅ返すࠃうに㧘日本に߅ける宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の関連を᣿ࠄ

途に着いた߫߼ける質問紙調査߽含߅に࠻ࠢࠚ㧘本プロࠫߪうとする実証的研究ࠃにし߆

㧘߆たの߈ߢ߇迫ることߢ߹こߤ㧘そこにߡっࠃある。両面の視ὐに立った分析にߢࠅ߆

その್断の৻ಾߪ⺒者に委ߨる߶ߥ߆い。いささ߆心許ߥい߇㧘੹ᓟの研究の発展に鑑ߺ㧘

⺒者諸氏のߏปᱜを⾦ࠅたい。  
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4-2．信仰の有無と信仰継承  

相澤秀生㧔曹洞宗総合研究センター㧕  

1㧚߼ߓߪに  

片 日本人の宗教性を᣿߆ࠄにする際㧘最߽基本的ߥ調査㗄目としߡ዆߈ߡࠇࠄߨたの߇㧘

信仰の᦭無ߢある。こߢ߹ࠇ学術団体߿新聞社ߪߢߤߥ㧘質問紙࠻࡯ࠤࡦࠕ߿を用いた数

㊂的ߥ調査に߅いߡ㧘ޟ宗教を信ߡߓい߹すޟޠ߆信仰と߆信心を持っߡい߹すߤߥޠ߆の

設問を盛ࠅ込ߺ㧘その実態を計㊂的ߥ面ࠄ߆解析࡮報告し߈ߡた。近ᐕ行わࠇた調査の結

果に注目す߫ࠇ㧘信仰を߽ߟ日本人ߪ 3 割未満にとߤ߹る㧔石੗研士࡯࠺ޡタࠢ࠶ࡉ  現

代日本人の宗教  増補改訂 ޢ新曜社㧘2011。西脇良ޡ日本人の宗教的自然観―意識調査

にࠃる実証的研究ࠔࡧ࡞ࡀࡒޢᦠᚱ㧘2004 。㧕߆߶  

2㧚信仰の有無  

片 本調査ߪߢ㧘特定の宗教に対しߡ信仰を߽っߡいるߤ߆う߆㧘ޟ仏教ޟޠ神㆏࡝ࠠޟޠス

る߽の1߹ߪߡの選択肢を設け㧘最߽あߟという5ޠいߥいߡ信仰を߽っޟޠそのઁޟޠ教࠻

く߈大߇育った家庭環境ࠇ߹㧘生ߪ߆にいたるߟった。߹た㧘信仰を߽ࠄ߽ߡを選択しߟ

影響を෸߷すと考えࠇࠄることࠄ߆㧘自身の信仰߇親ࠄ߆⛮ᛚした߽のߢあるߤ߆う߽߆

዆ߨた。そࠄࠇの結果を調査࠼࡞࡯ࠖࡈ೎に߹とߡ߼示すと㧘表1の通ࠅとߥる。  

1.  仏教 2.  神道 3.  キ࠻ࠬ࡝教 4.  その他

5.  信仰を߽ߞて

いߥい

基数
いߪ  .1 2.  いいえ 基数

42 6 8 3 244 39 18

13.9% 2.0% 2.6% 1.0% 80.5% 68.4% 31.6%

214 26 45 17 1053 252 40

15.8% 1.9% 3.3% 1.3% 77.7% 86.3% 13.7%

3 12 0 0 20 5 9

8.6% 34.3% 0.0% 0.0% 57.1% 35.7% 64.3%

0 12 0 0 0 7 4

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 63.6% 36.4%

225 0 0 14 1 123 98

93.8% 0.0% 0.0% 5.8% 0.4% 55.7% 44.3%

58 0 0 0 0 53 2

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 96.4% 3.6%

100 0 0 2 51 95 5

65.4% 0.0% 0.0% 1.3% 33.3% 95.0% 5.0%

2 0 66 0 2 28 35

2.9% 0.0% 94.3% 0.0% 2.9% 44.4% 55.6%

0 0 66 0 0 31 30

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.8% 49.2%

0 0 740 0 13 235 441

0.0% 0.0% 98.3% 0.0% 1.7% 34.8% 65.2%

0 0 107 0 0 47 52

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 47.5% 52.5%

44 5 8 6 398 44 14

9.5% 1.1% 1.7% 1.3% 86.3% 75.9% 24.1%

99 7 44 3 545 110 39

14.2% 1.0% 6.3% 0.4% 78.1% 73.8% 26.2%

130 10 45 6 721 151 35

14.3% 1.1% 4.9% 0.7% 79.1% 81.2% 18.8%

4 1 192 1 331 73 115

0.8% 0.2% 36.3% 0.2% 62.6% 38.8% 61.2%

9 0 92 1 317 34 66

2.1% 0.0% 22.0% 0.2% 75.7% 34.0% 66.0%

930 79 1,413 53 3,696 1,327 1,003

15.1% 1.3% 22.9% 0.9% 59.9% 57.0% 43.0%

表㪈　特ቯの教団に対䈜る信仰の有無と信仰の継承の単純集計

調査䊐䉞䊷䊦䊄

特ቯの宗教に対䈜る信仰の有無 信仰䈲親䈎䉌の継承䈎䈬う䈎

一般成人䊶大学生 303 57

大学生䋨宗教系大学䋩
1,355 292

出雲大社教信者 35 14

11

立正佼成会信者 240 221

立正佼成会宗教指ዉ者 58 55

出雲大社教宗教指ዉ者 12

100

カ䊃䊥ック信者 70 63

カ࡝࠻ック宗教指ዉ者 66 61

ᦡ洞宗信者
153

676

プロࠬ࠹タン࠻宗教指ዉ者 107 99

公立中高生 461 58

䊒䊨テスタン䊃信者 753

149

カ䊃䊥ック女子中高生 912 186

䊒䊨テスタン䊃女子中高生A 529 188

カ䊃䊥ック男子中高生 698

100

全体 6,171 2,330

※ 欠損値䋨無回答䉕含䉃無効回答䋩䉕除く有効回答にて集計。以下の分析において䉅䋬こ䉏に準䈛てお䉍䋬本表と基数䋨合計値䋩䈏異䈭る場合䈏あること䉕お断䉍䈚ておく。回答の割合䈏半数䉕超えた䉅のについ

て䈲䋬網掛け䉕施䈚た。

䊒䊨テスタン䊃女子中高生B 419

－27－



Τ．数量的研究班  4．5 つの宗教教団と一般日本人チーム 
 

片 表1に基߈ߠ㧘信仰の᦭無にߟいߡ全体をߺると㧘信仰先の教団としߡ最߽割合߇高い

の࡝ࠠޟ߇ス࠻教ޠの22.9%ߢ㧘以ਅޟ仏教ޠ㧔15.1%㧕㧘ޟ神㆏ޠ㧔1.3%㧕㧘ޟそのઁޠ㧔0.9%㧕

と⛯く。こࠄࠇの合算値߇信仰を߽ߟ人の割合ߢあࠅ㧘40.1%とߥるのに対し㧘信仰を߽

たߥい人6ߢ59.9%ߪ割弱とߥっߡいる。  

3㧚調査ࠖࡈー࠼࡞別にߺた信仰の有無  

片 ᰴい࠼࡞࡯ࠖࡈߢ೎にその特ᓽを概観すると㧘信仰を߽ߟ人ޟߪ৻般成人࡮大学生ޠ｢大

学生㧔宗教系大学㧕㨭2ߢ割程ᐲ㧘中高生の場合1ߪ割強2ࠄ߆割強ߢ㧘信仰を߽たߥいとす

る人の割合߇࿶倒的に高い。こࠇに対し㧘全く෻対の結果を示したの߇㧘特定の教団に関

ଥしߡいるとߥߺさࠇる人㧔信者㧕ߢある。すߥわち㧘信仰を߽たߥい人ࠅࠃ㧘信仰を߽

ޠ信者࠻ࡦプロテスタޟޠ信者ࠢ࠶࡝࠻ࠞޟޠ立ᱜ佼成会信者ޟ高く㧘とくに߇人の割合ߟ

߽ߢ߹いうߡߡ立ࠅ㧘その結果をขߪߡいߟいる。各教団の宗教指ዉ者にߡ9割を超えߪ

。ろう߆ߥ  

片 こࠄࠇの結果にࠃると㧘調査࠼࡞࡯ࠖࡈにࠃっߡ㧘信仰の᦭無に㆑い߇あるといえそう

るߥ異ࠇߙࠇそߪの概念ޠ信仰ޟるߍ掲ߡ理念とし߇㧘各宗教教団ࠄ߇ߥし߆ある。しߢ

のߢあࠅ㧘当然その影響をฃけるߢあろう回答者の⹺識を㧘紙幅の限ࠇࠄた本稿に߅いߡ

৻様に論ߓることߪ㔍しい。  

片 そこߢ㧘調査࠼࡞࡯ࠖࡈを便宜的にޟ৻般ޠ

の3分類に再集計ޠ宗教教団ޟޠ宗教系学校ޟ

し
1
㧘こࠄࠇと信仰の᦭無にߟいߡ㧘統計的ߥ

分析を行ったの߇表2ߢある
2
。こࠇにࠃると㧘

信仰を߽ߟ人㧔信仰あࠅ㧕ޟߪ৻般ޟޠ宗教系

学校ޠに少ߥく㧘ޟ宗教教団ߢޠ多い。৻方㧘

信仰を߽たߥい人㧔信仰ߥし㧕ߪ㧘ޟ৻般ޟޠ宗

教系学校ߢޠ多く㧘ޟ宗教教団ޠに少ߥい。  

片 ߽っと߽㧘ᚒわ߇ࠇ調査࠼࡞࡯ࠖࡈに選ࠎ

宗教系｣ޠ般৻ޟ߇る人ࠇさߥߺあると߇ࠅわ߆߆の߆ࠄ㧘特定教団と何ߪޠ宗教教団ޟߛ

学校㨭の人߽ࠅࠃ多く㧘した߇っߡ信仰を߽ߟ人߽そࠇに߅うߡߓ多くߥるߢあろうという

ことߪ㧘既に織ࠅ込ߺ済ߢߺあࠅ㧘ߏく当然の結果߇出たにすߥ߉いߛろう。し߆しޟ宗

教教団ߢޠ信仰を߽ߟ人の߆ߥにߪ㧘自身߇ᚲ属する教団のฬ前を誤っߡ記入したࠅ㧘ޟわ

㧘ߪに߆ߥのޠ宗教教団ޟ㧘߽ࠄ߇ߥいߥいた。߹た㧘少߇する人ࠅと回答したޠいߥࠄ߆

信仰を߽たߥいとする人߽いる。こうした人びとޟ߇宗教教団ޠの߆ߥに含߹ߡࠇいるこ

                                                  
計ߩ大学生㧘౏立中高生࡮一般成人ߪޠ一般ޟ 1 2 大学生㧔宗ߪޠ宗教系学校ޟ。࠼࡞࡯ࠖࡈ

教系大学：ࠞࠢ࠶࡝࠻系大学㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ系大学㧘仏教系大学㧕㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻男子中

高生࡮女子中高生㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ女子中高生ߩ計 5 出雲大ߪޠ宗教教団ޟ。࠼࡞࡯ࠖࡈ

社教信者࡮宗教指ዉ者㧘立ᱜ佼成会信者࡮宗教指ዉ者㧘ᦡ洞宗信者㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻信者࡮宗

教指ዉ者㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ信者࡮宗教指ዉ者ߩ計 9 。࠼࡞࡯ࠖࡈ  
2 表 2 ǿࠆߌ߅ߦ集計表ࠬࡠࠢߪ

2
検定ߡߞࠃߦ表側㧔行㧕࡯࠺タߣ表頭㧔列㧕࡯࠺タߦ᦭

意ߥ連関㧔関連㧕ࠅ޽߇㧘ࠍࠇߘ踏߹えߚᱷ差ಽ析ߩ結果ࠍ示ࠆ޽ߢߩ߽ߚߒ。表 2 ߩ

説᣿ߢ用いޟࠆ多いޟޠ少ߥいߣޠいう表現ߪ㧘統計的್ߥ断ߦ基ߢߩ߽ߊߠ㧘ޟ調整ᷣߺ

ᱷ差ߣޠ๭߫ࠆࠇ数値߇㧘+2.58㧔1％水準㧕㧘+1.96㧔5％水準㧕ࠍ਄回ߚߞ場合ޟߪ多いޠ㧘

-2.58㧔1％水準㧕㧘 -1.96㧔5％水準㧕ࠍਅ回ߚߞ場合ޟߪ少ߥい್ߣޠ定ߡߒいࠆ。以ਅ

。ࠆߓ準ߦ਄記ߡߴߔ㧘ߪߡい߅ߦಽ析ߩ  

信仰あ䉍 信仰䈭䈚

一般 122(16.0) 642(84.0) 764(100.0)

調整済䉂残差 -14.5 14.5

宗教系学校 946(24.2) 2,967(75.8) 3,913(100.0)

調整済䉂残差 -33.6 33.6

宗教教団 1,407(94.2) 87(5.8) 1,494(100.0)

調整済䉂残差 49.0 -49.0

合計 2,475(40.1) 3,696(59.9) 6,171(100.0)

表2 調査䊐䉞䊷䊦䊄×信仰䈱有無䈱クロ䉴表

調査䊐䉞䊷䊦䊄

信仰䈱有無［人数䋨%䋩］

合計

ǿ

2
䋨2, N =6,171䋩=2417.04,  p =<.01.
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とを留意しߥ߆߅ߡけߥࠄߥ߫ࠇい。  

片 ઁ方㧘ޟ৻般ޟޠ宗教系学校ߤߪޠうߛろう߆。信仰を߽たߥいとする人߇信仰を߽ߟ人

たઁの調査とห様の傾向を示唆߈ߡߨ信仰の᦭無を዆ߢ߹ࠇ㧘こߪ多いということ߽ࠅࠃ

する߽のといえそうߢある。߽ちろࠎ㧘ޟ৻般ޠと比ߴ㧘ޟ宗教系学校ޠにߪ何߆ࠄの信仰

を߽ߟ家庭ߢ成長を遂߈ߡߍた子供たちࠅࠃ߇多く含߹ߡࠇいるࠃうに思わࠇる。そࠇゆ

え㧘ޟ宗教系学校࠼࡞࡯ࠖࡈߪޠの性格਄㧘ޟ宗教教団ޠと近いところにあࠅ㧘信仰を߽ߟ

人߇多くߥること߽考えࠇࠄた。し߆し結果ߪ否ߢある。本調査の結果ࠄ߆いえ߫㧘ޟ宗教

系学校ޠに࿷学する人ߪ㧘ޟ宗教教団ޠというߪࠅࠃ㧘߻しろޟ৻般ޠに近い考えを߽った

人ߥࠄ߆っߡいるといえࠃう。  

4㧚信仰ߪ親ࠄ߆の継承߆  

片 ところߢ㧘信仰を߽ߟ人㧔2,330 人㧕のうち㧘親ࠄ߆信仰を⛮ᛚした㧔ߪޟいޠ㧕と回答

したのߪ ある㧔表ߢ57.0% 1㧕。ޟ৻般成人࡮大学生ޠにߟいߪߡ㧘信仰を⛮ᛚした࡯ࠤス

߇ 7 割弱㧔68.4%㧕にの߷ࠅ㧘｢大学生㧔宗教系大学㧕㨭にߟいߪߡ㧘9 割弱㧔86.3%㧕߇そ

の࡯ࠤスに⹥当する。中高生にߟいߪߡ㧘౏立校ࠢ࠶࡝࠻ࠞ࡮系学校ߪߢ㧘親ࠄ߆信仰を

⛮ᛚしたとの回答߇ 7 割強ࠄ߆ 8 割強を占߼るのに対し㧘プロテスタ࠻ࡦ女子中高生ߪߢ

親ࠄ߆⛮ᛚしߡいߥい㧔ޟいいえޠ㧕とする回答の割合の方߇高く㧘6 割弱ࠄ߆ 7 割弱を占

信仰を⛮ᛚしたとの回ࠄ߆㧘親ߪߢᦡ洞宗࡮㧘立ᱜ佼成会ߪߡいߟる。各教団の信者に߼

答߇半数を超える。こࠇとߪ෻対に㧘親ࠄ߆⛮ᛚしߡいߥいとの回答߇ㆊ半数とߥっߡい

るの߇㧘出雲大社教࡮ࠢ࠶࡝࠻ࠞ࡮プロテスタߢ࠻ࡦある。各教団の宗教指ዉ者にߟいߡ

ㆊ半数߇信仰を⛮ᛚしたとの回答ࠄ߆㧘親ߪߢࠢ࠶࡝࠻ࠞ࡮立ᱜ佼成会࡮㧘出雲大社教ߪ

っߥㆊ半数と߇いとの回答の方ߥいߡᛚし⛮ࠄ߆親ߪߢ࠻ࡦあるのに対し㧘プロテスタߢ

。いるߡ  

5㧚調査ࠖࡈー࠼࡞別にߺた信仰の継承  

片 信仰の⛮ᛚをߋ߼る問題にߟい߽ߡ㧘信仰

の᦭無とห様㧘ޟ৻般ޟޠ宗教系学校ޟޠ宗教教

団ޠという 3 ೎に㧘統計࠼࡞࡯ࠖࡈの調査ߟ

的ߥ分析をടえࠃߺߡう㧔表 3㧕。こࠇにࠃる

と㧘自身の信仰をޟ親ࠄ߆の⛮ᛚޠとした人

ޠ宗教教団ޟ宗教系学校㨭に多く㧘｣ޠ般৻ޟߪ

߆親ޟ߇に対し㧘自身の信仰ࠇい。こߥ少ߢ

宗教ޟޠ般৻ޟߪとした人ޠいߥߪߢの⛮ᛚࠄ

系学校ޠに少ߥく㧘ޟ宗教教団ߢޠ多い。  

片 この結果を৻言ߢ߹と߼ることߪ㔍しい߇㧘｢宗教教団㨭にߪ㧘特定教団と何߆ࠄの߆߆

わ߇ࠅあるとߥߺさࠇる人߇多いこと߇想定さࠇるということߪ㧘既に述ߴた通ߢࠅあࠅ㧘

このὐを踏߹えߡいえ߫㧘そうした人߶ߤ㧘親ࠄ߆信仰をฃけ⛮ߕ߇に自分自身ߢ信仰を

獲得し߈ߡたとࠇࠄߺる。こࠇに対し㧘信仰を߽ߟ人߇少ߥいޟ৻般ޟޠ宗教系学校ޠにߟ

いߪߡ㧘回答者߇信仰を獲得するにいたったとす߫ࠇ㧘そߪࠇ両親ࠄ߆の影響を大いにฃ

けߡいるということ߈ߢ߇るߛろう。  

6㧚߅わࠅに  

片 ࠇࠃ本調査の結果に。߆あろうߢ体何৻ߪとޠ信仰ޟたࠇ回答者に獲得さߢ㧘ここߪߢ

親䈎䉌の継承

親䈎䉌の継承䈪䈲

䈭い

合計

一般 83䋨72.2䋩 32䋨27.8䋩 115䋨100.0䋩

調整済み残差 3.4 -3.4

宗教系学校 620䋨67.8䋩 295䋨32.2䋩 915䋨100.0䋩

調整済み残差 8.5 -8.5

宗教教団 624䋨48.0䋩 676䋨52.0䋩 1,300(100.0)

調整済み残差 -9.8 9.8

合計 1,327(57.0) 1,003(43.0) 2,330(100.0)

表㪊　調査䊐䉞䊷䊦䊄×親䈎䉌の信仰継承䈎䈬う䈎のク䊨ス表

調査䊐䉞䊷䊦䊄

親䈎䉌の信仰継承䈎䈬う䈎［人数䋨%䋩］

χ2
䋨2, N =2,330䋩=96.96, p =<.01.
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߫㧘信仰を߽ߟ人ߪ約 4割ߢ㧘こߢ߹ࠇ実施さࠇたห種の調査߽ࠅࠃ高い割合を示しߡい

る。本調査ߪߢ㧘最߽信仰に㊀߈を߅いߡいる教団を1ߟ選ࠄ߽ߢࠎう回答方法をណった

うに複数の教ࠃいた。このࠄ߇ߥいߥいる人߽少ߡ以਄の教団を選択しߟ2ߪに߆ߥ㧘߇

団に信仰を߽っߡいると考えࠇࠄる࡯ࠤスߪ㧘本調査ᰳߪߢ損値㧔無回答を含߻無効回答㧕

扱いとした߇㧘こࠄࠇの回答をޟ信仰あޠࠅとしߡ再集計す߫ࠇ㧘信仰を߽ߟ人の割合ߪ

⧯ᐓߪߢある߇増える計算とߥる。本調査ߢ信仰を߽ߟとする人の割合ࠅࠃ߇高くߥった

背᥊にߪ㧘調査࠼࡞࡯ࠖࡈに宗教指ዉ者߿特定教団と何߆ࠄの߆߆わࠅを߽ߟと考えࠇࠄ

る人߇多く含߹ߡࠇいるὐ߇少ߕࠄ߆ߥ影響しߡいࠃう。  

片 と߽あࠇ㧘本調査ߪߢ㧘信仰をߋ߼る考え方の৻ಾߪ回答者に委ࠅ߅ߡࠇࠄߨ㧘調査者

㧘菩ឭ寺ߡっ߇い。したߥいߡឭ示しࠄ考える信仰の概念を㧘回答者に何߇ࠇあるᚒわߢ

を߽ち先祖供養に熱心ߥ檀信ᓤߢあっ߽ߡ㧘ᚲ属先の教団の教えߛけߥߢく㧘教団ฬさえ

߽わߥࠄ߆い人ࠅ߅߇
3
㧘先祖供養の実践を߽っߡ信仰と⹺識する人߽い߫ࠇ㧘教団の教え

を信奉しそࠇに則した生活を営߹ߥけ߫ࠇ㧘信仰ߥߪߢいと⹺識する人߽いࠃう。あるい

ߡあっߢる信者ࠇさߥߺとߟ信仰を߽ߥ熱心ߡߺく通い㧘客観的にߍ㧘教団施設に足しߪ

߽㧘ࠄ߆ߕߺの信仰理解のᵻさに嘆߈㧘信仰を߽たߥいと回答した人߽いるߛろう。  

片 信仰をߋ߼る⹺識߿行動ߪ㧘ߟߓに多様ߥのߢあࠅ㧘信仰にߟいߡ誰߽߇᛼し並ߡߴ固

定的ߢਇ変の価値を共᦭しߡいるわけߥߪߢいのߢある。  

片 戦ᓟࠄ߆信仰を߽ߟ人ߪ減少の৻途を辿っ߈ߡたとさࠇる߇㧘そうした信仰の多様性を

考え߫ࠇ㧘その変化の背ᓟにߪ㧘信仰に対する考え方その߽のに㧘何߆ࠄの地殻変動߇生

調査ߥた数㊂的߈ߡࠇ実施さߢ߹ࠇ㧘こࠄ߇ߥし߆い。しߥࠇし߽߆たといえるの߈ߡߓ

に߅いߡ㧘その内実に迫っߡいくࠃうߥ視ᐳߪ㧘そߤ߶ࠇ鍛えߡࠇࠄいߥいというの߇現

状のところߢあろう。㊀要ߥのߪ㧘信仰の᦭無߿その経ᐕ変化を計㊂的に実測するߛけに

とߕࠄ߹ߤ㧘回答者߇何を߽っߡ信仰と್断したの߆㧘そのᩮ拠をਤ念に辿っߡいく姿勢

。あるߢ  

片 㧘本調査を߫ࠇあるとすߢ 1 㧘߇た回答者の｢信仰㨭߈ߡߴ述ߢ߹ࠇ㧘こߡの糸ญとしߟ

ࠃのߤ㧘৻体ߡߺࠄ߆㧘ઁの設問との関連ࠅ߅ߡࠇ構成さߡっࠃᐕ齢に߿性೎ߥうࠃのߤ

うߥ価値観に基ߠいߡいるの߆㧘分析を深ߡ߼ゆく必要߇あろう。こࠇにࠅࠃ㧘日本人の

宗教性߇さࠄに浮߈彫ࠅにߥるに相㆑ߥい。こࠇにߟいߪߡ㧘稿を改ߡ߼分析を深߼たい。  

                                                  
3 本調査ߪߢ㧘信仰しߡいる教団ฬを選択した場合㧔信仰あࠅ㧕㧘ᚲ属先の教団ฬにߟいߡ

߽記述しࠄ߽ߡった。本調査ߢ信仰を߽ߟ人㧔2,475 人㧕のうち㧘教団ฬ㧔教団ฬߥߪߢ

い信仰対象を含߻㧕を記入したのߪ 64.8%㧔1,604 人㧕㧘未記入㧔ޟわߥࠄ߆いޠを含߻㧕

ߪ 35.2%㧔871 人㧕ߢある。教団ฬの記入ߥ߇い場合㧘න純ߥ無回答߽あるߛろう߇㧘教

団ฬ߇わߥࠄ߆い回答߽相当数含߹ߡࠇいる߽のと考えࠇࠄる。৻方㧘記入のあった場合

た。例ࠇࠄス߽見ฃけ࡯ࠤするࠅいたߡ㧘教団ฬを間㆑えࠅあったߢ曖ᤒ߇㧘教団ฬ߽ߢ

え߫㧘前者にߟいߪߡ㧘ᦡ洞宗の檀信ᓤߢあるとߥߺさࠇる人߇禅宗と回答しߡいる࡯ࠤ

ス㧘ᓟ者にߟいߪߡ㧘真宗大谷派の門信ᓤߢあるとߥߺさࠇる人߇浄土真宗と回答しߡい

る࡯ࠤスߢある。  
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4-3．宗教㧛ࠬ࡝ࡇチュࠖ࠹࡝ࠕの実態把握  
ዊ林正樹㧔中央学術研究所㧕࡮酒井克也㧔出雲大社和貴講社㧕  

に片߼ߓߪ．1

ߥという新たޠ尺ᐲࠫ࡯ࡔࠗޟ㧘ߡの৻環としޠテࠖの実態把握࡝ࠕチュ࡝ࡇ宗教㧛スޟ 

尺ᐲの開発を試ߺた。ࠫ࡯ࡔࠗޟ尺ᐲޠとߪ㧘あるޟ言葉㧔対象㗄目㧕ޠに対する調査対象

者のޠࠫ࡯ࡔࠗޟを数値化し㧘น視化しࠃうとする試ߢߺある。  

片 ੹回の調査ߪߢ㧘ޟ宗教㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの実態把握ޠという目的に対応するた߼㧘

言葉㧔対象㗄目㧕にߪ㧘ਅ記に定義するޟ宗教ޠの範࿐内の言葉を選定し㧘ޟ宗教ࠗࠫ࡯ࡔ

尺ᐲޠと๭߱ことにした。߹た㧘言葉㧔対象㗄目㧕に対するࠗࠫ࡯ࡔを問う際ߪ㧘例え߫

ࡔ軸㧕を設定し㧘調査対象者のࠗࠫ࡯ࡔ言葉㧔ࠗߥうに㧘ੑ㗄対立的ࠃのޠ軽薄㧙㊀厚ޟ

。調査したߡ㧘選択肢を用いߡいߟに߆こに૏置するのߤ߇ࠫ࡯  

2. 宗教ࠗࡔーࠫ尺度  

片 ੹回の調査ߪߢ㧘宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲとしߡ㧘ਃߟの設問を準備した㧔質問紙のޟ組織的

㧙個人的ޠ㧘ޟ軽薄㧙㊀厚ޠ㧘ޟ役に立ߟ㧙役に立たߥいޠ㧕。宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲに߅けるޟ宗

教ޠとߪ㧘ޟ聖ߥる߽のޠと何߆ࠄの関わࠅを含߻ことߢࠄ߇あࠅ㧘広い意味ߢの宗教の内

側に含߹ࠇる߽の㧔島薗 , 2012㧕とした。ࠗࠫ࡯ࡔを聞くた߼の言葉㧔対象㗄目㧕としߡ㧘

以ਅの 14 㗄目を選定した。14 㗄目とߪ㧘ޟ宗教㧘祈ࠅ㧘仏教㧘坐禅㧘霊能者߳の人生相談㧘

神㆏㧘߅祭ࠅ㧘ࠠ࡝ス࠻教㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ㧘滝に打たࠇる修行㧘߅ㆉ路߿巡礼㧘ࡄ

ワ࡯ス࠻࠶ࡐ巡ࠅ㧘ߺ߅くߓ㧘新興宗教ߢޠあࠅ㧘設問に߅ける配置㗅序ߪ乱数表にࠃっ

使用し㧘ߢという意味ޠනに新しく興った宗教ޟ㧘ߪ㧘新興宗教߅ߥ。に᳿定したࡓ࠳ࡦ࡜ߡ

この言葉に対する注釈等ߪ質問紙にߪ記載せߕ㧘ሼ面その߽のࠄ߆回答しࠄ߽ߡった。  

片 尺ࠫ࡯ࡔいる宗教ࠗߡっߥとޠ組織的㧙個人的ޟ߇軸ࠫ࡯ࡔ㧘ࠗߪޠ組織的㧙個人的ޟ

ᐲߢある。このࠗࠫ࡯ࡔ軸ߪ㧘島薗の考察に↱来する。島薗㧔2012㧕ޡߪ現代宗教とスࡇ

という言葉を対照的に使い㧘宗教にޠ個人性ޟとޠ性ࡓシステޟ㧘ߢの中ޢテࠖ࡝ࠕチュ࡝

対しߡ㧘ᤨ代と共にޟシステࡓ性ޠに力ὐを置く見方ޟࠄ߆個人性ޠに力ὐを置く見方߳

と変化し㧘本来密接ߥ関ଥにあった両者߇分㔌しߡ⹺識さࠇるࠃうにߥっ߈ߡたのߥߪߢ

い߆と指摘しߡいる。その結果㧘ޟ宗教ߥߪߢޠいޟ߇ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖߢޠあるという

主張߇生ߓるࠃうにߥったのߥߪߢい߆と考察しߡいるのߢある㧔島薗 , 2012㧕。߅ߥ㧘島

薗߇用いたのޟߪシステࡓ性ޠとޟ個人性ߢޠあった߇㧘筆者ޟߪࠄ組織的ޠとޟ個人的ޠ

という言葉を用いることにした。ޟシステࡓ性ޠという言葉߇৻般的にߪ分ࠅ߆にくいこと

と㧘ޟ組織的ޠという言葉の意味合いޟ߇システࡓ性ޠという言葉の意味合いに近接しߡい

ると್断したߢࠄ߆ある。  

片 片 あߢ尺ᐲࠫ࡯ࡔいる宗教ࠗߡっߥとޠ軽薄㧙㊀厚ޟ߇軸ࠫ࡯ࡔ㧘ࠗߪޠ軽薄㧙㊀厚ޟ

る。筆者ߪࠄ㧘広義の宗教を捉えるࠗࠫ࡯ࡔ軸としߡ㧘਄記のޟ組織的㧙個人的ߛޠけߢ

軸ࠫ࡯ࡔというࠗޠ軽薄㧙㊀厚ޟ㧘ߡい߅㧘੹回の調査にࠅ߅ߡߓいと経験਄感ߥߢ十分ߪ

を設定した。ޟ組織的㧙個人的ޠというࠗࠫ࡯ࡔ軸とޟ軽薄㧙㊀厚ޠというࠗࠫ࡯ࡔ軸を組

ߢるのࠇに迫ޠテࠖの実態把握࡝ࠕチュ࡝ࡇ宗教㧛スޟጀ৻ࠅࠃ㧘ࠅࠃ合わせることにߺ

。あるߢࠄ߆と考えた߆いߥߪ  

片 いるߡっߥとޠいߥ㧙役に立たߟ役に立ޟ߇軸ࠫ࡯ࡔࠗߪޠいߥ㧙役に立たߟ役に立ޟ

宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲߢある。このࠗࠫ࡯ࡔ軸ߪ㧘੹回の科研費研究プロࠫ࠻ࠢࠚの副題にޟ⧰
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㔍߳ߩ対処ߣޠいう文言߇含߹ߡࠇい߼ߚࠆ㧘宗教ߣ⧰㔍߳ߩ対処ߩߣ関係ࠍ検討ߚࠆߔ

。ߚߒ設定ߦ߼  

 最ᓟߦ㧘参考ޟߡߒߣ組織的㧙個人的ߩޠ設問ߩ教示文ߣ選択肢ࠍ示ߊ߅ߡߒ。  

＜教示文＞以ਅߩ各㗄目ߪ㧘ޟ聖ߣޠߩ߽ࠆߥ何ߩ߆ࠄ関わࠍࠅ含ߔߢࠄ߇ߣߎ߻。 

㧘個ߪߚ߹。߆ߔ߹ߜ߽ࠍࠫ࡯ࡔࠗߥ程度㧘組織的ߩߤ㧘ߪߚߥ޽㧘ߒ対ߦࠄࠇߎ

人的ࠆ߹ߪߡ޽。߆ߔ߹ߜ߽ࠍࠫ࡯ࡔࠗߥ箇ᚲ㧝ߐߛߊߡߌߟࠍ○ߦߟい。߅ߥ㧘

㧘㧔ߪ場合ޠいߥߊߚ答えޟ߿場合ޠいߥࠄ知ޟ  㧕ߩ中ߐߛߊߡߌߟࠍ○ߦい。  

＜選択肢＞߽ߡߣ組織的㧙ߒߎߔ組織的㧙߽ߣࠄߜߤいえߥい㧙ߒߎߔ個人的㧙ߣ

個人的߽ߡ    知ߥࠄい㧔  㧕㧘答えߥߊߚい㧔  㧕  

3. 宗教イࡔーࠫ尺度㧔組織的㧙個人的㧘軽薄㧙重厚㧕ߩ結果  

 ࿑ 1 表߮ࠃ߅ 1 結果ߩ各設問㧕ߩ尺度㧔組織的㧙個人的㧘軽薄㧙㊀厚ࠫ࡯ࡔ㧘宗教ࠗߪ

14。ࠆ޽ߢ 㗄目ߦࠇߙࠇߘߩ対ߒ㧘調査対象者߇持ߡߞいߩࠫ࡯ࡔࠗࠆᐔ均値ࠍ示ߡߒい

。ࠆ  

  

 図 1 宗 教䉟䊜䊷䉳䈱分布  調査 対象者 全体 䈱ᐔ均値㧔x, y㧕  

 

࿑ 1 ᮮ軸㧔xࠍ軸ࠫ࡯ࡔࠗߩޠ組織的㧙個人的ޟ㧘ߪߢ 軸㧕ߦ設置ߒ㧘ޟ軽薄㧙㊀厚ߩޠ

縦軸㧔yࠍ軸ࠫ࡯ࡔࠗ 軸㧕ߦ設置ߚߒ。ੑ軸ࠍ直角ߦ交差ߖߐ㧘交差ߚߒὐࠍ 0.00 。ߚߒߣ

ࠍᐔ均値ߩޠ組織的㧙個人的ޟ x㧘ޟ軽薄㧙㊀厚ߩޠᐔ均値ࠍ y ࠍ㧘各㗄目㧔x, y㧕ߡߒߣ

宗教䋨-0.99 , -0.98䋩

祈䉍䋨0.56 , -0.94䋩

仏教䋨-0.64 , -0.83䋩
坐禅䋨0.63 , -0.61䋩

霊能者…䋨0.94 , 0.63䋩

神道䋨-0.42 , -0.53䋩

䈍祭䉍䋨-1.11 , 0.06䋩

䉨䊥䉴䊃教䋨-0.93 , -1.01䋩

䉴䊏䊥チュ…䋨0.52 , 0.03䋩 

滝䈮…䋨1.18 , -0.20䋩

䈍遍路や…䋨0.72 , -0.26䋩

パワ䊷…䋨1.13 , 0.71䋩

䈍䉂く䈛䋨1.20 , 0.56䋩

新興宗教䋨-0.86 , 0.46䋩

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

組織的

㊀厚

軽薄䋨y䋩

個人的䋨ｘ䋩
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散Ꮣ࿑に示した߽の߇࿑ 1 組織的㧙ޟの領域をࠫ࡯ࡔ㧘宗教ࠗࠅࠃある。ੑ軸の設置にߢ

㊀厚ޠ㧘ޟ組織的㧙軽薄ޠ㧘ޟ個人的㧙㊀厚ޠ㧘ޟ個人的㧙軽薄ޠという四ߟの領域に඙分した。片  

片 数値化に関しߪߡ㧘ޟ組織的㧙個人的ޠのࠗࠫ࡯ࡔ軸の場合㧘選択肢のޟと߽ߡ組織的㧙

すこし組織的㧙ߤちࠄと߽いえߥい㧙すこし個人的㧙と߽ߡ個人的ޠに -2, -1, 0, 1, 2 を対

応させߡ計算した。ޟ軽薄㧙㊀厚ޠのࠗࠫ࡯ࡔ軸の場合ߪ㧘ޟと߽ߡ軽薄㧙すこし軽薄㧙ߤ

ちࠄと߽いえߥい㧙すこし㊀厚㧙と߽ߡ㊀厚ޠに 2, 1, 0, -1,- 2 を対応させߡ計算した。ߥ

を示す߽のࠫ࡯ࡔࠗߥ㧘否定的ߢߺਅ側の領域を示すのߪ左側㧘又ߪスの数値࠽ࠗࡑ㧘߅

数ߪࠄࠇ㧘こ߇という㗄目߽用意したޠいߥい㧘答えたくߥࠄ知ޟߪい。選択肢にߥߪߢ

値化しߡいߥい。ޟ知ߥࠄいߪޠ㧘知ߥࠄいのに適当に回答しߡし߹うことを避けるた߼の

選択肢ߢあࠅ㧘ޟ答えたくߥいߪޠ心理的負担の軽減を目的とした選択肢ߢある。  

  横軸㧔x 軸㧕又ߪ縦軸㧔y 軸㧕に߅いߡ㧘ߤち߆ࠄ৻方߽ߢ 0 に近い㧘例え߫絶対値߇

0.5 以内の数値にߥったのߪ㧘ޟ神㆏ޠ㧔 -0.42, -0.53㧕㧘ޟス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠ㧔0.52, 0.03㧕㧘

㧔ޠࠅ祭߅ޟ -1.11, 0.06㧕㧘ޟ滝に打たࠇる修行ޠ㧔1.18, -0.20㧕㧘߅ޟㆉ路߿巡礼ޠ㧔0.72, -0.26㧕

の੖㗄目ߢあった。最߽ૐい数値を含ޟ߻ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠの場合㧘ޟ軽薄㧙㊀厚ޠの

߇軸の数値ࠫ࡯ࡔࠗ 0.03 ߇と回答した比率ޠいߥࠄ知ޟ㧘ߢ 41.0％߽あった。数値のૐさ

。ߛうࠃいるߡける್断の㔍しさを表し߅にࠫ࡯ࡔ㧘ࠗߪ  

 

表 1 宗教 䉟メ䊷䉳尺度䋨䇸組織 的䋭個人的 䇹䋬䇸軽薄䋭重 厚 䇹䋩の結果  

項目  䇸組織 的䋭個 人的 䇹

のᐔ均値䋨x䋩 

䇸軽薄䋭重 厚 䇹の

ᐔ均値䋨ｙ䋩 

分布䈚た領域  

宗教  -0.99 -0.98 

組織的䋭重 厚  

キ䊥ス䊃教  -0.93 -1.01

仏教  -0.64 -0.83 

神道  -0.42 -0.53 

お祭䉍 -1.11 0.06 
組織的䋭軽 薄  

新興 宗 教  -0.86 0.46 

祈䉍 0.56 -0.94 

個人的䋭重 厚  

坐禅  0.63 -0.61 

お遍 路や巡礼  0.72 -0.26 

滝に打た䉏る修 行  1.18 -0.20 

ス䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞 0.52 0.03 

個人的䋭軽 薄  

霊能 者への人生相 談 0.94 0.63 

パワ䊷スポッ䊃巡䉍 1.13 0.71 

おみく䈛 1.20 0.56 

 

ߪのᐔ均値ޠ宗教ޟ  ࠕチュ࡝ࡇスޟ。の領域に来たޠ組織的㧙㊀厚ޟ㧘ࠅあߢ(0.98- ,0.99-)

ߪのᐔ均値ޠテࠖ࡝ ߢ㧘਄߇いるߡ入っߪの領域にޠ個人的㧙軽薄ޟ㧘৻応ߢ(0.03 ,0.52)

述ߴたࠃうに㧘y=0.03 個ޟ㧘ฝ側の߽ࠅࠃの領域ޠ軽薄ޟ਄側のߪߢ㧘ここࠄ߆あることߢ
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人的ߥޠ領域に来たὐに注目したい。ޟ宗教ޠのࠗ߇ࠫ࡯ࡔ組織的ߢあࠅ㧘ޟス࡝ࡇチュࠕ

。あると考えるߢ㧘島薗の考察を支持する結果ߪあったのߢ個人的߇ࠫ࡯ࡔのࠗޠテࠖ࡝  

ߪけるᐔ均ᐕ齢߅タに࡯࠺㧘全᦭効߅ߥ 27.4 ᱦ㧔標準偏差 19.6㧕㧘男女比ߪ男性߇ 36.1％

㧔2390 人㧕㧘女性߇ 63.2％㧔4184 人㧕ߢある。ᓥっߡ㧘੹回の結果にߪ㧘⧯い世代෸び

女性の回答にࠃる影響߇多少強く表ߡࠇいるน能性߇ある。ᐕ齢೎㧘性೎㧘宗教集団೎ߥ

㧘࿑ߪߡっࠃญにࠅ㧘ಾߤ 1 とߪ異ߥった分Ꮣとߥるߛろう。  

4. 宗教ࠗࡔーࠫ尺度㧔役に立つ㧙役に立たߥい㧕の結果ࠃ߅び考察片

㧘14ߪの設問ޠいߥ㧙役に立たߟ役に立ޟ  㗄目のそ߇ࠇߙࠇ㧘⧰㔍㧔ᖠ߿ߺ⧰しߺ㧕の

解᳿にとっߡ㧘ߤの程ᐲޟ役に立ߟと思う߆㧘役に立たߥいと思うޠ߆を聞く問いߢある。

実際にߪ㧘ޟ߶とߤࠎ役に立たߥい㧘あ߹ࠅ役に立たߥい㧘ߤち߆ࠄといえ߫役に立たߥい㧘

すこし役に立ߟ㧘と߽ߡ役に立ޠߟの 5 件法෸びޟ知ߥࠄい㧘答えたくߥいޠの選択肢ߢ

聞いߡいる߇㧘ここޟߪߢと߽ߡ役に立ޠߟとޟ߶とߤࠎ役に立たߥいޠの回答数と割合

(%)のߺを表に示した㧔表 2 の割合ߪ㧘ޟ知ߥࠄい㧘答えたくߥいޠを含߼た߽のߢある㧕。  

 

 表 2 䇸とて䉅役 に立つ䇹䇸䈾と䉖䈬役 に立た䈭い䇹の人数䋬割合 (%) 

 宗 教  祈 䉍 仏 教  坐 禅  霊 能 者 への

人 生 相 談  

神 道  お祭 䉍 

とて䉅 

役 に立 つ 

1313 

20.0% 

1776 

27.1% 

553 

8.5% 

364 

5.6% 

128 

2.0% 

235 

3.6% 

617 

9.4% 

䈾と䉖䈬 

役 に立 た䈭い 

912 

13.9% 

591 

9.0% 

1161 

17.8% 

1235 

18.9% 

2344 

35.8% 

1248 

19.1% 

1261 

19.3% 

 キ䊥ス䊃教 ス䊏䊥チュ

䉝䊥テ䉞 

滝 に打 た

䉏る修 行  

お遍 路

や巡 礼  

パワ䊷スポ

ッ䊃巡 䉍 

おみく䈛 新 興 宗 教  

とて䉅 

役 に立 つ 

1297 

19.8% 

245 

3.8% 

203 

3.1% 

236 

3.6% 

261 

4.0% 

394 

6.0% 

164 

2.5% 

䈾と䉖䈬 

役 に立 た䈭い 

898 

13.7% 

973 

14.9% 

1772 

27.1% 

1314 

20.1% 

1599 

24.5% 

1421 

21.7% 

2316 

35.3% 

片  

  ⧰㔍㧔ᖠ߿ߺ⧰しߺ㧕の解᳿にとっߡ㧘ޟと߽ߡ役に立ޠߟと回答さࠇた߽のの中ߢ㧘最

߽多߆ったのޟߪ祈ࠅ㧔27.1％㧕ߢޠあࠅ㧘そのᰴޟ߇宗教㧔20.0％㧕ߢޠあった。ޟ祈ޠࠅ

あߢの領域にある。組織的ޠ組織的㧙㊀厚ޟߪޠ宗教ޟ㧘ࠅの領域にあޠ個人的㧙㊀厚ޟߪ

㧕の解᳿ߺし⧰߿ߺ㧘⧰㔍㧔ᖠ߇ࠄ߇ことߟを持ࠫ࡯ࡔࠗߥ㧘共に㊀厚ࠇあߢ㧘個人的ࠇ

にとっޟߡと߽ߡ役に立ޠߟと考えߡࠇࠄいること߇わ߆る。  

৻方㧘ޟ߶とߤࠎ役に立たߥいߢޠ最߽多߆ったのޟߪ霊能者߳の人生相談㧔35.8％㧕ޠ

個人的㧙ޟߪޠ霊能者߳の人生相談ޟ。あったߢޠ新興宗教㧔35.3％㧕ޟ߇㧘そのᰴࠅあߢ

軽薄ޠの領域にあࠅ㧘ޟ新興宗教ޟߪޠ組織的㧙軽薄ޠの領域にある。組織的ߢあࠇ㧘個人

的ߢあࠇ㧘共に軽薄ࠫ࡯ࡔࠗߥを持ߟこと߇ࠄ߇㧘⧰㔍㧔ᖠ߿ߺ⧰しߺ㧕の解᳿にとっߡ

。る߆わ߇いることߡࠇࠄと考えޠいߥ役に立たߤࠎと߶ޟ  
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5. 主観的幸福感尺度との関連  

片 ここߪߢ㧘宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲの結果と主観的ᐘ福感尺ᐲ㧔Subjective Well-Being 

Scale：SWBS：伊藤࡮相良࡮池↰࡮河浦 , 2003㧕の結果との関連にߟいߡ考察する。主観

的ᐘ福感ߪ㧘SWBS を用いߡ測定した。SWBS ㆐成ޟޠの気持ち߈人生に対する前向ޟ㧘ߪ

感ޟޠ自信ޟޠ⥋福感ޟޠ人生に対する失望感
1
の健康感̍のߡ㧩̌結果としޠ 5 領域に含߹

る各ࠇ 3 㗄目㧔合計 15 㗄目㧕ߢ主観的ᐘ福感を測定しߡいる。選択肢ߪ 4 段階評定㧔1～

4 ὐ㧕ߢある。ここߪߢ㧘紙面の都合਄㧘主観的ᐘ福感と宗教ࠗޟࠫ࡯ࡔ役に立ߟ㧙役に

立たߥいޠとの関連の分析結果のߺを示す。片

主観的ᐘ福感尺ᐲの分類にߟいߪߡ㧘15 㗄目の合計得ὐの分Ꮣに߅ける਄૏ਅ૏の約

25％に分割し㧘高得ὐ群㧔主観的ᐘ福感߇高いと回答した人たち㧕㧘ૐ得ὐ群㧔主観的ᐘ

福感߇ૐいと回答した人たち㧕としߡ設定した。主観的ᐘ福感尺ᐲに߅ける高得ὐ群㧘ૐ

得ὐ群を⁛立変数㧘宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲޟ役に立ߟ㧙役に立たߥいޠの設問をᓥ属変数とし

た。宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲޟ役に立ߟ㧙役に立たߥいޠの選択肢㧔߶とߤࠎ役に立たߥい㧘あ

㧕ߟ役に立߽ߡ㧘とߟい㧘すこし役に立ߥといえ߫役に立た߆ࠄちߤい㧘ߥ役に立たࠅ߹

のそࠇߙࠇに㧘左ࠄ߆ 1 ὐ～5 ὐを対応させ㧘ᐔ均値を算出し㧘2 の群㧔主観的ᐘ福感ߟ

尺ᐲ：高得ὐ群㧙ૐ得ὐ群㧕に߅ける t 検定を行い㧘2 尺ᐲࠫ࡯ࡔける宗教ࠗ߅の群にߟ

。検討したߡいߟとの得ὐの㆑いにߏの設問ޠいߥ㧙役に立たߟ役に立ޟ  

t 検定の結果㧘ޟ宗教ޟޠ祈ޟޠࠅ仏教ޟޠ坐禅ޟޠ神㆏࡝ࠠޟޠス࠻教ޟޠス࡝ࡇチ

ュ࡝ࠕテࠖޟޠ滝に打たࠇる修行߅ޟޠㆉ路߿巡礼ޟޠ新興宗教ޠにߟいߡ㧘高得ὐ群߇

ૐ得ὐ群߽ࠅࠃ 1％水準ߢ᦭意に高い得ὐを示した。すߥわち㧘高得ὐ群ߪૐ得ὐ群ࠅࠃ㧘

こࠄࠇの 10 㗄目にߟいޟߡ役に立ޠߟと考えߡいること߇示唆さࠇた。߹た㧘ߺ߅ޟく

߽ࠅࠃ高得ὐ群߇㧘ૐ得ὐ群ߪߡいߟにޠߓ 1％水準ߢ᦭意に高い得ὐを示した
2
㧔表 3 参

照㧕。すߥわち㧘ߺ߅ޟくޠߓのߺ高得ὐ群とૐ得ὐ群の捉え方߇逆転しࠅ߅ߡ㧘ૐ得ὐ

群ߪ高得ὐ群ߺ߅ޟࠅࠃくޠߓにߟいޟߡ役に立ޠߟと考えߡいること߇示唆さࠇた。し

ㆉ߅ޟޠる修行ࠇ滝に打たޟޠテࠖ࡝ࠕチュ࡝ࡇスޟޠ神㆏ޟޠߓくߺ߅ޟ㧘ࠄ߇ߥし߆

路߿巡礼ޟޠ新興宗教ޠにߟいߪߡ㧘中૏ὐ㧔3.0：ߤち߆ࠄと߆といえ߫役に立たߥい㧕

とޠߟ役に立ޟ㧘ࠄ߆あることߢたとの結果ࠇࠄߺ߇差異ߥ᦭意ߡい߅ૐい数値に߽ࠅࠃ

߽ߢ߹㧘あく߽ߡ言っߪ 2 群間の相対的ߥ㆑いと考えるߢ߈ߴあろう。  

にࠅわ߅．6  

  ੹回㧘宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲを使っߡ得ࠇࠄた࡯࠺タ੍ߪ想以਄に豊富ߢ㧘紙面に限ࠅのあ

る本報告ᦠߪߢ㧘結果㧘分析㧘考察ߤߥのߏく৻部分し߆報告߆ߥ߈ߢった。਄記に記載

した߽の以外に߽㧘興味深い߽の߇たくさࠎある。宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲ自体にߟい߽ߡ㧘最

ૐ限の⺑᣿し߆ߥ߈ߢ߆ったのߢ㧘ਇ᣿の部分߿疑問に感ߓる部分߽あった߽߆しߥࠇい。

ৼ寧に⺑᣿߆ߥ߈ߢったことߪ㧘と߽ߡᱷ念ߢある。߅ߥ㧘宗教ࠗࠫ࡯ࡔ尺ᐲの⹦細㧘分

                                                  
。るߥ高いことに߇ᐘ福感ߤ߶ૐい߇㧘得ὐࠅあߢ逆転㗄目ߪޠ人生に対する失望感ޟ 1

分析の際にߪ得ὐをઁの質問㗄目と揃えߡ (1 ὐを 4 ὐに変換する。ઁの選択肢߽ห様 )行
っߡいる。  
㧘主観的ᐘ福感尺ᐲの高得ὐ群とૐ得ὐ群にߪとޠ᦭意に高い得ὐを示したߢ水準％1ޟ 2

ߢた߽のߓ偶然に生ߪの得ὐの㆑いޠいߥ㧙役に立たߟ役に立ޟ尺ᐲࠫ࡯ࡔける宗教ࠗ߅

ߪる確率ߓい㧔偶然に生ߥߪ 1％未満ߢある㧕との意味ߢある。  
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析෸び考察の⹦細㧘෸びࠫ࡯ࡔࠗޟ尺ᐲޠのน能性㧘応用性等にߟいߪߡ㧘੹ᓟ出 ੍定

のᦠ籍に記載する੍定ߢあるのߢ㧘そちࠄを参照しߡ߶しい。  

 

表 3 主観 的幸福 感尺 度 と宗教䉟メ䊷䉳尺度 䇸役 に立つ䋭役に立 た䈭い䇹との関連䋨t 検ቯ䋩 

SWBS 高 ૐ  人 数 ᐔ 均 値 標 準 偏 差 t 値  自 由 度  

宗 教  SWBS ૐ 得 点 群  1499 2.89 1.31
-20.28** 3149.28 

SWBS 高 得 点 群  1712 3.83 1.30

祈 䉍 SWBS ૐ 得 点 群  1540 3.21 1.28
-21.46** 3112.08 

SWBS 高 得 点 群  1741 4.13 1.15

仏 教  SWBS ૐ 得 点 群  1423 2.76 1.24
-8.31** 2978.66 

SWBS 高 得 点 群  1560 3.17 1.40

坐 禅  SWBS ૐ 得 点 群  1395 2.72 1.24
-6.68** 2911.70 

SWBS 高 得 点 群  1519 3.04 1.34

霊 能 者 への人 生 相 談  SWBS ૐ 得 点 群  1391 2.17 1.22
-0.72 2863.64 

SWBS 高 得 点 群  1477 2.20 1.26

神 道  SWBS ૐ 得 点 群  1144 2.54 1.21
-4.92** 2435.89 

SWBS 高 得 点 群  1295 2.79 1.34

お祭 䉍 SWBS ૐ 得 点 群  1487 2.87 1.30
-0.90 3100.90 

SWBS 高 得 点 群  1619 2.91 1.37

キ䊥ス䊃教  SWBS ૐ 得 点 群  1466 2.90 1.33
-19.23** 3038.34 

SWBS 高 得 点 群  1638 3.80 1.28

ス䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞 SWBS ૐ 得 点 群  887 2.43 1.21
-8.62** 1937.79 

SWBS 高 得 点 群  1059 2.94 1.37

滝 に打 た䉏る修 行  SWBS ૐ 得 点 群  1397 2.41 1.25
-3.10** 2895.57 

SWBS 高 得 点 群  1502 2.56 1.32

お遍 路 や巡 礼  SWBS ૐ 得 点 群  1279 2.61 1.23
-4.22** 2726.29 

SWBS 高 得 点 群  1456 2.82 1.33

パワ䊷スポッ䊃巡 䉍 SWBS ૐ 得 点 群  1446 2.61 1.27
-1.73 2979.99 

SWBS 高 得 点 群  1536 2.69 1.35

おみく䈛 SWBS ૐ 得 点 群  1504 2.87 1.27
2.94** 3142.15 

SWBS 高 得 点 群  1641 2.73 1.36

新 興 宗 教  SWBS ૐ 得 点 群  1127 1.86 1.07
-6.20** 2397.64 

SWBS 高 得 点 群  1296 2.17 1.36

**p<.01 

片

引用文献片

伊藤裕子࡮相良㗅子࡮池↰᡽子࡮川浦康⥋ . (2003). 主観的ᐘ福感尺ᐲの作成と信㗬性࡮妥

当性の検討片 心理学研究 , 74,276-281.片

島薗片 ㅴ . (2012).片 現代宗教とス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ .片 弘文堂 . 
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㧛宗教性と精神的健康との関連ࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇࠬ．4-4  
具志堅伸隆㧔東亜大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

日本人ߪ৻般的に㧘宗教に対しߡ警戒߿疑念を抱く傾向߇強く㧘無宗教的ߥ文化に生߈

をߺ神㗬ߪというᤨにߙ㧘ここ߇し㧘その無宗教を自⹺する人々߆る。しࠇいると言わߡ

したࠅ㧘ਇ㆏ᓼߥ行ὑに対しߡ罰㧔߫ち㧕߇当たるのを怖ࠇたࠅするߤߥ㧘宗教߿ス࡝ࡇ

チュ࡝ࠕテࠖと関わࠅの深い態ᐲ࡮行動を示す場面߽数多く見ฃけࠇࠄる。  

ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖのテߪࡑ࡯㧘こߢ߹ࠇ特に欧米ߢ㧘宗教心理学のࠢ࠶ࡇ࠻の৻ߟと

しߡ研究さ߈ߡࠇた。研究内容ߪ極ߡ߼多岐にわたっߡいる߇㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精

神的健康との関連ߪ㧘主要ߥ内容の৻ߢߟあࠅ㧘多くの知見߇蓄積さߡࠇいる。そߪࠄࠇ

概ߨ㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康との間に㧘ᱜの関ଥ߇あることを見いߛしߡいる。

すߥわち㧘ス࡝ࡇチュߥ࡞ࠕ心を持ߟ人の多くߪ㧘人生の満足感߿ᐘ福感߇高く㧘将来に

対する希望߿楽観的ߥ見通しを持ち㧘人生の目的߿意味を見いߛし㧘高い自ዅ心߿肯定的

感情を持ߟこと߇報告さߡࠇいる㧔Koenig, McCullough, & Larson, 2001㧕。し߆し㧘そ

㧘߆いるߡ教の信者を対象とし࠻ス࡝ࠠ࡮ࡗ࠳࡙ߥ࿶倒的に優勢ߢ㧘欧米圏ߪの研究ࠄࠇ

少ߥくと߽その影響を色濃くฃけた内容とߥっߡいる。日本に߅いߪߡ㧘無宗教的ߥ文化

。ある߇研究を行う必要ߥいる実態を踏߹えた㧘新たߡいߠᩮ߇  

現象尺度について࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬ．2  

研究をㅴ߼るうえߢ㧘߹ߕ必要とߥるのߪ㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの程ᐲを数㊂的に測定

するた߼の質問㗄目㧘すߥわちޟ尺ᐲߢޠある。欧米ߪߢ㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの尺ᐲ߇

多く作成さߡࠇいる߽のの㧘そߪࠄࠇ例え߫̌ I have a good sense of how God is working 

in my life㧔⑳ߪ自分の生活の中ߢ㧘神の力ߤ߇のࠃうに働いߡいるの߆㧘ࠃくわ߆っߡい

る㧕̍ のࠃうに㧔Hall & Edward, 1996㧕㧘᣿߆ࠄに宗教色の濃い内容とߥっࠅ߅ߡ㧘特定

の宗教に対する信仰を持たߥい者にߪ適用することߥ߈ߢ߇い。  

そこߢ㧘本研究ߪߢ㧘無宗教的ߥ文化に߅けるス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖを測定する新たߥ尺

ᐲとしߡ㧘ޟス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲޠを開発した。こߪࠇ㧘ౕ志堅࡮ਅ家㧔2010㧕㧘ౕ志

堅㧔2011㧕߇ㆊ去に作成したޟス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ的信念尺ᐲޠを新たに再構成した߽の

チ࡝ࡇいるスߡࠇ߹⺒般の人々に৻ߢ㧘日本ߪޠテࠖ的信念尺ᐲ࡝ࠕチュ࡝ࡇスޟ。あるߢ

ュ࡞ࠕ関連ᦠ籍 300 冊の内容を検討し㧘出現㗫ᐲの高い内容を᛽出することにࠃっߡ作成

さࠇた߽のߢある。ౕ 体的にߪ㧘ޟ神にࠃる቞護ޠ㧘ޟ魂の永⛯性ޠ㧘ޟ輪ᑫޠ㧘ޟ心象の現実化ޠ㧘

のޠ人生の意味ޟ㧘ޠ因果応報ޟ 6 ౕ。あるߢる尺ᐲߨ㧘信念の程ᐲを዆ߡいߟの側面にߟ

志堅㧔2011㧕ߪ大学生と৻般成人 500 ฬを対象に調査を行い㧘こࠄࠇのス࡝ࡇチュߥ࡞ࠕ

信念と㧘主観的ᐘ福感߿自ዅ感情にࠃっߡ表さࠇる精神的健康との間にᱜの関ଥ߇あるこ

とを見いߛした㧔すߥわち㧘ス࡝ࡇチュߥ࡞ࠕ信念߇高い者߶ߤ㧘精神的健康のᐲ合い߇

高い㧕。  

6 心象の現ޟ㧘ߪ比較的強いの߇の側面を比較検討したところ㧘精神的健康との関連ߟ

実化ޠ㧘ޟ因果応報ޠ㧘ޟ人生の意味ޠの 3 側面ߢあった。ޟ心象の現実化ޟߪޠ人߇心ߢ思

ったことߪ㧘実際の出来੐としߡ現実化するޠという内容ߢあࠅ㧘5 構成ߢの質問㗄目ߟ

さߡࠇいる㧔㗄目例：ޟこうߥったࠄいޠߥߛ߿というਇ቟感を強く抱くと㧘その思いߪ現

実とߥっߡし߹い߹す。心ߢ思ったことߪ㧘実際の出来੐を引߈寄せる力߇あるのߢす㧕。
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とޠくるߡその人に戻っߪ㧘良いこと߽ᖡいこと߽最終的にߪ人の行動ޟߪޠ因果応報ޟ

いう内容ߢあࠅ㧘4 いる㧔㗄目例：良いこと߽ᖡいこと߽㧘何ߡࠇ構成さߢの質問㗄目ߟ

㧘ߪす。ઁ人にਈえた親ಾ߹ࠇ現߇に見合った結果ࠇ㧘そߢ߆こߤ߆ߟいߪしたことに߆

思い߇けߥいところߢᐘ運とߥっߡ戻っߡくる߽のߥのߢす㧕。ޟ人生の意味ޟߪޠ人生ߢ

直面する出来੐ߪනߥる偶然にࠃっߡ生ߓるのߥߪߢく㧘何߆ࠄの意味߿必要性߇あっߡ

生ߓるޠという内容ߢあࠅ㧘5 起こる出ߢいる㧔㗄目例：人生ߡࠇ構成さߢの質問㗄目ߟ

来੐߿㧘人との出会いߪ㧘あߥた߇人間としߡ必要ߥことを学び㧘成長するた߼に㧘見え

。す㧕ߢいのߥߪߢる偶然ߥす。න߹߈ߡっ߿ߡっࠃい縁にߥ  

਄記の先行研究を踏߹え㧘こࠄࠇ 3 側面の質問㗄目㧔計 14 㗄目㧕を᛽出しߡ㧘新たに

る検討をߥࠄ㧘さߡいߟにࠅを構成し㧘精神的健康との関わޠ現象尺ᐲ࡞ࠕチュ࡝ࡇスޟ

行うこととした。߹੍ߕ備的ߥ調査を行い㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲの因子構造を検討し

た。こߪࠇ㧘回答者ࠄ߆得ࠇࠄた࡯࠺タを因子分析と๭߫ࠇる手法にࠃっߡ分析し㧘質問

㗄目ߤ߇のࠃうߥ因子に要約߈ߢるの߆㧔すߥわち㧘14 の質問㗄目を㧘似たࠃうߥ回答߇

得ࠇࠄた߽のߤうしߢ߹と߼た場合㧘ߤのࠃう࡯࡞ࠣߥプに分けࠇࠄるの߆㧕を調ߴる分

析ߢある。調査対象者ߪ大学生 199 ฬ㧔男性 115 ฬ㧘女性 84 ฬ㧕㧘調査ᤨ期ߪ 2013 ᐕ 1

᦬ߢあった。因子分析の結果㧘3 の因子ߟ プ࡯࡞ࠣ)  た。3ࠇ᛽出さ߇( の因子を構成すߟ

る質問㗄目ߪそࠇߙࠇ㧘ޟ心象の現実化ޠ㧘ޟ因果応報ޠ㧘ޟ人生の意味ޠの 3 側面と対応し

し㧘1ߛいた㧔たߡ 㗄目のߺ㧘特定の因子にࠣ࡯࡞プ分けߥ߈ߢい㗄目߇あったのߢ㧘こ

の㗄目ߪ以ਅの分析ࠄ߆除外した㧕。この因子分析結果にࠃっߡ㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲ

の質問㗄目ޟ߇心象の現実化ޠ㧘ޟ因果応報ޠ㧘ޟ人生の意味ޠの 3 プ分け࡯࡞の因子にࠣߟ

ࠕチュ࡝ࡇた。この結果を踏߹え㧘ス߈ߢ߇客観的に確⹺すること࡮ることを統計的߈ߢ

というޠ人生の意味ޟ㧘ޠ因果応報ޟ㧘ޠ心象の現実化ޟ現象尺ᐲを࡞ 3 のਅ૏尺ᐲ㧔質問ߟ

㗄目のࠣ࡯࡞プ㧕ߥࠄ߆る尺ᐲとしߡ㧘本調査ߢ用いることとした。  

3．本調査ߢ用いた尺度  

本調査ߪߢ㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲのઁ㧘宗教的ߥ੐柄に対する態ᐲを測定するた߼

にޟ宗教観尺ᐲ㧔金児㧘1997㧕ޠを用いた。この尺ᐲߪ㧘霊魂߿神仏に対する信仰を表す

態ߥ㧘宗教に対する肯定的ޠあたる㧕߇にすると߫ちߟ߹仏をそ߿霊魂観念㧔質問例：神ޟ

ᐲを表すޟ向宗教性㧔質問例：ࠃい生活を送るた߼にߪ㧘何߆ࠄの宗教的信仰߇必要ߢあ

る㧕ޠ㧘宗教的ߥ伝統に対する親和性を表すޟട護観念㧔質問例：߅盆ߤߥの昔ࠄ߆の宗教

的行੐にߪ親しߺを感ߓる㧕ޠの 3 ある。そのઁ㧘精ߢる尺ᐲࠇ構成さࠄ߆のਅ૏尺ᐲߟ

神的健康を表す指標としޟߡ主観的ᐘ福感尺ᐲ㧔伊藤࡮相良࡮池↰࡮川浦㧘2003㧕ޠを用

いた。この尺ᐲߪ㧘世界保健機構㧔WHO㧕߇開発したޟ心の健康自己評価質問紙㧔SUBI㧕ޠ

を基に㧘৻般の人のᐘ福感を測定߈ߢるࠃう作成さࠇた߽のߢある。  

4．調査対象者㧔サンプ࡞㧕  

回෼さࠇた᦭効調査票ߪ 6,620 票ߢあった。このうち㧘4-2.ޟ信仰の᦭無と信仰⛮ᛚޠ

教㧘そのઁ㧕に対する信仰࠻ス࡝うに㧘特定の宗教㧔仏教㧘神㆏㧘ࠠࠃいるߡࠇࠄߴ述ߢ

を持っߡいると答えた人の割合ߪ全体の 㧘日本人全体を対象とߪある。この割合ߢ40.1％

した調査ߢ得ࠇࠄる割合㧔概ߨ㧘約 3 割未満㧕ࠅࠃ㧘߿߿高い数ሼߢある。こߪࠇ㧘本調

査の回答者の中に㧘宗教系学校の生ᓤ࡮学生㧔計 4,234 ฬ㧕߿㧘宗教教団の信者࡮指ዉ者

㧔計 1,584 ฬ㧕߇多く含߹ߡࠇいるたߛ߼と考えࠇࠄる。し߆し㧘そࠇを踏߹え߽ߡ㧘信
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仰ࠍ持ߡߞいࠆ人ߩ割合ߪㆊ半数ࠍ大ߊ߈ਅ回ࠅ߅ߡߞ㧘日本人全体ߩᐔ均ࠅࠃ約 1 割高

い程度ߡߞ߹ߤߣߦいߪࠇߎ。ࠆ㧘調査回答者ߩ多数ࠍ占ࠆ߼宗教系学校ߩ生ᓤ࡮学生ߩ

約 人々ߟ߽ࠍ近い考えߦޠ一般日本人ޟ㧘ࠅ߅ߡ答えߣޠいߥいߡߞ߽ࠍ信仰ޟ߇75.8％

ߪࠅ偏ߩ࡞ࡊࡦサࠆߌ߅ߦ㧘本調査ߣࠆߔ総合ࠍߣߎߩ以਄。ࠆࠇࠄ考えߣߛ߼ߚࠆ޽ߢ

。うࠈ޽ߢいࠃߡ考えߣࠆ޽ߢ影響߽限定的ߩߘ㧘ߊߥߪߊ߈大ߤ߶ߐ  

5㧚年齢ߣ性別ߦよࠆ尺度得点ߩ差異   

㧘調査ߦ߼ߚࠆߔ確認ࠍ߆うߤ߆ߩࠆߥ異ߡߞࠃߦ性೎߿㧘ᐕ齢߇得ὐߩ㧘各尺度ߕ߹

対象者ߩᐕ齢ࠍ㧘㧔1㧕中学生㧘㧔2㧕高校生㧘㧔3㧕㧔高校生ࠍ除ߊ㧕18 ᱦ以਄～22 ᱦ以ਅ㧘

㧔4㧕23 ᱦ以਄～44 ᱦ以ਅ㧘㧔5㧕45 ᱦ以਄～64 ᱦ以ਅ㧘㧔6㧕65 ᱦ以਄㧘ߩ 6 層ߦ群ಽߌ

㧘ᐕ齢㧔6ߡいߟߦ㧘各尺度得ὐߢうえߚߒ 群㧕×性೎㧔男࡮女㧕ߩ 2 要因ಽᢔಽ析ࠍ行

࿑ࠍᐔ均値ߩ㧕。各尺度ࠆߔ省略ߪい統計値ߒ㧔⹦ߚߞ 1～7 現象࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬ。ߔ示ߦ

ߩ 3 ࠆߥߊ高߇㧘ᐕ齢߽ࠇߕいߪ意味㧕ߩ現実ൻ㧘因果応報㧘人生ߩਅ૏尺度㧔心象ߩߟ

ߩ㧘宗教観ߚ߹。ߚߞ߆高߇得ὐ߽ࠅࠃ男性߇方ߩ㧘女性ߚ߹㧘ࠅߥߊ高߇得ὐߡࠇߟߦ

3 ߊ高߇ᐕ齢ߪߢ㧘霊魂観念ߪߡい߅ߦਅ૏尺度㧔霊魂観念㧘向宗教性㧘加護観念㧕ߩߟ

高߇得ὐߡࠇߟߦࠆߥߊ高߇㧘ᐕ齢ߦ逆ߪߢ一方㧘向宗教性ࠆߥߊૐ߇得ὐߡࠇߟߦࠆߥ

ߎ。ߚߞ߆高߇得ὐ߽ࠅࠃ男性߇方ߩ㧘女性ߦ߽ߣ㧘霊魂観念㧘向宗教性ߚ߹。ߚߞߥߊ

ࠄ߆㧘中学生ߕࠇࠄ߼認ߪ関係ߚߒ⽾一ߦ間ߩߣ得ὐߣ㧘ᐕ齢ߪߢ㧘加護観念ߒ対ߦࠇ 22

ᱦ以ਅ߹ߪߢ㧘女性ߩ方߇男性߽ࠅࠃ得ὐ߇高いߦߩ対ߒ㧘23 ᱦ以਄ߪߢ逆ߦ㧘男性ߩ方

ࠇߟߦࠆߥߊ高߇㧘ᐕ齢ߪߡい߅ߦ㧘主観的幸福感ߦࠄߐ。ߚߞ߆高߇得ὐ߽ࠅࠃ女性߇

感ࠍ高い幸福感߽ࠅࠃ男性߇方ߩ女性ߪߢ㧘比較的⧯いᐕ齢ߚ߹㧘ߣߎࠆ߹高߇幸福感ߡ

㧘45߇ࠆいߡߓ ᱦ以਄ߩᐕ齢ߣࠆߥߦ性差ߪ認߇ߣߎࠆߥߊߥࠇࠄ߼᣿ߚߞߥߣ߆ࠄ。  
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図 1 䇸心象䈱現実ൻ䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  
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図 2 䇸因果応報䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  
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図 3 䇸人生䈱意味䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  図 4 䇸霊魂観念䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  
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男性

女性

図 5 䇸向宗教性䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  
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中学生 高校生 18～22歳23～44歳45～64歳65歳以਄
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図 6 䇸加護観念䇹䈱ᐕ代 別䊶性別ᐔ均値  
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主観的幸福感ࠬߣピ࡝チュア࡞現象尺度得点߅よび宗教観尺度得点ߩߣ関係  

ᰴߦ㧘主観的幸福感ࠍ目的変数㧘他ߩ変数ࠍ説᣿変数ࠆߔߣ㊀回Ꮻಽ析ࠍ行ߩߎ。ߚߞ

ಽ析ߪ㧘主観的幸福感㧔目的変数㧕ߣ㧘他ߩ変数㧔説᣿変数㧕ߩߣ関連性ࠍ検討߼ߚࠆߔ

目的変数㧘心ࠍ㧘主観的幸福感ߡߒ利用ࠍタ࡯࠺ߩ全対象者ߥ㧘᦭効ߕ߹。ࠆ޽ߢߩ߽ߩ

図 7 䇸主観的幸福感䇹䈱ᐕ代別䊶性別ᐔ均値  
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象の現実化㧘因果応報㧘人生の意味㧘霊魂観念㧘向宗教性㧘ട護観念㧘特定の宗教に対す

る信仰の᦭無㧔信仰する宗教を示す 4 種類の選択肢㧔仏教࡮神㆏࡝ࠠ࡮ス࠻教࡮そのઁ㧕

の߆ࠇߤに○をߟけた者にߪ 1 を㧘ޟ信仰を߽っߡいߥいޠに○をߟけた者にߪ 2 を割ࠅ

当ߡた㧕㧘ᐕ齢㧘性೎㧔男性に 1㧘女性に 2 を割ࠅ当ߡた㧕を⺑᣿変数とする㊀回Ꮻ分析㧔ス

テ࠶プワࠗ࠭法㧕を行った
1
。さࠄに㧘調査対象者を 6 ࠃ合わせにߺのᐕ齢ጀと性೎の組ߟ

っߡ 12 の群に分け㧘各群ߏとに㧘主観的ᐘ福感を目的変数㧘心象の現実化㧘因果応報㧘

人生の意味㧘霊魂観念㧘向宗教性㧘ട護観念㧘特定の宗教に対する信仰の᦭無を⺑᣿変数

とする㊀回Ꮻ分析㧔ステ࠶プワࠗ࠭法㧕を行った。分析結果の৻覧を表 1 に示す。全対象

者の分析結果を見ると㧘人生の意味㧘向宗教性㧘ᐕ齢㧘心象の現実化㧘性೎の⺑᣿変数߇㧘

目的変数ߢある主観的ᐘ福感に᦭意ߥᱜの効果を示しߡいる㧔効果߇ᱜの方向ߢあること

⺑㧘ߪる㧕。ᱜの効果ということ್ࠄ߆あることߢスの値࡜プ߇㧘β㧔標準偏回Ꮻଥ数㧕ߪ

᣿変数の値߇高くߥるにߡࠇߟ㧘目的変数߇高くߥるということߢある。ࠅ߹ߟ㧘人生の

意味߿心象の現実化を信ߓるᐲ合い߇高い߶ߤ㧘߹た㧘向宗教性のᐲ合い߇高い߶ߤ㧘ᐕ

齢߇高い߶ߤ㧘そしߡ㧘性೎߇女性ߢある߶う߇㧘主観的ᐘ福感߇高いということを意味

する。さࠄに㧘 β㧔標準偏回Ꮻଥ数㧕の値の大߈さߪ㧘⺑᣿変数߇変化したᤨの目的変数

の変化㊂の大߈さと対応しߡいる。全対象者の分析結果ߪߢ㧘᦭意ߥ 5 の⺑᣿変数のうߟ

ち㧘人生の意味の β㧩 .188 㧘人生の意味ࠅ߹ߟߪいる。このことߡっߥ値とߥ߈最߽大߇

を信ߓるᐲ合い߇㧘主観的ᐘ福感の高さと最߽強く結びߟいߡいることを示しߡいる。ᐕ

齢と性にࠃる群೎に行った㊀回Ꮻ分析߽ߢ㧘12 群のうち 10 群に߅いߡ㧘人生の意味߇᦭

意ߥᱜの効果を示しߡいる。こࠄࠇのことࠄ߆㧘੹回測定した㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ㧘宗

教性に関する変数の中ߢ㧘精神的健康と最߽強く関連しߡいるのߪ㧘人生の意味に対する

信念ߛと言える。すߥわち㧘人生ߢ起こる出来੐を㧘නߥる偶然ߥߪߢく㧘何߆ࠄの意味

߇ޠことߥ必要ߡ自分にとっޟߪߢと⹺識すること㧘人生ߛた߽のߓ生ߡあっ߇必然性߿

起こるのߛと考えること߇㧘自ࠄの人生を肯定的に捉え㧘ᐘ福感を感ߓることに߇ߥߟる

のߛと考えࠇࠄる。  

 

                                                  
1 回答者ߩうߜ㧘ᦡ洞宗ߩ宗教指ዉ者㧔50 ฬ㧕ߟߦいߪߡ㧘信仰ߩ᦭無ߟߦいߩߡ質問ࠍ

行ߡߞいߥい߼ߚ㧘信仰ߩ᦭無ߦ関ࠆߔಽ析ߩ対象ߡߞߥߣいߥい。  

表 1 各群䈮䈍け䉎㊀回帰分析結果

分析対象者䋨人数䋩 調整済䉂R2乗 有意䈭効果䉕示䈚䈢説᣿変数䋨β［標準偏回帰］䋩

 全対象者䋨6550䋩 .142 人生䈱意味䋨.188䋩䋬向宗教性䋨.115䋩䋬ᐕ齢䋨.118䋩䋬心象䈱現実ൻ䋨.085䋩䋬性別䋨.024䋩

 中学生䊶男性䋨501䋩 .103 人生䈱意味䋨.324䋩

 中学生䊶女性䋨1133䋩 .104 人生䈱意味䋨.228䋩䋬加護観念䋨.090䋩䋬心象䈱現実ൻ䋨.094䋩

 高校生䊶男性㧔602㧕 .097 心象䈱現実ൻ䋨.215䋩䋬加護観念䋨.174䋩

 高校生䊶女性䋨1083䋩 .082 因果応報䋨.100䋩䋬人生䈱意味䋨.125䋩䋬加護観念䋨.080䋩䋬心象䈱現実ൻ䋨.086䋩

 18～22歳䊶男性䋨633䋩 .046 心象䈱現実ൻ䋨.137䋩䋬人生䈱意味䋨.120䋩

 18～22歳䊶女性䋨873䋩 .057 人生䈱意味䋨.187䋩䋬心象䈱現実ൻ䋨.098䋩

 23～44歳䊶男性䋨181䋩 .075 人生䈱意味䋨.286䋩

 23～44歳䊶女性䋨232䋩 .081 向宗教性䋨.211䋩䋬霊魂観念䋨-.238䋩䋬心象䈱現実ൻ䋨.205䋩

 45～64歳䊶男性䋨249䋩 .205 人生䈱意味䋨.358䋩䋬向宗教性䋨.157䋩

 45～64歳䊶女性䋨438䋩 .124 人生䈱意味䋨.223䋩䋬向宗教性䋨.200䋩

 65歳以਄䊶男性䋨216䋩 .074 人生䈱意味䋨.175䋩䋬向宗教性䋨.170䋩

 65歳以਄䊶女性䋨409䋩 .076 向宗教性䋨.185䋩䋬人生䈱意味䋨.168䋩
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人生ߩ意味以外ߩ変数ߪߢ㧘宗教観尺度ߩ向宗教性ߣ㧘ࠬ࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺度ߩ心象

群೎ಽ析㧔12ߩ性࡮ᐕ齢ߣಽ析ߩ㧘全対象者߇現実ൻߩ 群ߩうߜ㧘心象ߩ現実ൻߪ 6 群㧘

向宗教性ߪ 5 群߅ߦいߡ㧕ߩ෺方ߢ᦭意ߥᱜߩ効果ࠍ示ߚߒ。全対象者ߩಽ析ߪߢ᦭意ߢ

㧘23～44߽ߡ見ࠍ効果ߚߞߛ᦭意ߺߩߡい߅ߦ群೎ಽ析ߩ性࡮㧘ᐕ齢ߊߥ ᱦ࡮女性群߅ߦ

いߡ霊魂観念߇負ߩ効果ࠍ示ߚߒὐࠍ除߫ߌ㧘全߇ߡᱜߩ効果ߦࠄߐ。ߚߞ޽ߢ注目ߴߔ

効果ߥ᦭意ߣ主観的幸福感߇宗教観尺度߿現象尺度࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬߦうࠃߩߎ㧘ߪߩߥ߈

᦭意߽ߡい߅ߦಽ析ߩࠇߕ㧘いߪ᦭無ߩ信仰ࠆߔ対ߦ宗教ߩ㧘特定ߒ対ߦߩࠆいߡߒ示ࠍ

チ࡝ࡇ㧘ࠬߪߩߥ㊀要ߡߞߣߦ㧘主観的幸福感ࠅ߹ߟ。ࠆ޽ߢߣߎߚߞ߆ߥߐ示ࠍ効果ߥ

ュ߿ࠖ࠹࡝ࠕ宗教性ߦ対ࠆߔ信念࡮態度ߡߞ޽ߢ㧘特定ߩ宗教ߦ対ࠆߔ信仰ߩ᦭無ߥߪߢ

いน能性߇う߇߆えߚわࠆ޽ߢߌ。  

 

7㧚߹߼ߣ   

以਄ߩ結果ࠍ総合ߣࠆߔ㧘ࠬ 㧘ߪ態度࡮信念ߥ肯定的ࠆߔ関ߦ宗教性߿ࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇ

主観的幸福感ߩ高ߣߐ結߮ߟいߡいߣߛߩࠆ言えࠃߩߎ。ࠆうߦ㧘本研究ߪ㧘欧米ߣห様

ࠍߣߎࠆいߡߒ関連ߣ健康ߥ精神的߇宗教性߿ࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇ㧘߽ࠬߡい߅ߦ㧘日本ߦ

᣿ߚߒߦ߆ࠄ。  

精神的健ߣ㧛宗教性ࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇ㧘ࠬߪߩߚߞߥߣ߆ࠄ᣿ߢ結果ߩ㧘本研究ߒߛߚ

康ߩߣ間ߦᱜߩ関係性ࠆ޽߇㧘ߣいうὐ߹ߡߞ޽ߢߢ㧘両者ߩ因果関係ࠍ᣿ࠆߔߦ߆ࠄ߹

宗教߿ࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇ㧘ࠬߜわߥߔ。ࠆ޽߇必要ࠆߔ留意ߪߦߣߎいߥいߡߞ⥋ߪߦߢ

性ߦ関ࠆߔ肯定的ߥ信念࡮態度߇㧘精神的ߥ健康ߔࠄߚ߽ࠍ関係߆ߩࠆ޽ߦ㧘ࠆ޽いߪ逆

ߡߞਈえ合ࠍ影響ߦ෺方向߇㧘両者߽ߣࠇߘ㧘߆ߩࠆ޽ߦ関係ߔࠄߚ߽ࠍ前者߇㧘ᓟ者ߦ

いߪ߆ߩࠆਇ᣿ࠆ޽ߢ。੹ᓟߪ㧘ࠃߩߎうߥ限界ࠍ踏߹えߡ㧘ࠆߥࠄߐ研究ࠍ進ߡ߼いߊ

必要ߣࠆ޽߇言えࠃう。  
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4-5㧚 仮名表記に࡝ࡇࠬޟࠆߌ߅チュޠࠖ࠹࡝ࠕの厄介ߐ：片

片ߢの狭間ޠ語源と語彙ޟびࠃ߅ޠ科学と宗教ޟ

㧙4 - 4．具志堅伸隆氏の研究報告に࡝ࠆߌ߅プࠗ࡜㧙  

M a s a m i  T a k a h a s h i㧔ࠗ࡝ノࠗᎺ立ノーࠬࠗーࠬタン大学㧕  

ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖߪ科学の分㊁ߪߢ非常に厄੺ߥ概念とさࠇる。理↱ߪ大߈くੑߟ

あると思う。第৻に㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖߪ৻般的に科学のޟ宿ᢜޠとさࠇる宗教に限ࠅ

た߼確立し始ߡ学問とし߇ある。科学ߢく近い概念ということߥ 17 世紀のࠟࠝ࡟࡝のᤨ

代に߅けるޟ科学㧩天動⺑ޠとޟ宗教㧩地動⺑ޠの論੎ࠄ߆始߹ࠅ㧘߇࠻࡞ࠞ࠺体と魂の

接ὐとした脳の松果腺に関する議論㧘最近ޟߪߢ科学㧩ㅴ化論 v s 宗教㧩ࠗࡦテࡦࠚࠫ࡝

科学ޟうにࠃのޠ⺑ࡦࠗࠩ࠺࠻ v s 宗教ޠの構࿑にࠃる論੎ߪዧ߈ることߥ߇い。߹た㧘

その傾向ߪ㧔自然㧕科学としߡの地૏を確立した߆った心理学に߅いߡ特に㗼著ߢあった

と言える。そߪࠇ 2 0 世紀前半の心理学界を߶߷席巻した行動主義߇㧘とに߆く形而਄的

るࠇ除こうとしたことに߽示さࠅขߡ全ࠄ߆する概念を研究の対象߇宗教の匂い߿の߽ߥ

( T a k a h a s h i ,  2 0 0 0 )。そのᓟ㧘心理学ߪ本来のޟ心の学問ޠに回Ꮻするࠃうにࠅߥ宗教

心理学という分㊁߇確立さࠇることとߥった。最近ߪߢ宗教性とス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの差

೎化を࿑るた߼関連団体߿ኾ門⹹等ޟ߽ߢ宗教ޠとޟス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠの並列表記߇

ㅴߡࠇࠄ߼いる。し߆しࠄ߇ߥス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖのࠃうに心理学という科学に߅ける分

㊁と宗教のৼᐲ中間に૏置するࠃうߥ概念ߪ多くの心理学者にとっߪߡ未ߛに扱いにくい

とさߡࠇいるの߇現状ߢある  ( T a k a h a s h i ,  2 0 1 1 a )。  

厄੺さのੑߟ目の理↱ߪその外来語たる࠷࡯࡞にある。欧米に߅いߡス࡝ࡇチュ࡝ࠕ

テࠖの語源ߢある࡜テࡦ語のޟス࡝ࡇタスߪޠฎくࠄ߆様々ߥ生߈物の肉体的ߥ側面に対

する非肉体的ߥ息࡮活力࡮魂のࠃう߽ߥのと理解さߡࠇいた。特に࡙࡝ࠠ࡮ࡗ࠳ス࠻教文

化圏に߅いߪߡ㧘聖ᦠの創世記のߢ߆ߥ神ࡓ࠳ࠕ߇を創造する際に吹߈込ޟߛࠎ息ޠを意

味するߤߥ㧘現࿷߽ߢ৻般語彙に組ߺ込߹ߡࠇいる非常に馴染ߺのある概念ߢある。߹た

心理学の創始者の৻人ߢある W にߢすߪスࡓ࡯ࠚࠫ. 2 0 世紀初頭にߪス࡝ࡇチュ࡝ࠕ

テࠖに関する本をᦠいࠅ߅ߡ㧘そのᓟ㧘前述の行動主義にࠃっߡ排ઁさߡࠇいたᤨ代を除

ある߇たᱧผ߈ߡࠇ折文献等に言෸さᤨߡ宗教性との関連概念としߪߢ㧘৻部߈ ( J a m e s ,  

1 9 5 8 )。特に米国に߅いߪߡ 1 98 0 ᐕ㗃ࠄ߆ス࡝ࡇチュ࡝テࠖの実証研究߇盛ࠎにࠅߥ㧘

例え߫関連文献の件数にߟいߡいえ߫ 1 9 8 0 ᐕ代のᐕ間ᐔ均߇ 14 . 9 件ߢあったのに対し㧘

2 0 0 0 ᐕのᐔ均数ߪ 2 0 9 . 5 件にの߷ࠅ㧘その数ߪそのᓟ߽増え⛯けߡいる  ( R i b a u d o  &  

T a k a h a s h i ,  2 0 0 9 )。  

その৻方ߢ日本に߅いߡ外来語としߡのス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ研究というのߪ 2 0 0 0 ᐕ代

前半߹ߪߢ㧘終ᧃ期ක療等のኾ門分㊁以外ߪߢ߶とߤࠎ皆無ߢあった。そߤࠇころ߆㧘例

え߫ᚒ々߇ 2 0 0 0 ᐕ代初頭ࠞ࡝ࡔࠕに߅いߡ㧘⧯࡮中࡮高齢者ጀに対しス࡝ࡇチュ࡝ࠕ

テࠖ関連の研究を行い㧘そࠇとห様の研究を文化比較という形ߢ日本に߅いߡ試ߺた際㧘

ਃ世代ߥࠄ߆る調査対象者 1 5 4 ฬの߶とߤࠎ全員߇ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖという外来語を

知߆ߥࠄった。そのた߼㧘急遽㧘英和辞ᦠߢ৻番多く用いߡࠇࠄいる翻訳語のޟ精神性ޠ

という言葉と㧘当ᤨ老ᐕ学等࡝ࠠߢス࠻教の精神性に対峙する意味ߢ使わࠇ始ߡ߼いた

｢仏性ޠという言葉を並列しߡ置߈換えることを強いࠇࠄたという経緯߇ある (高橋࡮੗出 ,  

2 0 0 4 )  。そのᓟ㧘2 0 0 0 ᐕ代中㗃にߥるとࡑスࠦࡒ等ߢス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ߿࠻࡞ࠞࠝ߇
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占いの৻種としߡขࠅ਄ࠇࠄߍるࠃうにࠅߥ৻般語彙に含߹ࠇるࠃうにߥった߇㧘このㆊ

程ߢ極端に偏った現代日本文化的ߥス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖという定義߈ߢ߇たのߪ言う߹ߢ

ޟのߢ欧米߇い。このことߥ߽ s p i r i t u a l i t yޠの意味㧘日本の社会学者の意味するとこ

ろのޟス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠ㧘日本の৻般大衆࡟ベߢ࡞使用さࠇるޟス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠ

とそࠇߙࠇの定義に大ߥ߈隔た࡮ࠅ溝を作っߡし߹った理↱ߢある。その結果㧘ス࡝ࡇ

チュ࡝ࠕテࠖを論ߓる際㧘ᶏ外の研究者たちとのࠦࡒュ࡯ࠤ࠾ショ߽ߪࡦとࠅࠃ㧘日本国

内に߅い߽ߡක療߿臨床心理等のኾ門家とそのࠢ࠻ࡦࠕࠗ࡜との意思の疎通に支㓚を߈た

すことの原因とߥったのߥߪߢいߛろう߆。  

こういう状況にある中ߢ੹回の研究プロࠫ࠻ࠢࠚに߅けるス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲに

関する実証研究のࠕプロ࡯チߪ↹期的߆ߥߪߢろうࠅ߹ߟ。߆日本の৻般の人々に現࿷⺒

㧘こߡっࠃ出現㗫ᐲの高い内容を᛽出することにࠄ߆関連ᦠ籍࡞ࠕチュ࡝ࡇいるスߡࠇ߹

のࠞタࠞ࠽の概念を欧米ߢ意味するス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ߿㧘ฎ来の東洋文化にᩮߑす⁜義

るߍあࠅ掬いขߢ状態ߥࠄ㔌し㧘߹っさ߈引ࠄ߆仏性等のᱧผ的文⣂߿の精神性ߢ意味ߥ

ことにࠅࠃ㧘そこに潜߻実用的ߥ意味㧔因子㧕を見出したということߢある。その結果ߪ

必然的に現代の日本文化に߅いߡ解釈さࠇるス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの意味を大いに෻映しߡ

いる。  

例え߫㧘੹回᛽出さࠇたޟ因果応報߿ޠ㧘縁という文⣂ߢ語ࠇࠄるޟ人生の意味ޠと

いう因子߽ߪと߽と仏教の教えߢある߇㧘人ญの 7～8 割程ᐲޟ߇信仰ߥߪいޠとするこ

とを鑑ߺると㧘੹回の調査対象者߇ฎ来の宗教概念の理解を߽とに答えた結果とߪ言い㔍

い。こࠄࠇの概念に限ߕࠄ現代日本の語彙にある神仏用語ࠅࠃ߇世俗的に変容した例ߪ

多々ある߇  ( T a k a h a sh i ,  2 0 1 3 )㧘ここߢの因子ࠅߪ߿ߪ宗教概念というޠߍ߆߅ޟߪࠅࠃ

ߢした現代日本の㆏ᓼ観に近い߽のと言えるのߑ日常文化にᩮࠅࠃうに㧘ࠃのޠチࡃޟ߿

。߆ろう߆ߥߪ  

߹た㧘ޟ心象の現実化ޠという因子に߅いߪߡ㧘৻ᤨ期テߢࡆ࡟流行ったࠝࠞ࠻࡞的

。うに思うࠃ的精神主義に近いޠὑせ߫成るޟ強調した߇ࠣࡦ࡝セࡦ࠙ࠞ࡞ࠕチュ࡝ࡇスߥ

近ᐕ㧘ᚒ々߇行った研究߽ߢ日本の⧯者ߪ世相を෻映したス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖという概念

形成をしߡいること߇わ߆っߡいる。例え߫㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖを元来の意味とߪ程遠

いޟ心霊的ޠ࡜࡯ࠝޟ߿ޠと近い意味としߡ解釈するといったこと߿㧘形容詞とฬ詞の㆑

いߛけߥのޟ߇ߛス࡝ࡇチュޠ࡞ࠕ㧔形容詞㧕ߪわ߆るޟ߇ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖޠ㧔ฬ詞㧕

の意味ߪわߥࠄ߆いといった結果߇出ߡいる  ( T a k a h a s h i ,  2 0 1 1 b )。  

さࠄに本プロࠫ࠻ࠢࠚの実証研究ߪߢこࠄࠇの因子のいく߇߆ߟ現代日本人の考え方

ࠇ定義さߢ㧘欧米圏߇ߛタを示したわけ࡯࠺ߥあるという㊀要߇と関連ߤߥ精神的健康߿

るス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと੹回の研究ߢ定義さࠇたス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖに大ߥ߈隔た߇ࠅあ

る現ᤨὐߢその相関関ଥޟ߇欧米とห様ޠと言うにߪ少しᣧ急ߢあろう。߹た੹回の研究

のࠃうに日常使わࠇる言葉の意味をᏫ納法的に߹と߼た߽のをޟ暗黙定義ޠとޟ߆暗黙理

論ޠと߆言う߇㧘その結果ߛけߢ非理論的に科学的ߥ概念構築をすることに߽無理߇ある

の߆ߥߪろうࠅ߹ߟ。߆あるᤨ期のある人ญの意見ߛけを元にした概念定義ߪ必然的に相

対的ߢ৻般化の߈ߢにくい結果とߥるߢࠄ߆ある。例え߫ᚒ々の研究に߅い߽ߡス࡝ࡇ

チュ࡝ࠕテࠖ߿ซ智ߤߥあ߹ࠅ৻般語彙としߡᶐㅘしߡいߥい概念にߟいߪߡ世代間߿

様々ߥ文化間に߅いߡその定義に大ߥ߈隔た߇ࠅある結果߇出ߡいる  ( T a k a h a s h i  &  
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B o r d i a ,  2 0 0 0 ;  T a k a h a s h i  &  I d e ,  2 0 0 3 )。さࠄに発㆐心理学的見地߽ࠄ߆ス࡝ࡇチュ

の理解߽ߤߥ߆否߆いくߡた変容し߹ޔ߈軌㆏をឬߥうࠃのߤߢ人生のㆊ程߇テࠖ࡝ࠕ

࠻ࠢࠚある。੹回のプロࠫߢる議論߈ߢߡ߼こそ初ߡあっ߇ߺとした理論の枠組ࠅっち߈

に߅けるス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲに関する実証研究ߪ੹ᓟ㧘発㆐的ߥ理論߿宗教学߿人類

学等の学際的ࠕプロ࡯チ߽含ߡ߼㧘ࠅࠃ理論的ߥ議論に発展させ㧘その概念構築のㆊ程に

。と思う߆いߥߪߢ㊀要߇いくことߡスをとっࡦ࡜ࡃߡい߅  
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4-6．自己存在の在ࠅ方への気߈ߠ  

㧙宗教的自然観の記述ࠅࠃ㧙  
西脇片 良㧔南山大学㧕片

に߼ߓߪ．1 片 日本人の宗教性߇議論さࠇる際㧘組織化さࠇた宗教教団߳のᚲ属߿信仰㧘

神仏に対する観念ߤߥをขࠅ਄ߍ㧘そ߳ࠄࠇの関心߇ૐいことを߽っߡ日本人の宗教に対

するޟ無関心߿ޠ宗教性のޟ希薄さޠを浮߈彫ࠅにする㧘という論調߇見ฃけࠇࠄる。筆

者の研究関心ߪ㧘そߪࠇいったい本当ߛろう߆㧫と問うところࠄ߆始߹っߡいる。宗教性

を訊ߨる設問に対しߡ回答者の෻応߇鈍い場合㧘ࠄ߆ߛと言っߡ直ちに宗教性߇ૐいと考

えࠃߡいのߛろう߆。訊ߨ方߇変わ߫ࠇ෻応߽߹た異ߥっߡくるのߥߪߢい߆。日本文化

に生߈る人々の宗教性をࠅࠃ的確に捉えるた߼の᦭効ߥ指標߇㧘೎のところに߽見߆ߟる

のߥߪߢい߆㧘と考えたのߢある。  

片 ߆ߟ見ߪߢいる੐柄の枠内ߡࠇさߥと見ޠ宗教ޟ般に৻。߆いのࠃこをតせ߫ߤ㧘ߪߢ

。߆ろうߛうߤるとߺߡた೎のところをតし߹ߪろう。特定の神仏に対する信仰とߛいߥࠄ

そこߢ筆者߇注目しߡいるの߇㧘自然に対する人々の想い㧘自然体験と共に語ࠇࠄる人々

の自己観㧘ߢある。こࠇをここޟߪߢ宗教的自然観ޠと๭߅ߢࠎく。宗教的自然観を㧘日

本人の宗教性をតるた߼の᦭効ߥಾࠅญとしߡ考えࠃう㧘というわけߢある。  

宗教性߇問わߡࠇくる㊀要ߥ契機としߡ㧘この世㧔߹たߪ世界㧕の内ߢの自分の立ち૏

置を知ࠅたい㧘ということ߇あるߛろう。すߥわちߤߪ⑳ޟこࠄ߆来ߡ㧘ߗߥ生ࠅ߅ߡ߈㧘

そしߤߡこ߳向߆うのޠ߆という㧘人間にਇน避ߥ問いに対する㧘自分ࠅߥの応答ߢある。

この問いにߪᱜ解߇あるߥ߽ߕߪく㧘たߛ৻人߭と߇ࠅ㧘自分߇置ࠇ߆たޟ世界ޠの内ߢ㧘

い。自分を知るߥߪ߆߶返すࠅを繰ߺ㧘その意味を追求する営ߡߓとの対⹤を通ޠ者ઁޟ

た߼にߪ㧘߹ઁߕ者を知ߥࠄߥ߫ߨࠄい。たߛし㧘ઁ者を知るのߪ㧘੹述ߴたこと߽ࠄ߆

分߆るࠃうに㧘ߟ߹るところߪ㧘自分を知るたߥ߼のߢある。  

自然体験߽หߢߓあっߡ㧘体験の最中ߪߢ自然߫ࠅ߆を見ߡいるのߥߪߢく㧘自然を通

しޟߡ自分ޠを見ࠅ߅ߡ㧘߻しろこちࠄに関心߇あるのߢある。すߥわち宗教的自然観に

対ޟといった㧘自然に対する⹺識㧔ޠるߓ自然の中に神を感ޟޠるߓ自然の偉大さを感ޟ㧘ߪ

自然⹺識ޠ㧕の側面と㧘ޟ壮大ߥ自然に߰ߡࠇ己ࠇのሽ࿷のዊささを思い知るޠといった㧘

自分のሽ࿷のあࠃࠅう㧘ࠅ߹ߟ自己ሽ࿷の࿷ࠅ方に対する⹺識㧔ޟ対自己⹺識ޠ㧕の側面と

の㧘ੑ߇ߟある。ޟ宗教的自然観ޠというと㧘ޟ自然に対するޠ宗教的ߥ見方という意味߇

全面に出ߡくる߇㧘ここޟߪߢ対自然ޠとޟ対自己ޠというੑ面を含ߡ߼考えߡいる。  

 

2．質問項目ࠃ߅び結果 片 さߡ㧘੹回の調査に߅ける設問ߪ㧘ޟ以ਅに示す文章ߪ㧘自然体

験にߟいߡの報告ߢす。ߏ自身߽似たࠃうߥ体験をߥさったこと߇あࠅ߹す߆。そࠇと߽

あࠅ߹せ߆ࠎ。߽しあࠅ߹したࠄ㧘体験内容をߏ自↱に߅ᦠ߈くߛさい。ޠという߽のߢあ

った。報告例に示さࠇた自然体験としߡ㧘෹人と共に山に⊓った体験を挙ߍ㧘ޟ草花に߽生

๮力のࠃう߽ߥのを感ߓるޠといったޟ生๮⹺識ޠをޟ対自然⹺識ޠの代表的ߥ例としߡ㧘

߹たޟ本当に自分ߪዊさߥሽ࿷ߥの޼ߥߛという気持ちにߥるޠといったޟ自己ሽ࿷の࿷

示ߡ㧘ੑ種類を体験ᤨの⹺識としߡ例としߥの代表的ޠ対自己⹺識ޟをޠ߈ߠ方߳の気ࠅ

した。  

そしߡ㧘似たࠃうߥ体験߇自分に߽ޟあるߥޟ߆ޠい߆ޠ㧘い߆ࠇߕに○ශをઃけ߽ߡ  
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。た߼㧘その体験内容を記すことを回答者に求ߪと回答した人にޠあるޟうことと㧘ࠄ  

片 表 1 高ޟޠ中学生ޟ㧘ࠄ߆਄ߪ回答者群ߢある。この表ߢ㧘質問㗄目に対する回答結果ߪ

校生ޟޠ大学生ޟޠ৻般成人࡮大学生ޟޠ宗教に関わる人びとޠに分けߡ表示さߡࠇいる。߹

ߪߢた੐例と似た㧕体験の᦭無を見ると㧘中学生ࠇ㧘㧔ឭ示さߕ 18.0％～48.2％の回答者

ߪߢ㧘高校生߇ 20.7％～40.3％㧘大学生ߪߢ 29.4％～32.3％㧘そしߡ宗教に関わる人びと

ߪߢ 49.1％～84.5％の回答者߇㧘そޟࠇߙࠇ体験あޠࠅと回答した。青ᐕጀߪߢ発㆐段階

に沿っߡ増ടする傾向にあること㧘宗教に関わる人びとߪߢ㧔ᐕ齢の要因߽考えࠇࠄる߇㧕

体験䈭䈚

人数

公立中学生䋨中䋳䊶男女䋩
16 18.0 78.7 3.4 12.5 6.3 6.3 50.0

カ䊃䊥ック系男子中学生
90 19.8 68.5 11.7 28.9 6.7 5.6 30.0

カ䊃䊥ック系女子中学生
279 48.2 49.7 2.1 40.9 13.3 7.2 27.2

䊒䊨テスタン䊃系女子中学生㪘
66 17.8 78.1 4.1 18.2 21.2 3.0 34.8

䊒䊨テスタン䊃系女子中学生B䋨中䋳䋩
35 24.1 73.8 2.1 31.4 2.9 0.0 45.7

公立高校生䋨男女䋩
96 24.2 73.8 2.0 35.4 4.2 1.0 43.8

カ䊃䊥ック系男子高校生
116 29.7 64.2 6.1 23.3 4.3 1.7 42.2

カ䊃䊥ック系女子高校生䋨高１䊶高䋲䋩
154 40.3 57.6 2.1 29.2 7.8 3.9 34.4

䊒䊨テスタン䊃系女子高校生㪘䋨高１䊶高䋲䋩
42 20.7 70.4 8.9 26.2 7.1 0.0 42.9

䊒䊨テスタン䊃系女子高校生B䋨高１䊶高䋲䋩
99 31.1 63.8 5.0 19.2 9.1 28.3 22.2

カ䊃䊥ック系大学生
289 32.3 67.1 0.7 39.1 8.3 1.7 29.8

䊒䊨テスタン䊃系大学生
113 30.0 67.9 2.1 31.0 8.0 3.5 38.1

仏教系大学生
35 29.4 68.9 1.7 25.7 5.7 5.7 40.0

一般成人䊶大学生
158 50.0 48.4 1.6 31.6 7.0 2.5 36.7

出雲大社教に関わる人びと
21 50.0 42.9 7.1 19.0 14.3 0.0 42.9

出雲大社教䋨宗教指ዉ者䋩
10 83.3 16.7 0.0 20.0 0.0 0.0 50.0

立正佼成会に関わる人䈵と
159 63.3 28.3 8.4 14.5 17.0 3.1 42.1

立正佼成会䋨宗教指ዉ者䋩
49 84.5 13.8 1.7 18.4 22.4 4.1 49.0

ᦡ洞宗に関わる人びと
81 49.1 42.4 8.5 21.0 19.8 2.5 38.3

ᦡ洞宗䋨宗教指ዉ者䋩
28 56.0 42.0 2.0 25.0 17.9 0.0 53.6

カ䊃䊥ック教会に関わる人びと
52 74.3 21.4 4.3 17.3 15.4 0.0 50.0

カ䊃䊥ック教会䋨宗教指ዉ者䋩
51 77.3 10.6 12.1 11.8 21.6 3.9 49.0

䊒䊨テスタン䊃教会に関わる人びと
527 69.1 23.3 7.6 20.7 10.2 4.9 45.2

䊒䊨テスタン䊃䋨宗教指ዉ者䋩
81 75.7 21.5 2.8 33.3 7.4 6.2 40.7

㪈㪀䇸体験あ䉍䇹回答群のうち䋬具体的䈭内容䈏ᦠ䈎䉏てい䈭い䉅のや自然体験と䈲๭びにくい䉅の䈲除いた。

䇸体験あ䉍䇹群中の宗教的自然観の比率䋨％䋩㪈㪀無回答

表㪈　宗教的自然観の回答結果䋨体験の有無およびᐔ均文ሼ数䋩

体験あ䉍

％ ％ ％ 生๮認識 両　方 その他自己存在
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分類䈱ฬ称

1䋮 存在様式へ䈱気䈨䈐 439 63.9

2䋮 䊘䉳テ䉞䊑䈭展望 73 10.6

3䋮 䊈䉧テ䉞䊑䈭契機 53 7.7

4䋮 悩䉂䈱䇸ዊささ䇹 43 6.3

5䋮 悩䉂䈎䉌䈱脱却 40 5.8

6䋮 䇸悩䉂䈎䉌䈱脱却䇹䋫䇸䊘䉳テ䉞䊑䈭展望䇹 25 3.6

7䋮 䇸䊈䉧テ䉞䊑䈭契機䇹䋫䇸䊘䉳テ䉞䊑䈭展望䇹 7 1.0

8䋮 䋨そ䈱他䈱組䉂合わせ䋩 7 1.0

表㪉　䇸自己存在䈱在䉍方へ䈱気䈨䈐䇹䈱内容

人数 ％

߶߷ 6 割ࠄ߆ 8 割ߣ高い比率ߡߞߥߦい߇ߣߎࠆಽࠄ߆ߣߎߩߎ。ࠆ߆㧘宗教的自然観ߩ

形成ߪߦ㧘精神的ߥ発㆐߿㧘信仰ߩߣ関わ߇ࠅ関ਈߡߒい߇ߣߎࠆう߇߆えࠆ。  

 ᰴߦ㧘ޟ体験ߣޠࠅ޽回答ߚߒ群߇㧘ߩߘᓟࠃߩߤうߥ記述ࠍ行ࠍ߆ߚߞ見ߡいߎう㧔表

1 提示ߡߒߣ㧘੐例ߪߢߎߎ。箇ᚲ㧕ߩޠ比率㧔％㧕ߩ宗教的自然観ߩ群中ޢࠅ޽体験ޡޟߩ

生ޟ㧘ߣ㧕ޠ自己ሽ在ޟߪߢ㧔表ޠ㧔対自己認識㧕߈ߠ気ߩ方߳ࠅ在ߩ自己ሽ在ޟߚいߡࠇߐ

๮認識㧔対自然認識㧕ߣޠห様ߩ記述ߩߤ߇程度見ߦ߆ߩߚࠇࠄ注目ߚߒい。߅ߥ㧘ߩߘޟ

他ߦޠಽ類ߚࠇߐ記述ߩ多ߪߊ㧘㧔似ߚ体験ߚߒࠍ㧕時期࡮場ᚲ࡮ห伴者ߩ᦭無࡮体験ߚߒ

時ߩ状況࡮体験ߩ㗫度߇ߺߩᦠߡࠇ߆いߩߟੑ。ࠆ޽ߢߩ߽ࠆ認識ߩう߆ߩߥࠄߜߤߜ㧘

᣿確ߦ඙೎߇ߣߎࠆߔ出来ߥい߼ߚ㧘ߩߘޟ他ߦޠಽ類ߡߒいߚ߹。ࠆ㧘ޟߪߦߎߎ宗教的

自然観ߣޠ解釈ߊߦࠇߐい߽߽ߩ含߹߇ࠆࠇ㧘ޟ似ࠃߚうߥ体験ߣޠࠆ޽߇回答ߚߒ直ᓟߩ

記述ࠍߣߎࠆ޽ߢ考慮ߒ㧘ࠅߚ޽ߒߐ宗教的自然観ߦ含߅ߡ߼いߚ。  

ࠅ在ߩ自己ሽ在㧔ޟ㧘ߢ回答者群ߩߡߌ߆ߦ大学生ࠄ߆㧘中学生ߣࠆߺߡ見ࠍ㧘全体ߡߐ

方߳ߩ気߈ߠ㧕ߩޠ方߇㧘ޟ生๮認識߽ࠅࠃޠ比率߇高い㧘ߣいう߇ߣߎಽߦߊߣ。ࠆ߆㧘

高校生群ߣ大学生群߅ߦいߩߘߡ差߇顕著ࠆ޽ߢ。高校生ߪߢ 19.2％～35.4％㧘大学生ߢ

ߪ ߩޠ生๮認識ޟߪࠇߎ㧘ࠅ޽ߢ39.1％～25.7％ 2 倍ࠄ߆ 9 倍ߩ比率ࠆ޽ߢ。先ߦ㧘宗教

性ߩ㊀要ߥ契機ߩߎߡߒߣ世㧔߹ߪߚ世界㧕ߩ内ߩߢ自ಽߩ立ߜ૏置ࠍߣߎࠆ޽߇述ߚߴ。

㧘߫ࠇߔߣࠆ޽ߢ青ᐕ期ߦߐ߹㧘߇ߩࠆߊߡࠇ現߇問いࠆߔ対ߦޠ૏置ߜ立ߩ自ಽޟߩߎ

自ޟߩߡߒߣޠ対自己認識ޟ㧘ߦ以਄ޠ生๮認識ޟߩߡߒߣޠ対自然認識ޟߦ時期ߩߎߗߥ

己ሽ在ߩ在ࠅ方߳ߩ気ߦޠ߈ߠ関ࠆߔ記述߇高߹߇߆ߩࠆ理解ࠈߛࠆ߈ߢう。  

 

3㧚自己存在ߩ在ࠅ方ߦ対ࠆߔ意味ߌߠ  自然体験ߩ中ߢ㧘例え߫㧔ᤊ㧕空ࠍ見਄ߡߍ㧘

海ࠍ眺ߡ߼㧘山ߩ頂਄ߦ立ߡߞ㧘ޟ本当ߦ自ಽߪዊߥߐሽ在ߩߣޠ޼ߥߛߩߥ認識ߚߞ⥋ߦ

㧘687ߪ回答者ߚߒ記述ࠍߣߎ ฬߚߞ߷ߩߦ。੹回ߩ調査全体ߩ 表。ࠆ޽ߢ10.4％ 1 ߘޟߩ

体験੐߽ߣߊߥ߇記述ߩޠߐߐዊޟߦ㧘ౕ体的ߦうࠃߚߒ説᣿ߦ先ߡいߟߦ意味ߩޠ他ߩ

例ߦ賛หߡߒいࠆ回答者߽い߼ߚࠆ㧘実際ߩ比率ߦࠄߐߪ高いࠈ޽ߢう。ߪߢߎߎ㧘ߎう

。うߎいߡ見ߡいߟߦ中身ߩޠ߈ߠ気ߩ方߳ࠅ在ߩ自己ሽ在ޟߚߒ  

表 2 㧘687ߪ ฬߩ記述ࠍಽ

類ߚߒ結果ࠆ޽ߢ。比率ߩ高

い㗅ߦ㧘ౖ型的ߥ記述例ࠍ挙

。いߚ߈いߡ見ࠄ߇ߥߍ  

 第 1 ߚߞ߆多߽ߣߞ㧘߽ߦ

気߳ߩ式様在ሽޟ㧘ߣߒߡ述記

ߍ挙߇内容߈ߴいうߣޠ߈ߠ

㧘ࠇ触ߦ自然ߥ広大。ࠆࠇࠄ

物理的ߥዊࠍߐߐ認識ߣࠆߔ

ሽ在ߩ㧘回答者自身ࠄ߆ࠈߎ

ߩ߽ߩߘう㧕ࠃࠅ޽様式㧔ߩ

いうߣ㧘ࠆࠇࠄߓ感ߊߐዊ߇

タࠗߩࡊ記述ࠆ޽ߢ㧔記述例

Ԙ㧘ԙ㧕。
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片 第 2 に㧘ࠫࡐޟテࠖߥࡉ展望ߢޠある。こߪࠇ㧘ޟሽ࿷様式߳の気ޠ߈ߠにടえ㧘自分の

けを見出すタࠗプの記述ߠ意味ߥࡉテࠖࠫࡐࠄし߆㧘そこに何߽ߟߟを⹺識しޠዊささޟ

。ある㧔記述例Ԛ㧘ԛ㧕ߢ  

片 第 3 に㧘ࠟࡀޟテࠖߥࡉ契機ߢޠある。こߪࠇ㧘ޟሽ࿷様式߳の気ࠄ߆ޠ߈ߠ㧘自分のඬ

ዊさ㧘弱さ㧘ሽ࿷価値のૐさ߳と意味ߠけߡいくタࠗプの記述ߢある㧔記述例Ԝ㧘ԝ㧕。  

第 㧘第ޠޢዊささޡのߺᖠޟ4 㧘その߇ޠ߈ߠሽ࿷様式߳の気ޟ㧘ߪޠの脱却ࠄ߆ߺᖠޟ5

ᤨὐߢ自分߇抱えߡいたޟᖠޠߺの状況とਇน分ߢあったࠅ㧘ᖠߺの解消を伴ったことを

報告するタࠗプの記述ߢある㧔記述例Ԟ㧕。  

片 こうしߡ見ߡߺߡくると㧘自然体験の中ߢ起こっߡくるޟ自己ሽ࿷の࿷ࠅ方߳ޠの意味

㧘ࠇ自然に触ߥ࿶倒的ߢ㧘広大悠久ߪわち人間ߥろう。すߛる߈ߢうに⺑᣿ࠃけを㧘ᰴのߠ

自己のሽ࿷をޟዊさい߽ޠのとしߡ徹底的に再⹺識せߑるを得ߥくߥる。その際㧘৻方の

極にޟ価値߈ߥሽ࿷ޠという意味ߠけ߇あࠅ㧘ઁ方の極にޟに߽߆߆わߕࠄ価値あるሽ࿷ޠ

という意味ߠけ߇ある。人の宗教性とߪ㧘その両極の中間に横たわる࡯࠺࡜ࠣޟショޠࡦ

を行ߟ߈戻ߟࠅしࠄ߇ߥ㧘そのい߆ࠇߕに自分のޟ立ち૏置ޠを見出そうとする営ߺにઁ

。߆ろうߛいߥߪߢるの߈ߢうに⺑᣿ࠃい。このߥࠄߥ  

 

との関連片ޠߐ߆߿ろの健ߎߎޟ．．4 最ᓟに㧘ޟこころの健ߥ߆߿人ޠの᦭無㧔周࿐にいる

㧕と㧘表߆いߥい߆ 2 中のࠫࡐޟテࠖߥࡉ展望ࠟࡀޟޠテࠖߥࡉ契機2ޠ 群との間の関連を

ߡわち㧘自己ሽ࿷に対しߥた。すࠇ示さ߇関連し合う傾向にあることߪたところ㧘両者ߺ

いる人ߡに捉えࡉテࠖࠟࡀと㧘ޠいるޟ߇人ߥ߆߿周࿐に健ߪ人ߟ展望を持ߥࡉテࠖࠫࡐ

。あるߢ必要߇に検討ࠄ㧘੹ᓟさࠇផ測さ߇す傾向ߥߺとޠいߥいޟߪ人ߥ߆߿周࿐に健ߪ  

 

 

 

片ޤ参考文献ޣ

西脇良片 2004片 日本人の宗教的自然観―意識調査にࠃる実証的研究―片 ᦠᚱࠔࡧ࡞ࡀࡒ  

䇼記述例㽲䇽 䇸私䈏父母と沖縄に海䈪泳䈓た䉄に遊びに行䈦た時の体験䈪䈜。䋨中略䋩沖合䉕見渡䈜と䋬今に䉅日䈏沈みそう䈪䈚

た。その幻想的䈭光景に心䈏安䉌䈑䋬䉁たゆ䈦く䉍と沈䉃太陽䉕見て自分のዊ䈘䈘䉕悟䉌䉏䉁䈚た。䇹䋨13歳䋬女性䋩

䇼記述例㽳䇽 䇸䊗䊷䉟スカウ䊃䈪木曽川の源流䈎䉌河口䉁䈪ハ䉟ク䉕䈚たと䈐䋬源流についた時䋬自然の存在感䉕感䈛䋬䉁た䋬自

分䈏䈜䈗くዊ䈘䈭存在䈪あることに気䈨䈎䈘䉏た。䋨後略䋩䇹䋨17歳䋬男性䋩

䇼記述例㽴䇽 䇸家族䈪旅行に行䈐䇮とて䉅澄䉖䈪いる海に浮䈎び䈭䈏䉌青い雲一つ䈭い空䉕見ていたと䈐に自分䈲宇ቮ䈎䉌見た

䉌とて䉅ち䈦䉀け䈭存在䈭䉖䈣ろうけ䈬䋬いい人生䉕歩䉖䈪いる䈭と思䈦た。䇹䋨14歳䋬女性䋩

䇼記述例㽵䇽 䇸僕の家䈲村のところ䈪䋬周䉍䈲山と䈎䈳䈦䈎䉍䈪ある。父とよく一緒に散歩䈚ていた䈏䋬キ䊧䉟䈭空やそういうの䉕

見ると自分自身䈲こ䉖䈭広い世界の䈾䉖のわ䈝䈎䈭一人䈭䉖䈣と考えること䈏ある。その中䈪䋬こ䉏䈎䉌の出会

い䋬人生䉕大ಾに䈚ていこうと思う。䇹䋨19歳䋬男性䋩

䇼記述例㽶䇽 䇸山䈪䈲䈭く宇ቮ䉕見てると自分の存在のዊ䈘䈘䉕感䈛非常に苦䈚く䈭る。ポ䉳テ䉞䊑䈪䈲䈭く䉃䈚ろネ䉧テ䉞䊑。䇹

䋨20歳䋬女性䋩

䇼記述例㽷䇽 䇸䋨前略䋩夏山登山という䇮三泊四日䈪夏の山に登るという一大行事䈏あ䉍䉁䈚た。䋨中略䋩歩䈐䈭䈏䉌考えていたこ

と䈲䇸䈲やく水䈏飲みたい!䈲やく水䈏飲みたい!䇹ということ䈣け䈪䈚た。人間という䉅の䈲ここ䉁䈪水のこと䈚䈎考え

䉌䉏䈭いの䈣䈭あと思䈦たと同時に䇮自分䈏い䈎に矮ዊ䈭䇮生䈎䈘䉏ているに䈜䈑䈭い存在䈪ある䈎ということ䈏䇮

少䈚わ䈎䈦た気䈏䈚䉁䈜。䇹䋨19歳䋬男性䋩

䇼記述例㽸䇽
䇸朝日䈏登る時や海䇮星空䉕䈭䈏䉄ていると䇮自分の存在䈲何万ᐕ䉅の長い流䉏の中の1点に䈜䈑䈭い䈚䇮同時に

悩み䉅䇮ち䈦䉀け䈭䉅の䈭䉖䈣と思える。䇹䋨56歳䋬女性䋩
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調査的研究ࠆߔに関ޠߐ߆߿ろの健ߎߎޟ．4-7  
㧙自↱記述にࠆࠃ 3 宗教にࠆߌ߅一般信徒間ߢの質的比較㧙  

中尾将大㧔大阪大谷大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

本研究ޟߪこころの健康࡮健߆߿さޠにߟいߤߡのࠃうߥ概念を持っߡいるの߆にߟい

心身の健康ߢ信仰に関わること߿質的に調査することを主たる目的とした。หᤨに宗教ߡ

にߤのࠃうߥ㆑い߇見ࠇࠄるの߆というὐにߟい߽ߡ㧘特定の宗教に特に関わࠅのߥい৻

般者 (大学生 )との比較を行うことߢ調査を行った。特定の宗教の対象者としߡ㧘日本人に

馴染ߺのあると思わࠇる仏教 (浄土宗 )㧘日本神㆏ (出雲大社教 )㧘ࠃ߅びࠠ࡝ス࠻教 ࡝࠻ࠞ)

ࠢ࠶ )に関わる人びとをណ用した。本調査に先立ち㧘৻般大学生 (᦭効回答数 13 ฬ )と浄土

宗寺院に集う檀信ᓤ (᦭効回答数 17 ฬ )を対象に੍備調査を実施した。調査ߪߢ被調査者の

考えを自↱に記述しࠄ߽ߡうというޟ自↱記述法ޠをណ用した。そうしߡ得ࠇࠄた記述࠺

ࠄߺ㧘特に共通にߢࠎ⺒直接㧘記述内容を߇分析をした。調査者ߢタを以ਅに示す方法࡯

テࠧࠞߡをઃけ࡞ベ࡜いる回答にߡࠇ߹含߇㧕ߤߥ߈ス㧘前向࡟࠻㧔例ス࠼࡯ワ࡯るࠠࠇ

内容的にห様の意味を߽ߡくߥࠇࠄ見߇࠼࡯ワ࡯るࠠߥた。߹た共通と߼と߹ߡとし࡯࡝

示しߡいると思わࠇる回答߽หࠞߓテࠧ࡯࡝に含߼た。その作業を質問㗄目ߏとに実施し㧘

更に৻般大学生と浄土宗檀信ᓤ間ߢの内容比較߽行った。本稿ߪߢ 3 の質問㗄目のうち㧘ߟ

主にޟ精神的に健康ߥ状態とߤߪのࠃうߥ状態と思い߹す߆㧫ޠにߟいߡの結果を示す。  

2．予備調査結果  

2-1. 一般大学生㧔ᐔ均ᐕ齢：20.4㧔標準偏差±2.69㧕歳㧕片

片 以ਅの 4 。たࠇに分類さ࡯࡝のࠞテࠧߟ  

a 自己統೙߈ߢ߇る (3 ฬ )  

ౕ体例㧕࡮自分に対しߡ㧘欲望߇ある状態߹た自ࠄをᓞすること߈ߢ߇る状態片

片片片片片片片࡮日々のス࡟࠻スをࠦ࠻ࡦロ߈ߢ࡞࡯る。片

b ᐔ穏状態維持 (5 ฬ )  

ౕ体例㧕࡮満足と߹ߪߢいߥ߆く߽ߡ㧘ᐔ穏ߢある状態。片

片 片 片 片࡮ᖠ߿ߺਇ቟を感ߥߓい状態。片

c 生活࡮人生の楽しߺ喜び (3 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮憂いを感ߥߓい੐ߛけߪߢ足ߕࠅ㧘生ߡ߈いる喜びを感ࠇࠄߓる状態。  

精神状態。片ߥうࠃる߼Ფ日を楽しࠄ߆㧘心߇い߹すߡ਄と似࡮       

d 対人関ଥ良好 (2 ฬ )  

ౕ体例㧕࡮外に出ߡ人と触ࠇ合える状態ߛと思い߹す。  

。ある。先祖を大ಾにする߇ࠅある。自分の国に߶こߢࠅ߿る。思い߈ߢࠎ߹߇࡮

家族を大ಾにする。という状態。片

߹と߼片

ᐔ穏状態の維持を意味する回答߇最߽多߆った。ޟ自然ߥ状態ޠ㧘ޟᐔ穏ߥ状態ޠ㧘ޟਇ቟߿

ᖠߥ߇ߺい状態ޠという回答߇目立った。この回答を基軸に状況を自己࠻ࡦࠦߢロߢ࡞࡯

ࠇ߹望߇ޠる状況ߥにࠅ自己の思い通ޟ㧘ࠅあ߇ߤߥことߟ人間関ଥを良好に保߿ること߈

。と考える߆いߥߪߢいるのߡ  

2-2. 浄土宗檀信ᓤ (ᐔ均ᐕ齢：65.4㧔標準偏差±12.9㧕ᱦ㧕片

片 以ਅの 5 。たࠇ߆に分࡯࡝のࠞテࠧߟ  
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a 心身共に健康ߥ状態 (4 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮身体と共に何੐に߽くࠃくࠃしߥい人ߛと思い߹す。片

片。ߡ߈ߢ߇੐ߟ状態。ᐔ常心を保ߥࠎߓ強ߢ߆身心共に静࡮

b 感謝の心を持ߟ (2 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮Ფ日を感謝し㧘楽しくすߏしߡいる人。片

る。片߈ߢ߇良いと思える್断ߡ考えߢ心。3㧘自分ߥ1㧘感謝。2㧘素直࡮

c 自己߽ઁ者߽健康ߥ状態 (2 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮自分߽߹わࠅの人߽健康ߢある੐。自分を好ࠇࠄ߅ߢ߈る੐。  

身体の健康㧘家族の健康㧘෹㆐の健康等そろったᤨ。片࡮

d 自己統೙ (2 ฬ ) 

ౕ体例㧕  外的環境に影響ฃけߕ自分の心をࠦ࠻ࡦロ߈ߢ࡞࡯る状態。片

e そのઁ (4 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮人に迷惑を߆けߥい考え方。࡮思いࠅ߿㧘ᱜしい心。片

と思う。片ߛ相手߽㧘自分߽許す੐࡮

߹と߼片

ᐔ均ᐕ齢߇高くߥったせい߆身体健康に関する回答ࠇࠄߺ߇た。齢を㊀ߨると身体߇弱

߹っߡくること߇影響しߡいるのߥߪߢい߆。߹た㧘感謝の心を持ઁ߿ߟ者の健康߽気遣

うὐ߽৻般大学生とߪ異ߥる回答ߢあった。長い人生経験ࠄ߆自分ߛけߥߢく㧘ઁ者に߽

目を向けることの大ಾさを経験的に学ߢࠎいることを෻映する߽のߥߪߢい߆。そのઁの

回答に߅いޟ߽ߡ相手߽自分߽許すことޠという回答߽ࠇࠄߺ㧘自分ߛけߥߢく㧘ઁ者߽

ち合߆周࿐との健康状態の分ߪい㧘あるいߥいえߪいと真に精神的に健康とߥߢい状況ࠃ

いに視ὐ߇注ߡࠇ߇いるのߥߪߢい߆と思わࠇる。  

3．本調査  

片 出雲大社教に関わる৻般信ᓤとࠠ࡝ス࠻教忌ࠞࠢ࠶࡝࠻忍に関わる৻般信ᓤを対象に調査

を行い㧘本稿の分析対象としߡขࠅ਄ߍることにした。調査方法と࡯࠺タ分析の方法ߪ基

本的に੍ߪ備調査とห様ߢあった߇㧘調査㗄目を以ਅのࠃうに変更した。すߥわち㧘ޟあߥ

たの周ࠅにこころの健ߥ߆߿人ߪいࠄっし߾い߹すޠ߆と問い㧘片あると答えた人にౕߪ体

的ߥ人物像を思い浮ࠄ߽ߡߴ߆った਄ޟߢこころの健ߥ߆߿人ߤߪのࠃうߥ人ߛと思い߹

すޠ߆と問うこととした。ߥいと答えた人にߪ自分の考えるޟこころの健ߥ߆߿人ޠを記

述しࠄ߽ߡった。こうすることޟߢこころの健߆߿さの概念ౕࠅࠃ߇ޠ体的にߥると考え

たߢࠄ߆ある。片

3-1. 出雲大社教信徒の調査片 (有効回答数: 42 名中 26 名片 ᐔ均ᐕ齢：52.7㧔標準偏差±15.5㧕歳) 

片 主に以ਅのࠞテࠧ࡯࡝に分類さࠇた。片

a 自分߽ઁ者߽健康ߥ状態࡮思い࡮ࠅ߿寛容忌10 ฬ忍片

ౕ体例忍片࡮自分の੐ߛけߥߢく㧘人の੐を思い߿る人。৻緒に成長しߡいこうと思うこと片

る人。片ࠇࠄ出来る人。人のᐘせを߽考え߇

片 片 片 片 いい。片߇ある。㗻色߇ࠅ߿人に優しさ㧘思い。߈ߡす߇い。笑㗻ߥ人のᖡญを言わ࡮

片

b 感謝の心を持ߟ忌4 ฬ忍片

ౕ体例忍࡮いろߥࠎᖠ߿ߺ⧰しߺを߆߆えߡい߽ߡ㧘笑㗻をᔓߕࠇに㧘߈ߟあっߡいࠇࠄる片

人々に࿐߹ߡࠇいる੐に感謝版版片

片
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c 自然体ߢあること忌3 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮い߽ߟ᣿るく㧘周ࠅに寛大ߢくߟろいߢいる人。自然体ߢ㧘感謝の気持ち߇ある片

楽観的ߥ人。㧔この回答ߪ感謝の㗄目と߽㊀複しߡいる㧕片

い人のこと。౎方美人とߥいߡにᢜを作っࠅいるのに㧘周ߡ生活しߢいߥ意識し࡮

嫌味を感ࠄ߆の言動ߡっと㆑う。全ࠂちߪいるというのとߡࠇ߆好߽ࠄ߆㧘誰߆

い。片ߥߓ

d 自己統೙߈ߢ߇る人忌4 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮自立をしߡいる人ߛと思い߹す。ㅴߢࠎいく方向を自分ߢ考え᳿断することߢ߇

る人片߈

ピ 心身と߽に健康ߥ状態忌2 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮い߽ߟ᣿るく元気ߢ㧘人の批್ߪあ߹ࠅしߥい辛い出来੐߽᣿るくのࠅこえߡ㧘

気持߇良い人߇い߹す。病気߽あ߹ࠅしߥい忌健康ߢある忍人ということ߽含߼健

い߹す。片ߡと思っߛ人ߥ߆߿

߹と߼片

以਄の結果ޟࠄ߆感謝ޟޠ穏ߥ߆߿人ઁޟޠ者߳の思いޠࠅ߿というࠠ࡯ワ߇࠼࡯目立っ

た。日本神㆏ߪߢ森羅万象に神߇宿るとさࠇる ࡓ࠭ࡒ࠾ࠕ) )。そߪࠇ㧘߅互いの中に神を

見出し㧘手を合わせるということߥߪߢいߛろう߆。色々߽ߥの㧘人とのࠅ߇ߥߟޟの中ޠ

߈ߢわち㧘そのことに素直に感謝ߥろう。すߛある߽ߢいるということߡࠇさ߆੹㧘生ߢ

ることこそ߇こころの健ߥ߆߿姿 (㧫 ) と捉えること߽߈ߢるߛろう。෻対に自分߭ߪとࠅ

の力ߛけߢ生ߡ߈いるという⹺識の߽と㧘自分本૏に行ὑをする人をこころ߇健ߥߢ߆߿

いと捉えߡいるの߽߆しߥࠇい。更に㧘ޟ穏ޠ߆߿というࠠ࡯ワ࠼࡯にߪ調和߿自然の姿ߥ

߆いߥߪߢた言葉߈ߡ出ࠄ߆いる日本の自然の美しさߡしࠅ߈っߪ߇㧘四ቄࠇ連想さ߇ߤ

と考えࠇࠄた。自然と共に生߈ߡ߈た日本民族の奥深い精神性߇垣間見ࠇࠄた気߇した。

৻方㧘特ᓽ的ߥ回答としࠃޟߡいことに߽ᖡいことに߽㧘神の意志を感ߓ感謝߈ߢる人ޠ

という߽の߇あった。神の意志を身近に感ߡߓいると߽ฃけᱛࠇࠄ߼㧘ス࡝ࡇチュߥ࡞ࠕ

ὐࠇࠄߺ߇た。หᤨに神様に手を合わせるという神㆏ߪߢࠄߥの行動߽暗示さࠇた。結論

としߡ㧘あࠄゆる߽のとの協調㧘調和を大੐にしߡ日々感謝の気持ちߢ生活しߡいる人߇

神㆏に߅けるޟ心の健ߥ߆߿人ޠ像ߥߪߢい߆㧫  

3-2. キ࠻ࠬ࡝教㧔カ࡝࠻ック㧕信徒の調査㧔有効回答数 :70 名中 60 名片 ᐔ均ᐕ齢 61.0㧔標

準偏差±15.1㧕歳㧕  

主に以ਅのࠞテࠧ࡯࡝に分類さࠇた。片

a 自分߽ઁ者߽健康ߥ状態࡮思い࡮ࠅ߿寛容忌35 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮こころの健ߥ߆߿人ᤨߥࠎߤ①ߪに߽᣿るい。ԙ人の言葉をちࠎ߾と聞いߡくる。

全ߡをฃけ入ߡࠇくࠇる。Ԛઁ人の身にߥっߡ考えߡくࠇる。片

いる人片ߡる心を߽っ߿人を思いઁ࡮

b 感謝の心を持ߟ忌2 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮い߽ߟ相手のことを思い㧘行動する人。Ფ日の生活に感謝し㧘すߡߴを神に委ߨ

る人片ࠇࠄ

いる。感ߡ出ߺߓに߇いる喜びߡࠇいる。ᗲしᗲさߡ笑っ߇眼ߪ人ߥ߆߿その健࡮

謝の気持߇㧘言葉のߪし߫しに出ߡくる忌こࠄࠇの回答者ߪ バ のࠞテࠧ࡯࡝に߽

含߹ࠇる忍片

片
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c 自然体࡮素直ߢあること (9 ฬ ) 

ౕ体例㧕࡮育ち߇いい人ߢ人を疑ったࠅ㧘ߨたࠅߛࠎ㧘うࠅߛࠎࠄ㧘ののしったࠅしߥい人

。すߢᨵ和ߢ߆߿㧘穏ߕす。人と੎わߢいる人ߡ気持を߽っߥ素直ߥ㧘子供の様ߢ

その人のそ߫にいると࠶ࡎとしߡ格好をߟけたࠅ意地を張ったࠅしߥく߽ߡ良

いのߢ心߇穏߆߿にߥるのߢ㧘気持߽素直にࠅߥ߹す。片

d 自己統೙߈ߢ߇る人忌4 ฬ忍片

ౕ体例㧕࡮附和雷หしߥい人。෻対意見߿見当㆑いߥ発言に߽耳を傾けたのち自分の考えを

述ߴる。訂ᱜ߿謝罪を߈ちࠎと߈ߢる。片

ピ そのઁ࡮教義ߤߥ (14 ฬ )片

ౕ体例㧕࡮Ფ日㧘神に向߆っߡ祈ࠅ㧘自分の全ߡを神に委ߨ㧘世間的にいえ߫᳿しߡ裕福ߢ

その人の行߽ߢ。く⧰しい生活に見え߹すߥߡࠇ߹く家族߽いい地૏に߽恵ߥߪ

いߥࠎߤߪ人に対し߽ߡᗲを߽っߡ接し㧘⧰㔍にいる人のた߼にすߋに祈ࠅ㧘励

߹しഥけߡい߹す。凡そ外見ߪࠄ߆その人自身᳿しߡ恵߹ࠇた環境にいるとߪ思

えߥいくࠄい᣿るく行動的ߢす。神にあけわたし委ߡߨ生߈るその人こそ心健߿

い߹す。片ߡたいと思っࠅと思い㧘そうあߛ人ߥ߆

る人片߈ߢいる人㧘信仰心の厚い人㧘常に相手のことを考えることのߡߓ神のሽ࿷を信࡮

߹と߼片

ઁ者߳の思いࠅ߿㧘ઁ者をฃけ入ࠇるという相手に対する寛容ߥ態ᐲを示す言葉߇目立

った。߹た㧘ޟ神に全ߡを委ޟޠߨ神を信ߓるޟޠ信仰ޟޠ祈࡝ࠠߤߥޠࠅス࠻教の教義に関

わるࠠ࡯ワ߽࠼࡯目立った。相手を思いࠅ߿㧘ฃけᱛ߼る㧘そしߡ⧰し߽ߺ喜び߽と߽に

分߆ち合えること。その背᥊にࠠ࡝ス࠻教の教え߇添えߡࠇࠄいた。以਄ࠄ߆㧘ࠠ࡝ス࠻

教のޟᗲの精神ޠに基ߠいߡ日々の生活を歩ߢࠎいる人ޟ߇心の健ߥ߆߿人ޠの概念のࡕ

意味を見出そߥゆる困㔍に߽積極的ࠄた。そのઁ㧘あࠇ㧫と思わߪߢいるのߡっߥと࡞࠺

うとするὐ㧔神の意志㧕߿心身と߽に健康ߢあること߇必ߕし߽心߇健ߥ߆߿状態とߪ捉

えߡいߥいὐ߽特ᓽ的ߢあった。ౕ体例としޟߡ大変ߥ病気を持っߡい߽ࠄ߇ߥい࠾߽ߟ

߆߿穏ߢのある⹤し方をし㧘寛大ࠕࡕ࡯㧘࡙ࠅあ߇の人㆐߳の気遣いࠅ周ߡいߡしࠦ࠾ࠦ

ޠߕࠄるにあ߈生ߺのߡっࠃにࡦࡄߪ人ޟあった。߹さに߇ޠ。すߢ෹人ߥ人。⑳の大ಾߥ

。߆あろうߢ  

4．総合考察と展望片

片 日本人のこころの健߆߿さにߟいߡ考察し߈ߡた。本稿ߢ示した࡯࠺タࠎ߶ߪの৻端に

ㆊߥ߉い߇㧘৻般的に㧘人ߪ心身と߽に自己߇ㆊߏし߿すい状態をޟこころ߇健ߥ߆߿状

態ޠと捉えߡいると思わࠇる。৻方ߢ㧘宗教߽しくߪ㧘宗教的੐象と関わることߢ㧘あࠄ

ゆる߽のとࠅ߇ߥߟを持っߡ自己ߪこの世界にሽ࿷しߡいるという世界観を得ߡいること

߽᣿߆ࠄとߥった。人ߪ৻人ߛけߢሽ࿷するのߥߪߢく㧘この世界の৻部としߡ全体を構

成しߡいると߽ߢいえࠃう。ޟ感謝ޠ㧘ޟ思いޠࠅ߿というࠠ࡯ワ߇࠼࡯そࠇを暗示しߡいる。

人߇人を想う。この精神活動こそ߇㧘現代社会にߪびこる虚無感߿ቅ⁛感を打破する突破

ญとߥるの߽߆しߥࠇい。੹ᓟઁߪの宗教教団に関わる人びと߿宗教指ዉ者の࡯࠺タとの

比較を行い㧘਄記仮⺑の検証を試ߺたい。߹た㧘৻般大学生߿さࠄに⧯い世代㧔中学࡮高

校生㧕に߅ける概念にߟい߽ߡ検討を試ߺ㧘こころの健߆߿さにߟいߡ発㆐的観ὐࠄ߆検

証を試ߺたい。  
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4-8．出雲大社教信者࡮宗教指ዉ者のߏޟ神ᓼޠの感ߓ方 
酒井克也㧔出雲大社和貴講社㧕片

 に߼ߓߪ .1

੹回の質問紙調査ߪߢ㧘少数ߪߢある߇神㆏㧔出雲大社教㧕に関わる人々にޟ個人の属性ޠにߟいߡ

の回答をしߡいたߛいた。人数ߪ㧘宗教指ዉ者 12 ฬ㧘信者 42 ฬの回答を得た。本稿ߪߢ㧘その質問㗄

目の中のߏޟ神ᓼޠの感ߓ方にߟいߡ考察する。੹回の回答者のޟ出雲大社教信者ޠとあるのߪ㧘出雲

大社教の崇敬組織ߢある教会෸び講社にᚲ属する教会員෸び講社員ߢあࠅ㧘ޟ出雲大社教宗教指ዉ者ޠ

とあるのߪ㧘出雲大社教Ꮣ教師㧔神職㧘教会長㧘副教会長㧘講社長㧘副講社長等㧕ߢある。 

 の有無についての質問ޠ神ᓼߏޟ .2

本調査に߅いߡ㧘ޟあߥたߪ㧘ߏ神ᓼ㧔神さ߹のࠄ߆ߪい㧘ߺ߅ちび߈㧘ߺしるし㧘߅力添え㧘ߏ神

威㧘ߏട護等㧕を感ߓたことߪあࠅ߹すޠ。߆という質問㗄目を出雲大社教の宗教指ዉ者࡮信者のޟ個

人の属性㗄目ޠにߡ設定した。ࠄߥߗߥ㧘こうした宗教体験߇㧘信仰の開始߿強化と深く結びߟいߡい

ると思わࠇたߢࠄ߆ある。 

そࠇに対する回答の選択肢ߪ㧘当初ޟあるࠃ߅ޠびߥޟいޠのੑ者択৻を想定し㧘ޟあるޠと回答し

た人に対しߡそのౕ体例を問う形にした߇㧘数ฬの神職に対する੍備調査的ࠗࡦタࡆュ࡯に߅いߡ㧘ౕޟ

体的に挙ߍるのߪ㔍しい߇㧘日常ࠎߥߢとߥく感ߡߓいる人߽あるのߥߪߢいޠ߆というჿを得ߡ㧘ޟ日

㧘この選択をした割合ߪߡたਃ者択৻とした。結果としࠇという選択肢߽入ޠいるߡߓく感ߥろ何とߏ

った㧔信者のうち߆高߇ 18 ฬ(42.9％)㧘指ዉ者のうち 6 ฬ(50.0％)㧕ことࠄ߆㧘こうした選択肢の設定

㧘以ਅの表ߪう。回答のᐲ数分Ꮣࠃあったといえߢ᦭効߇ 1 のとߢࠅ߅ある。 

片 片 片 片 片片片片片片片片片片片片 片 片片片 表 1片 片ߏ神ᓼの有無にࠆߌ߅度数分布表片片片片片片片片片片片片片片 片片 片 片 片 片

片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 出雲大社教信者片 片 出雲大社教宗教指ዉ者片 片

片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 あࠆ片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 8(19.0)             6(50.0) 

神ᓼの有無片ߏ 片 片 片 日ߏろ何とߊߥ感ߓてい(50.0)6             (42.9)18       ࠆ 

片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片  い                   11(26.2)             0ߥ

片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 ᰳ損値片 片 片 片 片 片 片 片   5(11.9)片 片 片 片 片 片  0片 片 片 片 片 片   片  

片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 片 合計片 片 片 片 片 片 片 片 片  42(100.0)           12(100.0)      片片片片

信者のうち 5 ฬいたᰳ損値㧔無回答を含߻無効回答㧕ߪ㧘無回答の߽のߢあった。その理↱としߡ考

えࠇࠄるのߪ㧘ޟ問題の意味߇わ߆ߥࠄ߆った㧘答えたく߆ߥった㧘面倒ߛったߥߪߢߤߥޠいߛろう

た。片ߓଦせる設問を作る必要性を感ࠅࠃ੹ᓟ㧘回答を。߆

得ࠇࠄた結果ࠄ߆示さࠇたことの৻ߪߟ㧘ߏޟ神ᓼޠを感ߓたことߥ߇いという回答߇㧘信者のうち

にߪ 11 ฬ㧔26.2％㧕いた߽のの㧘宗教者にߪい߆ߥったことࠄ߆㧘指ዉ的立場としߡの環境ߪ㧘ߏޟ神

ᓼ߇ޠ身近に感ࠇࠄߓる߽のߢあろうということߢある。筆者߽㧘৻講社長としߡ日々生活をしߡいる

ろ何とߏ日ޟさに߹ߪࠇく。こߠいることに気ߡっߥうにࠃるߓ出来੐に߽神恩を感ߥ㧘日常のዊさ߇

の考え㧔目ޠ㧕ࠂߓいちࠎᐝ㗼৻如㧔ゆうけޟࠄ߆ろߏあろう。߹た㧘日ߢという状態ޠいるߡߓく感ߥ

に見えるこの世の現象ߪ㧘目に見えߥい神々の世界の意志の表ߢࠇある㧕を指ዉする立場にあるた߼㧘

日常のさ߹ߥ߹ߑ出来੐をߏ神ᓼと結びઃけるࠣࡦ࠾࡯࡟࠻をさߡࠇいる結果と߽ផ察さࠇる。片

 内容についてߥの具体的ޠ神ᓼߏޟ .3

ここߢ㧘表 1 のޟあるޠと回答した人たちの中ߢ㧘ౕ 体的に体験内容を回答いたߛいた߽のにߟいߡ㧘

さࠄに検討しߺߡたい。設問ߪ以ਅのとߢࠅ߅ある。片

片
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ࠃのߤߪࠇた㧘ԙそ߹。߆したߢのこと߈㧘①何ᱦのとߪࠇし߹す。そߨ዆߅と答えた方にޠあるޟ

うᤨߥに起こったことߢす߆。Ԛそのと߈の体験ౕߪ体的にߤのࠃうߥ内容ߢした߆。そ߅ࠇߙࠇᦠ߈

ਅさい。片

片

਄記の設問の㧘Ԛに対する回答としߡ挙ࠇࠄߍた体験例ߪ㧘信者と宗教指ዉ者とを合わせߡ 15 例あっ

た。回答の列挙ߪ避ける߇㧘内容を種類೎に分けると㧘交通੐故߿水㔍ߤߥにあったᤨに九死に৻生を

得た体験߇ 3 例㧘病気ߤߥの㔍しい治療߇成ഞした体験߇ 2 例㧘臨死体験߇ 1 例あった。こࠄࠇをޟ生

๮のෂ機ࠄ߆቞ࠇࠄた体験ޠとす߫ࠇ㧘6 例㧔40.0％㧕ߢ最߽多い内容とߥる。 

ઁの内容を概観すると㧘人生਄のዉ߿߈暗示のჿ߇聞こえたࠅ映像߇見えたࠅしたߤߥのޟዉ߈の体

験߇ޠ 4 例㧔26.7％㧕㧘大ಾઁߥ者とのߏ縁߇結߫ࠇたというޟ縁結びの体験߇ޠ 3 例(20.0％)㧘ޟ意識

ࠇߙࠇそ߇ޠの問題解᳿ߢ経済面ޟ㧘ޠる感覚߇਄߈浮߇ 1 例(6.7％)ߟߕと⛯いた。この結果ࠄ߆㧘生๮

のෂ機に関する体験߽߇っと߽強くߏޟ神ᓼޠを感ߓる߽のߢあること߇わ߆る。 

筆者߇ᰴに注目するのߪ㧘数ߪ 3 例と少߆ߥった߇㧘ޟ縁結びの体験ߢޠある。こߪࠇ㧘出雲大社に

対しߡ多く語ࠇࠄる࡜࠽テࠖࡧ㧔物語㧘社会的言⺑㧕߇㧘ޟ出雲大社ߪ㧘縁結びの神さ߹ޠという߽の

㧘出雲大社に関わる複数ߡい߅内容と考える。筆者自身߽㧘伴侶との出会いにߥ㧘㊀要ࠄ߆あることߢ

の偶発的ߥ出来੐を経験しࠅ߅ߡ㧘߹さに縁を結ߢࠎいたߛいたと確信しߡいる৻人ߢある߇㧘そうし

たߏ利益を求ߡ߼出雲大社に参拝する未婚者߇㧘ᤓ੹߭ࠂߓうに多いと聞く。日本人の感覚としߡ㧘ઁ

者とのߏ縁ޟߪ神さ߹に結ߢࠎいたߛく߽ޠのߢあࠅ㧘自ࠄ構築するという߽ࠅࠃ㧘ฃ動的に語ࠇࠄる

こと߇多い。こうした࡜࠽テࠖࡧのあ߆ࠅた߽㧘神㆏のޟ縁結びޠという発想を基にしߡいると筆者ߪ

ផ察しߡいる。 

4. ߹と߼ 

金児(1997)ߪ㧘日本人の宗教的態ᐲにߟいߡ㧘ޠࠥࠞࠝޟとޟタタޠ࡝の観念を用いߡ検討しߡいる߇㧘

宗教的態ᐲの৻ߢߟあるޟ霊魂観念ޠの㗄ߢ㧘ޟ神仏߳の依ሽ㧘߽っといえ߫㧨甘え㧪という側面߇強

い。そߪࠇ消極的態ᐲߢある。…中略…そこに߅いߪߡ㧘災厄を除くことを㗿う信者にとっߪߡ㧘ޟ⧰

しいと߈の神ߛのޠߺに象ᓽさࠇるࠃうに㧘たߛたߛ神に祈念する߆߶ࠅࠃにとる術ߥߪい。(p.206)ޠ

と指摘しߡいる。金児(1997)ߪ㧘この特性߇㧘日本人に多く見ࠇࠄるޟ੐ࠇ߆ߥ主義ޠを生ߺ出しߡい

るとしߡいる߇㧘筆者ߪหᤨに㧘その࡜࠽テࠖ߇ࡧ㧘自然߿人生の⧰㔍ߤߥにあ߇ࠄうことߥく㧘共ሽ

しࠃうと模索する行動を生ߺ出す源と߽ߥっߡいると考えるのߢある。 

以਄㧘限ࠇࠄた成果の中ࠄ߆৻部を考察した。神㆏に関わる人たちࠄ߆の貴㊀ࠢ࠶ࡃ࠼࡯ࠖࡈߥを得

ਅさった方々に㧘このߡ回答しߡ間を割いᤨߥた。貴㊀߈ߢ߇うに興味深い示唆を得ることࠂߓ㧘߭ߡ

場を߅借ࠅしߡ御礼を申し਄ߍたい。੹回ߪ㧘筆者の持߇࠼࡞࡯ࠖࡈߟ限ࠇࠄた߽のߢあったことࠄ߆㧘

協力を得ࠇࠄた人数߇少߆ߥった߇㧘੹ᓟ㧘ࠅࠃ広くߏޟ神ᓼޠというࠠ࡯ワߢ࠼࡯の聞߈込ߺを積ߺ

਄ߍたい。そࠇにࠅࠃ㧘神㆏の信者߿宗教指ዉ者߇㧘神㆏をߤのࠃうに語ࠅ㧘信仰しߡいるの߆を把握

すること߈ߢ߇るとหᤨに㧘日本人の宗教観の土บとߥっߡいる࡜࠽ޟテࠖ߇ޠࡧ見えߡくるのߥߪߢ

い߆と考える。߹た੹ᓟߪ㧘こうした結果߇㧘現代日本人の精神的健康߿⧰㔍߳の対処にߤう影響する

 。たい߈いߡの設問等߽構築し߼を知るた߆

 

引用文献片

金児暁嗣.片 (1997).片 日本人の宗教性片 ࠝࠞࠥとタタ࡝の社会心理学.片 新曜社. 
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4-9．立正佼成会にࠆߌ߅宗教ࠗࡔーࠫࠃ߅び主観的幸福感  
ዊ林正樹㧔中央学術研究所㧕片

に߼ߓߪ．1  

立ᱜ佼成会の場合㧘ޟ宗教指ዉ者ޠと๭称߈ߢるさ߹ࠫࡐߥ߹ߑショ߇ࡦሽ࿷する߇㧘੹

回の調査ߪߢ㧘A 教඙にᚲ属する教会長をޟ宗教指ዉ者ޠとした。߹た㧘੹回の調査に߅

けるޟ信者ޠとߪ㧘関西の B 教会にᚲ属する会員ߢ㧘東日本大震災に対する慰霊供養式ౖ

に参ടした会員ߢある。  

片 調査対象者の基礎࡯࠺タにߟいߡ⧯ᐓ触ࠇる߇㧘信者群に߅ける女性の比率߈߇わߡ߼

高いのߪ㧘੹回の調査対象者߇慰霊供養に参ടした会員ߢあったという特ᱶߥ੐情߇影響

しߡいるのߥߪߢい߆と考えࠇࠄる㧔表 1 参照㧕。  

表 1片 ᐔ均ᐕ齢と男女比  

調査 対 象者  人 数  ᐔ均ᐕ 齢  標準偏 差 男性の人数 (%) 女 性の人数 (%) 

立正 佼 成会 信者  245 62.8 9.3 13㧔5.3%㧕 232㧔94.7%㧕  

立正 佼 成会 宗教 指 ዉ者 57 57.4 5.7 40㧔69.0%㧕 18㧔31.0%㧕  

 

2．立正佼成会にࠆߌ߅宗教ࠗࡔーࠫ分布片

片 ここߪߢ㧘立ᱜ佼成会信者෸び立ᱜ佼成会宗教指ዉ者全体を立ᱜ佼成会群としߡ㧘宗教

㧕の結果を表ޠ軽薄㧙㊀厚ޟ㧘ޠ組織的㧙個人的ޟ尺ᐲ㧔ࠫ࡯ࡔࠗ 2 と࿑ 1 に示した。  

表 2片 宗教ࠗࡔーࠫ尺度㧔ޟ組織的㧙個人的ޠ㧘ޟ軽薄㧙重厚ޠのᐔ均値㧕片 立正佼成会群  

項目  䇸組織 的 䋭個人的 䇹ᐔ 均 値䋨x䋩 䇸軽薄䋭重 厚 䇹ᐔ 均値䋨y䋩 

宗教  -0.53 -1.53 

祈䉍 0.80 -1.50 

仏教  0.07 -1.63 

坐禅  1.16 -0.94 

霊能 者への人生相 談  1.37 0.34 

神道  0.22 -0.96 

お祭䉍 -0.85 -0.54 

キ䊥ス䊃教  -0.42 -1.09 

ス䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞 1.08 -0.29 

滝に打た䉏る修 行  1.28 -0.49 

お遍 路や巡礼 1.30 -0.56 

パワ䊷スポッ䊃巡䉍 1.48 0.04 

おみく䈛 1.37 0.02 

新興 宗 教  -0.55 -0.72 

 

調査対象者全体の宗教ࠗࠫ࡯ࡔ分Ꮣと比較すると㧘立ᱜ佼成会群の宗教ࠗࠫ࡯ࡔ分Ꮣの

方߇㧘14 㗄目全ߡに߅いߡ㧘ࠅࠃฝ側㧔個人的ࠫ࡯ࡔࠗߥ㧕㧘෸びਅ側㧔㊀厚ࠫ࡯ࡔࠗߥ㧕

の方向に移動しߡいる。߹た㧘5 㗄目㧔仏教㧘神㆏㧘߅祭ࠅ㧘ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ㧘新興

宗教㧕ߢ領域の移動߇見ࠇࠄる。  
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          図 1 宗教イࡔーࠫߩ分布  立正佼成会群  

 

3㧚主観的幸福感ࠆߌ߅ߦ宗教指導者群ߣ信者群ߩ違い  

宗教指ዉ者群㧘信者群ࠍ独立変数㧘主観的幸福感尺度㧔伊藤࡮相良࡮ᳰ↰࡮河浦 , 2003㧕

ߚߒߣᓥ属変数ࠍ t 検定ࠍ行い㧘2 いߟߦ㆑いߩ得ὐߩ主観的幸福感尺度ࠆߌ߅ߦ群ߩߟ

ߩ主観的幸福感尺度。ߚߒ検討ߡ 15 㗄目ࠇߙࠇߘߪߦ 4 ࠄ߆㧘ฝ߇ࠆ޽߇選択肢ߩߟ 1

ὐ～4 ὐࠍ対応ߖߐ㧘各質問㗄目ߩ得ὐࠍ合計ߒ㧘ᐔ均値ࠍ算出ߒ㧘 t 検定ࠍ行ߚߞ。  

主観的幸福感ߟߦいߪߡ㧘宗教指ዉ者群߇信者群ࠅࠃ 1％水準ߢ᦭意ߦ高い
1
ߢ結果ߩߣ

㧔表ߚߞ޽ 3 参照㧕。ߥߔわߜ㧘信者群ࠅࠃ㧘宗教指ዉ者群ߩ方߇㧘ޟ人生ߦ対ࠆߔ前向߈

。ࠆいߡߒ示唆ࠍߣߎߚߞ߆強߇ߤߥޠ福感⥋ޟޠ自信ޟޠ㆐成感ޟޠߜ気持ߩ  

表 3 主 観 的 幸 福 感 尺 度䈱結 果 䋨t 検 定䋩  

調査対 象 者  人 数  ᐔ均 値 標準 偏 差 t 値  自↱度  

立正佼 成 会 信者  240 47.40 5.89 
-6.59** 117.29 

立正佼 成 会 宗教指 ዉ 者  56 51.73 4.02 

**p<.01 

 

引用文献  

伊藤裕子࡮相良㗅子࡮ᳰ↰政子࡮川浦康⥋ . (2003). 主観的幸福感尺度ߩ作成ߣ信㗬性࡮妥

当性ߩ検討  心理学研究 , 74,276-281.  

                                                  
得ὐߩ主観的幸福感尺度ࠆߌ߅ߦ信者群ߣ㧘宗教指ዉ者群ߪߣޠ高いߦ᦭意ߢ水準％1ޟ 1

ߪ確率ࠆߓ生ߦい㧔偶然ߥߪߢߩ߽ߚߓ生ߦ偶然ߪ㆑いߩ 1％未満ࠆ޽ߢ㧕ߩߣ意味޽ߢ

。ࠆ  

宗教䋨-0.53, -1.53䋩 祈䉍䋨0.80, -1.50䋩

仏教䋨0.07, -1.63䋩

坐禅䋨1.16, -0.94䋩

霊能者…䋨1.37, 0.34䋩

神道䋨0.22, -0.96䋩

䈍祭䉍䋨-0.85, -0.54䋩

䉨䊥䉴䊃教䋨-0.42, -1.09䋩

䉴䊏䊥チュ…䋨1.08, -0.29䋩

滝䈮…䋨1.28, -0.49䋩

䈍遍路や…䋨1.30, -0.56䋩

パワ䊷…䋨1.48, 0.04䋩

䈍䉂く䈛䋨1.37, 0.02䋩

新興宗教䋨-0.55, -0.72䋩
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4-10．．曹洞宗宗教指ዉ者と信者の宗教意識  

㧙一般成人࡮大学生との比較ࠄ߆㧙  
ᓼ㊁崇行㧔駒澤大学㧕࡮ᐔ子泰弘㧔曹洞宗総合研究センター㧕片

に߼ߓߪ．1  

本論ޟߪ宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の関連―⧰㔍߳の対処に関する実証

的研究ޠプロࠫߢ࠻ࠢࠚ実施さࠇた数㊂的調査の結果を߽とに㧘ᦡ洞宗宗教指ዉ者㧔僧侶㧕㧘

ᦡ洞宗信者㧔檀信ᓤ㧕の宗教意識にߟいߡ㧘৻般成人࡮大学生の意識との比較を通しߡ考

察する߽のߢある。ᦡ洞宗宗教指ዉ者㧘ᦡ洞宗信者㧘৻般成人࡮大学生のサࡦプ࡞数と男

女比にߟいߪߡ表１の通ߢࠅある。  

 

表 㪈 ᦡ 洞 宗宗教 指ዉ 者䋬信者 䋬一 般成 人 䊶大 学生のサン䊒䊦数と男女比   

  サン䊒䊦数  男 性 (％) 女性 (％) 性 別不 ᣿ (％) 

ᦡ洞 宗 宗教 指ዉ者  50 47(94.0) 3(6.0) 䋭 

ᦡ洞 宗 信者  165 98(59.4) 65(39.4) 2(1.2) 

一般 成 人䊶大学生  316 88(27.8) 224(70.9) 4(1.3) 

 

本プロࠫ࠻ࠢࠚの以ਅߢ扱う宗教観尺ᐲ㧔金児 , 1997㧕を構成する設問ߪ 15 㗄目ߥࠄ߆

ࠅ
1
㧘仏菩薩ߤߥの崇拝対象㧘信仰㧘先祖供養㧘ઁ界観㧘死者観に関する意見ߟいߡ౐件法

ࠇࠄਈえ߇人生の目標ߡっࠃことにߟ信仰を߽ޟ㧘ߪߢある。以ਅߢた߽のߨߕ否をた⾥ߢ

るޟޠ信仰に裏打ちさࠇた生߈方こそ㧘人の真の生߈方ߢあるޟޠ先祖供養ߪ美しい風習ߢ

あるޟޠ死ᓟの世界ߪあると思うޟޠ人ߪ死߽ߢࠎ㧘繰ࠅ返し生߹ࠇ変わる߽のޠߛの 5 㗄

目の調査結果にߟいߡߺߡい߈たい。  

 

意識ࠆߋ߼をޠ信仰ޟ．2  

࿑１ޟߪ信仰を߽ߟことにࠃっߡ人生の目標߇ਈえࠇࠄるޠとの意見に対する回答結果

を示した߽のߢある㧔ᰳ損値㧔無回答を含߻無効回答㧕を外したޟ᦭効回答の割合㧔％㧕ޠ

を掲載㧕。ߤޟち߆ࠄといえ߫⾥成ࠅߥ߆ޟޠ⾥成ޟޠ߹ったく⾥成ޠという⾥成意見を合算

すると㧘৻般成人࡮大学生ߪߢ 55.4%と 5 割強とߥっߡいる。৻方㧘ᦡ洞宗宗教指ዉ者߿

信者ߪߢ 8 割強とߥっࠅ߅ߡ㧘৻般成人࡮大学生߽ࠅࠃᦡ洞宗の信者߿宗教指ዉ者に⾥成

意見߇多く見ࠇࠄる結果とߥった。ࠅߥ߆ޟ⾥成ޟޠ߹ったく⾥成ޠの割合に߅い߽ߡ৻般

成人࡮大学生㧘ᦡ洞宗信者㧘ᦡ洞宗宗教指ዉ者の㗅に高い割合を示しࠅ߅ߡ㧘ࠅࠃ肯定的

。いるߡっߥ多い結果と߇意見ߥ  

࿑ 2 との意見に対する回ޠあるߢ方߈方こそ㧘人の真の生߈た生ࠇ信仰に裏打ちさޟߪ

答を߹と߼た߽のߢある。࿑ 1 に示した質問㗄目߽ࠅࠃ全体的に෻対意見߇多くߥっߡい

る。とࠅわけ৻般成人࡮大学生に߅いߡ෻対意見߇多くࠇࠄߺ㧘ޟ߹ったく෻対ࠅߥ߆ޟޠ

෻対ߤޟޠち߆ࠄといえ߫෻対ޠという෻対意見を合算すると 78.5%に਄る。そࠇに対し㧘

ᦡ洞宗宗教指ዉ者ߪߢ⾥成意見の合算߇ 78.0%㧘信者ߪߢ 69.3%とߥっࠅ߅ߡ㧘信仰をޟ真
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。ߚࠇࠄ߼認߇相㆑ߥ߈大ߦ㧘両者ߪߢὐࠆߌߠ意味ߣޠ方߈生ߩ  

࡮㧘一般成人ߪߡいߟߦ見解ࠆߔߣ㊀要ߡい߅ߦ人生ࠍߣߎߟ߽ࠍޠ信仰ޟߦうࠃߩߎ

大学生߽ࠅࠃᦡ洞宗宗教指ዉ者߿信者ߦ賛成ࠆߔ意識ߟ߽ࠍ人߇多い傾向ߦࠄߐ。ࠆ޽ߦ

ᦡ洞宗信者߽ࠅࠃ宗教指ዉ者ࠆߚ僧侶ߩ方߇強ߊ賛成ࠆߔ意識ߎ。ࠆࠇࠄߺ߇うߚߒ背᥊

智ߩ㧘仏教ߺ営ࠍ宗教儀礼ߩ日々ߚいߠ基ߦ教えߩ㧘ᦡ洞宗߇ࠆ޽ߪߢߣߎߩ㧘当然ߪߦ

慧ߦ基ߊߠ主体的ߥ生߈方㧘ޟࠅ߹ߟ仏教ߣޠいうޟ߽ࠅࠃ仏㆏ࠍޠ歩߻宗教指ዉ者ߒߣ

。いߥࠇߒ߽߆ߩࠆいߡߒ示唆ࠍߣߎࠆ޽߇側面ࠆߌߠ意味ࠍޠ信仰ޟ㧘ߡ  

 

3㧚
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2.0
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6.0

42.7

55.8
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曹洞宗信者
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曹洞宗宗教指ዉ者

䋨㪌0ฬ䋩

図㪈 䇸 信仰䉕も䈧こ䈫䈮䉋䈦䈩䋬人生䈱目標䈏与え䉌䉏䉎䇹へ䈱賛否

䉁䈦䈢く反対 䈎䈭䉍反対 䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳反対

䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳賛成 䈎䈭䉍賛成 䉁䈦䈢く賛成
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曹洞宗信者
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曹洞宗宗教指ዉ者
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図2 䇸信仰䈮裏打䈤さ䉏䈢生䈐方こそ䋬人䈱真䈱生䈐方䈪あ䉎䇹へ䈱賛否

䉁䈦䈢く反対 䈎䈭䉍反対 䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳反対

䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳賛成 䈎䈭䉍賛成 䉁䈦䈢く賛成

．先祖供養に対ࠆߔ意識と他界観࡮輪廻観  

以਄㧘ޟ信仰ޠをߋ߼る㗄目にߟい߈ߡߺߡた߇㧘ᰴに੹日の日本人に߅いߡ৻般的ߥ宗

教実践とߥっߡいるޟ先祖供養ޠというὐに目を向けߺߡたい。  

࿑ 3 ある。ᦡߢとの意見に対する⾥否を問うた結果ޠあるߢ美しい風習ߪ先祖供養ޟߪ

洞宗宗教指ዉ者߿信者㧘৻般成人࡮大学生のいࠇߕに߅い߽ߡ⾥成意見߇ 9 割以਄を占߼

る結果とߥっࠅ߅ߡ㧘ᦡ洞宗という仏教教団の宗教指ዉ者ߢあࠇ㧘そࠇを信奉する信者ߢ

あࠇ㧘特定の信仰を持たߥい৻般人ߢあࠇ㧘先祖供養をޟ美しい風習ޠとしߡ肯定的に評

価する姿勢ࠇࠄߺ߇る。とࠅわけᦡ洞宗信者にいたっߪߡ いる。こߡ成を示し⾥߇99.4%

の結果の背᥊にߪ㧘ᦡ洞宗檀信ᓤに߅いޟߡ先祖供養߇ޠ主要ߥ宗教行動とߥっߡいるこ
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う。2012ࠈߛࠆࠇࠄߍ޽߇ߣ ᐕߦ実施ߚࠇߐᦡ洞宗檀信ᓤ 6,530 人ࠍ対象ߚߒߣ調査ࠃߦ

ߚߞいߣࠆߌ付ߦ身ࠍࠅ቞߅礼拝㧘ߩ㧘神仏߳߫ࠇ 11 㗄目ߩ宗教行動ߩ中ߢ最߽多ߞ߆

ߣ宗教行動ߥ㧘主要ࠅ޽ߢ㧔77.4%㧕ޠࠆいߡߞ祈ߡߖ合わࠍ手ߦ߼ߚߩ先祖供養ޟߪߩߚ

ࠆいߡߞߥ
2
ߩᦡ洞宗ߡߴ比ߦ大学生࡮一般成人ߪ割合ߩޠ賛成ࠅߥ߆ޟޠ賛成ߊߚߞ߹ޟ。

宗教指ዉ者߿信者ߩ方߇高ߊ㧘先祖供養ޟࠍ美ߒい風習ࠅࠃߡߒߣޠ肯定的ߦ捉えࠆ姿勢

。ࠆえ߇߆う߇  

 

以਄㧘宗教観ߦ関ࠆߔ 3 ߿宗教指ዉ者ߩᦡ洞宗ߦᰴ。ߚ߈ߡߺࠍ回答結果ߩ設問ߩߟ

信者ߣ一般成人࡮大学生ߦ大ߥ߈差ߥࠇࠄߺ߇い㗄目ߚߺߡߍ޽ࠍい。࿑㧠ޟߪ死ᓟߩ世

界ߣࠆ޽ߪ思うޠ㧘࿑㧡ޟߪ人ߪ死߽ߢࠎ㧘繰ࠅ返ߒ生߹ࠇ変わߩ߳ޠߛߩ߽ࠆ回答結果ࠍ

。ࠆ޽ߢߩ߽ߚ߼ߣ߹  

 

信߿宗教指ዉ者ߩᦡ洞宗߽ࠅࠃ大学生࡮㧘一般成人ߪߡいߟߦޠ先祖供養ޟ߿ޠ信仰ޟ 

者ߦ賛成ࠆߔ意見߇多߇ߚࠇࠄߺߊ㧘死ᓟߩ世界ߩሽ在߿生߹ࠇ変わࠅ㧔輪ᑫ㧕ߟߦいߡ

。ࠆいߡߒ示ࠍ回答結果ߩ㧘߶߷共通ߕ߈ߢߪߣߎࠆ߼認ࠍ相㆑ߥ߈大ߦਃ者ࠄࠇߎ㧘ߪ

࿑ 4 ߢᦡ洞宗宗教指ዉ者ߪߡいߟߦ世界ߩ死ᓟߦうࠃߚߒ示ߦ 8 割弱㧘ᦡ洞宗信者㧘一般

成人࡮大学生ࠇߙࠇߘߢ 7 割弱ߩߘ߇ሽ在ࠍ認ߡ߼いࠆ。対ߡߒ㧘࿑ 5 㧘ߦうࠃߚߒ示ߦ

輪ᑫߟߦいߪߡい߽ࠇߕ 5 割強߇賛成ࠆߔ結果ߡߞߥߣいࠆ。  
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図3 䇸先祖供養䈲美䈚い風習䈪あ䉎䇹へ䈱賛否

䉁䈦䈢く反対 䈎䈭䉍反対 䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳反対

䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳賛成 䈎䈭䉍賛成 䉁䈦䈢く賛成
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図4 䇸死後䈱世界䈲あ䉎䈫思う䇹へ䈱賛否

䉁䈦䈢く反対 䈎䈭䉍反対 䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳反対

䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳賛成 䈎䈭䉍賛成 䉁䈦䈢く賛成
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図㪌 䇸人䈲死䉖䈪も䋬繰䉍返䈚生䉁䉏変わ䉎も䈱䈣䇹へ䈱賛否

䉁䈦䈢く反対 䈎䈭䉍反対 䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳反対

䈬䈤䉌䈎䈫いえ䈳賛成 䈎䈭䉍賛成 䉁䈦䈢く賛成

にࠅわ߅．  

以਄㧘宗教観に関わる 5 㧘ᦡ洞宗を構成する宗教指ዉ者ߡいߟの質問㗄目߳の意識にߟ

ߥ言え߫㧘ᦡ洞宗の宗教指ዉ者ߡた。概し߈ߡߺߟߟ大学生と比較し࡮信者を৻般成人߿

いし信者に߅いߪߡ৻般成人࡮大学生ޟ߽ࠅࠃ信仰߇ޠ人生に目標をਈえ㧘真の生߈方に

肯定的にߡい߅にࠅを人生との関わޠ信仰ޟ㧘ࠇࠄߺ多く߇意味ある߽のとする回答ߡい߅

捉える意識を߽ߟ傾向ࠇࠄߺ߇た。  

その৻方ߢ宗教的ߥ実践ߢある先祖供養にߟいߪߡ㧘ޟ信仰ޠをߋ߼る意識߶ߤの㆑いߪ

る߽のの㧘৻般成ࠇࠄߺ強く߇信者の方に⾥成のᐲ合い߿㧘ᦡ洞宗の宗教指ዉ者ߕࠇࠄߺ

人࡮大学生に߅い߽ߡ㧘先祖供養に対しߡ肯定的ߥ見解を߽っߡいること߇確⹺さࠇた。

ߥ異ߪけߠその教義的意味ߡい߅く㧘日本仏教の諸宗派にߥߢけߛᦡ洞宗ߪޠ先祖供養ޟ

るとߪいえ㧘日本人にとっߺߓߥߡ深い宗教実践とߥっߡいること߽こうした結果に影響

をਈえߡいると考えࠇࠄる。  

そしߡ㧘仏教思想の中に߽ࠇࠄߺる輪ᑫ観ઁ߿界観にߟいߪߡ㧘ᦡ洞宗の宗教指ዉ者࡮

信者と৻般成人࡮大学生との間にߪ大ߥ߈相㆑ߪあ߹߆ߥࠇࠄߺࠅった。輪ᑫ観߿死ᓟの

世界ߪ先祖߿死者の供養の前ឭとߥる思想と߽いえる。先祖供養をޟ美しい風習ޠとしߟ

にそࠄた。さ߈ߡえߺい状況߽ߥいߡし߽৻⥌しߕ必߇の背᥊ߤߥ界観ઁ߿㧘輪ᑫ観߽ߟ

うした宗教実践と信仰をߋ߼る意識߇異ߥる傾向を示したことߪ大変興味深い結果といえ

。うࠃ  

人々の精神的健康߿⧰㔍߳の対処にޟ宗教ߤ߇ޠのࠃうに関わっߡいるの߆ ,こうしたὐ

を掘ࠅਅߍるた߼にߪ ,宗教指ዉ者߿信者と৻般成人࡮大学生との相㆑߇⹺ࠇࠄ߼る信仰観

いく必要ߡ見ߡいߟという宗教行動との関連性にޠ先祖供養ޟるࠇとさޠ美しい風習ޟ߿

。ろうߛある߇  
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4-11㧚寺檀関係ߣ信仰  

相澤秀生㧔ᦡ洞宗総合研究センター㧕  

1㧚ߦ߼ߓߪ  

 本調査ߪߢ㧘ᦡ洞宗ߩ僧侶ߦ対ߡߒ㧘当⹥教団ߩ檀信ᓤߦ質問⚕ߩ配Ꮣࠍ依㗬ߒ㧘161

人ߩࠄ߆回答ߢߎߎ。ߚߞ޽߇いう檀信ᓤߪߣ㧘質問⚕ߩ配Ꮣࠍฃߚߌ人߮ࠍߣ指ߢߩߔ

ࠅߚߞ߆ߥいߡ߼㧘認ࠅߚߞ߆ߥいߡߒ自覚ࠍߣߎࠆ޽ߢ檀信ᓤ߇当人ߪߦߎߎ㧘ߡߞ޽

。いߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߆߅ߡߒࠅ断߅ࠍߣߎうࠈ޽ߢࠆいߡࠇ߹含߇人ࠆߔ  

ᦡ洞宗檀信ᓤ意識調査報告ᦠޡ   2012 ᐕ㧔ᐔ成 24㧕ޢ㧔ᦡ洞宗宗務庁㧘2014㧕߫ࠇࠃߦ㧘

ᦡ洞宗ࠆߌ߅ߦ檀信ᓤߩ理念的ߥ૏置ߪߌߠ㧘ᦡ洞宗ࠆ޽いߪ寺院߿૑職ߦ信仰ࠍ寄ࠆߖ

個人ࠍ指߇ߔ㧘信仰ߣいうߪࠅࠃ㧘ࠈߒ߻死者߿先祖ߩ供養ߣいう実践ࠍ紐Ꮺߡߒߣ寺院

ߩߣ檀信ᓤߣ૑職࡮寺院ߚߒうߎ。いうߣࠆࠇߐߥߺߣ実態߇ߩࠆいߡいߟ結߮ߣ૑職߿

関係ߪ㧘寺檀関係ߣ๭߫ࠇ㧘ฎߪߊᳯ戸時代ߦ確立ޟߚࠇߐ檀家制度ߦޠ淵源ߐߣࠆ޽߇

。ࠆࠇ  

ࠇߐ再生産ߦ半永⛯的߇関係ߩߣ家ߣ寺院ߡߒߣ媒੺ࠍ㧘供養ߦうࠃࠆいߡࠇࠄ知ߊࠃ 

㧘ߡߒߣ宗教実践ࠆわ߆߆߇いう集団ߣ㧘家ߪࠅࠃいうߣ信仰ߩ㧘個人ߪ檀家制度ߊいߡ

地縁࡮血縁的共ห体߇弛✭ࠆߌ⛯ࠍ੹日߅ߦい߅ߥ߽ߡ㧘機能ߡߒいࠆ。  

2㧚菩提寺߇ᦡ洞宗ߤ߆う߆  

 以ਅߪߢ㧘ࠍߣߎߩߎ念頭߈߅ߦ㧘ᦡ洞宗

檀 信 ᓤ ࠍ 例 ߦ 寺 檀 関 係 ߣ 信 仰 ߩ 関 連 性 ࠍ

探ߡߞいࠆߔߣߣߎߊ。本調査ߪߢ㧘菩提寺

߆ࠆいߡߞ知ࠍฬ前ߩ教団ࠆいߡߒ包括ࠍ

㧘檀信ᓤ߼ߚう߇߆うࠍ理解度ߩߘ㧘߆うߤ

。ߚߨ዆ࠍ߆うߤ߆ࠆ޽ߢᦡ洞宗߇菩提寺ߦ

࿑߇ߩߚߒ示ࠍ結果ߩߘ 1 。ࠆ޽ߢ  

ߪޠいߪޟ㧘ߣࠆࠃߦࠇߎ  80.7%㧘ޟいいえޠ

ߪ 11.8%㧘ޟわߥࠄ߆いߪޠ 菩。ߚߞߛ7.5%

提寺߇ᦡ洞宗ߣࠆ޽ߢ回答ࠆߔ檀信ᓤ߇ 8 割

ᦡ洞宗߇菩提寺ߢ一方ߩߘ㧘߇ࠆいߡ超えࠍ

߇檀信ᓤࠆߔࠅߚߒߣいߥࠄ߆わ߇ߣߎࠆ޽ߢᦡ洞宗߇㧘菩提寺ࠅߚߒߣいߥߪߢ 2 割弱

ሽ在ࠆߔ。  

 檀信ᓤ߽ߡߞ޽ߢ㧘ߘࠃ߅߅ 5 人ߦ 1 人߇ᦡ洞宗ߣいう教団ߦ対ࠆߔᚲ属߿自覚ߣいߞ

。ࠆߥߣいう計算ߣࠆいߡいᰳࠍ意識ߚ  

3㧚菩提寺ߦ対ࠆߔ認識別ߺߦた信仰ߩ有無  

関係ߩ家ߣ寺院ߚߒߣ紐Ꮺࠍ供養߇㧘寺檀関係ࠅ通ߩ㧘既述ߪ方ࠅ޽ߩ認識ߥうࠃߩߎ 

ߢߩ߽ࠆߔ結実ߣ信仰߳ࠆߔ対ߦ教団ߩ個々人߇ࠇߎ㧘ࠅ޽ߢޠ宗教ߩ家ޟࠆߔߣ中心ࠍ

認識ߩ߆うߤ߆ࠆ޽ߢᦡ洞宗߇㧘菩提寺ߢߎߘ。うࠈߛߩ߽ࠆߔ示唆ࠍいう実態ߣいߥߪ

㧔表ߚߞ行ࠍಽ析ߥ統計的߆ߩࠆࠇࠄߺ߇差異ߦ᦭無ߩ㧘信仰ߡߞࠃߦ㆑いߩ 11
㧕。ߩߘ

                                                  

䈲い

80.7%
䋨130䋩

いいえ

11.8%䋨19䋩

わ䈎䉌䈭い

7.5%䋨12䋩

図1 菩提寺䈏曹洞宗䈎䈬う䈎䈱単純集計

基数：161

※ 欠損値䋨無回答䉕含䉃無効回答䋩䉕除く有効回答䈮䈩集計。以ਅ䈱

分析䈮䈍い䈩も䋬こ䉏䈮準䈛䈩䈍䉍䋬本図䈫基数䋨合計値䋩䈏異䈭䉎場

合䈏あ䉎こ䈫䉕䈍断䉍䈚䈩䈍く。

1
表 1 ǿࠆߌ߅ߦ集計表ࠬࡠࠢߪ

2
検定ߡߞࠃߦ表側㧔行㧕࡯࠺タߣ表頭㧔列㧕࡯࠺タߦ᦭

意ߥ連関㧔関連㧕ࠅ޽߇㧘ࠍࠇߘ踏߹えߚᱷ差ಽ析ߩ結果ࠍ示ࠆ޽ߢߩ߽ߚߒ。表 1 ߩ

説᣿ߢ用いޟࠆ多いޟޠ少ߥいߣޠいう表現ߪ㧘統計的್ߥ断ߦ基ߢߩ߽ߊߠ㧘ޟ調整ᷣߺ
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結果㧘信仰を߽ߟのߪ菩ឭ寺߇ᦡ洞宗の場合

に多く㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗߆ߥߢったࠅ㧘宗派

いことߥする場合に少ࠅった߆ߥࠄ߆わ߇

とᱜࠇ㧘こߪいのߥった。信仰を߽た߆わ߇

෻対の結果とߥる。  

4㧚㧚菩提寺に対ࠆߔ認識別にߺた所属教団  

片 たߛし㧘信仰を߽ࠄ߆ߟといっߡ㧘そ߇ࠇ

たߛちにޟᦡ洞宗ޠに結びߟいߡいるわけߢ

いߟにࠇある。こߢ必要߇いことに注意ߥߪ

。うࠃ確⹺しߡ  

片 菩ឭ寺の宗派に対する⹺

識の㆑いߏとに㧘信仰を߽

教団をᚲߥうࠃのߤ߇人ߟ

属先としߡ回答したの߆を

示したの߇表 2 ある㧔基ߢ

数ᰳߪ損値を除く 151 人㧕。 

片 表 2 に᣿ࠃߥ߆ࠄうに㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあࠅ㧘ߟ߆信仰を߽ߟ人߽ߢ㧘自身߇ᚲ属す

る教団をᦡ洞宗と回答したのߪ㧘全体߫ࠇߺࠄ߆ 3 割程ᐲ㧔33.8%㧕にすߥ߉い。ห様に㧘

教団ฬ߇未記入㧔34 人㧕ߛったࠅ㧘ޟ禅宗ޟޠ浄土真宗ߤߥޠと記入㧔5 人㧕したࠅするޟ仏

教㧔そのઁ㧕ߪޠ 3 割弱㧔25.8%㧕とߥっߡいる。  

片 ઁ方㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあっ߽ߡ㧘信仰を߽たߥいとする人ߪ 2 割弱㧔19.9%㧕にの߷っ

た。߅ߥ㧘全体としߏߪߡく少数ߪߢある߽のの㧘ᦡ洞宗寺院߇菩ឭ寺ߥߪߢくと߽㧘ᦡ

洞宗をᚲ属教団にあߍた人߽いた㧔1.3%㧕。  

5㧚曹洞宗寺院߇菩提寺ߢ信仰を߽つ人の信仰継承と所属教団  

片 寺檀関ଥ߇供養に基߈ߠ㧘家のߢ߆ߥ世代ߏとに再生産さߡࠇいくのߢあるとす߫ࠇ㧘

当然㧘その⛮ᛚのあࠅ方にߟい߽ߡ確⹺し߅ߡく必要߇あろう。  

片 その試ߺとしߡ㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあࠅ㧘信仰を߽っߡいると回答した檀信ᓤ㧔ᰳ損値

を除く 89 人㧕に焦ὐを絞ࠅ
2
㧘信仰の⛮ᛚとᚲ属教団の関ଥにߟいߡ確⹺することとする

㧔表 3㧕。  

片 菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあࠅ㧘信

仰を߽っߡいると回答した

檀信ᓤߢ㧘親ࠄ߆信仰を⛮ᛚ

したとする人ߪ㧘97.8％にの

߷った。こうした人びと߇ᚲ

属する教団ߪ㧘ᦡ洞宗߇ 53.9％㧘ޟ仏教 (そのઁ ߇ޠ( 43.8％とߥっߡいる。৻方㧘親ࠄ߆

信仰を⛮ᛚしߡいߥいとした人ߪ㧘2.2％にとࠅ߹ߤ㧘この場合のᚲ属教団ߪ㧘ᦡ洞宗߇ 1.

                                                                                                                                                                     
ᱷ差ޠと๭߫ࠇる数値߇㧘+2.58㧔1％水準㧕㧘+1.96㧔5％水準㧕を਄回った場合ޟߪ多いޠ㧘

-2.58㧔1％水準㧕㧘 -1.96㧔5％水準㧕をਅ回った場合ޟߪ少ߥいޠと್定しߡいる。  
2 信仰を߽たߥいと回答した人にߟいߪߡ㧘親ࠄ߆信仰を⛮ᛚしたߤ߆う߆を዆ߡߨいߥ

いた߼㧘分析対象に含߼ることߥ߈ߢ߇い。  

仏教䋨ᦡ洞宗䋩 仏教䋨その他䋩 神道 キ䊥ス䊃教 その他

菩提寺䈏ᦡ洞宗 51䋨33.8䋩 39䋨25.8䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 1䋨0.7䋩 30䋨19.9䋩

菩提寺䈏ᦡ洞宗䈪䈲䈭い 2䋨1.3䋩 5䋨3.3䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 12䋨7.9䋩

菩提寺の宗派䈏わ䈎䉌䈭い 0䋨0.0䋩 2䋨1.30䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 1䋨0.7䋩 8䋨5.30䋩

菩提寺䈏ᦡ洞宗䈎䈬う䈎

信仰䉕䉅つ人の所属教団［人数䋨%䋩］
信仰䉕䉅た䈭い人

［人数䋨%䋩］

表㪉　菩提寺䈏ᦡ洞宗䈎䈬う䈎×信仰䉕䉅つ人の所属教団䋨信仰䉕䉅た䈭い人䉕含䉃䋩の集計表

仏教䋨ᦡ洞宗䋩 仏教䋨その他䋩 神道 キ䊥ス䊃教 その他

親䈎䉌の継承 48䋨53.9䋩 39䋨43.8䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩

親䈎䉌の継承䈪䈲䈭い 1䋨1.1䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 0䋨0.0䋩 1䋨1.1䋩

表㪊 ᦡ洞宗寺院䉕菩提寺と䈜る人の信仰䈏親䈎䉌の継承䈎䈬う䈎×自身の所属䈜る教団の集計表

親䈎䉌の信仰継承䈎䈬う䈎

自身の所属䈜る教団［人数䋨%䋩］

信仰あ䉍 信仰䈭䈚

菩提寺䈏ᦡ洞宗
91䋨75.2䋩 30䋨24.8䋩 121䋨100.0䋩

調整済み残差 4.4 -4.4

菩提寺䈏ᦡ洞宗䈪䈲䈭い 7䋨36.8䋩 12䋨63.2䋩 19䋨100.0䋩

調整済み残差 -3.0 3.0

菩提寺の宗派䈏わ䈎䉌䈭い 3䋨27.3䋩 8䋨72.7䋩 11䋨100.0䋩

調整済み残差 -2.9 2.9

合計 101䋨66.9䋩 50䋨33.1䋩 151(100.0)

表㪈　菩提寺䈏ᦡ洞宗䈎䈬う䈎×信仰の有無のク䊨ス表

菩提寺䈏ᦡ洞宗䈎䈬う䈎

信仰の有無［人数䋨%䋩］

合計

ǿ

2
(2, N =151)=19.32, p <.01.
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1％㧘ޟそのઁ߇ޠ 。あるߢ1.1％  

片 こࠄࠇの集計結果߫ࠇߺࠄ߆㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあࠅ㧘信仰を߽ߟと回答した檀信ᓤߪ㧘

߶߷例外ߥく親の信仰をฃけ⛮いߛとࠃߡߺいߛろう。  

6㧚߅わࠅに  

片 㧔39ޠ仏教㧔そのઁ㧕ޟ㧘߇いߥいߡ示しߪߢある。࿑表ߢ信仰の内実ߪ問題߇ߛ 人㧕に

く㧔34ߥ߇㧘大部分に教団ฬの記入ߪ 人㧕㧘ਇ᣿ߢある。こࠇを無回答とߺる߆㧘教団ฬ

。るࠇ߆わߪ断್ߢ߆いとฃけขるߥࠄ߆わ߇  

片 し߆しいࠇߕにせࠃ㧘ここߢいえるのߪ㧘ᦡ洞宗寺院を菩ឭ寺とし㧘親ࠄ߆信仰を引߈

⛮いߛとする檀信ᓤߢあったとし߽ߡ㧘ᦡ洞宗という教団にᚲ属しߡいるという⹺識をᰳ

いた人߇現にሽ࿷するということߢある。そޟߪࠇ仏教㧔そのઁ㧕ޠの߆ߥに㧘ޟ禅宗ޟޠ浄

土真宗ޠと回答さࠇた࡯ࠤス㧔5 人㧕߇含߹ߡࠇいるࠄ߆に߶ߥࠄߥ߆い。  

片 さ߈に述ߴたࠃうに㧘菩ឭ寺߇ᦡ洞宗ߢあっ߽ߡ㧘信仰を߽たߥいとする人߇ 2 割弱ሽ

࿷すること߽踏߹えߡいえ߫㧘檀信ᓤߪᦡ洞宗߳のޟ信仰ޠという網の目の߆ߥに生߈る

というߪࠅࠃ㧘߻しろ供養を紐Ꮺとした家の宗教と寺檀関ଥのߢ߆ߥ㧘自身の信仰を寛容

さࠇたゆるߥ߆߿関ଥ性の߆ߥに生ߡ߈いるとߥߺすߛ߈ߴろう。ᦡ洞宗寺院を菩ឭ寺と

し߽ࠄ߇ߥ㧘ᦡ洞宗とߪ異ߥる教団にᚲ属しߡいる人のሽ࿷߽あるߛࠄ߆。こうした信仰

のあࠅ方にߟいߪߡ㧘本報告ᦠޟ信仰の᦭無と信仰⛮ᛚߢޠ述ߴた信仰߳の視ᐳの問題と

あわせ㧘さࠄに考えߡいߥ߆けߥ߫ࠇる߹い。  
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主観的幸福感の違いࠆࠃの有無にޠ救いの体験ޟ．4-12  

㧙キ࠻ࠬ࡝教に関わࠆ人びとを対象にߒて㧙  
松島公望㧔東京大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

片 ੹回の質問紙調査ߪߢ㧘ࠠ࡝ス࠻教に関わる人びとに対しޟߪߡ救いの体験ޠの᦭無に

設定ߢの意味を᣿確に示す形ޠ救いの体験ޟうにࠃ㧘以ਅのߪ聴ขした。質問㗄目ߡいߟ

した。片

片

●あߥたにޟߪ救いの体験߇ޠあࠅ߹す߆。片 㧔片 ある片࡮片ߥい࡮片わߥࠄ߆い片㧕片

を࠻ス࡝ࠠ࡮㧘ࠗࠛス߼の罪を悔い改ࠄ㧘自ߡい߅教に࠻ス࡝㧘ࠠߪとޠ救いの体験ޟ※

救い主としߡ信ߓ㧘自分の罪߇赦さࠇることを指しߡい߹す。片

片

㧘౎木谷ߪߡいߟにޠ救いޟ 㧘貧しいߪ߈というとޠ救いޟ߇ࡦࡖスチ࡝ࠢޡ߇(2012)

人߅߇金持ちにߥったࠅ㧘病気߇治ったࠅ㧘ᖠ߇ߺ解᳿することをさすわけߥߪߢい。永

遠の滅びࠄ߆永遠のいのちに移さࠇること㧘すߥわち死ᓟߪ地獄に堕ちߕ㧘天国ߢ永遠に

生ࠇࠄ߈る㧘という確信を߽ߟことをいう。人にࠃっߪߡ㧘ࠗࠛスをฃけ入ߡࠇ㧘罪を悔

い改߼㧘新たߥ人生を歩ߺ始߼たこと߽ޟ救わࠇたޠと表現するޢと示しߡいる。教団࡮

教派の㆑いを含߼神学的にߪ様々ߥ解釈ߥ߇さߡࠇいる߇㧘ࠠ࡝ス࠻教に関わっߡいる人

びとの多くߪ㧘౎木谷 ฃけߡとしޠた㧕ࠇ救いの体験をした㧔救わޟ示した内容を߇(2012)

ขっߡいると考えࠃߡいߢあろう。  

㧘ߡあっߢ教の信仰のᩭ心࠻ス࡝した救いということこそࠠࠄの߽た࠻ス࡝ࠠ࡮スࠛࠗޡ

このことにߟいߪߡ教派のあいߛに㆑いߪあࠅ߹せࠎ (⊖瀬࡮ᓼ善 ߛあるのߪߢޢ(1998 ,

㧘プロࠢ࠶࡝࠻ࠞߪߡいߟにޠの教団の教え㧕ࠇߙࠇ救いの体験に対する捉え方㧔そޟ㧘߇

テスタ࠻ࡦにߪ㆑いࠇࠄߺ߇る場合߽ある。すߥわち㧘ࠞޟߪࠢ࠶࡝࠻教会という組織㧔教

会߇その体験を担保する㧕ޠに力ὐ߇置ߡࠇ߆いる߇㧘੹回調査を実施したࡀ࡝࡯ࡎス系教

会に類するプロテスタ࠻ࡦの教団࡮教派ޟߪ個人の信仰㧔個人の自覚的ߥ体験߿信仰告白

を強調する㧕ޠに力ὐ߇置ߡࠇ߆いるといった場合߇こࠇに相当する
1
。  

の有無ޠ救いの体験ޟ．2  

そのࠃうߥ㆑いߪある߇㧘先述した通ࠅ㧘ޟ救いޠと࡝ࠠߪス࠻教信仰のᩭ心ߢあること

にߪ間㆑いߥ߇い。前置߇߈長くߥっߡし߹った߇㧘߹ࠢ࠶࡝࠻ࠞߕ宗教指ዉ者㧔ม祭修

㆏者࡮修㆏女㧕㧘信者㧘プロテスタ࠻ࡦ宗教指ዉ者㧔牧師㧕㧘信者のޟ救いの体験ޠの᦭無

にߟいߡの結果を表 1 に示すことにする。  

 

                                                  
1 たߛし㧘プロテスタ࠻ࡦにߪ様々ߥ教団࡮教派߇あࠅ㧘プロテスタ࠻ࡦのޟ߽ߢ߆ߥ救

いの体験に対する捉え方ޠの㆑い߇ሽ࿷し㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻とห様の㧘߽しくߪ近い捉え方を

する教団࡮教派߽ሽ࿷しߡいる。  

体験あࠅ 体験ߒߥ わߥࠄ߆い 合計

カ࡝࠻ック信者 38(57.6) 8(12.1) 20(30.3) 66(100.0)

カ࡝࠻ック宗教指ዉ者 58(95.1) 0(0.0) 3(4.9) 61(100.0)

プロࠬ࠹タン࠻信者 658(88.8) 26(3.5) 57(7.7) 741(100.0)

プロࠬ࠹タン࠻宗教指ዉ者 107(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 107(100.0)

表1　救いの体験の有無
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片 㧔107ߡ宗教指ዉ者の全࠻ࡦの᦭無を聴ขした結果㧘プロテスタޠ救いの体験ޟ ฬ㧕߇

߽ߡいߟ宗教指ዉ者にࠢ࠶࡝࠻ࠞ。いたߡと回答しޠある߇救いの体験ޟ 95.1％㧔58 ฬ㧕

㧘࠻ࡦ㧘プロテスタ߇あるߢいた。当然といえ߫当然ߡと回答しޠある߇救いの体験ޟ߇

いߡを体験しޠ救いޟあるߢ教信仰のᩭ心࠻ス࡝ࠠߪ共に指ዉする側の人びとࠢ࠶࡝࠻ࠞ

たわけߢある。  

片 信者にߟいߤߪߡうߢあろう߆。宗教指ዉ者とߪ異ࠅߥ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻㧘プロテスタ࠻ࡦ

共に結果に߫߇߈ߟࠄあった。信者にߟいߪߡ㧘੹回 ,便宜的にޟ信者ޠという言い方をし

߽ࡦࡖスチ࡝ࠢߪある。その中にߢޠいる人びとߡ教会に通っޟߪ㧘実際にߢけߛいるߡ

いるߛろう߇㧘ࠠ ޠいߥߪ体験ޟߪ人ߥうࠃろう。そのߛいる人߽いるߡ教を求㆏し࠻ス࡝

と回答するということߪ十分考えࠇࠄる。߹た㧘質問紙の回答に際しޟߡ救いの体験ޠに

対する理解߽求ࠇࠄ߼ることࠄ߆㧘その体験߇あったのߤ߆う߆を್断ߥ߈ߢいޟߢわ߆

。るࠇࠄと回答したน能性߽考えޠいߥࠄ  

3．信者にޟࠆߌ߅救いの体験ޠの有無にࠆࠃ主観的幸福感の違いについて  

信者にߟいߪߡ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻㧘プロテスタ࠻ࡦ共にޟ救いの体験ޠの᦭無に߫߇߈ߟࠄ

㧘ࠞࠄ߆たことࠇࠄߺ ޠ主観的ᐘ福感ޟߡの信者を対象にし࠻ࡦびプロテスタࠃ߅ࠢ࠶࡝࠻

の㆑いにߟいߡ検討しߺߡたい。片

片 主観的ᐘ福感にߟいߪߡ㧘伊藤࡮相良࡮池↰࡮川浦 (2003)の主観的ᐘ福感尺ᐲ㧔Subjective 

Well-Being Scale：SWBS㧕を使用した。SWBS 質ޣ：の気持ち߈人生に対する前向ޟ㧘ߪ

問㗄目例ޤあߥたߪ人生߇面白いと思い߹すޟޠ߆自信：ޣ質問㗄目例ޤ੹の調子߿ߢっߡ

いけ߫㧘こࠄ߆ࠇ起߈ることに߽対応߈ߢる自信߇あࠅ߹すޟޠ߆㆐成感：ޣ質問㗄目例ޤ

自分߿߇ろうとしたことࠅ߿ߪとߡߍい߹すޟޠ߆⥋福感：ޣ質問㗄目例ޤ非常に強いᐘ福

感を感ߓる⍍間߇あࠅ߹すޟޠ߆人生に対する失望感
2
意味ߪ自分の人生にޤ質問㗄目例ޣ：

の健康感̍のߡ㧩̌結果としޠ߆い߹すߡߓいと感ߥ߇ 5 領域に含߹ࠇる各 3 㗄目㧔合計

15 㗄目㧕ߢ主観的ᐘ福感を測定しߡいる。選択肢ߪ 4 段階評定㧔1～4 ὐ㧕ߢある。分析

㧘15ߪߢ 㗄目の合計得ὐをޟ主観的ᐘ福感尺ᐲ得ὐޠとし㧘得ὐ߇高い߶ߤᐘ福感߇高い

ことを意味しߡいる。  

片 体験あ࠻ࡦい群㧘ԛプロテスタߥࠄ߆し群㧘Ԛわߥ群㧘ԙ体験ࠅ体験あࠢ࠶࡝࠻ࠞ①ޟ

を⁛立変数㧘SWBSޠい群ߥࠄ߆し群㧘ԝわߥ群㧘Ԝ体験ࠅ をᓥ属変数とした 1 要因分散

分析を行い㧘6 ける߅の群にߟ SWBS の㆑いにߟいߡ検討した㧔表 2 参照㧕。その結果㧘6

群間に 1％水準ߢ᦭意ߥ差異ࠇࠄߺ߇た㧔F(5,769)=11.90, p<.01㧕3
。さࠄにߤޔの群に差

異ࠇࠄߺ߇る߆を検討するた߼に Tukey 法にࠃる多㊀比較を行ったところ㧘ࠞ 体ࠢ࠶࡝࠻

験あࠅ群㧘プロテスタ࠻ࡦ体験あࠅ群㧪プロテスタ࠻ࡦ体験ߥし群㧘プロテスタ࠻ࡦ体験

わߥࠄ߆い群㧔p<.01㧕との結果߇示さࠇた。すߥわち㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻㧘プロテスタ࠻ࡦ共

に救いの体験߇ある者ߪ㧘プロテスタߢ࠻ࡦ救いの体験ߥ߇い者࡮わߥࠄ߆いと考えߡい

る者߽ࠅࠃ主観的ᐘ福感߇高いとの結果にߥった。救いを体験した者ߪ㧘プロテスタ࠻ࡦ

                                                  
2
る。分ߥ高いことに߇ᐘ福感ߤ߶ૐい߇㧘得ὐࠅあߢ逆転㗄目ߪޠ人生に対する失望感ޟ

析の際にߪ得ὐをઁの質問㗄目と揃えߡ (1 ὐを 4 ὐに変換する。ઁの選択肢߽ห様 )行っ

。いるߡ  
㧘6ߪとޠたࠇࠄߺ߇差異ߥ᦭意ߢ水準％1ޟ 3 ける主観的ᐘ福感尺ᐲの得ὐの߅の群にߟ

差異ߪ偶然に生ߓた߽のߥߪߢい㧔偶然に生ߓる確率ߪ 1％未満ߢある㧕との意味ߢある。

そのᓟの Tukey 法にࠃる多㊀比較に߅ける各群の差異の結果߽ห様ߢある。  
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体験ߒߥ群㧘わߥࠄ߆い群߽ࠅࠃ“結果ߩߡߒߣ健康感”߇ߣߎࠆ޽߇示ߚࠇߐわࠆ޽ߢߌ。  

 ੹回ߩ結果ࠄ߆㧘救いߩ体験ࠅ޽群ࠬ࠹ࡠࡊ߇タ࠻ࡦ体験ߒߥ群㧘わߥࠄ߆い群߽ࠅࠃ

主観的幸福感߇高い߇ߣߎ示ߚࠇߐわ߇ߛߌ㧘筆者ߢߎߎߪ᦭意ߦ得ὐ߇ૐい結果ߞߥߣ

。いߚߒ考察ߡߒ着目ߦޠい群ߥࠄ߆群㧘わߒߥ体験࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊޟߚ  

ޠ教え㧕ߩ教団ߩࠇߙࠇߘ捉え方㧔ࠆߔ対ߦ体験ߩ救いޟߪߢ࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊߣࠢ࠶࡝࠻ࠞ

߆置߇力ὐߦޠいう組織ߣ教会ޟߪߢࠢ࠶࡝࠻ࠞ。ߚߴ述ߦ先ࠍߣߎࠆ޽߇㆑いߡいߟߦ

ߣߎいうߣࠆࠇ߆置߇力ὐߦޠ信仰ߩ個人ޟߪ系教会㧕ࠬࡀ࡝࡯ࡎ㧔࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ㧘ࠇ

。ࠆ޽ߢ  

 ੹回ߩ結果ߪߢ㧘ߩߎ㆑い߇表ߥߪߢߩߚࠇいߣ߆筆者ߪ推察ߩࠄࠇߎ。ࠆ޽ߢߩࠆߔ

関ߢߣߎࠆߔ౎木谷 。ࠆいߡߴ述ߦうࠃߩᰴߪ(2012)  

 

޽ߦ法ౖ㧘背ᓟߥ組織㧘緻密ߥ世界的。ࠆ޽߇連Ꮺ感ߣ㧘቟定ߪߦࠢ࠶࡝࠻ࠞ࡮ࡑ࡯ࡠޡ

ߦ人ߋߎࠍ࠻࡯ࡏߩ߉ߎ手ߦ懸๮ߡߞ߆向ߦ㧘天国ࠍ信者࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ。威信ߣ力ᮭࠆ

ゆޟ߽ߣߎࠆ߆߆ߦ気。ࠆ߈ߢ形容߽ߣ乗ቴߩቴ船ߥ巨大ߪ信者ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞ߫ࠇえߣߚ

秘跡ߩߒࠆ
4
ࠆいߡߞᓥߦ教えߩい。…㧔中略㧕…教会߈大ߪ精神቟定効果ࠆ߈ߢ⊕告ߢޠ

限ࠅ㧘真ޟߩ絶望ߥߪޠいޢ  

 

タࠬ࠹ࡠࡊߊ置ࠍ力ὐߦޠ信仰ߩ個人ޟߣࠢ࠶࡝࠻ࠞߊ置ࠍ力ὐߦޠいう組織ߣ教会ޟ

。思うߦうࠃࠆいߡえߣߚߊ߹うࠍ㆑いߩ系教会㧕ࠬࡀ࡝࡯ࡎ㧔࠻ࡦ  

先述߇ߚߒ㧘੹回ߩ調査ࠍ実施ࠬࡀ࡝࡯ࡎߚߒ系教会ߪ他ߩ教団࡮教派ߦ比ߡߴ個人ߩ

情緒的ߟ߆自覚的ߥ体験ࠍ㊀視ࠆߔ土壌ࠅ޽߇㧘個人ߪ自ߩࠄ信仰ࠍ自覚的ߦ意識ࠆߔ傾

向߇強い。ࠬࡀ࡝࡯ࡎ系教会߽牧師߿周࿐ߩ信ᓤߩサ߇࠻࡯ࡐ当然߇ߛߩࠆ޽㧘最終的ߦ

求ߪߩࠆࠇࠄ߼㧘ޟ個人ߩ信仰ߦ対ࠆߔ主観的್ߥ断ߥߔ。ࠆ޽ߢޠわߜ㧘自ߩࠄ信仰ࠍ保

証ߪߩࠆߔ自ߩࠄ主観的್ߥ断ࠆ޽ߢߩߥ
5
。  

                                                  
ࠞ。儀礼ߩ特೎ࠆࠇ行わࠅ執ߢ㧔教会࠻ࡦࡔ࡜サࠢߩࠢ࠶࡝࠻ࠞߪߣޠ秘跡ߩߒࠆゆޟ 4

ࠢ。ࠆ޽ߢߟ一ߩ㧕ࠆいߡࠇߐ⸶ߣޠ聖礼ౖޟߪߢ࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ㧘ޠ秘跡ޟߪߢࠢ࠶࡝࠻

߇ࠅߣ一人߭。ࠆ޽ߢ儀式ߩ߼悔い改ߊߛߚいߡߒࠆゆࠍ罪ߚߒ洗礼以来犯߇ࡦࡖチࠬ࡝

ม祭ߩ前ߦ罪ࠍ告⊕ߒ㧘ม祭ߪ主ࠠࠄ߆࠻ࠬ࡝教会ߦ委ߚࠇࠄߨ罪ߩゆߩߒࠆ務ᮭߣ߼能

ࠆ޽ߢߩߔࠆゆࠍ罪ߩ人ߩߘ㧘ߡいߠ基ߦ (⊖瀬࡮ᓼ善 , 1998)。  
ゆࠇߘ。ࠆいߡࠇࠄ捉えߣࠆߔ保証ࠍ救いߩ個人߇ޠいう組織ߣ教会ޟ㧘ߪߢࠢ࠶࡝࠻ࠞ 5

えߩࠢ࠶࡝࠻ࠞߦ信者ߪ㧘ޟ自ߩࠄ救いࠍ教会߇保証ߩߣޠࠆߔ教義ߦ対ߡߒ個々人߇ห意

。ࠆ޽ߪいう面ߣ㧘ࠆࠇ問わ߇ߣߎࠆߔ  

䉦䊃䊥ック体験あ

䉍

䉦䊃䊥ック体験䈭

䈚

䉦䊃䊥ック体験わ

䈎䉌䈭い

䊒ロテ䉴タン䊃体

験あ䉍

䊒ロテ䉴タン䊃体

験䈭䈚

䊒ロテ䉴タン䊃体

験わ䈎䉌䈭い

47.18(5.88) 44.63(2.50) 44.70(5.97) 46.45(6.03) 40.68(8.83) 41.09(7.32)

38 8 20 627 25 57

F  値

(自↱度)

11.90**

(5,769)

**
p<.01

多㊀比較[Tukey法]

表2　主観的幸福感尺度䋨SWBS䋩得点䈱ᐔ均値(標準偏差)䋬人数䋬分散分析結果

SWBS

䉦䊃䊥ック体験あ䉍䋬䊒ロテ䉴タン䊃体験あ䉍 ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃体験䈭䈚䋬䊒ロテ䉴タン䊃体験わ䈎䉌䈭い

**
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片 そのࠃうߥ状況ߢ㧘教会に通うことにࠅࠃ㧘自ࠄの罪߿けࠇ߇の問題߇問わࠇ㧘し߆し

自分にޟߪ救わࠇたޠとの確信を߽ߟことߥ߈ߢ߇いといった状況ߪ内面的に߽非常に厳

しい状況にあるࠃうに思わࠇる。߆くいう筆者߽ห様の経験をしߡいるのߢ非常にこの状

況を理解すること߈ߢ߇る。ޟ果たしߡ自分ߪ救わߡࠇいるのޠ…߆と悶々としたことߪ᳿

しߡ少ߥくߥい。その状況ߪ᳿しߡ精神的に良い状態߆ߥߪߢったことを覚えߡいる。੹

回の結果の全ߡの要因ߥߪߢい߇㧘このࠃうߥ側面߽੹回の結果に表ࠇたのߥߪߢい߆と

自分の経験߽ࠄ߆感ߓるのߢある。  

片 ߥࠇࠄߺ߇差異ߥ᦭意ߡの群に対しߡの全ઁ߇い群ߥࠄ߆し群㧘わߥの体験ࠢ࠶࡝࠻ࠞ

 。߆ろうߛいߥߪߢあるの߇た面ࠇ現߇に依拠するとの土壌ޠ教会という組織ޟ㧘ߪったの߆

にࠅわ߅．4  

片 最ᓟに㧘本稿ࠢ࠶࡝࠻ࠞޟߪ㧘プロテスタ࠻ࡦの良しᖡしޟ߿ޠ救いの体験の᦭無の良

しᖡしޠを論ߓたࠅ㧘示したࠅする߽のߥߪߢいことをઃけടえたい。  

片 ੹回の調査結果߇ࠢ࠶࡝࠻ࠞߪ⑳ޟࠄ߆良いߪ⑳ޟޠプロテスタ߇࠻ࡦ良いߢޠあると߆

調ߥうࠃく㧘このߥߪߢといったことに考えを෸߷すのޠいߥいといけߥࠇ救わߪ自分ޟ

査結果ࠄ߆㧘宗教の意味㧘ࠠ࡝ス࠻教の意味を考える機会と߫ࠇߥ良いとの思いߢある。  

片 ⑳自身㧘20 ᐕ前に牧師を目指し㧘そこߢの挫折を経ߡ現࿷の研究に⥋っߡいる。੹回㧘

初ࠢ࠶࡝࠻ࠞߡ߼とプロテスタ࠻ࡦの㆑いにߟいߡこߛࠇけの規模ߢ調査研究をすること

ߢ報告ᦠの形ࠄ߆調査研究の結果߽ߡいߟた⧰しさに߈ߡ通っ߇に㧘自分ࠄた。さ߈ߢ߇

論ߓること߈ߢ߇た。こߢ߹ࠇの期間㧘研究を߿っߡ߈ߡ㧘ߟくߠくޟ宗教の良しᖡしޠ

の宗教の意味するところ㧘体験ࠇߙࠇいことを思う。そߥߢޠ体験の᦭無の良しᖡしޟ߿

の意味するところ߇㧘個人個人にそߤࠇߙࠇのࠃうに関わっߡくるの߆㧘影響しߡいくの

の原ὐに立ち返る良いࠄ自ߡうに思う。本稿を通しࠃある߇考えることに意義ߡいߟに߆

機会にߥったことを最ᓟに記し㧘本稿を閉ߓたい。  

引用文献片

伊藤裕子࡮相良㗅子࡮池↰᡽子࡮川浦康⥋ . (2003). 主観的ᐘ福感尺ᐲの作成と信㗬性࡮妥

当性の検討片 心理学研究 , 74,276-281.片

⊖瀬文ᤩ࡮ᓼ善義和 . (1998). ౕ体的ߥ㆑いとその意味 .片 ᓼ善義和࡮⊖瀬文ᤩ (編 ࡝࠻ࠞ ,(

߆㆑うの߇こߤ㧘ߢߓห߇こߤ㧙࠻ࡦとプロテスタࠢ࠶ (pp.139-189). 教文館 . 

౎木谷涼子 教大੐ౖ࠻ス࡝るࠠ߆わ߽ߢࠎߥ .(2012) . . 朝日新聞出  . 
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4-13．．キ࠻ࠬ࡝教に関わࠆ人びとにとߞての宗教㧛ࠬ࡝ࡇチュࠖ࠹࡝ࠕ片

㧙有用性㧔役に立つ㧛役に立たߥい㧕にࠆߌ߅差異㧙片

西脇片 良㧔南山大学㧕片

1．全体とߒての特ᓽ  

ここߪߢ㧘宗教㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ現象㧔設問ޡޟߪߢ聖ߥる߽のޢと何߆ࠄの関わࠅ

を含߻ことޠࠄ߇とߥっߡいる㧕のޟ᦭用性ޠにߟいߡ㧘2 ࡝࠻教教派㧔ࠞ࠻ス࡝のࠠߟ

ったߥ㧘੹回の調査対象と߅ߥ。いくߡ㧕間の⹺識の差異に注目し࠻ࡦとプロテスタࠢ࠶

教派߿回答者の特ᓽにߟいߪߡ㧘1-4ޟ㧚5 ：ける質問紙調査߅の宗教教団と৻般日本人にߟ

調査全体の概要ޠの㗄を参照さࠇたい。ここߪߢ㧘比較対象とߥる群間ߢそࠇߙࠇ᦭意ߥ

ᐕ齢差ࠇࠄߺ߇る㧔いࠢ࠶࡝࠻߽ࠞࠇߕの方߇プロテスタ߽ࠅࠃ࠻ࡦᐕ齢߇高い㧕ことを

指摘するにと߼ߤる
1
。  

表 1 に㧘14 㗄目の宗教㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖ現象に対する 2 教派の᦭用性の⹺識にߟい

㧘信者㧔教会に関わる人びと㧕ห士㧘߹た宗教指ዉ者ห士を比較した結果を示したߡ
2
。各

㗄目の数値ߪ㧘ޟ߶とߤࠎ役に立たߥいޠ㧔 -2 ὐ㧕ࠄ߆㧘ߤޟち߆ࠄといえ߫役に立たߥいޠ

                                                  

カ䊃䊥ック t検ቯ結果 カ䊃䊥ック t検ቯ結果

宗教 1.58 1.51 t (791)=0.69, n.s 1.64 1.83 t (160)=1.79, n.s

祈䉍 1.84 ＞ 1.62 t (76)=2.66** 1.88 1.87 t (167)=0.07, n.s

仏教 -0.78 ＜ 0.37 t (600)=6.74*** -0.44 ＜ 0.64 t (141)=4.93***

坐禅 -0.67 ＜ 0.43 t (67)=6.73*** -0.15 ＜ 0.86 t (122)=4.63***

霊能者への人生相談 -1.43 ＜ -0.98 t (61)=2.72** -1.51 ＜ -0.59 t (74)=4.91***

神道 -1.13 ＜ -0.08 t (61)=5.63*** -1.08 ＜ 0.04 t (136)=5.29***

お祭䉍 -1.17 ＜ -0.14 t (681)=7.10*** -1.27 ＜ -0.21 t (86)=5.27***

キ䊥ス䊃教 1.84 ＞ 1.51 t (73)=3.57*** 1.88 1.94 t (158)=1.33, n.s

ス䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞 -0.23 ＜ 0.33 t (59)=2.80** -0.14 ＜ 1.28 t (145)=7.25***

滝に打た䉏る修行 -1.11 ＜ -0.34 t (56)=4.02*** -0.97 ＜ 0.28 t (137)=5.74***

お遍路や巡礼 -1.03 ＜ 0.38 t (613)=8.57*** -0.78 ＜ 0.73 t (113)=7.69***

パワ䊷スポッ䊃巡䉍 -1.36 ＜ -0.61 t (67)=4.16*** -1.53 ＜ -0.41 t (63)=5.68***

おみく䈛 -1.53 ＜ -0.74 t (67)=4.89*** -1.75 ＜ -1.21 t (67)=3.38**

新興宗教 -1.71 -1.51 t (64)=1.77, n.s. -1.57 -1.20 t (68)=1.98, n.s.

n.s. 有意差䈭䈚   
㪁㪁

 p＜.㪇㪈   
㪁㪁㪁

 p＜.㪇㪇㪈

者ዉ指教宗䋩とび人るわ関に会教䋨者信

䊒䊨テスタン䊃

表１䋮キ䊥ス䊃教における宗教䋯ス䊏䊥チュ䉝䊥テ䉞の有用性䋨䇸役に立つ䋯役に立た䈭い䇹䋩

䊒䊨テスタン䊃

t

信者㧩56.8㧔SD=16.9㧕ᱦ。ᐔ均࠻ࡦ信者㧩61.0㧔SD=15.1)ᱦ㧘プロテスタࠢ࠶࡝࠻ࠞ 1

値の差の検定㧔 検定㧕結果： t (808)=2.00, p㧨 宗教指ዉ者㧩ࠢ࠶࡝࠻ࠞ .05. 67.0 ᱦ

㧔SD=15.9)ᱦ㧘プロテスタ࠻ࡦ宗教指ዉ者㧩58.2(SD=11.9)ᱦ。ᐔ均値の差の検定㧔 検定㧕

結果：t (109)=3.82, p㧨 .001. ߹た㧘ޟ᦭意ߥᐕ齢差ࠇࠄߺ߇るޠとߪ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻とプロ

テスタ࠻ࡦに߅けるᐕ齢の㆑いߪ偶然に生ߓた߽のߥߪߢい㧔偶然に生ߓる確率ߪ 5％未

満 (p㧨 .05)㧘0.1％未満 (p㧨 。あるߢある㧕という意味ߢ(001.  
2 表 1 のޟ 検定結果ޠの p<.01㧘p<.001 の信者㧔教会ࠢ࠶࡝࠻とࠞ࠻ࡦ㧘プロテスタߪ

に関わる人びと㧕ࠃ߅びプロテスタ࠻ࡦとࠞࠢ࠶࡝࠻の宗教指ዉ者に߅ける宗教ࠗࠫ࡯ࡔ

尺ᐲޟ役に立ߟ㧙役に立たߥいޠの得ὐの㆑いߪ偶然に生ߓた߽のߥߪߢい㧔偶然に生ߓ

る確率ߪ 1％未満㧘0.1％未満ߢある㧕という意味ߢある。  

t

t
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㧔0 ὐ㧕ࠍ経߽ߡߣޟߡ役ߦ立ޠߟ㧔2 ὐ㧕ࠆ⥋ߦ 5 選択肢ߩᐔ均値ࠆ޽ߢ。留意ߚߒいߩ

㧘0ߪ ὐߣ߆ࠄߜߤޟ߇いえ߫役ߦ立ߥߚい߼ߚࠆ޽ߢޠ㧘両極ࠆߌ߅ߦ意味的ߥ中૏ὐ

ࠈߒ߻。ࠆ޽ߢいうὐߣい㧘ߥ得ࠅߥߪߦ 0 ὐߣ 1 ὐߩ間ߦ意味的ߥ中૏ὐࠆߺߣࠆ޽߇

。うࠈߛ߈ߴ  

表ߣࠆߺࠍ㧘第 1 ߤߥޠ人生相談ߩ霊能者߳ޟޠ坐禅ޟޠ仏教ޟ㧘ߦ 10 㗄目߅ߦいߡ㧘信

者㧔教会ߦ関わࠆ人߮ߣ㧕߮ࠃ߅宗教指ዉ者ߩいߩࠇߕ群߅ߦい߽ߡ㧘ࠞߩࠢ࠶࡝࠻方߇

㧘߽ߡい߅ߦࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߒߛߚ。ࠆ߆ಽ߇ߣߎ高い߇得ὐߦ᦭意߽ࠅࠃ࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ

᦭用性ࠍ認ߡ߼いߣࠆ言いうߪߩࠆ㧘ᓟߦ述ࠃࠆߴうߦ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻宗教指ዉ者群ߌ߅ߦ

第。ࠆ޽ߢߺߩ数㗄目ࠆ 2 㧘ߡい߅ߦ㧘信者群ߦ෻対ߪߡい߅ߦޠ教࠻ࠬ࡝ࠠޟޠࠅ祈ޟ㧘ߦ

ߟߦ੐柄ࠆ関わߦ信仰ߩ高い。自身߇得ὐߦ᦭意߽ࠅࠃࠢ࠶࡝࠻ࠞ߇方ߩ࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ

いߡ㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ信者ߩ方߇᦭用性ࠅࠃࠍ高ߊ評価ߡߒいߣࠆいえࠃう。 

2㧚カト࡝ック宗教指導者群ߩ特徴  

宗教指ዉ者࡮㧘信者群ߦ߼ߚࠆߺߦ⹦細ࠍ差異ߩ࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊߣࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߦ߉ߟ 

群ߦ߽ߣ㧘一方ࠬ࠽ࠗࡑ߇得ὐ߈ߣࠆ޽ߢ他方ࠬ࡜ࡊ߇得ὐࠆߥߣ㗄目ߦ注目ࠃߺߡߒう。

࿑ 1 ߩޠ巡礼߿ㆉ路߅ޟޠࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇࠬޟޠ坐禅ޟޠ仏教ޟ㧘ߦうࠃࠆ޽ߦ 4 㗄目߅ߦ

いߡ㧘得ὐߩ逆転ߚࠇࠄߺ߇。いߩࠇߕ㗄目߅ߦい߽ߡ㧘ࠞࠬ࡜ࡊ߇ࠢ࠶࡝࠻得ὐ㧘ࡠࡊ

ߦ得ὐ範࿐ߩ㧘੹回ߦうࠃߚߴ述ߦ㧘先ߒߛߚ。ࠆいߡߞߥߣ得ὐࠬ࠽ࠗࡑ߇࠻ࡦタࠬ࠹

ࠈߒ߻ߪ㧕中૏ὐߥ㧔意味的ࠆߌ߅ 0 ὐߣ 1 ὐߩߣ中間ߢߎߘ。ࠆ޽ߦ㧘仮ߦい߹ 0.5 ὐ

ࠆいߡ越えࠍ中૏ὐߥ㧘意味的ߣߔߥߺߣಽ岐ὐߩߣޠߟ立ߦ役ޟߣޠいߥߚ立ߦ役ޟࠍ

。ߚߞ޽ߢߺߩ宗教指ዉ者群ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߪߩ  

ޠࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇࠬޟ 

ࠃ߅語義ߩߘ㧘ߪߡいߟߦ

߮成立ߩᱧผࠢ࠶࡝࠻ࠞ߇

宗教指ዉ者群ߦ理解ߡࠇߐ

ߡい߅ߦ活動ߩ㧘実際ࠅ߅

߽実践ߡࠇߐいࠆ㧘いわゆ

߅ߦ意味ߥ教的࠻ࠬ࡝ࠠࠆ

ޠࠖ࠹࡝ࠕチュ࡝ࡇࠬޟࠆߌ

ߢ原因߇ߣߎߚࠇߐ理解ߣ

巡߿ㆉ路߅ޟ㧘ߚ߹。うࠈ޽

礼ߟߦޠいߪߡ㧘ࠬ࠹ࡠࡊ

タ࠻ࡦ宗教指ዉ者群ߪߣ対

照的ߦ㧘ࠠ࠻ࠬ࡝教ߌ߅ߦ

ߐ想起߇類似性ߩߣ巡礼ࠆ

。ࠆࠇࠄ考え߇น能性ߚいߡࠇ  

。うࠈ޽ߢࠆいߡߒ影響ߊ߈大߇動向ߩ教会ࠢ࠶࡝࠻㧘現代ࠞߪߡいߟߦޠ坐禅ޟޠ仏教ޟ

㧘第ߪ教会ࠢ࠶࡝࠻ࠞߜわߥߔ 2 ߦ諸宗教ߩ教以外࠻ࠬ࡝ࠠޡ౏会議会期中ࡦࠞࠖ࠹ࠔࡧ

対ࠆߔ教会ߩ態度ߟߦいߩߡት言ࠍޢ発表ߒ㧔1965 ᐕ㧕㧘他ߩ宗教ߦ対ࠆߔዅ㊀ߩ姿勢ࠍ

打ߜ出ߡߒいߡߞ޽߽ߣߎߩߘ。ࠆ㧘身近ߥ他宗教ࠆ޽ߢ仏教㧘ࠠ࠻ࠬ࡝教ߩ伝統的ߥ祈

。ࠆࠇࠄ考えߣ㧘߆いߥߪߢߩߚߞ߆高߇෻応ߩ坐禅߳ࠆ޽ߩ親和性߽ߣޠ黙想ޟࠅ  

図１䋮有用性䋨役䈮立䈧䋯役䈮立䈢䈭い䋩䈮䈍け䉎䊒ロテ䉴タン䊃䈫䉦䊃䊥ック䈱差異
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4-14．感想欄ࠄ߆見えて߈た日本人の信仰に߹つわࠆ様相  

㧙日本人クࠬ࡝チࡖン㧔プロࠬ࠹タン࠻㧕を対象とߒて㧙  
中尾将大㧔大阪大谷大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

片 2012 ᐕࠄ߆始߹った科学研究費プロࠫޟ࠻ࠢࠚ宗教性 /ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健

康の関連ޠに筆者ߪ参ടさせߡいたߛいた。本調査に߅いߡ実に多くの方々にߏ協力を㗂

いた。質問紙に߅けるࠛ࡯࡜チࠢ࠶ࠚ作業を実施しߡいߡ気ߟ߇いたこと߇ߛ ,質問紙の感

想欄に߅いߡ ,実に多くの方々࠻ࡦࡔࠦࠄ߆を㗂戴した。その中߽ߢ特に筆者の目を引いた

のߪ 教࠻ス࡝ࠠ, (プロテスタ࠻ࡦ )に関わる৻般信ᓤの方々のࠦߢ࠻ࡦࡔあった。当然 ,ઁの

いこߥ߽ߢ߹言うߪいたことߛ寄せいた߅を࠻ࡦࡔたいࠦ߇ࠅあ߽ࠄ߆の方々࠼࡞࡯ࠖࡈ

と߇ߛ ,この集団に߅けるࠦߪ࠻ࡦࡔ㊂ ,質共にと߽ߡ高い߽のߛと筆者にߪ思わࠇた。筆

者ߪそࠄࠇのࠦ࠻ࡦࡔを拝⺒させߡいたߛくうちに ,日本人ࠢ࡝スチࡦࡖ㧔プロテスタ࠻ࡦ㧕

に߅ける信仰の様相を垣間見たࠃうに思わࠇた。西洋に߅いߡ文化߿習俗 ,哲学ߤߥに大߈

߇ߛ教࠻ス࡝たࠠ߈ߡ影響をਈえߥ 人生観ߥうࠃのߤ߇る日本人߈教信仰に生࠻ス࡝ࠠ, ,

世界観 ,そしߡ行動をขっߡいるの߆ということを質的に分析することߢ ,宗教߿信仰に

し߽߆るの߈ߢ߇㧔成長する㧫㧕ということを示すこと߆うに変わるのࠃのߤߪ人ߡっࠃ

脱しࠄ߆ቅ⁛感߿びこる虚無感ߪ現代社会にߪ筆者ߡߓを通࠻ࡦࡔい。参ട者のࠦߥࠇ ,

⧰し߿ߺ悲しߺ ,そしߡ⧰ᖠを乗ࠅ越えߡ ,強く ,生߈生߈と喜びを感ࠇࠄߓる新しい生߈方

を発見߈ߢる߇࠻ࡦࡅ得ࠇࠄるにߥߪߢい߆と信ߡߓいる。以ਅ た߈ߡ見えࠄ߆࠻ࡦࡔࠦ,

߽のを߅示しする。参ട者ߪ 763 ฬߢᐔ均ᐕ齢ߪ 56.8(秀16.9)ᱦߢあった。  

2．他者を気遣う  

片 最初に筆者の注意߇向いたのߪ 労߿欄に本研究に関わるᚒ々に対する励߹し࠻ࡦࡔࠦ,

わࠅのࠦ߇࠻ࡦࡔ記さߡࠇいた。そのઁ ,質問紙に対しߡこのࠃうにした方߇いいのߥߪߢ

いࡃ࠼ࠕߤߥ߆ス߅߿ปࠅの߽ࠦ࠻ࡦࡔあった。調査参ട者にとっߡ ,ᚒ々調査者の߶とࠎ

߽ߡあっߢあろう。そうߢい人ߥࠄい知ߥ面識の߇ߤ ,自己にとっߡ何߆ࠄの形ߢ関ଥした

人のた߼に 将来ߪ研究の成ഞを祈る。߹た߿࠻࡯ࠤࡦࠕ, ,ห様の߇࠻࡯ࠤࡦࠕあ߫ࠇ喜ࠎ

ߥߪߢいのߥ߈ߢ߆ߥ߆ߥߪいることߡࠇࠄߴの激励の言葉を述ߤߥうࠄ߽ߡ参ടさせߢ

い߆と思った。筆者࡝ࠢߪスチߥߪߢࡦࡖいの࡝ࠠߢス࠻教の教義に⹦しくߥߪい߇ ,何߆

そこに隣人を気遣うޟ隣人ᗲޠのࠃう߽ߥのを感ߓたことߢあった。ᤨにߪ優しく ,ᤨにߪ

厳しく ,ઁ者に対しߡ言葉を߆けることߪ߹るߢ家族に対する行ὑを思わせるのߥߪߢい

ߢ立場を超えた߽の߿利害ߪい人に気遣いを見せるという精神活動ߥࠄ㗻߽知。߆ろうߛ

役߅߆何߽ߡあっߢい相手ߥࠄ者をዅ㊀する。全く知ઁߡ人間としߓห。߆ろうߛいߥߪ

に立߫ࠇߡという思いߪ現代人のቅ⁛感߿虚無感を৻⍍߽ߢ和ߡߍࠄくࠇることߛろう。

日常の何気ߥい߭とࠦ߭ࡑとࠦࡑの中ߢこのࠃうߥ思いを持っߡ言葉を߆けるߛけߢ ,そ

の言葉߈ߪっとޟ৻服の清涼剤ޠとࠅߥ ,何߇߆変わっߡゆく߈っ߆けにߥるߛろう。  

3．自分を振ࠅ返ࠆ  

片 この調査を通しߡ自分߿自身の信仰を振ࠅ返るいい機会にߥったとの߽ࠦ࠻ࡦࡔ多く見

ߡた。ౕ体例としࠇࠄ ߡいߟ自分の信仰姿勢にޟ, ,改ߡ߼振ࠅ返る機会とࠅߥ ,᦭意義ߢし

た。ޟޠ㔍し߆った。信仰生活ߢ෻省す߈ߴこと߇᣿߆ࠄにさࠇたߤߥޠのࠦ߇࠻ࡦࡔ挙ߍ

ろうߛいることߡ߈ߢ߇けの人ߛࠇߤߡ果たしߪるという精神活動߼ߟる。自分を見ࠇࠄ
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᥉段ߪた。ᚒ々ࠇࠄと考えさせ߆ ,生活߇቟定しߡいたࠅ ,特に心配੐߿ਇ቟ߥ߇ߤߥい状

態ߢあ߫ࠇ ,自分のことを振ࠅ返っߺߡるということߪしߥいのߥߪߢいߛろう߆。ࠦ ࡦࡔ

߇あったߢ返るということࠅ振ߡいߟにޠ信仰生活ޟ主にߪߢ࠻ ,こࠇをޟ日常生活のあࠅ

方ޠ い。2ߥࠇし߽߆良いの߽ߡ換え߈返ると置ࠅを振ޠ方ࠅ自己のあޟ, 者ઁޟたߴ述ߢ

との関わޠࠅの中ߢの自己のあ߆ࠅたߪߤߥ特に社会生活を営߻਄ߢ㊀要ߢあろう。৻日

の終わࠅに੹日の自分の内面߿行動にߟいߡ振ࠅ返っߺߡることߢ自分の足元߇見えߡく

るのߥߪߢいߛろう߆。そ߇ࠇ᣿日 (未来 )を生߈ること߳と߇ߥߟっߡいく߽のと思わࠇ

る。  

4．信仰に߹つわ߽ࠆの  

片 自身の信仰にߟいߡ語っࠇࠄ߅ߡる方߽見ࠇࠄた。調査㗄目の内容߈߇っ߆けとࠅߥ ,

何߆自己の中ߢスࠢ࡯ࡄする部分߇あったの߽߆しߥࠇい。自身߇洗礼をฃけた߈っ߆け

い部分ߥࠅ信仰の足߿ (弱い部分 )を告白さߡࠇいる方߽いた。人生を歩߻こと ,生߈るとい

うことߪ非常に㔍しいと感慨深い߽の߇あった。そしߡ ,個人的に経験さࠇた (੹߽経験さ

いるߡࠇ )人生の⧰㔍に対しߡ うに捉えࠃのߤ, ߟというὐに߆のߥ߈ߴうに対処すࠃのߤ,

いߡ ,宗教߇ਈえる影響ߪ大߈いのߥߪߢい߆と思わࠇた。更にޟ神のߏ計↹ޟޠ主に用い

࠼࡯ワ࡯のࠠࠄࠇいた。こߡ目立っ߇࠼࡯ワ࡯というࠠޠスにᓥうࠛࠗޟޠうにࠃす߹ࠇࠄ

わちߥすޠ߻神㧔ࠗࠛス㧕と共に歩ޟࠄ߆ ,人生を歩߻਄ߢ聖ߥる߽のを身近に感ߡߓいる

ということߥߪߢい߆と思わࠇた。筆者の⑳見߇ߛ ,参ട者のࠦࠄ߆࠻ࡦࡔ神 ,ࠗࠛスに励

߹さߡࠇ人生を歩ࠇࠄ߅ߢࠎるࠃうに思わࠇた。⧰しいこと߽ある人生߇ߛ ,聖ߥる߽のと

共に歩ߺ ,ዉߡࠇ߆歩߻という人生観߅߇߷ろࠄ߇ߥߍ見え߈ߡたࠃうに思わࠇた。そのᤨ ,

人ߪ自己のዅ厳ߗߥ߿自分ߪ੹ ,ここに生ߡ߈いるの߆ということに気߆ߠさࠇるの߽߆

しߥࠇい。そのࠃうߥ人生観を表しߡいると思わࠇたࠦ࠻ࡦࡔを߭とߟ紹੺したい。  

߇多くの人߽ߢ人৻ޟ ,救わޟࠇ生๮のዅさޠを知っߡ ,生ߡ߈߶しい！自分自身߇救わࠇ

た分 ,߹わࠅの人々 ,家族に伝えߡい߈たいと思い߹す。ޟ感謝ޠの日々ߢす！ޠ  

聖ߥる߽のと出会い ,そのశに包߹ࠇることߢ人ߪ਄記のࠃうߥ心境に変容するのߛろう。

筆者にߪ日本人ࠢ࡝スチࡦࡖのޟ㗿いޠのࠃうに思わ߆ߥࠄߥߡࠇった。  

5．߹と߼  

以਄ ,個人的ߥ内容߽ߤߥ見ࠇࠄ ,あ߹ౕࠅ体的ߥことを述ߴることߪ極力បえた߇ ,感想

欄を拝⺒しߡいߡ筆者߇感ߓたことを中心に߹とߺߡ߼た。聖ߥる߽のと出会い ,臆するこ

とߥく ,生߈生߈と生ߡ߈ゆこうとする姿勢߇見えた気߇した。生߈るㆊ程に߅いߡ ,何ᐲ

߽ᖠߺ ,躓߈ ,迷うこと߽ある߽߆しߥࠇい。し߆し ,聖ᦠ࡝ࠠ߿ス࠻の教え߇彼ࠄの㆏標と

。いߥࠇし߽߆いくのߡࠇさߥ߇成長ߥ人間的ߟߕ歩৻。߆ろうߛいߥߪߢいるのߡっߥ

੹ᓟઁߪの宗教࠼࡞࡯ࠖࡈに߅ける感想欄にߟい߽ߡ検討し ,比較を行いたい。  

そのઁ ,感想欄とߪ直接関ଥߥい߇ ,謝礼のࠢࠝࠞ࠼࡯を返信用のኽ筒内にそっと返さࠇ

ޠ欲しいߡߡタを研究に役立࡯࠺ࠄ߆いいߪ自分のことޟߢた。߹るࠇࠄ߅いる方߽多数ߡ

という無言の࠶ࡔセࠫ࡯のࠃうに思わࠇた。人間ߕ߹ߪ ,自分の利益を優先させる߽の߇ߛ ,

ઁ者を思い ,大੐にするというところ߇素晴ࠄしいと思わࠇた。世の人߇このࠃうߥ行ὑを

ㅴ߈ߢߢࠎるࠃうにࠇߥたとしたࠄ ,世界ߪ自ߕとᐔ和ߢ温߽ߥ߆のにߥるのߥߪߢい߆

と思ったᰴ第ߢある。  
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4-15．中学࡮高校生に࡝ࡇࠬࠆߌ߅チュ࡞ࠕ現象の違いについて片

㧙公立学校㧘カ࡝࠻ック系学校㧘プロࠬ࠹タン࠻系学校を対象にߒて㧙片

松島公望㧔東京大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

片 ੹回の質問紙調査ߪߢ㧘౏立中学校㧘౏立高校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子中学࡮高校㧘ࠞ࡝࠻

高校࡮系女子中学࠻ࡦ高校㧘プロテスタ࡮系女子中学ࠢ࠶ A㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子中学࡮

高校 B の 5 にޠ現象࡞ࠕチュ࡝ࡇスޟ㧘ߪߢ調査を実施した。本稿ߡの中学校㧘高校にߟ

焦ὐを当ߡ㧘学校೎にޟス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象ޠに㆑い߇あるの߆にߟいߡ検討したい。  

分析にあたっߪߡ㧘౏立中学校㧘౏立高校にߟいߪߡ೎々の学校ߪߢある߇㧔中学校ߪ

関東圏にあるᏒ立中学校ߢあࠅ㧘高校ߪ東ᶏ圏にある⋵立高校ߢある㧕㧘ޟ౏立ޠという教

育システߪߢࡓห৻と考え㧘ޟ౏立学校ޠとしߡ分析する。そのた߼㧘分析対象ߪ㧘①౏立

学校㧘ԙࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校㧘Ԛࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧘ԛプロテスタ࠻ࡦ系学校 A㧘ԛプ

ロテスタ࠻ࡦ系学校 B の 4 。の学校とするߟ  

߹た㧘੹回の調査ߪߢ㧘各学校の੐情にࠅࠃ調査を実施߈ߢた学ᐕ߇異ࠅߥ㧘学ᐕߏと

の㆑いにߟいߪߡ検討することߥ߈ߢ߇い。そ߽ࠄࠇ考慮し㧘੹回ޟߪ学校೎ࠄ߆ޠ検討

することにした。各学校に߅ける人数㧔調査を実施した学ᐕ㧕ߪ表 1 に示す。  

 

現象尺度について࡞ࠕチュ࡝ࡇ現象㧘ࠬ࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬ．2  

ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象とߪ㧘テࡆ࡟霊能者の言葉を信ߓ㧘実践する姿 (ዊ池 ࡝ࡇス߿(2010,

チュ࠻࠶ࠤ࡯ࡑ࡞ࠕに出向߈㧘ࠞ࠙ࡦセࠣࡦ࡝をฃけ㧘癒し系ࠣߤߥ࠭࠶を購入しߡいる

実態 (櫻੗ ,2009㧧᦭元 ,2011)等にࠇࠄߺる近ᐕのス࡝ࡇチュࡓ࡯ࡉ࡞ࠕを含߻現象を指す。 

本稿ߪߢ㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象に߹ߟわるޟ癒しޟޠ生߇߈いޟޠ自己実現ޠࠅ߇ߥߟޟޠ

を求ߡ߼傾倒する青ᐕ߇少ߥくߥいといわߡࠇいること߽ࠄ߆㧘青ᐕ期前期࡮中期にあた

る中学࡮高校生をขࠅ਄ߡߍ㧘ޟ学校೎ࠄ߆ޠその㆑いにߟいߡ検討する。  

ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象にߟいߪߡ㧘ౕ志堅࡮松島࡮ᐔ子࡮ᓼ㊁࡮相澤  (2013)のス࡝ࡇチュ

人生の意味：5ޟߪ現象尺ᐲ࡞ࠕチュ࡝ࡇ現象尺ᐲを使用した。ス࡞ࠕ 㗄目ޟޠ因果応報：

4 㗄目ޟޠ心象の現実化：5 㗄目ޠの 3 のਅ૏尺ᐲ㧘合計ߟ 14 㗄目ߢ構成さࠅ߅ߡࠇ㧘ス

。いるߡ੐柄に対する態ᐲを測定し࡮⺑いる言ߡࠇࠄ多く語ߢ߆ߥのࡓ࡯ࡉ࡞ࠕチュ࡝ࡇ

選択肢ߪ 5 段階評定㧔1～5 ὐ㧕ߢある。分析にあたっߪߡ㧘ਅ૏尺ᐲߏとの質問㗄目を合

計し㧘その਄ߢ㗄目数ߏとに割ࠅ算を行い㧘各ਅ૏尺ᐲ得ὐとした。  

ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲのޟ人生の意味ޠとߪ㧘ޟ人生ߢ直面する出来੐ߪනߥる偶然に

をޠく必然㧕ߥߪߢる㧔偶然ߓ生ߡあっ߇必然性߿の意味߆ࠄく㧘何ߥߪߢるのߓ生ߡっࠃ

意味する。ޟ因果応報ޠとޟߪ人の行動ߪ㧘良いこと߽ᖡいこと߽最終的にߪその人に戻っ

ߡ㧘実際の出来੐としߪ思ったことߢ心߇人ޟߪとޠ心象の現象化ޟ。を意味するޠくるߡ

現実化するޠを意味する。  

3．学校別に࡝ࡇࠬޟࠆࠃチュ࡞ࠕ現象ޠの違いについて  

全体 男性㩿％㪀 女性㩿％㪀 性別不᣿㩿％㪀

公立学校㧔中年㧘高1～高年㧕
486 258(53.1) 219(45.1) 9(1.8)

カ࡝࠻ック系男子校㧔中1～高年㧕
845 845(100.0) 䋭 䋭

カ࡝࠻ック系女子校㧔中1～高平㧕
961 䋭 961(100.0) 䋭

プロࠬ࠹タン࠻系女子校A㧔中1～高平㧕
573 䋭 573(100.0) 䋭

プロࠬ࠹タン࠻系女子校B㧔中年㧘高1㧘高平㧕
463 䋭 463(100.0) 䋭

表1　各学校における調査人数

調査ࠖࡈー࠼࡞㧔調査を実施ߒた学ᐕ㧕

人数
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片 学校೎にࠃるޟス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象ޠの㆑いを検討するた߼に㧘ޟ①౏立学校㧘ԙࠞ࡝࠻

系学校࠻ࡦ系女子校㧘ԛプロテスタࠢ࠶࡝࠻系男子校㧘Ԛࠞࠢ࠶ A㧘Ԝプロテスタ࠻ࡦ系

学校 Bޠを⁛立変数㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲの各ਅ૏尺ᐲޟ人生の意味ޟޠ因果応報ޟޠ心

象の現実化ޠをᓥ属変数とした 1 要因分散分析を行った㧔表 2 参照㧕。その結果㧘全ߡの

ਅ૏尺ᐲに߅いߡ 1％水準ߢ᦭意ߥ差異ࠇࠄߺ߇た㧔人生の意味：F (4,3207)=40.88, p<.01㧘

因果応報：F (4,3225)=32.24, p<.01㧘心象の現実化：F (4,3205)=12.46, p<.01㧕1
。さࠄに㧘

に߼を検討するた߆るࠇࠄߺ߇の学校に差異ߤ Tukey 法にࠃる多㊀比較を行った。その結

果㧘ޟ人生の意味ߪߢޠ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧪౏立学校㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子校 A㧘プ

ロテスタ࠻ࡦ系女子校 B㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校 (プロテスタ࠻ࡦ系女子校 A㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系

男子校=p<.05㧘ᱷߪࠅ p<.01)㧘ޟ因果応報ߪߢޠ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧪౏立学校㧘プロ

テスタ࠻ࡦ系女子校 A㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子校 B㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校 (p<.01)㧘ޟ心象

の現実化ߪߢޠ㧘౏立学校㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校 (p<.01)㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧪ࠞ࠶࡝࠻

ࠢ系男子校㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子校 A㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子校 B(p<.01)ߢあった。  

片 ᦭意に高く㧘ࠞ߇っと߽得ὐ߽߇系女子校ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߪߢޠ因果応報ޟޠ人生の意味ޟ

いߟにޠ心象の現実化ޟ。ったߥ᦭意にૐいとの結果と߇っと߽得ὐ߽߇系男子校ࠢ࠶࡝࠻

ߪߢ以外の学校ࠇ㧘そ߇あったߢいとの結果ߥࠇࠄߺ߇᦭意差ߪߢ㧘౏立学校との間ߪߡ

。あったߢ᦭意に高いとの結果߇系女子校の得ὐࠢ࠶࡝࠻ࠞ  

片 ੹回の分類をޟ宗教的色彩の㆑いޟޠ男女共学校࡮男子校࡮女子校の㆑いߺߢޠるとޟ౏

立㧔宗教に依拠しߡいߥい㧕㧙男女共学校ࠢ࠶࡝࠻ࠞޟޠ㧙男子校ࠢ࠶࡝࠻ࠞޟޠ㧙女子校ޠ

のޠ㧙女子校࠻ࡦプロテスタޟ 4 。るࠇに分類さߟ  

߽߇っと߽高く㧘男子校߽߇女子校߽ߢࠢ࠶࡝࠻ࠞߓ㧘①หߪߢޠ宗教的色彩の㆑いޟ

っと߽ૐい㧘ԙ౏立とプロテスタߤߪߢ࠻ࡦのਅ૏尺ᐲ߽ߢ㆑いߥࠇࠄߺߪい㧘Ԛ౏立߽

ると㧘ߺいるとの結果をߡ᦭意に高い得ὐを示しߢのਅ૏尺ᐲߡ全ࠅࠃ系男子校ࠢ࠶࡝࠻ࠞ

ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象に߹ߟわる言⺑࡮੐柄ࠄ߆ߛࠢ࠶࡝࠻ࠞޟߪ㧘プロテスタࠄ߆ߛ࠻ࡦ㧘

౏立学校ޠࠄ߆ߛといった㆑いߥ߷߶ߪいと示唆すること߈ߢ߇るのߥߪߢいߛろう߆。  

                                                  
㧘5ߪとޠたࠇࠄߺ߇差異ߥ᦭意ߢ水準％1ޟ 1 現象尺ᐲの࡞ࠕチュ࡝ࡇけるス߅の群にߟ

各ਅ૏尺ᐲ得ὐの差異ߪ偶然に生ߓた߽のߥߪߢい㧔偶然に生ߓる確率ߪ 1％未満ߢある㧕

との意味ߢある。そのᓟの Tukey 法にࠃる多㊀比較に߅ける各群の差異の結果߽ห様ߢあ

る。  

F  値

㩿自由度㪀

3.66(0.85) 3.43(0.97) 40.88
㪁㪁

471 784 954 555 448 (4,3207)

3.63(0.92) 3.38(1.04) 32.24
㪁㪁

478 792 953 559 448 (4,3225)

3.40(0.84) 12.46
㪁㪁

475 779 953 554 449 (4,3205)

㪁㪁p 㪓.01

下૏尺度

下૏尺度

公立学校

カ䊃䊥ック系女子校 ＞ カ䊃䊥ック系男子校䋬䊒䊨テスタン䊃系女子校A䋬䊒䊨テスタン䊃系女子校B
㪁㪁

表㪉　学校別における各下૏尺度得点のᐔ均値㩿標準偏差㪀䋬人数䋬分散分析結果

人生の意味

因果応報

心象の現実化

カ䊃䊥ック系男子校 カ䊃䊥ック系女子校

䊒䊨テスタン䊃系

女校子A
䊒䊨テスタン䊃系

女子校B

人生の意味

因果応報

心象の現実化

多重比較[Tukey法]

カ䊃䊥ック系女子校 ＞ 公立学校䋬䊒䊨テスタン䊃系女子校A䋬䊒䊨テスタン䊃系女子校B ＞ カ䊃䊥ック系男子校

［䊒䊨テスタン䊃系女子校A ＞ カ䊃䊥ック系男子校㪔p 㪓.05䋬残䉍䈲p 㪓.01］

カ䊃䊥ック系女子校 ＞ 公立学校䋬䊒䊨テスタン䊃系女校子A䋬䊒䊨テスタン䊃系女子校B ＞ カ䊃䊥ック系男子校

㪁㪁

公立学校 ＞ カ䊃䊥ック系男子校

㪁㪁

3.61(0.90)3.57(0.87)3.94(0.73)

3.66(0.94)3.56(0.87)3.88(0.84)

3.26(0.93)3.26(0.85)3.43(0.85)3.15(1.00)

－74－



Τ㧚数量的研究班   4㧚5ߩߟ宗教教団ߣ一般日本人チーࡓ 

 
 

߆㆑いߩߢ㧘男女共学校㧘男子校㧘女子校ߪߢޠ㆑いߩ女子校࡮男子校࡮男女共学校ޟ

ࠍ߆ࠆࠇࠄߺ߇㆑いߩߣ女子校㧘男子校ߪ環境ߩߣいう男女一緒ߣ共学。ߚߺ試ࠍ検討ࠄ

検討ࠆ޽ߢࠄ߆ߚߞ߆ߚߒ。結果ߪ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校߇全般的ߦ高い得ὐࠍ示ߒ㧘ࠞ

ࡊߣ౏立学校ߩ㧘男女共学߇ߚߞߥߦ結果ߩߣߔ示ࠍૐい得ὐߦ全般的߇男子校ࠢ࠶࡝࠻

ߦ᦭意ࠄ߆ߛ女子校ޟ㧘ߕࠇࠄߺߪ᦭意差߽ߡい߅ߦਅ૏尺度ߩߤߪ系女子校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠ

得ὐ߽ߣߞ߽߇高い㧔ૐい㧕ޟޠ男子校߽ߣߞ߽ࠄ߆ߛ᦭意ߦ得ὐ߇高い㧔ૐい㧕ޟޠ男女共

学校ࠄ߆ߛ᦭意ߦ得ὐ߇高い㧔ૐい㧕。場合ߪߡߞࠃߦ㧘男女߇相殺ߡࠇߐ中間ߩ得ὐ޽ߢ

。ߚߞ߆ߥࠇࠄߺߪ㆑いߚߞいߣޠࠆ  

以਄ࠃߩうߦ㧘੹回ߩ調査ߪߢ㧘ࠬ࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象ߟ߹ߦわࠆ言説࡮੐柄ߟߦいޟߡ宗

教的色彩ߩ㆑いޟޠ男女共学校࡮男子校࡮女子校ߩ㆑いߥߔ。ࠆ޽ߢߩߚߞ߆ߥࠇࠄߺߪޠ

わߜ㧘ࠬ࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象ߟ߹ߦわࠆ言説࡮੐柄ߟߦいߪߡ㧘ޟ宗教ߦ依拠ߡߒいߥい౏立

学校ࠄ߆ߛ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系学校ࠄ߆ߛ㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ系学校ޟ߮ࠃ߅ޠࠄ߆ߛ男女共学

校ࠄ߆ߛ㧘男子校ࠄ߆ߛ㧘女子校ߣޠࠄ߆ߛいߚߞ環境要因ࠆࠃߦ㆑いߥࠇࠄߺߪいߩߣ

結果߇示ߚࠇߐわࠆ޽ߢߌ。  

ߡࠇࠄ語ߢ現象࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬޟ㧘ߪ筆者。߆うࠈߛߩߚࠇߐ示߇結果ߥうࠃߩߎ㧘ߗߥ

いࠆ内容㧔ࠬ࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象ߟ߹ߦわࠆ言説࡮੐柄㧕ߩߘߦޠ理↱ߥߪߢߩࠆ޽߇いߣ߆

考えࠆ޽ߢߩࠆ。  

੹回ߩ調査ߢ使用࡝ࡇࠬޟߚߒチュ࡞ࠕ現象尺度ߪޠ㧘学術ᦠ߿特定ߩ宗教ߦ関ࠆߔᦠ

籍ࠍ除いߚ㧘ࠬ࡝ࡇチュߦࠖ࠹࡝ࠕ関連ߣࠆߔ思わࠆࠇᦠ籍㧔ޟ人生論ޟޠ自己啓発ޟޠ宗教

入門ޟޠ超常現象ޠ࠻࡞ࠞࠝ࡮等㧕ߦᦠߡࠇ߆いࠆ内容ࠍ基ߦ抽出ߚߒ (ౕᔒ堅 ,2009)。  

抽出ߚߒ内容ߪ㧘特ᱶߊߥߪߢߩ߽ߥ㧘߽ࠇߤฎࠄ߆ߊ㧘世界ߢ広ߊ信ߚࠇࠄߓ言説ࠍ

焼߈直ߡߞ߇ߚߒ。ࠆ޽ߢߩ߽ߚߒ㧘࡝ࡇࠬޟチュ࡞ࠕ現象尺度ߩޠ内容ߪ㧘宗教࡝ࡇࠬ߿

チュߦࠖ࠹࡝ࠕ関ࠆߔ深い知識߿関心ࠍ持ߡߞいࠆ人߮ߦߌߛߣ限定ߊߥߪߢߩ߽ࠆࠇߐ㧘

。ࠆいえߣߛ考え方ࠆいߡࠇࠄࠇ入ߌฃߦߣ人߮ߩ一般ߊߏ  

実際ߩ質問㗄目ߣࠆߺߡߺࠍ㧘ޟ人生ߩ意味ߪޠ㧘ޟ人生ࠅ߰ࠍ返ߣࠆߺߡߞ㧘ߑ߹ߐޟ߹

ࠆߥ㧘単߽ߣߎߥਇ都合߽ߣߎ良い。ߔ߹ࠅ߆わ߇ߣߎޠࠆいߡߞ立ߦ役ߪ結局߇経験ߥ

偶然ߊߥߪߢ㧘何ߩ߆意味߿必要性ߡߞ޽߇起ߡߞߎいߣޠߔߢߩࠆいߚߞ内容ࠆ޽ߢ。

߹߈ߡߞ戻߳ߣ߽ߩߚߥ޽ߕ㧘必߇ߩ߽ߓหߣߩߚਈえߦ他人߇ߚߥ޽ޟ㧘ߪޠ因果応報ޟ

ߦࠈߎߣߩ自ಽߡߞߋ߼ࠅߋ߼߇ࠇߘ㧘ߣࠆߔࠍ行いߥ親ಾߦうࠃいߥࠇࠄ知߽ߦ誰。ߔ

戻ߣޠߔߢߩࠆߊߡߞいߚߞ内容ޟ。ࠆ޽ߢ心象ߩ現実ൻߪޠ㧘ޟ人߇心ߢ思ߪߣߎߚߞ㧘

実際ߩ出来੐ߡߒߣ現実ߔ߹ࠅߥߣ。積極的ߦ᣿ࠆいࠍߣߎ思え߫㧘幸運ߩࠆߊߡߞ߿߇

。ࠆ޽ߢ内容ߚߞいߣޠߔߢ  

ߢߩ߽ߥ㧘特ᱶߪޠ現象尺度࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬޟ㧘ߦうࠃࠆ߆わ߫ࠇߺࠍ質問㗄目ߩࠄࠇߎ

一般ߊߏ㧘ࠅ޽ߢߩ߽ߚߒ直߈焼ࠍ言説ߚࠇࠄߓ信ߊ広ߢ㧘世界ࠄ߆ߊฎ߽ࠇߤ㧘ߊߥߪ

。ࠆ޽ߢߩߥ考え方ࠆいߡࠇࠄࠇ入ߌฃߦߣ人߮ߩ  

表 3 い。表ߒ߶ߡߺࠍ 3 教的宗教意識尺度࠻ࠬ࡝ࠠ߮ࠃ߅現象尺度࡞ࠕチュ࡝ࡇ㧘ࠬߪ

㧔ࠠ࠻ࠬ࡝教的宗教意識尺度ߩ説᣿ߟߦいߪߡ㧘ᰴ節㧔4 - 1 6㧕ࠍ参照ߣߎߩ㧕ߩ各ਅ૏尺

度ߩᐔ均値ࠍ示ࠇߙࠇߘ。ࠆ޽ߢߩ߽ߚߒ 5 段階評定㧔1～5 ὐ㧕㧘6 段階評定㧔1～6 ὐ㧕

㧘2߇ࠆߥ異ߪ中૏ὐߢߩߥ 。ࠆいߡߞߥߣ興味深い結果ߣࠆߺࠍᐔ均値ߩ尺度ߩߟ  

ࠍ調査ߢߺߩ系学校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ系学校㧘ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߪ教的宗教意識尺度࠻ࠬ࡝ࠠ
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行ったのߢ㧘౏立学校ߪߢ比較ߥ߈ߢ߇いの߇ߛ㧘ࠠ࡝ス࠻教的宗教意識尺ᐲߪ㧘全ߡの

ਅ૏尺ᐲߢ中૏ὐ 3.5 ὐࠅࠃૐいᐔ均値とߥっߡいる。し߆し㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象尺ᐲ

中૏ὐߢのਅ૏尺ᐲߡ㧘全ߪߢ 3.0 ὐ߽ࠅࠃ高いᐔ均値とߥっߡいる。  

選択肢ߺߡߺߢると㧘ࠠ࡝ス࠻教的宗教意識尺ᐲߪ㧘1ޟ㧚߹ったくあߥࠄ߹ߪߡい～2㧚

あ߹ࠅあߥࠄ߹ߪߡい～3㧚少しあߪߡ߹る～4㧚中程ᐲにあߪߡ߹るޠの間にὐ࿷しߡい

ޟߪ現象尺ᐲ࡞ࠕチュ࡝ࡇある。ス߇߈ߟࠄ߫ߢ㧘各ਅ૏尺ᐲߡ 3㧚ߤちࠄと߽いえߥい

～4㧚ߤち߆ࠄといえ߫あߪߡ߹るޠの間にὐ࿷しߡいる。  

 

こࠄࠇの結果をߺると㧘ࠠ࡝ス࠻教的宗教意識にߟいߪߡ㧘中૏ὐ߽ࠅࠃૐいᐔ均値ߢ

あࠅ㧘߫ࠇࠄߺ߽߈ߟࠄる߇㧘選択肢とᐔ均値を照ࠄしあせߺߡると㧘ޟあߥࠄ߹ߪߡいޠ

との否定的ߥ意見を示すਅ૏尺ᐲを示す߽の߽複数ࠇࠄߺた。し߆し㧘ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現

象にߟいߪߡ㧘中૏ὐ߽ࠅࠃ高いᐔ均値を示し㧘選択肢とᐔ均値を照ࠄしあせ߽ߡߺߡ㧘

との否定ޠいߥࠄ߹ߪߡあޟ㧘߇の૏置にὐ࿷するਅ૏尺ᐲ߽あるޠいߥと߽いえࠄちߤޟ

的ߥ意見にὐ࿷するਅ૏尺ᐲߥߪく㧘ࠃ߅߅そ肯定的ߥ意見を示すとの結果ߢあった。  

現࡞ࠕチュ࡝ࡇ㧘ス߽ߡあったとしߢ否定的ߪߡ価値観に対し࡮考え方ߥ教的࠻ス࡝ࠠ

象に߹ߟわる言⺑࡮੐柄にߟいߪߡ肯定的にฃけขる。੹回㧘回答した中学࡮高校生߽ス

ߓ広く信ߢ㧘世界ࠄ߆ฎく߽ࠇߤく㧘ߥߪߢの߽ߥ特ᱶޟ現象尺ᐲの内容を࡞ࠕチュ࡝ࡇ

とޠいる考え方ߡࠇࠄࠇく৻般の人びとにฃけ入ߏ㧘ࠅあߢ直した߽の߈た言⺑を焼ࠇࠄ

しߡฃけขったことにࠅࠃ㧘ޟ宗教的色彩の㆑いޟޠ男女共学校࡮男子校࡮女子校の㆑いޠ

といった߽のߥࠇࠄߺ߇いとの結果を示したのߥߪߢい߆と考えるのߢある。ス࡝ࡇチュ

現࡞ࠕチュ࡝ࡇ日本にᶐㅘした理↱߽スߢの形ࡓ࡯ࡉ࡞ࠕチュ࡝ࡇスߡ主とし߇現象࡞ࠕ

象に߹ߟわる言⺑࡮੐柄߇᦭しߡいるそのฃけ入߿ࠇすさにあるのߥߪߢいߛろう߆。  
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人生の意味 3.66 3.43 3.94 3.57 3.61
因果応報 3.63 3.38 3.88 3.56 3.66
心象の現実化 3.40 3.15 3.43 3.26 3.26
信念 － 1.68 1.74 2.55 2.07
体験 － 1.88 2.12 2.83 2.38
共同体 － 1.72 2.01 2.86 2.43
効果報酬 － 2.01 2.49 3.19 2.86
効果責任 － 1.44 1.69 2.94 2.17

表㪊　学校別における各下૏尺度得点のᐔ均値

尺度 下૏尺度 公立学校 カ䊃䊥ック系男子校 カ䊃䊥ック系女子校

䊒䊨テスタン䊃系

女校子㪘

䊒䊨テスタン䊃系

女子校B

ス䊏䊥チュ䉝䊦現

象尺度［㪌段階評ቯ

中૏点：3.0点］

キ䊥ス䊃教的宗教

意識尺度［㪍段階評

ቯ 中૏点：3.5点］
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4-16．中学࡮高校生のキ࠻ࠬ࡝教的宗教意識ࠄ߆見えて߽ࠆߊの  
松島公望㧔東京大学㧕片

に߼ߓߪ．1  

片 ੹回の質問紙調査ߪߢ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧘プロテスタ࠻ࡦ系

女子校 A㧘プロテスタ࠻ࡦ系女子校 B の 4 ࠞ。調査を実施したߡ教系学校に࠻ス࡝のࠠߟ

いߡࠇ運営さߡ経営Უ体㧔修㆏会㧕にߓ㧘東ᶏ圏にある。หߪ系男子校㧘女子校ࠢ࠶࡝࠻

る。プロテスタ࠻ࡦ系女子校ߪ㧘女子校 A㧘女子校 B 共に関東圏にある。そࠇߙࠇ೎々の

経営Უ体にߡ運営さߡࠇいる。੹回の調査に߅ける各学校の調査人数ࠃ߅び調査を実施し

た学ᐕにߟいߪߡ前節㧔4-15㧕の表 1 を参照しߡ߶しい。本稿ߪߢ㧘ࠠ࡝ス࠻教系学校に

。検討するߡいߟ教的宗教意識に࠻ス࡝高校生のࠠ࡮ける中学߅  

2．中高生 キ࠻ࠬ࡝教的宗教意識尺度  

片 ੹回の調査ߪߢ㧘松島 (2011)にࠃる中高生 ࠠ࡝ス࠻教的宗教意識尺ᐲ㧔以ਅ㧘宗教意

識尺ᐲとする㧕を使用した。宗教意識尺ᐲߪ 5 のਅ૏尺ᐲ㧔信念［4ߟ 㗄目］㧘体験［7 㗄

目］㧘共ห体［5 㗄目］㧘効果報酬［4 㗄目］㧘効果責任［4 㗄目］㧕㧘合計 24 㗄目ߢ構成さࠇ

ߪいる。選択肢ߡ 6 段階評定㧔1～6 ὐ㧕ߢある。分析にあたっߪߡ㧘ਅ૏尺ᐲߏとの質問

㗄目を合計し㧘その਄ߢ㗄目数ߏとに割ࠅ算を行い㧘各ਅ૏尺ᐲ得ὐとした。  

宗教意識尺ᐲのޟ信念ޠとߪ㧘ޟ神との関ଥ㧘神のዉ߈㧘信仰にߟいߤߡの程ᐲ信ߡߓい

るޠ߆を意味する［質問㗄目例：⑳ߪ㧘信仰を持った生߈方こそ㧘人の真の生߈方ߢある

と思う］。ޟ体験ޠとߪ㧘ޟ日常生活のߢ߆ߥ㧘神㧘神のᗲ㧘߹た㧘神に関連する੐柄をߤの

あߥうࠃ߻こߺ㧘神さ߹の包ߪ⑳：を意味する［質問㗄目例ޠ߆いるߡߓうに考え㧘感ࠃ

たた߆さを感ߓる］。ޟ共ห体ޠとߪ㧘࡝ࠢޟスチࡦࡖの෹人との交わ߿ࠅ教会生活࡮学校生

活を通しߡ得ࠇࠄるのޠ߆を意味する［質問㗄目例：⑳ߪ㧘ࠢ࡝スチࡦࡖの෹人との߹ߓ

わࠅを通しߡ㧘神さ߹のߺこころ (意志 )にߟいߡ知ること߇ある］。ޟ効果報酬ޠとߪ㧘ޟ教

会߿学校に関わるࠃうにߥっߡ቟心感߿ᐔ቟߇ਈえࠇࠄる㧘自己内省߈ߢ߇るࠃうにߥっ

たのޠ߆を意味する［質問㗄目例：⑳ߪ㧘ࠠ࡝ス࠻教にࠃっߡ㧘悲し߿߇ߺわࠇࠄߍࠄ㧘

救わࠇたこと߇ある］。ޟ効果責任ޠとߪ㧘ޟ教会߿学校に関わるࠃうにߥっߡ必要とさࠇる

礼拝出席㧘伝㆏㧘奉઀の義務ޠを意味する［質問㗄目例：⑳たちߪ㧘Ფㅳ㧘礼拝に出席す

る義務߇ある］。  

3．学校別にޟࠆࠃキ࠻ࠬ࡝教的宗教意識ޠの違いについて  

学校೎にࠃる࡝ࠠޟス࠻教的宗教意識ޠの㆑いを検討するた߼に㧘ࠢ࠶࡝࠻ࠞ①ޟ系男子

校㧘ԙࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧘Ԛプロテスタ࠻ࡦ系学校 A㧘ԛプロテスタ࠻ࡦ系学校 Bޠを

⁛立変数㧘宗教意識尺ᐲの各ਅ૏尺ᐲޟ信念ޟޠ体験ޟޠ共ห体ޟޠ効果報酬ޟޠ効果責任ޠ

をᓥ属変数とした 1 要因分散分析を行った㧔表 1 参照㧕。その結果㧘全ߡのਅ૏尺ᐲに߅

い ߡ 1 ％ 水 準 ߢ ᦭ 意 ߥ 差 異 ߇ ߺ ࠄ ࠇ た 㧔 信 念 ： F(3,2779)=124.16, p<.01 㧘 体 験 ：

F(3,2765)=94.98, p<.01㧘共ห体：F(3,2700)=157.59, p<.01㧘効果報酬：F(3,2797)=147.35, 

p<.01㧘効果責任：F(3,2793)=334.80, p<.01㧕 1
。さࠄに㧘ߤの学校に差異ࠇࠄߺ߇る߆を

検討するた߼に Tukey 法にࠃる多㊀比較を行った。その結果㧘ޟ信念ߪߢޠ㧘プロテスタ

系女子校࠻ࡦ A㧪プロテスタ࠻ࡦ系女子校 B㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校

                                                  
㧘4ߪとޠたࠇࠄߺ߇差異ߥ᦭意ߢ水準％1ޟ 1 ける宗教意識尺ᐲの各ਅ૏尺ᐲ߅の群にߟ

得ὐの差異ߪ偶然に生ߓた߽のߥߪߢい㧔偶然に生ߓる確率ߪ 1％未満ߢある㧕との意味

ある。そのᓟのߢ Tukey 法にࠃる多㊀比較に߅ける各群の差異の結果߽ห様ߢある。  
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(p<.01)ࠇߘ。ߚߞ޽ߢ以外ߩਅ૏尺度ߪߢ㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ系女子校 A㧪ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ

系女子校 B㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧪ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校 (p<.01)ߚߞ޽ߢ。  

ߞ߆ߥࠇࠄߺߪ᦭意差ߦ間ߩߣ系女子校ࠢ࠶࡝࠻系男子校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻ࠞߺߩޠ信念ޟ

系女子校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ㧘ߪߡい߅ߦޠ効果⽿任ޟޠ効果報酬ޟޠ共ห体ޟޠ体験ޟ㧘߇ߚ A

系女子校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ㧘ߊ高ߦ᦭意߇最߽得ὐ߇ B㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系女子校㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻

系男子校ߩߣߊ⛯ߣ結果߇示ߩߎ。ߚࠇߐ結果ࠄ߆㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ系学校߇᦭意ߦ得ὐ

。ࠆいえߣߚࠇߐ示߇ߣߎૐい߇得ὐߦ᦭意߇系学校ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߊ高߇  

学校߽中૏ߩߤ㧘ߦうࠃߚߒ記߽ߢ㧘前節㧔4-15㧕ߣࠆߺߡߺࠍᐔ均値ߢߎߎ㧘ߒ߆ߒ

ὐ 3.5 ὐ߽ࠅࠃૐい得ὐࠍ示ߡߒいߚ߹。ࠆ㧘選択肢ߩ得ὐߣࠆߺߡߺߢ㧘1ޟ㧚߹ߊߚߞ

～いߥࠄ߹ߪߡ޽ࠅ߹޽い～2㧚ߥࠄ߹ߪߡ޽ 3㧚少4～ࠆ߹ߪߡ޽ߒ㧚中程度ߪߡ޽ߦ߹

ߪ㆑いߦ各学校ߢಽ析ߥ統計的。ࠆ޽߇߈ߟࠄ߫ߢ㧘各ਅ૏尺度ߡいߡߒὐ在ߦ間ߩޠࠆ

ߛߩߚࠇߐ示ߪ結果ߩߣૐい߇系学校ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞߊ高߇系学校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ㧘ࠇࠄߺ

価値観࡮考え方ߥ教的࠻ࠬ࡝㧘ࠠߣࠆߺߡߺࠍᐔ均値ߡߖ合わߒࠄ照ߦ得ὐߩ㧘選択肢߇

。ࠆ޽ߢߩいߥߪߢߌわߚࠇߐ示߇結果ߩߣࠆ޽ߢ肯定的ߡߒ対ߦ  

測定ࠍޠ߆ߩࠆいߡߒ関ਈࠍ教࠻ࠬ࡝程度ࠠߩߤ߇個人ޟ㧘ߪ教的宗教意識尺度࠻ࠬ࡝ࠠ

ߡߓ信ࠍ教࠻ࠬ࡝㧘ࠠߪࠇߘ。ࠆߥߊ高߇得ὐߤ߶ࠆいߡߒ関ਈߦ教࠻ࠬ࡝㧘ࠠࠅ߅ߡߒ

いࠆ者߶ߤ高い得ὐࠍ示ߔ㧔ࠠ࠻ࠬ࡝教ߦ対ߡߒ肯定的ࠆ޽ߢ㧕ࠍߣߎ意味޽ߩߎ。ࠆߔ

。ࠆߔߦߣߎࠆߺߡߺߡいߟߦޠ᦭無ߩ信仰ޟߦ㧘学校೎ߊߴࠆ探ࠍߣߎߩࠅߚ  

4㧚学校別ߦよޟࠆ信仰ߩ有無ޠ  

 ੹回ߩ調査ߪߢ㧘ޟ信仰ߩ᦭無：ߪߚߥ޽特定ߩ宗教ߦ対ߡߒ信仰ߡߞ߽ࠍい߹1］߆ߔ㧚

仏教㧘2㧚神㆏㧘3㧚ࠠ࠻ࠬ࡝教㧘4㧚ߩߘ他㧘5㧚信仰ߡߞ߽ࠍいߥい］ࠍޠ聴ขߡߒいࠆ。

表߇ߩߚߒ示ߦ学校೎ࠍ結果ߩࠄࠇߎ 2 。ࠆ޽ߢ  

 

 結果ߣࠆߺࠍ㧘࠻ࠬ࡝ࠠޟ教ࠍ信仰ߡߒいߣޠࠆ回答ߚߒ者ߪ㧘ࠬ࠹ࡠࡊタ࠻ࡦ系女子校

A ߢ 192 ฬ㧔36.3％㧕㧘⛯いߡ女子校 B ߇ 92 ฬ㧔22.0％㧕㧘ࠞ ߇系女子校ࠢ࠶࡝࠻ 45 ฬ㧔4.9％㧕㧘

男子校߇ 44 ฬ㧔6.3％㧕ߩߣ結果ࠍ示ߒ߆ߒ。ߚߒ㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系学校ޟߪߢ仏教ࠍ信仰

ߢ女子校ߪ者ߚߒ回答ߣޠࠆいߡߒ 130 ฬ㧔14.3％㧕㧘男子校ߢ 99 ฬ㧔14.2％㧕共ߦ約 15％

㧘女子校ߪߢ系学校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊ。ߚߒ示߇結果ߩߣ A ߪ 4 ฬ㧔0.8％㧕㧘女子校 B ߪ 9

F  値

(自↱度)

1.68(0.78) 1.74(0.63) 2.55(1.28) 2.07(1.07) 124.16
**

822 950 559 452 (3,2779)

1.88(0.92) 2.12(0.92) 2.83(1.36) 2.38(1.16) 94.98
**

818 947 557 447 (3,2765)

1.72(0.79) 2.01(0.80) 2.86(1.34) 2.43(1.24) 157.59
**

800 893 562 449 (3,2700)

2.01(0.89) 2.49(0.93) 3.19(1.36) 2.86(1.32) 147.35
**

828 949 566 458 (3,2797)

1.44(0.70) 1.69(0.72) 2.94(1.30) 2.17(1.09) 334.80
**

823 956 563 455 (3,2793)

**p <.01

表1　学校別䈮䈍け䉎各ਅ位尺度得点䈱ᐔ均値(標準偏差)䋬人数䋬分散分析結果

効果報酬

䊒ロテ䉴タン䊃

系女子校B

䉦䊃䊥ック系男

子校

䉦䊃䊥ック系女

子校

䊒ロテ䉴タン䊃

系女子校A

䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B ＞ 䉦䊃䊥ック系男子校䋬䉦䊃䊥ック系女子校

**

多㊀比較[Tukey法]

信念

体験

ਅ位尺度

効果責任

共ห体

䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B ＞ 䉦䊃䊥ック系女子校 ＞ 䉦䊃䊥ック系男子校

**

䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B ＞ 䉦䊃䊥ック系女子校 ＞ 䉦䊃䊥ック系男子校

**

䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B ＞ 䉦䊃䊥ック系女子校 ＞ 䉦䊃䊥ック系男子校
**

䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A ＞ 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B ＞ 䉦䊃䊥ック系女子校 ＞ 䉦䊃䊥ック系男子校
**

䉦䊃䊥ック系男子校 䉦䊃䊥ック系女子校 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校A 䊒ロテ䉴タン䊃系女子校B

キࠬ࡝ト教 44(6.3) 45(4.9) 192(36.3) 92(22.0)
仏教 99(14.2) 130(14.3) 4(0.8) 9(2.1)
神道 7(1.0) 10(1.1) 1(0.2) 0(0.0)
そߩ他 3(0.4) 6(0.7) 1(0.2) 1(0.2)
信仰を߽ߡߞいߥい 545(78.1) 721(79.1) 331(62.6) 317(75.7)
合計 698(100.0) 912(100.0) 529(100.0) 419(100.0)

表2　信仰䈱有無

信仰䈱有無
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ฬ㧔2.1％㧕ߣ大ߥ߈㆑いࠍ示ߡߒいߡߒߘ。ࠆ㧘全ߩߡ学校ߢ最߽多い回答߇ߩߚߞߛ㧘

系女子校࠻ࡦタࠬ࠹ࡠࡊいߥ少ߩ㧘最߽割合ࠅ޽ߢޠいߥいߡߞ߽ࠍ信仰ޟ A ߽ߢ 62.6％

㧔331 ฬ㧕㧘⛯いߡ女子校 B ߩ 75.7％㧔317 ฬ㧕㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校ߩ 78.1％㧔545 ฬ㧕㧘

 。ߚߞ޽ߢ可9.忘％㧔可平忘ฬ㧕ߩ系女子校ࠢ࠶࡝࠻ࠞ

少ߥい割合߽ߢ 6 割強㧘多い場合ߣߛ 8 割弱ޟ߇信仰ߡߞ߽ࠍいߥいߣޠ回答ࠅ߅ߡߒ㧘

他ߩ宗教ࠍ信ߡߓいߩߣࠆ回答ࠍ含ߣࠆ߼㧘多いߣߛࠈߎߣ 9 割以਄࠻ࠬ࡝ࠠޟ߇教ࠍ信

仰ߡߒいߥいߣޠ回答ߡߒいߩߌߛࠇߎ。ࠆ回答者࠻ࠬ࡝ࠠޟ߇教ࠍ信仰ߡߒいߥいߣޠ

回答ߡߒいࠆわࠄ߆ߛߌ㧘先߶ߩߤಽᢔಽ析ߩ結果߇示ࠃߚࠇߐうߦ思わࠆ޽ߢߩࠆࠇ。  

ߩ߽ߚߒ直߈焼ࠍ言説ߚࠇࠄߓ信ߊ広ߢ㧘世界ࠄ߆ߊฎ߽ࠇߤ㧘ߊߥߪߢߩ߽ߥ特ᱶޟ

߹ߦ現象࡞ࠕチュ࡝ࡇࠬࠆ޽ߢޠ考え方ࠆいߡࠇࠄࠇ入ߌฃߦߣ人߮ߩ一般ߊߏ㧘ࠅ޽ߢ

ࠠޟߪ価値観࡮考え方ߥ教的࠻ࠬ࡝ࠠߩߡߒߣ宗教ߩ㧘特定ࠅߥ異ߪߣ੐柄࡮言説ࠆわߟ

。߆うࠈ޽ߢߩߥߩい߽ߚ߇ࠇ入ߌฃ߆ߥ߆ߥߪߡߞߣߦޠい者ߥいߡߒ信仰ࠍ教࠻ࠬ࡝  

5㧚．中学࡮高校生のキ࠻ࠬ࡝教的宗教意識ࠄ߆見えて߽ࠆߊの  

片 いߥいߡ教を信仰し࠻ス࡝ࠠޟߪ価値観࡮考え方ߥ教的࠻ス࡝のࠠߡ特定の宗教としޡ

者ޠにとっ߆ߥ߆ߥߪߡฃけ入߇ࠇたい߽のߥのߢあるޢと本稿を閉ߡߓし߹うこと߽ߢ

ߡいߟにޠくる߽のߡ見えࠄ߆教的宗教意識࠻ス࡝高校生のࠠ࡮中学ޟ㧘߽う少し߇る߈

考察しߺߡたい。  

片 改ߡ߼表 1 をߡߺ߶しい。各ਅ૏尺ᐲのᐔ均値をߺると㧘ߤの学校に߅いޟ߽ߡ効果報

酬߇ޠ最߽高いとの結果にߥっߡいる。先述した通ࠅ㧘確߆に中૏ὐ 3.5 ὐ߽ࠅࠃૐい得

ὐߪߢある߇㧘ઁのਅ૏尺ᐲに比ߴると最߽高い得ὐを示しߡいるのޟ߇効果報酬ߢޠあ

る。ޟ効果報酬ޠとߪ㧘ޟ教会߿学校に関わるࠃうにߥっߡ቟心感߿ᐔ቟߇ਈえࠇࠄる㧘自

己内省߈ߢ߇るࠃうにߥったのޠ߆を意味する߽のߢあࠅ㧘ࠠ࡝ス࠻教にࠃっߡ得ࠇࠄた

プ࡜スの効果を示した߽のߢある。筆者ߪ㧘࡝ࠠޟス࠻教を信仰しߡいߥい者ޠを含߼た全

߽ࠅࠃޠ効果責任ޟޠ共ห体ޟޠ体験ޟޠ信念ޟ߇のᐔ均値ޠ効果報酬ޟ高校生の࡮の中学ߡ

高いとの結果に࡝ࠠޟス࠻教系学校に߅けるࠠ࡝ス࠻教教育߇意味する߽のޠをߺいߛし

たいのߢある。  

片 さࠄに表 3 をߡߺ߶しい。表 3 質問㗄目㧔4ޠ効果報酬ޟ㧘ߪ 㗄目㧕のᐲ数分Ꮣ表ߢある。

宗教意識尺ᐲの選択肢ߪ 6 段階評定ߢある߇㧘表 3 のޟあߪߡ߹る㧔肯定回答㧕3ޟߪޠ㧚

少しあߪߡ߹る4ޟޠ㧚中程ᐲにあߪߡ߹る5ޟޠ㧚ࠃࠅߥ߆くあߪߡ߹る6ޟޠ㧚非常にࠃく

あߪߡ߹るޠ㧘ޟあߥࠄ߹ߪߡい㧔否定回答㧕1ޟߪޠ㧚߹ったくあߥࠄ߹ߪߡい2ޟޠ㧚あ߹

ߪ࡞ある。網掛けしたセߢを合算した人数㧔％㧕ޠいߥࠄ߹ߪߡあࠅ 5 割以਄の回答߇あ

った߽のを示しߡいる。  

 

片 のޠ効果報酬ޟ 4 㗄目をߡߺいたߛけるとわ߆ると思う߇㧘質問㗄目の内容ߪそࠇߙࠇ

の場面を想定しߡいるのߢ幅߇ある。  

㧘悲しߡっࠃ教に࠻ス࡝㧘ࠠߪ⑳ޟޠいるߡし߷ࠃ߅㧘⑳の人生に影響をߪ教࠻ス࡝ࠠޟ

質問項目 選択肢

カ䊃䊥ック系男子

校

カ䊃䊥ック系女子

校

䊒䊨テスタン䊃系

女子校㪘

䊒䊨テスタン䊃系

女子校B

あて䈲䉁る 369(44.0) 685(71.3) 457(79.9) 317(68.9)
あて䈲䉁䉌䈭い 469(56.0) 276(28.7) 115(20.1) 143(31.1)
あて䈲䉁る 206(24.6) 325(34.0) 296(51.8) 237(51.5)
あて䈲䉁䉌䈭い 630(75.4) 631(66.0) 275(48.2) 223(48.5)
あて䈲䉁る 108(12.9) 173(18.1) 326(57.1) 198(43.0)
あて䈲䉁䉌䈭い 728(87.1) 783(81.9) 245(42.9) 263(57.0)
あて䈲䉁る 234(28.1) 482(50.5) 349(61.3) 250(54.3)
あて䈲䉁䉌䈭い 598(71.9) 473(49.5) 220(38.7) 210(45.7)

表㪊　䇸効果報酬䇹質問項目䋨㪋項目䋩の度数分布表［人数䋨％䋩］

私䈲䇮キ䊥ス䊃教によ䈦て䇮感謝䈜る気

持ち䉕学ぶこと䈏䈪䈐た。

キ䊥ス䊃教䈲䇮私の人生に影響䉕およ䈿

䈚ている。

私䈲䇮キ䊥ス䊃教によ䈦て䇮悲䈚み䈏や

わ䉌䈕䉌䉏䇮救わ䉏たこと䈏ある。

私䈲䇮聖ᦠの話䉕聞くことによ䈦て䇮自

分䉕見つ䉄ること䈏䈪䈐た。
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のޠある߇たことࠇ㧘救わࠇࠄߍࠄわ߿߇ߺ 2 㗄目ߪ㧘個人のฃけᱛ߼方にߪ㆑い߇ある

߹ߪߡあޟ㧘ࠄ߆いることߡを意味しޠ教߳の深い関ਈの結果㧔効果㧕࠻ス࡝ࠠޟ㧘߇ろうߛ

。あるߢ理解߇ることߥ高く߇の割合ޠいߥࠄ  

㧘聖ᦠの⹤をߪ⑳ޟޠた߈ߢ߇㧘感謝する気持ちを学߱ことߡっࠃ教に࠻ス࡝㧘ࠠߪ⑳ޟ

聞くことにࠃっߡ㧘自分を見߼ߟること߈ߢ߇たޠの 2 㗄目ߪ㧘前者の 2 㗄目とߪ異ࠅߥ㧘

深い関ਈというߪࠅࠃ㧘ޟ日常生活の࡝ࠠߢ߆ߥス࠻教を通しߡ得ࠇࠄた߽の㧔効果㧕ޠを

意味しߡいる。ޟ学߱ޠという側面߽強く㧘ࠠ࡝ス࠻教教育との親和性߇ある質問㗄目と߽

いえる。実際㧘表 3 の結果をߺると㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校以外ߪ全ޟߡあߪߡ߹る߇ޠ 5

割以਄の結果とߥっߡいる。特に㧘ߪ⑳ޟ㧘ࠠ࡝ス࠻教にࠃっߡ㧘感謝する気持ちを学߱こ

と߈ߢ߇たޠにߟいߪߡ㧘7～8 割の割合ޟߢあߪߡ߹るޠと回答し㧘ࠞࠢ࠶࡝࠻系男子校

ߪこの㗄目߽ߢ 4 割以਄ޟ߇あߪߡ߹るޠと回答しߡいた。ここに࡝ࠠޟス࠻教系学校に

。あるߢうに思えるのࠃくるߡ見え߇ޠ意味する߽の߇教教育࠻ス࡝けるࠠ߅  

੹回の調査を実施した学校に߅けるࠠ࡝ス࠻教教育の実践としߪߡ㧘宗教㧘倫理㧘人間

学㧘聖ᦠのᤨ間としߡㅳ 1 回の授業㧘Ფ日の礼拝࡮祈ࠅのᤨ間㧘ㅳ㧔᦬㧕ߏとの礼拝㧔ࡒ

サ㧕㧘ࠢ࡝スࡑスߤߥの特೎礼拝㧘ቄ節行੐としߡのࠠࡦࡖプ࡮修養会等߇ある。߹た㧘プ

ロテス࠻系学校ߪߢ㧘日曜日の教会礼拝出席を奨励し㧘࠻࡯ࡐ࡟とし߽ߡ課しߡいる。  

このࠃうに㧘ࠠ࡝ス࠻教教育の実践ߪㅳ 1 回の授業ߛけߥߪߢく㧘そߪࠄࠇ日々の学校

生活の߆ߥにᩮߑしߡいる。中学࡮高校生にとっߪߡ㧘学校ߪ生活の中心ߢあࠅ㧘その多

くのᤨ間を学校ߢㆊߏしߡいる。その学校生活の様々ߥ場面࡝ࠠߢス࠻教的ߥ考え方࡮価

値観に触ࠇる機会߇あるわけߢある。  

表 1 をߡߺ߶しい。宗教意識尺ᐲਅ૏尺ᐲのᐔ均値ߢある߇㧘ޟ効果報酬ޠとߪ異ࠅߥ㧘

全般的にૐいとの結果を示したの߇ޠ効果責任ޟޠ信念ޟ側面の強いߥ教の教義的࠻ス࡝ࠠ

ࠠޟߪ側面ߥ教の教義的࠻ス࡝߽ࠠߢ߆ߥ価値観の࡮考え方ߥ教的࠻ス࡝ࠠࠅߪ߿。あるߢ

。ろうߛのߥたい߽の߇ࠇฃけ入ߪߡにとっޠい者ߥいߡ教を信仰し࠻ス࡝  

し߆し㧘ࠄ߆ߛこそޟ効果報酬ޠに目を向けたいのߢある。すߥわち㧘中学࡮高校生ࠄ

とする多くの質問㗄目に߼を始ޠ効果責任ޟޠ信念ޟ㧘ߡいߟ教的宗教意識に࠻ス࡝㧘ࠠߪ

対しޟߪߡあߥࠄ߹ߪߡいޠとの否定的ߥ෻応を示したのߢある߇㧘ޟ日々の学校生活を積

෻応ߥとの肯定的ޠる߹ߪߡあޟߪߡに関する質問㗄目に対しޠた結果㧔効果報酬㧕ߨ㊀ߺ

を示したのߢある。このޟ日々の学校生活を積ߺ㊀ߨた結果㧔効果報酬㧕ޠに対する肯定的

。߆ろうߛいߥߪߢࠇ教教育の実践の現࠻ス࡝෻応こそ㧘ࠠߥ  

そޟߪࠇᏓ教࡮伝㆏ޠといった߽のとߪ異ߥる㧘日々の学校生活にޟߢ߆ߥ教え育ߛࠎ㧘

醸成さࠇた߽のߢޠあࠅ㧘そࠇゆえに大部分のࠠ࡝ス࠻教的ߥ考え方࡮価値観に対する肯

定的ߥ෻応ߪ᣿確にߪ現ߥࠇいけ߽ߤࠇ㧘߹さにここに࡝ࠠޟス࠻教系学校に߅けるࠠ࡝

ス࠻教育߇意味する߽の߇ޠ見えߡくるࠃうに思えるのߢある。  

ここߛけߢ全ߡを結論ߠけࠃうとしߡいるのߥߪߢく㧘੹回の調査結果߽限定さࠇた߽

のߢある。し߆し㧘少ߥくと߽㧘現࿷㧘ࠠ࡝ス࠻教系学校に通っߡいる中学࡮高校生のࠠޟ

教࠻ス࡝けるࠠ߅教系学校に࠻ス࡝ࠠޟߡとしޠた߽の߈ߡ見えࠄ߆教的宗教意識࠻ス࡝

教育߇意味する߽のޠを考える 1 。߆ろうߛいߥߪߢ良いの߽ߡの素᧚としߟ  

引用文献片

松島౏望 .片 (2011).片 宗教性の発㆐心理学 .片  出ࡗシ࠾ࠞ࠽ . 
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4-17．学校現場と宗教：  

中高生に࡝ࡇࠬࠆߌ߅チュ࡞ࠕ現象とキ࠻ࠬ࡝教的宗教意識ߪ何を語߆ࠆ片

㧙4-15㧘4-16．松島公望氏の研究報告に࡝ࠆߌ߅プࠗ࡜㧙  

ノ㧔南山大学㧕ࡑ࡞カ࡮࡞カࠛࡒ 片

片 信教の自↱を৻ߟの基本的ߥ人ᮭとしߡ掲ߍる現代の民主主義社会に߅いߡ㧘議論߇絶

えߥい੐柄の৻ߪߟ宗教ߛと言っ߽ߡㆊ言ߥߪߢいߢあろう。特定の宗教߇社会全体の枠

組߿ߺ指標をᢛえたㆊ去のᤨ代と㆑っߡ㧘੹ߪ多くの国にᣈいߡ宗教ߪ個人的࡟ߥベߢ࡞

の選択の自↱の観ὐࠄ߆論ࠇࠄߓるࠃうにࠅߥ㧘信教の自↱の実践を目に見える形ߢ表す

宗教団体の活動߇㧘場合にࠃっߪߡ㧘個人の自↱を妨ߍる要因と見ߥさࠇることߪ皮肉ߥ

結果と߽言えࠃう。多少端的ߥ表現にߥる߇㧘日本にᣈいޟߡ信教の自↱ߪޠ先ޟߕ宗教

を信ߥߓい自↱ޠと理解さࠇるのߥߢい߆というශ象さえฃける。片

片 ᤨ々ޟฎ߈良ᤨ߈代ޠと߽思わࠇる㧘৻ߟの宗教の戒ᓞ߇社会全体の共通の基⋚とߥっ

望߽ߡߺࠄ߆いる宗教の本性ߡ考え߇く㧘著者ߥߢけߛいߥ߈ߢߪいるᤨ代に戻ることߡ

߹しくߥߪい。し߆し㧘ޟ集団的規範ޠ対ޟ個人の自↱ޠのࠃうに宗教を問題視すること

に࡞࡯࡞いるߡࠇࠄ߼定ߢしろ㧘法治国家߻。あろうߢいߥࠄ߆ߟ見ߪ解᳿の糸ญߢけߛ

ᓥっߡ㧘憲法߇保証する言論の自↱をዅ㊀し対⹤を通しߡこそこのࠃうߥ対立をᐔ和的に

解᳿߈ߢるという信念ߪこのࠛ࠶セ࡯の出発ὐߢある。ࠅ߹ߟ㧔個人を中心に置く信教の

自↱の観ὐࠄ߆㧕宗教㧔宗教団体㧕に対する批್的ߥ見方と㧘㧔教義のฃけ入߿ࠇ色々ߥ

儀礼߳の参ടを㊀視する㧕宗教の本来の姿とߪ必然的に矛盾することߥߪߢくߡ㧘相互補

い合う関ଥにある。大勢の人に共᦭さߡࠇ㧘個人߇持っߡいる信仰ߟ৻ߪの宗教にࠅߥ㧘

㧔個人のࡦ࠺ࠗࠕテࠖテࠖ࡯を形成する要因としߡ㧕この信仰を共᦭する人߇行う儀礼߿

祭ߪ㧘ᱜしく個人の自己表現とߥるのߢある。片

片 大人ห士߇形成する৻般社会に߅いߡ集団と個人との関ଥに関するこのࠃうߥ共通の理

解ߪ౞満ߥ社会生活を支える基⋚とߥるߢあろう߇㧘࠶ࡒショࡦ系の学校現場にߥると㧘

集団と個人の関わࠅ方߽ߪう少し複雑ߥ様子を߹とう。何故߆というと㧘特定の宗教をᑪ

学の理念としߡផㅴする組織㧔学校㧕の中ߢ㧘生ᓤ৻人৻人ߪ宗教を持たߥい㧘或いߪ㆑

う宗教を持ߟ৻人の個人としߡ学ߢࠎいるߢࠄ߆ある。৻ߟのౕ体例ߪ学校教育法施行規

則ߢ容⹺さߡࠇいるޟ㆏ᓼޠの代わࠅにޟ宗教ޠを教育課程に入ࠇること߈ߢ߇るという

ことߢある。し߽߆㧘授業ߛけߥߪߢく㧘߅祈߿ࠅ多くの学校行੐に߽宗教的ߥ雰࿐気߇

あࠅ㧘日本の࠶ࡒショࡦ系の学校ߢ学߱⧯い人の信教の自↱ߤߪうߥっߡいるの߆㧘とい

う問題ឭ起߽浮߆び਄߇っߡくる。片

片 そࠇに比ߡߴ౏立学校の環境ࠅߥ߆ߪ対照的ߥ状況に見える。学習指ዉ要領߿教科ᦠߢ

主ߥ宗教に関する知識の伝㆐ߪ要求さߡࠇいると言える߇㧘学校行੐に㧔࿷学生の死亡੐

故߿大ߥ߈災害のと߈にささߍるޟ黙祷ޠを除け߫㧕宗教的ߥ儀式߿祈ࠅをขࠅ組߻こと

教員の⹤と教科ᦠの記ߪく㧘この知識の伝㆐ߥ߽ߢ߹ある。言うߢਇน能߽ࠄ߆法ᓞ਄ߪ

੐に限る必要ߥߪい。著者1970߇ᐕᐲの半߫㗃し߫ࠄく勤ߡ߼いた教会にあるᤨ近くの౏

立中学校ࠄ߆社会科授業の৻環としߡ教会を見学させߡ㧘そのᑪ物とࠞࠢ࠶࡝࠻教会の教

えにߟい߅ߡ⹤ししߡいたߛけߥい߆㧘という依㗬߇あった。初࡝ࠠߡ߼ス࠻教の聖堂に

入る生ᓤ߇多く㧘ᑪ物࡝ࠠ߿ス࠻教の教えにߟいߡ面白い質問߽出た߇㧘ߤち߆ࠄという

と㧘᥉通の授業の৻環としߡ教科ᦠに載っߡいるテࠠス࠻と写真を現場ߢ実物を紹੺しߥ
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ߩߎࠍ内容ࠆいߡࠇࠄ߼定ߢ㧘学習指ዉ要領߇ࠆ޽ߢ憶測。ߚߞ終わߢߣߎࠆߔ説᣿ࠄ߇

ߢߩߚߞ߆ߒ喜߫ߡߞߣߦ先生ࠆߔ担当ࠍ授業ߪߣߎࠆ߈ߢ࡯㧘ࠞバߒ見学ߦ実際ߦうࠃ

いߥࠄߥߪߦ理解ߩ危険ߣ魅力ߩߘ本質㧘ߩ宗教ߪߢߌߛࠆߴ並ࠍ੐実ߣ淡々。߆いߥߪ

いうߣࠆ޽߇機会ࠆࠇࠄߓ感ߦ身近ߒう少߽ߡߒ通ࠍ体験ߚߞ保ࠍいう㧘距㔌ߣ㧘見学߇

 。߆うࠈ޽ߢいߥߪߢ利ὐߥ߈一番大ߪߣߎ

 筆者ߪ᳿ߡߒ౏立学校ߩ先生ࠍ批್ߥߪߢࠅ߽ߟࠆߔい。宗教ߌߛࠆ߈ߢࠍࠢ࠶ࡇ࠻ߩ

避ࠃߌうࠆߔߣ姿勢ߪ㧔個人ߩ信教ߩ自↱㧘ߡߒߘ宗教団体ߩ行੐ࠍ国家ߩᐓᷤࠄ߆቞ࠆ

領域ߩ㧘宗教ߊߥ߽ߢ߹言う。ࠆ޽ߢ結果ߩ当然߫ࠇߺࠄ߆㧕政教ಽ㔌ߚࠇߐ設定ߦ߼ߚ

宗教ࠆߌ߅ߦ教育現場ߩ㧘౏立学校߅ߥ。いߥࠄߥߪߦ対策ߩ本当ߪߣߎࠆߔ視࡯ࡉタࠍ

教育ࠆ考えࠍ宗教ޟ著ᦠߩ宗教教育研究会ߪน能性ߩ宗教教育ߡߒߘ扱い㧘ࠅขߩ
1
ߢޠ

⹦ߊߒขࠅ਄ࠅ߅ߡࠇࠄߍ㧘研究会ࠍ㊀ࠆߨㆊ程ߊࠃߢ⹤ߒ合ߪࡑ࡯࠹ߚߞ宗教ߩ社会的

役割ߚߞ޽ߢ。 

 宗教ߩ影響力߇ૐ減ߒ㧘世俗ൻ߇進ߢࠎいߣࠆ言わߡࠇいࠆ現代ߩ文᣿社会߅ߦいߡ宗

教ߩ社会的役割ࠍ⹤題ߣࠆߍ޽ߦ必ߕ賛否両論ߩ展開ࠆߥߦ。㧔ߣߚえ߫伝統的ߥ宗教観

㧘或ࠅߚߒ危ᗋࠍ社会的役割ߩ㧘宗教ߪߩࠆいߡࠇࠄߴ述ߪߢ多い論議ߩ㧕異論ࠆߔ関ߦ

いߪ肯定ߣࠅߚߒ発言ߩ観ὐ߇多様ࠅ޽ߢ㧘必߽ߒߕ宗教ߦߩ߽ߩߘ関心ߪߢߩ߽ࠆ޽߇

 。ࠆߔ説᣿ߡߒߦ体例ౕࠍ合衆国ࠞ࡝ࡔࠕߩい。最近ߥ

 最初ߩ例ߪ家庭教育ࠆߌ߅ߦ宗教ߩ弊害ࠍ⸷えࠆLos Angeles TimesߩOp-Ed  2
。ࠆ޽ߢ

宗教的ߥ環境ࠍ肯定的ߦ見ߊߥߢߌߛࠆ㧘宗教的ߥ基盤߫ࠇߌߥ߇㆏ᓼߪ成ࠅ立ߥߚいߣ

いう考え方߇幅広ߊฃߌ入ߡࠇࠄࠇいࠆ合衆国߅ߦいߡᢓえߡ secular family values㧘宗

教ߦ㗬ߥࠄい価値ࠍベࠆߔߣࠬ࡯世俗的ߥ家庭教育ߩ良ࠆߔ࡞࡯ࡇࠕࠍߐ大学教員ߩ提案

ࠆいߡࠇࠄߍ޽ߡߒߣ価値ߥ中心的。ࠆ޽ߢ empathy㧔感情移入㧕ߪ絶対的ߥ神߳ߩ信仰

ߪ割合ߩޠ無神論者ޟߢ߆ߥߩ囚人ࠆいߦ刑務ᚲ。ࠆいߡߒ主張ߣߟ立ࠅ成߽ߡߊߥ߇ 0.5

％以ਅ߆ߣࠆ޽ߢ㧘暴力的ߥ犯罪߇少ߥい社会ߡߒߣ宗教団体ߦ属ߒ㧘ߩߘ行੐ߦ参加ߔ

ߡߒ強調ࠍ側面ߥ෻社会的ߩ㧘宗教ߍ਄ࠅขߦ例ࠍ日本߿ࠢ࡯ࡑࡦ࠺ૐい߇比率ߩ人ญࠆ

いߢࠈߎߣ。ࠆ޽ߢߩࠆ㧘ߩߎOp-Edߩタࠗࠍ࡞࠻見ߢߌߛࠆಽࠃࠆ߆うߦ㧘彼ߪ੹߽ߢ

直ߦߋ෻感ࠍ๭߮起ߔߎatheistic㧔無神論的㧕ࠍ避ߡߌ㧘secular㧔世俗的㧕ߣいう表現ࠍ

使ߡߞ㧘宗教ࠍ基盤ߥߒߣい教育ߩ価値ࠍ浮߈彫ߦ߼ߚࠆߔߦࠅ言葉使いߦ拘ߡߞいࠃࠆ

うࠆ޽ߢ。関心੐ߪ宗教ߩ内実ߊߥߪߢ㧘宗教㧔或いߪ無宗教㧕߇社会ߦ及߷ߔ㧘数値ߢ

測ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ悪影響㧔貢献㧕ࠆ޽ߢ。 

 ߽う一ߩߟ例ߪ合衆国ߩ日刊経ᷣ新聞Wall Street Journal㧔WSJ)ߩ最近ߩ社説ࠆ޽ߢ。

“Letting Education and Religion Overlap㧔教育ߣ宗教ߩ共通部ಽࠍ活ߖ߆㧕
3 いう見ߣ”

出ߢߒ㧘子ࠍߜߚ߽ߤ教会付属学校ߦ通わࠃߖうࠆߔߣ親ߦ㧘バ࠙チ࡯ࡖ制度ࠍ通ߡߒ授

業料ߩ支払いࠍ援助ࠍߣߎࠆߔ勧ߡ߼いࠆ。バ࠙チ࡯ࡖ制度ߩߩ߽ߩߘ是非ࠆߋ߼ࠍ議論

ߛߡߒߣ政策ࠆߔߊ危うࠍ政教ಽ㔌ߪ使用ߩ࡯ࡖバ࠙チࠆいߡߒ想定߇㧘WSJߡߒߣ೎ߪ

い߱前ࠄ߆批್ߩ的ߡߞߥߣいࠆ。ฬ目਄家庭ߦ支払わߡࠇいࠆ資金ߪ㧘間接的ߥࠅ޽ߢ

ߐߥ見ߣࠆߥߦߣߎࠆߔ援助ࠍ行う私立学校ࠍ㧕宗教教育ࠆいߡࠇࠄߓ禁ߢ㧘㧔法ᓞࠄ߇

ࠆ޽ߢࠄ߆ࠆいߡࠇ
4
。Ꮢ場経ᷣߣ自↱競੎ߩ擁護者ࠆ޽ߢ合衆国ߪ何故学校教育ࠆߥߦ

࠶ࡒ㧕ߡߞᓥߦ選択ߩ㧔親ߪ㧘WSJࠄ߆ߡߒ問題提起ߣ߆ߩࠆߔ制限ࠍ↱自ߩ選択ߩ親ߣ

ࠪョࡦ系ߩ学校߳ߩ補助金ࠍ実施ࠆߔベࠍ࡯ࠡ࡞紹੺ߢࠈߎߣ。ࠆߔ㧘WSJ߇強調ߡߒい
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るのߪ宗教教育の大ಾさߥߪߢく㧘౏立学校と⑳学の多様性ࠄ߆㧘親߇自分の子供の教育

を自↱に選択߈ߢる೙ᐲ߽߇たࠄすߢあろう教育の向਄ߢある。ࠅ߹ߟ㧘国際的にߪ学力

テス࠻の成績を߫ࠇߺ㧘ベߪ࡯ࠡ࡞合衆国߽ࠅࠃ良い結果を出しߡいる。宗教教育をࠞ࡝

ࠠュࡓ࡜にขࠅ入ࠇる学校ߪ学力テス࠻の成績㧘或いߪ経済効果を߽っߡ評価さߡࠇいる。片

片 著者߫ࠇߺࠄ߆ここߢ問わߡࠇいるのߪ学校現場に߅ける宗教と宗教教育の現状と期待

す߈ߴ役割ߢある。このὐߢ౏立࡮⑳立を対象とした੹回の調査ߪ興味深い結果とߥった。

文章の冒頭に生ᓤの信教の自↱という観ὐ࠶ࡒࠄ߆ショࡦ系学校の宗教教育にߟいߟ৻ߡ

の問題ឭ起をした߇㧘この࠻࡯ࠤࡦࠕ結果ࠄ߆見えߡ来た現状ߪこの懸念を裏ઃける結果

とߥったのߢあろう߆。松島の分析を見る限ࠅ㧘中高生の場合࡝ࠠޟߪス࠻教的ߥ考え方

いߥߪߢたわけࠇ示さ߇あるとの結果ߢ肯定的ߡ価値観に対し࡮
5
。ったߥという結果とޠ

松島߇指摘しߡいるࠃうに㧘ࠠ࡝ス࠻教的ߥ考え方࡮価値観の࡝߽ࠠߢ߆ߥス࠻教の教義

的ߥ側面࡝ࠠޟߪス࠻教を信仰しߡいߥい者にとっߪߡฃけ入߇ࠇたい߽の
6
いߡっߥとޠ

る߇㧘学校生活を通しߡ得ࠇࠄた቟心感߿ᐔ቟ޟߪ効果報酬ޠというࠞテࠧߢ࡯࡝確⹺ߢ

分析した結果㧘ߡ系と౏立学校の生ᓤを比較しࡦショ࠶ࡒ㧘ߪ特に注目したの߇た。著者߈

ス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象に߹ߟわる言⺑࡮੐柄に関しߪߡ㆑いߪ見߆ߥࠇࠄったことߢある。

現࡞ࠕチュ࡝ࡇ㧘ス߽ߡあったとしߢ否定的ߪߡ価値観に対し࡮考え方ߥ教的࠻ス࡝ࠠޟ

象に߹ߟわる言⺑࡮੐柄にߟいߪߡ肯定的にฃけขる
7
片ޠ。

片 言う߹ߥ߽ߢく㧘࠶ࡒショࡦ系の設立Უ体の会員ߢある著者にとっߡこの調査結果ߪ色

々考えさせる᧚料とߥっߡいる。࠶ࡒショࡦ系の学校ߢ経験した教育の結果ߪ౏立学校と

㧘学校と教会と߇㧘という疑問߽ある߆あろうߢ何故ߪうに見えるのࠃいߥ㆑わࠅ߹あߪ

の役割の㆑いߪ߇っࠅ߈したと納得߇いくところ߽ある。実ߪ㧘似たࠃうߥ結果2013ߪᐕ

大学に࿷学ࠢ࠶࡝࠻実施した㧘55ࠞ国のࠞ߇大学連盟ࠢ࠶࡝࠻国際ࠞߡけ߆2014ᐕにࠄ߆

中の学生を対象とした調査に߽出た
8
いる学生の宗教ߡ勉強しߢ大学ࠢ࠶࡝࠻㧘ࠞࠅ߹ߟ。

し㧘宗教を基⋚と߆ある。しߢいるのߡく似ࠃᐕ代の⧯者とߓหߪ価値観に対する態ᐲ߿

する教育ߪ全く効果ߥ߇いといえ߫誤解を招く。1997ᐕにධ山大学ߢ実施した࠻࡯ࠤࡦࠕ

増え߇教に対する興味࠻ス࡝学生のࠠߡࠇߟるに߇あ߇学ᐕߪߟ৻った੐のߥに߆ࠄ᣿ߢ

るという߽のߢある
9
。1991ᐕに実施さࠇた೎ߥ調査の㗄目に࡝ࠠޟス࠻教に対するあߥ

たの評価߿態ᐲߪ㧘この大学に学ߛࠎことにࠃっߡ良い意味ߢ大変࡮少し変わったޠと答

えた学生ߪ合わせߢ36％ߡあった
10
。片

片 このࠃう࠻࡯ࠤࡦࠕߥ調査ߢ᣿߆ࠄにߥる㆑いߪ大߈い߆㧘そࠇと߽ዊさい߆。੍測ߢ

教ߥ宗教的。߆のߥ߈ߴ問題ឭ起と考えるߢࠇと߽期待外ࠇ㧘そ߆あるߢる当然の結果߈

育環境をᢛえる組織の観ὐࠄ߆見߫ࠇ㧘生ᓤの߽う少しߪっࠅ߈した態ᐲの変化を期待し

たいところߢあろう߇㧘教育機関߇掲ߡߍいる理念と㧘その元ߢ学ߢࠎいる生ᓤ学生߇選

び身にߟける価値観の間にߪ必߇࡟࠭ߕ生ߓる。し߽߆㧘こߪࠇ᳿しߡ宗教の領域ߛけߢ

見ࠇࠄる現象ߥߪߢい。Critical thinking㧔批್的思考力㧕という㧘昔ࠄ߆大学教育ߢ㊀

視さࠇた目標の㆐成ᐲを調査する縦断的研究ߟ৻߇のౕ体例とߥる
11
。批್的思考߿分析

力を計るテス࠻㧘Collegiate Learning Assessment㧔CAL忍ߢ㧠ᐕ間追跡さࠇた学生の多く

㧘CAL߇良いGPAを得たߡすい㧕授業をጁ修し߿ࠅขߡ㧔そしߥ資格ข得に᦭利߿就職ߪ

のὐ数ߪあ߹ࠅ伸び߆ߥった。研究者ߪその結果を̌ limited learning̍㧘⁜い範࿐に留

߹る学習としߡ憂慮した
12
。片
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Τ．数量的研究班  4．5つの宗教教団と一般日本人チーム 

片 ੹回の研究プロࠫ࠻ࠢࠚに参ടしߡ㧘そし࡯࠺ߡタの分析結果を前にしߡ強く感ߓたこ

とߟ2߇ある。1ߪߟ㧘࠻࡯ࠤࡦࠕ調査の㗄目設定を巡る議論を振ࠅ返っߡ㧘誤解を招ߥ߆

い設問を用意する㔍しさߢある。߽う৻࠻࡯ࠤࡦࠕߪߟに答えた学生の成長ߤߪのࠃうߥ

方向にㅴߢࠎいくの߆という㧘未回答の疑問ߢある。ࠛ࡯࡜チࠢ࠶ࠚを行ったと߈にߥ߆

ޠ。い߹すߑߏとう߇ࠅ㧘あߡࠇࠄ考えさせߡいߟ宗教にߡっ߿を࠻࡯ࠤࡦࠕޟߢの㗫ᐲࠅ

のࠃう߇࠻ࡦࡔࠦߥ出た。⛯けߡ質問さࠇること自体に教育効果を߽たࠄす߽のߢあ߫ࠇ㧘

このࠃうߥプロࠫ࠻ࠢࠚの横断的研究߽必要ߥߪߢい߆。そしߡ㧘そのᤨ࠻࡯ࠤࡦࠕߪの

統計的処理とと߽に㧘੹回߽実施さࠇた回答者の自↱記述の分析߽㊀要ߛと思う。片

                                                  
1  Michael Calmano㧘ޡޟ宗教を考える教育ߢޢいう宗教とߥߪにޠ߆㧘宗教教育研究会

㧔編㧕㧘ޟ宗教を考える教育ޠ㧘教文館㧘2010㧘pp.88-109。片

2 How secular family values stack up. By Phil Zuckerman. Los Angeles Times, January 

14, 2015. 

http://www.latimes.com/opinion/op-ed/la-oe-0115-zuckerman-secular-parenting-20150

115-story.html.片

3 Letting Education and Religion Overlap. Why expanding vouchers to include 

parochial schools is a good idea. By Robert Maranto and Dirk C. van Raemdonck. The 

Wall Street Journal, January 8, 2015.片

4 Michael Calmano㧘ޟ宗教と学校教育―ࠞ࡝ࡔࠕ合衆国の場合。ޠ宗教教育研究会㧔編㧕㧘

pp.247-250㧘教文館ޠ宗教を考える教育ޟ  㧘2010を参照。片

5 
松島౏望㧘ޟ中学࡮高校生のࠠ࡝ス࠻教的宗教意識ࠄ߆見えߡくる߽のޠ片

6 ห਄片

7 松島౏望㧘ޟ中学࡮高校生に߅けるス࡝ࡇチュ࡞ࠕ現象の㆑いにߟいߡ㧙౏立学校㧘ࠞ

片ޠ㧙ߡ系学校を対象にし࠻ࡦ系学校㧘プロテスタࠢ࠶࡝࠻

8 Youth Cultures in Catholic Universities. A Worldwide Study. International 

Federation of Catholic Universities, Centre for the Coordination of Research. Paris, 

2014. 片

http://fiuc.org/en/ccr/news/youth_cultures_study_already_available片

9 Muncada, Felipe L., Religious Perceptions of Nanzan Students. A Pilot Study. 

ACADEMIA Humanities, Social Science 忌66忍 September 1997, pp.83-131. "These 

findings tend to support the hypothesis that the longer the respondent studies at 

Nanzan the more interested he/she will be in Christianity."片

10 Waldemar Kippes㧘ධ山大学ࠠ࡝ス࠻教教育調査報告ᦠ㧘1991㧘Nanzan University 

Students。਄智大学㧘1993ᐕ。片

11 Richard Arum & Josipa Roksa, Academically Adrift: Limited Learning on College 

Campuses. University of Chicago Press, 2011.片

12 "A market-based logic of education encourages students to focus on its instrumental 

value— that is, as a credential— and to ignore its academic learning and moral 

character."ห਄㧘p.16片
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に片ࠅわ߅

片

片 とうとう߅ޟわࠅにޠを執筆するᤨとߥった。この 3 ᐕ間の活動を振ࠅ返ると大変感慨

深い߽の߇ある。科研費研究プロࠫߪ࠻ࠢࠚ㧘本当に濃密ߢあࠅ㧘多くのことを学び㧘そ

しߡ経験する機会ߢあった。  

片 筆者自身ߪそのࠃうߥ機会を߽ߟこと߈ߢ߇た研究プロࠫߪߢ࠻ࠢࠚある߇㧘とหᤨに

との思ޠ…ろうߛたの߈ߢ߇のことߢ߹こߤߡ果たしߡい߅に࠻ࠢࠚ੹回の研究プロࠫޟ

い߇ある。この研究成果報告ᦠこそ㧘本プロࠫ࠻ࠢࠚに߅ける研究成果の 1 あߢࠇの現ߟ

る߇㧘߅ޟわࠅにߢޠ੹回の研究プロࠫ࠻ࠢࠚ全体としߡの成果にߟいߡ߹とߺߡ߼たいと

思う。  

片 ੹回の科研費研究プロࠫ࠻ࠢࠚの大ߥ߈特ᓽとしߪߡ㧘実証的宗教心理学的研究をベ࡯

スとした਄ߢ㧘様々ߥ分㊁㧘領域㧘立場の人びと߇集ったということߢある。心理学のߥ

集߇㧘発㆐心理学㧘社会心理学㧘臨床心理学㧘学習心理学㧘実験心理学等の研究者߽ߢ߆

った。心理学以外߽ߢ㧘宗教学㧘仏教学㧘ᱧผ学㧘教育学㧘⋴護学等の研究分㊁㧘領域の

研究者߇集った。߹た㧘その立場߽㧘大学の教員㧘研究員のߕࠄߥߺ㧘宗教教団ઃ属研究

ᚲ࡮研究セࡦタ࡯の研究員㧘さࠄにߪม祭㧔ࠠ࡝ス࠻教㧕㧘僧侶㧔仏教㧕㧘Ꮣ教師㧔神㆏㧕

とそࠇߙࠇの宗教教団の宗教指ዉ者߽ടわࠅ㧘こࠄࠇ多彩࡯ࡃࡦࡔߥにࠅࠃ㧘本プロࠫࠚ

。あるߢたのࠇ構成さߪ࠻ࠢ  

このࠃうに㧘多彩߇࡯ࡃࡦࡔߥ集う研究プロࠫߪ࠻ࠢࠚ㧘そࠇこそ㧘こߢ߹ࠇ⥋るとこ

ろߢ企↹࡮ផㅴさߡࠇいࠃう。本調査ߪそうした৻面にടえ㧘こߢ߹ࠇに用いࠇࠄること

実証的宗教心理学的研究㧔調ޟわち㧘ߥいる。すߡった研究方法をᩮᐙに据え߆ߥߤࠎと߶߇

査࡯࠺タに基ߠいߡ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖの実態㧘߹たそࠄࠇに߹ߟわる㧘関連

する੐象を᣿߆ࠄにしߡいこうとの研究㧕ޠをベ࡯スとしたことߢある。こࠇこそ߇㧘本プ

ロࠫ࠻ࠢࠚに߅ける最大の特ᓽߢあࠅ㧘こߢ߹ࠇ日本ߪߢこのࠃうߥ総合プロࠫߪ࠻ࠢࠚ

ሽ࿷しߡいߥいこと߽ࠄ߆㧘本プロࠫ࠻ࠢࠚを通しߡ㧘様々ߥ新たߥ試ߺを行うことにࠃ

。あるߢった研究成果をឭ供しうると考えたの߆ߥ߈ߢ߇得ることߢ߹ࠇ㧘こࠅ  

ける宗߅との最大の特ᓽを形とし㧘日本にޠスとする࡯実証的宗教心理学的研究をベޟ

教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の実態を多角的ߥ見地ࠄ߆᣿߆ࠄにしߡいくた߼

に㧘質的研究班㧘数㊂的研究班を設置し㧘さࠄに質的研究班ߪߢ関西地඙チࡓ࡯㧘東ർ地

඙チࡓ࡯㧘数㊂的研究班ߪߢ浄土真宗チࡓ࡯㧘5 を編成ࡓ࡯の宗教教団と৻般日本人チߟ

しߡ㧘そࠇߙࠇのチߏࡓ࡯とに調査研究をㅴߡ߼いった。  

2 の班㧘4ߟ 調査㧘質問紙調査と質࡯ュࡆタࡦ㧘ࠗࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈ㧘ߪߢࡓ࡯のチߟ

的研究ࠃ߅び数㊂的研究の特性を活߆しࠄ߇ߥ各調査࠼࡞࡯ࠖࡈに対しߡ研究目的にߥ߆

ったࠕプロ࡯チをとったことにࠅࠃ㧘多角的見地ࠄ߆の幅広い研究成果を߅届けすること

。いるߡと考え߆いߥߪߢたの߈ߢ߇  

さࠄに㧘世界的に߽ߡߺ㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の研究ߪ欧米を中

心とした࡙ࡗ࠳㧙ࠠ࡝ス࠻教文化圏の研究߇大半ߢあったこと߽ࠄ߆㧘そࠄࠇとߪ文化߇

異ߥる日本に߅ける本プロࠫ࠻ࠢࠚの研究成果ߪ非常に意義ある߽のߢあࠅ㧘ᶏ外の研究

者に߽資するところ大ߢあろうと考えߡいる。  

片 し߆し㧘ޟ日本に߅ける宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の実態にߟいߡ幅広く

迫ること߈ߢ߇たޟޠそࠇߙࠇのࠕプロ࡯チに拠る複数の研究成果をឭ供すること߈ߢ߇たޠ

との成果ߪ㧘その߹߹本プロࠫ࠻ࠢࠚに߅ける෻省ὐ㧘੹ᓟの課題߽ߢある。੹回の研究

プロࠫ࠻ࠢࠚに߅いޟߡ実態を幅広くޟޠ複数の研究成果をឭ供ޠすること߈ߢ߇た߽߆し

とのߏࡓ࡯チߪࠄࠇ㧘そ߇いߥࠇ 1 ߟ 1 全体とし࠻ࠢࠚ㧘研究プロࠫࠅあߢの研究成果ߟ

そこߪߢ࠻ࠢࠚると㧘本プロࠫߥと߆たの߈ߢ߇のをឭ供すること߽ߥけ体系的ߛࠇߤߡ
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プロߥ集い㧘総合的߇分㊁㧘領域㧘立場の人びとߥった。様々߆ߥ߈ߢߪに⥋ることߢ߹

㧘੹回の研究߇た߈ߢ߇いくことߡ活動を展開しߢ߆ߥ協働の࡮を構築し㧘連携࠻ࠢࠚࠫ

プロࠫߪߢ࠻ࠢࠚ㧘チߏࡓ࡯との研究成果のឭ示にとߤ߹っߡし߹ったのߢある。  

片 㧘こߪߢける実証的宗教心理学的研究の分㊁߅うに㧘日本にࠃ記した߽ߢޠに߼ߓߪޟ

プロࠫߕ߹㧘ࠄ߆あることߢߡ߼初ߪいくのߡを行っ࠻ࠢࠚプロࠫߥ߈けの規模の大ߛࠇ

ߺを中心に幅広く試ߤߥ関心のある߽の߿た߽の߈ߡߍ਄ߺ積ߢ߹ࠇこ߇࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚ

㧘ࠅあߢの⁛自性を㊀視する߽のࠇߙࠇそ࡯ࡃࡦࡔ㧘ߪࠇを置いた。そ߈いくことに㊀ߡ

宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の関連にߟいߡ㧘新たߥ研究のน能性をಾࠅ拓

くたߢ߼あった。੹回の研究プロࠫߪߢ࠻ࠢࠚ㧘1 ߥった߽のを作る㧘体系的ߛの系統ߟ

߽のを作る߽ࠅࠃ㧘ߤこ߹߈ߢߢた߆わߥࠄ߆い߇㧘新たߥ研究のน能性をಾࠅ拓くこと

に㊀߈を置くことにしたのߢある。その姿勢ߪ㧘本報告ᦠに߽如実に現ߡࠇいるࠃうに思

わࠇる。  

し߆し㧘宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精神的健康の実態にさࠄに迫っߡいくた߼にߪ

߈いߡߍ਄ߺあろう。この先߽研究成果を積ߢくるߡっߥ必要とߕ必ߪの作業ޠ体系化ޟ

たいと考߈いߡ検討し߽ߡいߟに߆るの߈ߢ߇いくことߡうに体系化しࠃのߤ㧘߽ࠄ߇ߥ

えߡいる。こうした৻連の研究を通しߡ㧘日本に߅ける宗教性㧛ス࡝ࡇチュ࡝ࠕテࠖと精

神的健康の実証的研究の礎を作っߡい߈たいとの思いߢある。  

 

片 最ᓟにߥっߡし߹った߇㧘੹回のプロࠫ࠻ࠢࠚに関わった方々に感謝の意を表したい。  

片 ਅさった皆さ߹㧘その調ߡに協力しࠢ࡯ワ࠼࡞࡯ࠖࡈの調査㧘ߡ㧘੹回実施した全ߕ߹

査実施の㆏を拓いߡਅさった担当者の先生方㧘宗教者の皆さ߹に感謝の意を表したい。通

常ߢあ߫ࠇ調査実施ߪਇน能ߢあろうといった状況ޟ߽ߢ松島君߇頑張っߡいる߿ࠄ߆っ

ห様の߽ࠄ߆࡯ࡃࡦࡔた。ઁのࠇࠄ߅数多く߇ਅさった先生方ߡ言っߢと笑㗻ޠࠃいいߡ

ことを聞いߡいる。皆さ߹߭と߭ࠅとࠅのߏ理解とߏ協力ߥ߇け߫ࠇ㧘何৻ߟ形にするこ

と߆ߥ߈ߢ߇った。心ࠅࠃ感謝を申し਄ߍたい。  

片 ߹た㧘本プロࠫ࠻ࠢࠚに߅ける੐務手⛯߈等の実務を担っߡਅさった大学関ଥ者の皆さ

߹㧘調査実施ᓟの質問紙のࠛ࡯࡜チࠢ࠶ࠚの作業を手伝っߡくࠇたධ山大学の大学生の皆

さ߹に感謝の意を表したい。᳿しߡ表にߪ見えߥいけ߽ߤࠇ㧘このࠃうߥ陰の労に支えࠄ

ࠅࠃいる。心ߡߓと強く感ߛたの߈ߢ߇全うすることߢ߹最ᓟ߇࠻ࠢࠚ㧘研究プロࠫߡࠇ

感謝を申し਄ߍたい。  

片 そしߡ㧘プロࠫ߭࡯ࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚと߭ࠅとࠅに感謝の意を表したい。本当に足ߥࠅいこ

とࠄߛけの研究代表者をᔋ耐強く支え⛯けߡくࠇたことに㧘たߛたߛ感謝の思いߢある。  

片 こߢ߹ࠇ述ߴた方々以外に߽ߛࠇߤけ多くの方々の支え߇あったの߆計ࠅしߥࠇい。こ

ߢ߇を全うすること࠻ࠢࠚ㧘この研究プロࠫߪしにߥ協力ߏいߥߺの方々の惜しߡ全ࠄࠇ

ࠄし߆の研究成果を何࠻ࠢࠚに߽㧘本プロࠫ߼いた方々のたߛいたߡった。関わっ߆ߥ߈

の形ߢ社会に対しߡ貢献࡮還元をすること߈ߢ߇るࠃうにദߡ߼い߈たいとの思いߢある  
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研究代表者片 松島౏望  
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